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米国および欧州における情報処理の実態

噸 処理実態調轡 艮告叡
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序 に 代 え て

社 会 、 経 済 の 発 展 に ともな い 、各 種情 報 の蓄積 ・加 工 ・供 給 を有 機 的 か つ

効 果 的 に行 な う方法 と して、 と くに コ ン ピュ ー タに よる情 報 処 理 の 役 割 りの

重 要 性 が 認 識 さ れ てお ります 。

また 、 最 近 は情 報 社 会 へ の 指 向 と あい まっ て情 報処 理 分 野 の拡 大 と と もに、

そ の高 度 化 の方 向 が検討 され つ 〉 あ り、 大 き な発 展期 を迎 えてい る といえます。

しか し、 この よ うな情 勢 に お『いて 、 情 報処 理 お よび情 報 処理 産業 の 前途 に

は 、そ の発 展 の 要件 お よび これ が 他 産 業 に一与え る影響 とい っ た わが 国経 済 の

動 向 に関 連 す る諸 問題 を始 め情 報 処理 方 式 、 ハ ー ドウエ ア お よび ソフ トウエ

ア の技 術 、 各 種 の 標準 化 、情 報 処 理 技 術 者 の養成 等、 解決 を要 す る幾 多 の課

題 が あ ります。

当 財 団 は情 報処理 に 関 す る これ ら諸 問題 解 決 の た め各 種 の 事業 を実 施 して

お ります が 、 この調査報告 はそ の一環 として欧米にお け る情報 処理 産業 の 実 態 と

今 後 の動 向 を把 握 す るた め、 昭和44年10月 、米 国foよ び欧 州 に そ れ ぞ れ

1ヵ 月 間 、 当 財 団 が派 遣 した第2次 情 報 処理 実 態 調 査 団 に よる調 査 結 果 を と

りま とめ た もの で あ りま す。

なお 、之 の事 業 は 、 日本 自転 車 振 興 会 の機 械工 業 振 興 資金 に よ る 「昭和

44年 度、 情 報 処理 に 関 す る調 査研 究 補 助事 業」 の うち、 「情 報 処 理k・ よび

情 報 処理 産 業 の実 態調 査 」 の 一 部 と レて 実 施 した もの で あ ります。

こsに 本 調 査 実施 に ご尽 力 下 さ った 調 査 団各位k・ よび ご支 援 を賜 っ た関係

各 位 に心 よ り感 謝 の意 を表 しま す と と'もに、本 報 告 が 各方 面に 利 用 され 、 わ

が 国情 報処理 産 業発 展 の一 助 と して寄 与 で きます よ う念願 いた す 次 第 で あ り

ま す。

(
昭和45年1月

財 団法 人 日本情報処理開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾
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調 査 団 の 概 要

1.目 的

米 欧 諸 国 に おけ る情 報処 理 お よび情 報 処理 産業 につ き、 そ の実 態 を調 査

す る と と も に、各 国 で の発 展 の背 景 と今 後 の 動 向 を把 握 し、 わが 国 に お け

る情 報 処理 産 業 の発 展 に資 す る こ とを 目的 とす る。

2.調 査事 項

(1)情 報 処 理 産 業 界vak・ け る情 報 処理 シス テ ム な らび に ソフ トウエ ア の開

発 とサ ー ビス の実 態 お よび 需要 動 向

(2)情 報 処 理 サ ー ビスteよ び情 報 提供 サ ー ビス の 現状 と将 来 の方 向

(3)情 報 処 理 産 業 に進 出す る一 般 企 業 の サ ー ビス 内容 と将来 構 想

(4)標 準 化 、教 育 、 制度 等情 報 処理 に 関連 す る事 項

5.調 査時 期

帰 国 〃11月18日

(・)・欧州 出発 〃
.・ ・月 ・ 日'?乾 一 ¶

帰 国 〃11月5.日

4.団 員

(米 国調査 団)

吉 田.剛

宮 野 素 行

郎

出

元

徹

信

田

尾

宮

西

縣

藷 澤 政 司

(財)日 本情報処理 開発 センター専務理事

通商産 業省大 臣官房情 報産業室

官房情報 産業室情報処理 専門官

防衛庁 内局総務課部員

三井物産㈱ コンピューティングセンター 室長代理

富士通㈱情報処理 営業 システム部

第3シ ステ ム課長代理

(財)日 本情 報処理 開発 セ ンタ ー総務部長

3
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(欧 州調査団)

吉 田 剛

宮 野 素 行

本

田

原

石

上

平

臼 井

岡 田

幹 郎

陸奥夫

佳 和

孝

勇

調 査 先

米 国(14機 関)

コ ン ビ ュ ー チ ケ ッ ト社,

Cahf'ornia

(財)日 本情報処理開発セ ンタ ー専務理 事

通 商産業省大 臣官 房情報産業室

情報処理専門官

経済 企画庁総合計画局副計画官

社会 保険 庁年 金保険部調査官

日本電気㈱ デ ータ処理 シス テム事 業部

営業企画部長

日本 貿易振興会貿易資料 センター

管理 部情報管理課長

(財)日 本情 報処理 開発 センター

電子計算機運営 本部 次長

ComputicketCorporationof

(1」osAngeles・Ca1・if・)

コ ン ピ ュ ー タ ・ サ イ エ ン ス 社,ComputerSciencesCorporation

(C.S.C.)(LosAngeles,Calif・)

コ ン ト ロ ー ル ・ デ ー タ 社,ControlDataCorporation

{Minneapolis,Minnesota)

コ ム シ ェ アL社,c。m-shareInc・rp6rated(AnnArb・r,

Michigan)

ボ ル ト ・ ブ ラ ネ ッ ク

Newman,InC.

・ ア ン ド ・ ニ ュ ー マ ン 社,BoltBeranekand

(Cambridge,Massachusetts)

●
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ADAPSO,AssociationofDataProcessingService

Organization・,Inc.(NewYork,N.Y.)

・ ン ピ ー ー タ ・ ア プ リ ヶ ー シ ・ シ ズ 社
,C。mp。t。,ApPlica,i。n、,

Inc.(C.A.1)(NewYork,N.Y.)

バ ン カ ー ・ レ モ 社
,BankerRamo,(NewYork,N.Y.)

連 極 信 委 員 会,FederalCommunicationCommission(F.OO)

(WashingtonD・C・)

特 許 局,PatentOffi・ce(WashingtonD・C・)

ユ ニ バ ー シ テ ィ ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 社
,UniversityComputing

Company(U・C・C・)(Dallas,Texas)

イ ン フ ォ ー マ テ ィ ッ ク ス 社,InformaticsInc.(Oaks,Calif.)

ナ シ ョ ナ ル ・ キ ャ ッ シ ュ ・ レ ジ ス タ ー 社,NationalCashRegister

(N.C.R),'(D。yt。n,Ohi。)

シ ス テ ム ・ デ ベ ロ ッ プ メ ン ト社,SystemDevelopment

Corporation.(S.D.C)(SantaMonica,Calif.)'

5・2欧 州(15機 関)

52.1英 国

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・ サ ー ビ ス 社,

InternationalComputingService,1、td.(1.C.S.L.)

(LondonW・1・Enξland)

サ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク ・ コ ン ト ロ ー ル ・ シ ス テ ム 社,Scientific

5
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ControlSystems,Ltd・(SCICON),(LondonW・1・

England

英 国 郵 政 公 社 デ ー タ ブ ・ セ ッ シ ン グ サ ー ビス,GPONationalData

ProcessingService(LondonW・1・England)

52.2ス ウ ェ ー デ ン

セ ー ビ 〃 ・・〃 ス デ ー'B－ セ 〃 二,Savi・g・Bank・D・t・

CentersCo.(StockholmSweden)

ス ト ッ ク ホ ル ム デ ー タ ー セ ン タ ー,StockholmsDatamaskin-

central(StockholmSweden)

52.3デ ン マ 　 ク

行 政 綜 合 デ ー タ ー セ ン タ ー,1/SDataCentralenaf1959

(KobenhavnDenmark)

5、2.4オ ラ ン ダ

オ ラ ン ダ ・ディ ー ボ ル ト,RaadgevendBureauBerenschot-

DieboldN.V.(Amsterdam,Netherlands)

オ ラ ン ダ 情 報 処 理 セ ン タ ー,CentrumVoorInformatie-

'
verwerkingN.V.(Utrecht,Netherlands)

52.5イ タ リ ア

イ タ リ ア 原 子 核 研 究 所 計 算 セ ン タ ー,ComitatoNazionalePer

rgiaNuclea・re(Roma・Italia)

ツ.・＼
GEイ ン フ ォ メ ー シ ョ ン シ ス テ ム イ タ リ ア,GeneralElectric

InformationSystemsItaいa(Milano・Ita
.1ia)
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52.6西 ド ィ ッ

数 理 ・ デ ー タ 研 究 所,GeselschaftFlirMathematikund

Datatenverarbeitung・Bonn(WesternGermany)

52.7フ ラ ン ス

イ ン.タ ー ナ シ ョ ナ ル ・ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ・ イ ン ス テ ィ テ ユ ー ト
,

ご1…i…1…ma・i・ ・ald'1・f・ ・m・ り ・・e(3i)

(Grenoble,rance)

セ マ 社,(SEMA-MetraInternationa1)(Paris
,France)

セ ゴ ス 社,CEGOSInformatique(Paris ,France)

ジ ー ⑳ ア イ'ア ・イ 社,CompagnieInternationalpour1'

Informatique(Versailles,France)
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1は じ め に

今 回 の海 外実 態 調査 団 は ほぼ 同 じ時期 に 欧州 と米 国 に二 班 が 派 遣 され そ の

調査 目的 も同様 な もの で あ った の で、 現 在 にお け る欧 州 と米 国 の情 報 産 業 の

実 態 の比較 は あ る程 度 可 能 で あ る と考 え られ る。 た だ米 国 は一 カ国 につ いて

多角 度 か ら検 討 し得 た の に 比 し、 欧 州 は 複数 の国 々が対 象 で あ り、 欧 州一 般

とい う見解 を 出す こ と も困 難 で英、 仏 の よ うに比較 的 進 ん だ 国 と米 国 の比 較

が 中心 と な ら ざ るを得 な い。 ま た、 調 査 団員 の構 成 も別 個 で あ っ たた め、 米

国班 と欧 州 班 の 報 告 にい さ さ か差 異 が あ り、 調査 結 果 を総 合 して 検討 を加 え

た が 結果 は 必 し も同 じ尺 度 に よる比較 とは い いが た い。 しか しなが ら可成 り

目立 った い くつ か の点 が 指 摘 され る。

欧 ・米 と もに情 報 産 業 成 立 の基 盤 が 可 成 り熟成 され て い る と見 られ る。 も

ち ろん米 国 の市 場 の広 大 さ と各 種 の種 類 の需要 の顕 在 化 に比 して、 欧 州 はま

だ可成 り遅 れているこ とは 事 実 である。 しか しなが ら少 くと もわ が 国 と比較 す

る と欧 州 の方 が整 っ てい る の では な いか と思 わ れ た。 この点、 欧 州 にお いて

も数 は多 くは な い が、 す で に 相 当大規 模 な ソフ トウエ ア企 業が 成立 して お り、

これ ら一 級 の ものは、 米 国 の 一流 の もの と比 較 して甚 だ しい 遜 色 が ある もの

とは思 わ れ な い。 た だ米 国 に お い て は情 報 提 供 サ ー ビス 業 が独 立 企 業 体 と し

て現 出 しつつ あ るの に比 して、 欧 州 で は ま だほ とん どそ の動 きす らな い と も

い え る。

市場 の広 さ、 需 要 の 多様 化 に対 応 して、 米 国 にお い ては情 報 産業 企 業 が急

速 に、 ま た極 め て 多 数 現 出 して い るが、 欧 州 にお い ては その 数は ま だ多 く

な い。 これ は た だ 市場 の広 狭 の み で な く、 欧 ・米 に お け る企業 の ビヘ ビヤ ー

の相 違 と もい え、 欧 州 で は どち らか とい え ば既存 の手 が か りを着 実 に拡 げ る

こ とが 主体 で あ っ て、 新 規 企 業が 新情 勢 に対 応 して続 出 す る とい う気 運 が低

いの で は な い か と思 われ る。 そ の よ しあ'しは別 とし て、 米国 で注 目す べ き こ
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とは、 ここ数年 にわ た って 族 生 した ソ フ トウエ ア企 業等 が 曲 り角 に きてい る

と見 るこ とで あ る。 ソフ トウ エ ア開発 に相 当 の資 金 を要 し、 各方 面 の 人材 を

結 集 して組織 的 に運 営 をす る必 要 が 次第 に高 ま り、 企 業的 に 伸展 す るた め に

は 可 成 りの規 模 を もつ こ とが要 請 さ れ、 一匹 狼 的 な企 業 が 次第 に整理 され、

逆 に大規 模 な もの が ます ま す 大 き くな り、 あ る人 の言 を以 って す れ ば、 近 く

巨 人競 争 の時 代 が 来 る とい う こ とで あ る。 この点 米 国 で は何 等 か の意 味 で業

界 再 編 成 が 進 む で あ ろ うこ とが 予測 さ れ、 事 実1年 前 に比 して の変 革 は急 速

な ものが ある。 これに対 して 欧 州 で は米 国 に時 期 的 に遅 れ て い る こ と もあろ う

が、 どち らか といえ ば 多 くの企 業 の旅 出 とい う よう な気 運 は少 く、 大 きな も

の が よ り大 き く事 業 を拡 大 す る形 が初 期 よ り定 着 して い て、 大 きな 混乱 ま た

は変 革 は少 い よ うに も思 わ れ る。

宇 宙 開 発、 防 衛 計 画 等 極 め て巨 大 な プ ロジ ェ ク トに よっ て米 国 の情 報 産業

は確 立 し拡 大 して きた が、 今 日で は、 今後 これ 等 の 国 の 出金 は続 くと して も

これ が拡大 す る こ とは予 測 さ れず、 各 企業 の発展 の た め に は、 今 ま で蓄 積 さ

れ た能 力 を ど の方 面 に発 揮 す るか が重 要 な課 題 と な っ てい て、 各 企業 と もそ

れぞ れ、 いわ ば ポス トア ポ ロに 真 剣 に取 組 ん で い る。 ま た、 この 問題 につ い

ての取 組 み 方 は 企 業 毎 に い くらか の相違 が あ るが、 ね ら う とこ ろは 同一 の よ

う で あ る。 欧 州 で も米 国 程 の大 きな ブ ・ ジ ェク トは な い が、 公 的 な比較 的大

き な プ ロ ジェ ク トが 与 え られ成 立 した 比 較 的大 規 模 な もの が ある。 これ等 は

公 的 プ ロ ジェ ク トの 開 発 を 足 が か りにパ ブ リ ック サ ー ビス、 コマ ー シャル部

門 に進 出 を考 え て い るが、 感 じと して は米 国 の企 業 に お け るが如 き積 極 的 あ

る いは切 実 な問 題 と して の取 組 み方 に比 して、 や や意 欲 が 低 調 な感 を受 け た。

く

た だ、 私 企 業 と して 成立 した もの は これ 等 の機 関 とは 自 ら異 な り、 積 極 的 に

新 分 野 の開 拓 を指 向 して い たが、 欧 州 で は殊 に一 国 に限 った 場 合 の 市場 の狭

陛 さ を突 破 して、 国 際 的規 模 を前 提 とす る意欲 的 な もので あ った。

サ ー ビス形 態 の一 つ と して、 欧 州 に お い て も米 国 にお い て もTSSに よる

サ ー ビス が相 当 進 ん で い る。 む しろ大規 模 の もの に あ っ て は この サ ー ビスが
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当 然 の こ とと考 え られ て い る。 そ の進 度 は、 もち ろ ん米 国 の 方 が は るか に早

ぐ、 む しろ あ る意味 では乱 立 の気 味 もあ り、 今 後 可成 りの整 理 も起 り う る こ

と もあ りそ うで あるが、 欧 州 で は これ か らま す ま す拡 大 され る風潮 で あった。

この点 で も欧 州 は見 方 に よれ ば進 度 が 遅 いか も しれ ない が 混乱 な く着 実 な あ

ゆみ が見 られ る。

近 い将 来 に お い て、 欧 米 と もに大 規 模 な企 業 は、 一 国 内 に お い て 事 業 を

拡 大 す る に 留 ま らず 、 意欲 的 に国 際 的 に進 出 しよ うと して い る欧 州 の企業

が 欧 州 内 各 国 に進 出す る こ とは もち ろん、 米 国 の 企業 が積 極 的 に欧 州 市 場 を

席 巻 してお り、 欧 州 企 業 の対 抗 意 識 を あお って い るが、 欧 州、 米 国企 業 と も

に欧 米以 外 の地 域、 中近 東 、 ア フ リカは い うに及 ばず、 ア ジ アに も興味 を も

ち、 と くに最 も有 力 な市場 と して の 日本 に は 多大 な 興味 を も って い る。 有 力

な企 業 は、 日本 と何 等 か の提 携 を実 現 化 した い意 欲 を も って い る もの と認 め

られ、 今 後 わ が国へ の各 方 面 か らの働 きかけ は ます ます多 くな る もの と考 え

られ る。 「
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II米 国

1全 般的気運

1.1マ ーケ ッ トの移 動

米 国 の ソ フ トウェ ア産 業 は 、 シ ステ ム開発 を中 心 とす る頭 脳会 社 的 な グ

ルー プ と、情 報 処 理 サ ー ビス を行 な う計 算 セ ン ター 的 な グ ルー プ と2つ の

方 向 か ら発 展 して きた が、 い ず れ もNA 、SAの ア ポ ・計 画 、 軍 関 係 の シス テ

ム開 発 な どの 巨 大 か つ長 期 に わた る需要 に よ って著 しい 発 展 を遂げ て6る

こ とは 周知 の 事 実 で あ る。

これ らの 需 要 が裏 付 け とな って 、企 業 の擁 す る人 材 あ るい は コ ン ピュー

タな どの ハ ー ドウエ アを 拡大 す る こ とが で き、 加速 度 的 に経 営 規 模 を大 き

くして きた。 タ イ ミング よ く この時 流 を捉 えた ソ フ ト ウエ ア会 社 の 最近 数

年 間 におけ る急 成長 ぶ りを 見 れ ば、 この こ とが 明 らか に うか が わ れ る。

図1はCSC社 、UCC社 、CAI社 、SDC社 、インフォーマテ ィックス 社 、

BB&N社 の過 去4年 間 にわ た る伸 長 の実 績で あ る。

百万ド

30

'66

図1売 上 高 推 移

'6st69

数字出所

今回調査および 「米国 における

ソフ トウェア産業 の動向」

(日 本情報処 理開 発センター)

1969年 版
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1968年 ま で の ソ フ トウエ ア産 業 にお け る市場 状 況 をみ る と・軍 関係

を 中心 と した大 き な 需要 を背 景 と し、 これ を 成長 の培 養 源 と して 各 社 が 競

って事 業 拡大 の基 調 と して きた の で あ るが 、1969年 に な って前 述 大 手

ソ フ トウ エ ア会 社 に よ る市場 分割 とい う一 応 の ま と ま りが み られ た よ うに

思 わ れ る。 ア ポ ロ計 画 な どの 国 家 的 プ ロ ジェ ク トが 一 応 の 成果 と終結 の 見

通 しを見 た現 在 、 これ ら ソ フ トウ エ ア会社 が 今後 どの ような 方 向を指 向 し

てい るかを 探 る こ とが 、 今 回の 調 査 団 の 目的 の一 つで あ った が・現 下 の状

態で は 、 ソ フ トウェ ア 産 業 は これ まで に 蓄積 した シス テ ム 開発 力 あるい は

資 本 力な ど を 、民 間 プ ロジ ェ ク トに 向 げ て 、 どの よ うに展 開す る か とい う

課 題 に直 面 して い る(CSC社 、 インフオーマテ ィ ックス 社 ・UCC社 ・

SDC社 な ど各 社 と もそ の計 画 は発 表 し てい るが)。

しか しなが ら、 こ こで 問題 とな るの はNASAを 中心 とす る ビ ッグ ・ブ ・

ジエ ク トと、民 間企 業 の 要請 す る プロ ジ ェク トとの 本 質 的 あ るい は 開発 形

態 の 差異 で あ る。

軍 関 係 の シス テ ム開発 の場 合 は 、そ の 目標 とす る とこ ろは 、何 もない と

こ ろ に新 しい もの を 創 り出 す とい うこ とにお い て絶 対 的 で あ り、 民 間 ブ ・

ジエ ク トの よ う に、 周 囲 条件(シ ス テ ム開発 に 対 す る制限条 件 がか な りあ

る)に 見合 わ せ て シス テ ムを 開発 す る とい う妥 協 を 強 い られ るこ とは少 な

い。 しか も時 間 的な束 縛 は あ って も、 シス テ ム開 発 に投 入 す る資 金 は莫 大

な もので ある 。

こ の よ うに 、い わ ばい ま ま で保 護産 業 的色 彩 の濃 か った 時代 か ら、民 間

マ ー ケ ッ トを 主 た る対 象 とす る 時 代、 す な わ ち 自由競 争 に よ る市 場 開拓 的

時 代へ 突 入 す る 時期 を迎 え て 、 これ か ら企 業 と して の真 価 、 実力 が 問 われ

る こ とに な ろ う。

む ろん 各社 と もこれ まで 、 民 間 ベー スの 情 報 サー ビス 、 ソフ トウエ ア開

発 な どに少 な か らず 力 を注 い で きて はい るが 、 目標 を一 途 に追 求 す る とい

う形 で培 わ れ た シス テ ム開発 力 を で き るだ け活 用せ ざる を得 ない 事 情 か ら

■
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す れ ば 、 第2期 マー ケ ッ トの 有力 な対 象 とな る のは州 政府 、 市 な どに よる

公 共 的 プ ロ ジ ェク トで あろ う。

公 共 的 プ ロ ジェ ク トの もっ 性格 は、 散発 的な シス テ ム とな るの で は な く、

あ る程 度以 上 の ま とま り と、普 遍 性 の あ る交 通 、教 育、 病院 な どの シス テ

ムが 多 く手 が け られ て い る(SDC社 な ど)の も、NASA関 係 の シス テ ム

開 発 を通 じて 得 た ポテ ンシ ャ リテ ィが、 比 較 的、 直接活 用 し うる分 野で あ

る と い う事情 が あ るこ とは 否 めな い。 そ こで ソ ジ トウェ ア産 業 の第2期 的

発 展 の舞 台 は 公 共 的 シス テ ム に求 め られ 、 この 過程 でさ らに高 め られ た 実

力 が 第3期 の 市場 開拓 と して の民 間 プ ロ ジェ ク トへ 振 向 け られ る よ うに な

ろ う。

も っ とも、 第2期 と第3期 の 間 は劃 然 と した もの では な く、 す でに民 間

市 場 を対 象 と して の、CSC社 のINFONETを は じめ と し、そ の規 模 ・投

資 額 と もに大 きな 民 需 向げ の シス テ ムの 開発 が指 向 さ れ て お り、 この面 で

も ソ フ トウ エ ア会 社の 実力 の優 劣 が今 後 か な り厳 しい 試 練 を へて は っ き り

して くる もの とみ られ る。

そ れ は さ らに 総 合 的 に 力を 高 め る大 手 の 企 業(CSC社 、CAI社 、

UCC社)と 、 専 門化 の傾 向 を一 層 強 め る小 企 業(パ ン カー レモ社 、

BB&N社 、 コ ン ビュー チ ケ ッ ト社)の 集 団 とに 分化 して い く もの とみ ら

れ る。

こ の よ うに 、各 企 業 が 自己 の 戦略 と実 力 で 自由競争 を行 ない 、 そ の中 で

生 き残 った ソ フ トウエ ア会社 が 順 次国 際 市 場 の 開拓へ と乗 りだす こ と とな

ろ う。 今 回 の調 査 先 で あるCSC社 な ど、 この 傾 向 を示 しつ つ あ る。

今 後 の方 向 と して はTSSを 指 向 してい るCSC社 、 コム ・シ エ ァ一社 、

UCC社 が あ り、 ま た 、TSSは 採 算 に 合 わ ぬ と して フ ァシ リテ ィー マネジ

メ ン ト(FacilityManagement,後 述)や ソフ トウエア 開発 ・ 販 売 を指

向 して い る イ ン フ ォー マテ ィツ クス 社 、CAI社 が あ り、 将 来の 方 向 を独

自の 体 制 と して 模 索 中 のSDC社 な どが あげ られ る。
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こ の よ うに して米 国 に お け る ソ フ トウエ ア会社 が 競争 を 通 じて 培 い つ ＼

あ る経 営 力 ・ シス テ ム開発 力 な ど に対 処 す るた め に も、 わが 国 にお け る ソ

フ トウ エア産 業 の発 展 をは か るべ き環 境 の造 成 は 、 緊急 の課 題 と して真 剣

に 討 議 され な けれ ば な らない 。 ¶

1.2企 業 競 争 と 成 長 力

こ ＼数 年 来 、 米 国 に お け る ソ フ ト ウ エ ア 産 業 の 企 業 成 長 力 は 、 目覚 ま

しい もの が あ る。 日 本 情 報 処 理 開 発 セ ン ター の 報 告(昭 和44年8月)

に よ る と ・1966年 にteけ る ソ フ トウ エ ア 産 業 の 総 販 売 額 が 、15億 ド

ル で あ る の に 対 し、1970年 に は 、 実 に61 .5億 ドル(2兆2,140億

円)と4倍 に 増 大 す る で あ ろ う と い わ れ て い る。 ま た ソ フ ト ウエ ア産 業 の

内 で も、 独 立 した ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビ ス会 社 に よ って 占 め られ る ソ フ ト

ウ エ ア マ ー ケ ッ トは 、1966年 に は22%で あ っ た も の が 、1970年

に は40%程 度 に 増 加 す る と 見 られ 、 同 時 に 、1966年 に75%で あ っ

た ソ フ トウ エ ア販 売 額 の ・・一 ド ウ エ ァ 販 売 額 に対 す る 比 率 も、1970年

に は 逆 転 す る で あ ろ う と い わ れ て い る。

こ の よ うな 、 米 国 に お け る ソ フ トウ エ ア 産 業 の 驚 異 的 な 成 長 力 とそ の 背

景 に つ い て 、 以 下 に 考 え て 見 た い 。

1オ ン ラ イ ン化 の 進 展 に 伴 い 、 コ ン ピ ュー タ マ ー ケ ッ トが 全 米 に 広 が り、

しか も、 これ が 拡 大 の 一 途 を た ど っ て い る こ と。

2軍 や 民 間 企 業 に お け る 、 新 し い ア プ リ ケ ー シ ・ ンの 開 発 は 、 ユ ー ザ ー

に と って 自 己 の 適 用 部 門 へ の 拡 大 を 促 進 し 、 ひ い て は 、MIS等 複 雑 な

シ ス テ ム へ の ア プ ロー チ も 、 現 実 的 な もの と な っ て き た 。

3オ ン ラ イ ン リア ル タ イ ム を 前 提 と し た コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 は 、 これ か

らま す ま す 活 発 に な り、 こ の た め、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュー タを 含 め た 、 タ

ー ミナ ル用 の ソ フ トウ エ ア 、 ハ ー ドウ エ ア の 需 要 が 高 ま って い る。

　

4コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 大 型 化 、 複 雑 化 に 伴 い 、 コ ン ビ ュ ー一 夕 メ ー カ ー
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や一 般 の ユー ザー に は手 の 及ば ない 分 野に 対 して、 ソフ トウエ ア会 社 の

シス テ ム 開発 力 が要 請 され てい る。

この ような ソフ トウエ ア産 業 の成 長要 因 を バ ック に、各 ソ フ トウエ ア 会

社 は 、如 何 な る ポ リ シー を持 って 、競 争 に の ぞ ん でい るの か 、そ の典 型 的

な動 きを探 って み た い 。

まず、大 型 化 を指 向 して い る会社 と専 門 化 を 指向 して い る会 社 に大 別 し

て 見 よ う。

(1)大 型化 の 指向

。CSC

軍 関係 、 宇 宙 関 係の シス テ ム開発 に よ って 身 につ け た ポ テ ン シ ャ

ルを もって 、 民 間 市場 に進 出 しつsあ り、INFONET(後 述)な

どの 当 社の 特 色 とす る大 型 シ ス テ ム開発 力 に よ り、 民間 市 場 へ も確

固 た る地 盤 を築 きつXあ る。

そ の 他 、 独 自のTSS活 用 シス テ ム の開発 、 自社 用vcコ ンピュータ を

改 造 、衛 星 通信 回 線に よ るデー タ処 理 実 験の 成 功等 を土 台 に 驚異 的発

展 を続 け るUCC社 や 、5社 を有 効 に 合併 して発 展 を計 るCAI社 な ど

が ある。

(2)専 門 化 の指 向

株式 情 報 サ ー ビス を専 門 に行 な う こ とに よ り成 功 して い るバ ンカー

レモ社 、 シー ト ・リザーべ ーション ・サ ー ビス を行 な って い る コン ビュ

ー チ ケ ッ ト社 が あ る
。

ま た サー ビス 形 態 別 に み る と、会 話 方式 のTSSを 指 向 して い る コムシ

ェ ア社 、 リモー トバ ッチ 処理 を 主体 と したUCC社 、CDC社 、CSC社 等

が あ る一 方 、TSSは ハ ー ド ソフ トと もに高価 なた め 、 フ ァシ リティ

マネー ジメン トに主力 を 注 ぐCAI社 、ま た 、 各大 学 や研 究 機関 の コ ン ピュ

ー タを結 合 させ 、能 力 の融 通 を計 るBB&N社 の 動 き も注 目に値 す る。

こ の ような 例 に見 られ る よ うに 、米 国 ノ フ トゥエァ産 業界 は 、
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1政 府 、軍 等 の保 護 か ら脱 皮 しよ う とい う活 気 に あふ れ て い る。つ ま り、

前 に述べ た よ うに、 国 家 機関 の市 場性 の縮 小 に よ り、 競 争が 一 層激 化 し

っ ＼あ る とい う こ とで あ る。

2コ ン ピ ュ ー タ メー カー と対 等 あるい は、 そ れ 以上 の立 場 に立っ た め 、

独 自の ソ フ トウ エ ア、 周 辺 機器 を開発 しつyあ る。 そ の た め、少 数 精 鋭

主義 に よる 専 門 化 ま た は大 型化(ス ケー ル メ リ ッ ト)等 、そ の 体 質 に適

合 した方 向 を め ざし ての 実 力養 成へ と向 うで あ ろ う。

3有 効 な シス テ ム開発 力を 持 った ソフ トウエ ア会 社 には 、 強力 な、 また

は 徹 底 した 資金 の バ ック ア ップが あ る。

4ハ ー ドウエア の使 用 効 率 は非 常に 高 く、 徹 底 的 に コ ン ピュー タを使 い

こな し、 これ に よ って得 た 利 益 を、 前 に述 べた よ うな各 社個 有の 方向 に

対 して注 ぎ こむ 姿勢 が 見 られ、 競争 に対 す る積 極 的 な意 気込 みが 、十 分

うかが え る。

一 方 これ と は別 に 、米 国 ソ フ トウエ ア業 界 の 産 業 と して の 基 盤 の確立 に

全 力 を傾 け るADAPSOの 動 き も忘れ て は な らない で あろ う。ADAPSO

は1961年 に発 足 した 業 界団 体 であ るが 、現 在235社 の会 員 がい る。

そ の活 動 分 野 は 、

1会 員 に 対 す る啓 蒙 、教 育 活 動

2調 査研 究 お よび統 計 活 動

3一 般 ユ ー ザ ー に対 す る広報 活動

4対 政府 活 動(現 在の 中 心業 務)

で あ るが 、業 界 発展 の た め 、銀 行 の 附 帯 業 務 と し て の デー タ ・プ ロセ

シ ング ・サ ー ビス の問 題、 電信 電 話会 社 の デー タ ・プ ロ セ シ ング ・サ ー ビ

スの 可否、 大 学 に対 す る ハ ー ドウエアの 割 引 価 格 で の提 供 の 問題 等を と り

あげ、 政府 、 国 会 等 に対 して具 体 的か つ 積 極 的 に働 きか け を行 な って い る。

前述 の各 企業 の 活 動 とは別 に、ADAPSOが 、多 か れ少 な かれ 、 米国 ソ フ

も

トウエ ァ産 業 の 業 界 団体 として 、 業 界発 展 の一 つ の 推進 力 とな って い る こ

●

"



◎

■

一13一

とを考 え、 わ が国 に お い て も、 日本の経 営 風 土 を十 分考 慮 しつS、 この よ

うな 業 界団 体 機能 の 必 要性 を検 討す べ きで あろ う。

'1
.ろ 特 許 問 題 と ア ン バ ン ドリ ン グ(Unbundling)

「

米 国 に お け るソ フ トウ エア価格 のア ンバ ン ドリン グの 問 題 の根 本 には 、

大 手 コ ン ピ ュー タ メー カーに ょる 市場 独 占と い う事 実が 存 在す るの で ある

が 、 この 問 題が 顕 在 化 して きた背 景は つ ぎの よ うな もの で あ る。

1つ は ソ フ トウエ ア産 業 の 目ざま しい 拾頭 で あ る。 コ ン ピ ュー タ メー カ

ー と競合 す る分 野(主 に ア プ リケー シ ・ンの分 野)で の 発 達 と、 自己の 商

品 と して の ソ フ トウエ ア の保 持 。

2つ は、 従 来民 間 よ りも国 家 機関 に よ る需 要 を 各 企業 で 分 け あ ってい た

の が 、民 間 需 要 への 重 点 の移行 とXも に、 企業 競 争 が一 層 熾 烈の度 合 を高

め てい る こ と。

米 国 内 に おけ るこ の よ うな情 況 にか ん が み て特 許 局 は 慎 重 な構 え を みせ

て い るが、 大 要 はつ ぎの とお りで ある。

ソ フ トウエ アの 特 許 問 題 は 、ま だ性 格 づけ 、そ の範 囲 な どの基 準 が定 ま

って お らず、 各種 各 様 の ケ ー ス を多 く積 み重 ね るこ とに よ って 、 今後 の 方

向 を 見出 そ うと して い る段階 で あ る。 ソ フ トウエ ア特 許 に関 す る基 準 は 時

流 と ＼ もに変 化 しや すい 性 質 の もの な ので 、現 在 固定 的 に設定 す るつ も り

は ない との こ とで あ る。 また大 統 領令 の ガ イ ドラ イ ンが現 実 に あわ な か っ

たXめ 、 目下 の と ころ ソ フ トウエアは特 許 の 対 象 と され て い ない 。 ま た 、

別 な 保 護策 的 な もの を 適 用 し よう とす る動 き も あるが 積 極性 は な く、 今 後

と も現 状維 持 とみ られ る。

IBMを は じめ とす る ア ンバ ン ドリング策 に つい て は、CAI社 な どその

動 向 に多 大 の関 心 を 示 して い るが、IBMに してみ れ ば、 ハー ド、ソフ トの

分 離 販売 が著 し く不 利 とな る材 料 は見 当 らず 、 却 って 有 利 に作用 す るこ と

も考 え られ る の で 、機 を 見て は っ き りした方 策 を打 出す こ とSみ られ る。

/
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そ の場 合 に 、民 間 需要 を 中心 に経 営 力 の高 ま って い る ソ フ トウエ ア企 業 と

弱 少 企業 が どの よ うな 影響 を うけ るか とい う こ とにつ い て 各社 と も現 時点

で は とま どい なが らも真 剣 に 考 えて い る よ うで ある。

2サ ー ビス形 態 別 動 向

2.1ソ フ トウ エ ア の 開 発

(1)ソ フ トウエ ア会 社 の 動 向

ADAPSOの 報 告vcよ る と、現 在米 国 お よび カナ ダ には ソ フ トウェ ア

会 社 と呼 ば れ る ものが735社 あ り、 これ らの中 には 数 人の ス ペ シ ャ リ

ス トに リー ドされ た小 規 模 企業 も数 多 くあり、 こ の よ う な小 規 模 企業 は 設

立 当初 は好 調 で あ って も、年25%と い う高 い成 長 率 を持 つ マー ケ ッ ト

の 需要 に応 じ きれ る だけ の 各 方 面 のス ペ シャ リス トを広 範 に確 保 す るこ

とがで きな くな り、 やが て は 経営 能 力 に行 き詰 りが 来 て停 滞 して しま う

会 社 が 多い といわ れ て い る。 一 方急速 な伸長 を示 して い る、一 種 の コン

グ ロマ リッ ト化 したCSC、UCC、CAI社 な どの大手 の ソフ トウエア会

社 も、 設立 当初 は小 規 模企 業 で あ った が 、卓 越 した マ ネ ジメ ン トに よ り、

現 在 では、 各 分 野の ス ペ シ ャ リス トを糾合 した組織 と して、 政府 、 軍 、

業 界な どの 大 型 プ ロ ジェ ク トを取 り扱 うチ ャ ンス に も恵 ま れ 、 しか も組

織 拡大 の途 上 にお い て は群立 す る小 規 模企業 を貧 欲 に 買収 し、 吸収 合 併

して、そ れぞ れ の 持 ってい た ス ペ シ ャ リティを 同 時 に吸 収 し、 増 加 す る

ソフ トウエ ア マー ケ ッ トの 需要 に応 え て い る。 この よ うにみて くる と、

今 後 の米 国 に お い て もソ フ トウ エア会 社 と して 生 き残 るた め に必要 な条

件 は、優秀 なス ペ シ ャ リス ト(知 恵)の 確保 はい うま で もない が 、 資 力

とマ ネ ジメ ン トもと もに そ の重 要 性 を増 す で あろ う。

(2)ソ フ トウ エア の 開発 とそ の 販売

ソ フ トウエア会 社 の 主業 務 で あ る ソフ トウエ アの 開発 、提 供 サー ビス

には、 大 き く分 け る と2っ あ り、そ の1つ は 、政 府 、 軍 、大 学 、研 究 所 、

▲

●

●
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メ ー カ ー 、 ユー ザ ー な どか ら の 委 託 に よ る ソ フ トウ エ ア の 開 発 で あ る 。

こ れ は 、 コ ン ピ ュ一 夕 ァ プ リケ ー シ ・ ン の 多 様 化 ・ 複 雑 化 、 プ ロ グ ラマ

ー の 不 足 と 人 件 費 、 お よび 諸 経 費 の 高 騰 、 機 種 の 多 様 化 、TSSや リモ ー

トバ ッ チ ・シ ス テ ム な どの 利 用 の 活 発 化 に よ る 、 ター ミ ナ ル 用 ソ フ トウ

エ ア の需 要 増 加 な どに よ り、 自社 で 開発 す る よ り、 高 度 の 技 術 者 を よ う

して い る ソ フ トウ エ ア 会 社 に 委 託 す る ケ ー ス で あ る。 他 の1つ は 十 分 な

市 場 調 査 に も と づ き 、 独 自 の 立 場 か ら ア イ デ ア を 出 し、 自社 の リス クで

需 要 の 見込 の あ る ソ フ トウ エ ア を 開 発 し、 商 品 と して の ソ フ トウ エ ア パ

ッケ ー ジ を 一 般 に 広 く販 売 す る もの で あ る。 こ う し た プ ロ グ ラ ム パ ッ ケ

ー ジ は、 専 売 権 付 プ ロ グ ラ ムパ ッケ ー ジ と呼 ば れ て い る も の で 、 そ の 販

売 と需 要 も増 加 傾 向 に あ り、IndustrialResearchMagagineに よ

る と 、'す で に 年 間100件 以 上 に達 して い る とい う。 こ う した 専 売 権 付

ソ フ ト ウエ ア ・パ ッ ケ ー ジ が 販 売 さ れ た 場 合 、 一 切 の 所 有 権 は 開 発 会 社

に あ り、使 用 者 に は 使 用 許 可 のみ を 与 え る の が 通 常 で あ る。

専 売 権 付 ソ フ ト ウ エ ア 開 発 に対 す る ソ フ トウ エ ア会 社 の 動 向 と して 、

積 極 的 に 取 り く も う と して い る と こ ろ と、 消 極 的 に 行 な って い る と こ ろ

との2通 りの 態 度 が み られ る。 今 回 の 調 査 先 で あ る ソ フ トウ エ ア 会 社 の

うち 、CSC社 や 、 イ ン フ ォー マ テ ィ ックス 、SDC、 コ ム シエ ァ社 な ど は 、

十 分 な 市 場 分 析 を行 な い 、 売 れ る よ うに 設 計 して 、 積 極 的 に 開発 を進 め 、

販 売 あ るい は リー ス を 行 な っ て い る。 一 方 、UCC社 や 、CAI、BB&N

社 な ど は 、 委 託 あ る い は 、 自 ら の セ ン ター に お い て 利 用 す る 目的 で の ソ

フ トウ エ ア の 開発 に は 力 を 入 れ て い る が 、 初 め か らパ ッ ケ ー ジ販 売 の 意

図 の も と に行 な う 開発 に は 消極 的 で 、 ユ ー ザ ー ・ サ ポ ー トを 主 体 と して

開発 し た ソ フ トウ エ ア に 対 す る 市 場 か らの 要 請 が あれ ば 販 売 す る こ と も

あ る と い う程 度 で あ る。 しか し 開発 を 積 極 的 に進 め て い る側 の 意 見 と し

て 、 ソ フ ト ウェ ア 会 社 独 自 の 問 題 、 す な わ ち 、 競 争 の激 化 に よ る デ ィス

カ ウ ン トの 問 題 、 人 件 費 の 高 騰 、 ス ペ シ ャ リス トの 確 保(ア ス ピ レー シ
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・ ン ・レ ベ ル す な わ ち 「金 銭 」 あ る い は 「や り甲 斐 の あ る 仕 事 」 な ど を

満 足 す る)の 問 題 解 決 に は 、 一 回 限 りの 請 け 負 い 仕 事 に よ る よ りは 、 よ

り付 加 価 値 の 高 い ソ フ トウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 開 発 に 力 を 入 れ 、 大 量 に

セ ー ル ス す る方 が 得 策 で あ る と い う こ と で あ る。

と ころ で 、 ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッ ケ ー ジの 市 場 を 確 保 す る た め には 、 メ

ー カーが 無 料 で 提 供 す る ソ フ ト ウエ ア と競 合 し な い 分 野 で 、 商 品 化 を 進

め る必 要 が あ る。 メー カー と して も、 ユ ー ザ ー の 要 求 に 完 全 に マ ッチ し

た プ ・ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ を作 成 し、 無 料 で サ ー ビス す る に は 、 そ の 開

発 コス トが 莫 大 に な って 、 ハ ー ドと ソ フ トの 価 格 の 分 離(ア ン バ ン ド リ

ン グ)を 実 施 せ ざ る を 得 な くな り、 ソ フ トに 対 して 、 か な り高 い 料 金 を

要 求 して い る。 これ が 、 メー カー に よ る ソ フ トウ エ ア面 にお け る サ ー ビ

ス の 減 少 化 を 進 め 、 ソ フ ト ウ エ ア会 社 に よ る ソ フ トウ エ ア ・パ ッケ ー ジ

の マ ー ケ ッ トシ エ ァ を 増 大 さ せ る一 要 因 と な る の で は な い か。

●

●

2.2タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・サ ービス

3～4年 前 の初 期 の段 階 に お い ては、TSSは 、 政 府 の 援助 に よ り大 学

を 中 心 と して 開 発 され 、 小 数 の一 流大 学 また は 研究 所 のみ で使 用 さ れ てい

た。 そ の後 、 急 速 な 成 長 を遂 げ 、現 在 で は 、今 回調 査 した コム シエ ァ一社

の よ うな 、典 型 的 なTSS会 社 をは じめ と し、他 の多 くの企 業 もそ の業務の

一 環 と して、TSSを 行 な ってい るか、 今後 進 出 する気 運 を 示 してい る。と

くに イン ・ハ ウス のTSSが 急 増 してtsり 、 こ の こ とはTSSサ ー ビス の形

態 を考 え る場 合 、 注 目 に値 す る と考え られ る。

(1)TSS用 ソ フ トウエ ア

情 報産 業 と して今 後 成長 す るた め に は 、 ハー ドウエ ア ・オ リエ ンテ ッ

ドな単 な るTSSで は 不 十 分 で あ る と考 え られ る。 調査 先 企 業 の 多 くは 、

TSSを よ り有 効な ら しめ る ソ フ トウ エアの 開 発 に力 を入 れ てお り、ユー

ザーの 立場 に立 った ソ フ トウエ アの開発 が 今 後 の 決 め手 に な る と思 われ

●
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る 。 と くに 、CSC社 、SDC社 、 イ ンフ ォー マ テ ィックス 社 な どで 強 調

し て い る よ う な フ ァ イ ル ・ マ ネ ー ジ メ ン ト ・シ ス テ ム が 、TSS用 の ソ

フ トウ エ ア ・ シ ス テ ム と して 重 要 な もの とな ろ う。 ま た 、 タ イ ム シ ェ ア

リ ン グ ・ シス テ ム の 設 計 上 、 最 大 の 問 題 とな る トラ フ ィ ッ ク状 況 の シ ミ

ユ レ_シ ョ ン ・ プ ロ グ ラム も(と くに 後 述 の リモ ー ト ・パ ッチ と の 併 用

を 前 提 と し て)要 求 が 増 大 す る で あろ う。

(2)リ モ ー ト ・バ ッチ と の 併 用

TSSそ の もの へ の 需 要 は 、 今 後 ま す ま す 増 大 す るで あ ろ う。 と くに 、

ビ ジ ネス 用 の 相 対 的 な 伸 び が 期 待 さ れ て い る 。 た だ し、 こ れ が 直 接TSS

サ ー ビス 需 要 の増 大 に な る か 否 か は 疑 問 を 持 っ て い る 所 もあ る。 若 干 の

大 企 業 で み ら れ る 如 く、 自 家 用TSSを 持 つ 傾 向 が うか が わ れ る か ら で

あ る。 た だ し 、 大 企 業 の 自家 用TSSが 必 ず し も イ ン ・ハ ウ ス で 行 なわれ

る と は 限 らず 、 フ ァ シ リ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン トの 形 を と っ て い る もの も あ

り、 これ は 情 報 産 業 全 体 の 有 力 な 業 務 に な る と期 待 さ れ る 。 共 同 利 用 形

態 を み た 場 合 、 会 話 方 式 のTSSと リモ ー ト・バ ッチ に 分 類 さ れ る。

TSSが 真 に 必 要 と さ れ る ア プ リ ケー シ ・ ンは 、 ご く限 られ た もの とな り、

適 用 範 囲 の 面 か らみ て 、 リモ ー ト ・パ ッ チ の 形 態 が 有 利 とな る と思 わ れ 、

る 。

(3)TSS用 端 末 機 器 の 製 造 ・販 売

情 報 産 業 とい う イ メー ジ か らは 、 一 見 ソ フ トウ エ ア の サ ー ビス お よび

情 報 の サ ー ビス だ け に 限 定 さ れ る よ う な ニ ュ ア ン ス が 感 じ られ て い る が 、

コ ム シ エァ 社 を は じ め、 端 末 用 ハ ー ドの 開発 ・製 造 ・ リー ス ・販 売 等 を

手 が け て い る と こ ろ が 多 い 。 資 金 お よび 労 力 の 投 資 と得 られ る収 入 に よ

る そ の 回 収 との バ ラ ン ス を 考 え れ ば 、 こ う し た ソ フ ト ・ハ ー ド両 面 を 手

が け る行 き 方 が 、 企 業 の 成 長 力 の 支 え とな っ て い る の で あ ろ う。 技 術 進

歩 に ょ る 端 末 ユ ニ ッ トの 多 様 化 は 、 今 後 もま す ま す こ う した 開 発 努 力 の

必 要 性 を 増 大 さ せ る で あ ろ う。



一18一

(4)TSS用 言語

各社 ともBASICやFORTRAN等 の汎 用 言 語 を用 い て い るが 、 ほ と

ん どの場 合 、 改 良 ・改 善 を 加 えてい る点 が注 目 さ れ る。TSS用 言 語 の

改 良 は 、 コ ン ピュー タの経 験 のない 要 員 で も短 時 間に修 得 で き る こ とを

狙 い と して お り、言 語 の平 易 さ を、 セ ー ルス ・ポ イン トの1つ と して 、

コ ム シ エァ ー社 が と くに 強調 して い た 点 は 、注 目に値 す る。

(5)通 信 回線

TSSサ ー ビス を行 な う上 で 、当然 の こ となが ら通信 回線 上 の 規 制 は

大 きな 影 響 を与 え る問 題 で あ る。現 在FCCが 通 信 の州間 お よび国 外 と

の 交 流 を規 制 して お り、通 信 サ ー ビス は、 ウエス タ ン ・ユニ オ ン社 をは

じめ とす る コモ ン ・キ ャ リア社 が行 な って い る。 規 制 の問 題 では 、 今 回

調 査 した バ ンカー ・レ モ社が 相 場報 道 シス テ ムを つ くる上 での 難関 は、

日本 の場 合 と 同様 な 共 同専用 回 線 の 問題 で あ った。 米 国に おい て も2社

以 上 の会 社 が 専 用 回線 を共 同 利用 す る こ と は、電 話会 社 の営 業 権 侵害 と

み られ 、 ウエ ス タ ン ・ユ ニオ ン社 で は 、 バンカー ・レモ社 に対 して回 線 の

提 供 を断 ったの で ある。バンカー・レモ社 は これ をFCCに 提 訴 し、株価報

、 道 の 特 異 性 に よ り、 例 外 と して 回線使 用 が認 め られた い一きさつが あった。

こ の よ うに 、 最近 ま で相 当 の規 制が あ った が 、今 年(1969年)の は

じめ よ り規 制が 緩 和 され 、2社 以上 の 会社 が 回 線 を共 同 利用 で きる よう

に な っ てい る。

TSSサ ー ビス を行 な う場 合 、通 信 回線 の高 速 化 、安 全性 、秘 密 保 持

の 問題 が あ るが 、 ス ピー ドに 関 して は 、IBM社 な どで は、利 用 者 が 自

由に帯域 巾 を 選べ る高速化 を強 く要 望 してい る。 デ ー タの安 全 性 、秘 密

保 持 は共 同利 用 の面 か ら、 と くに重 要 とな り、 広 範 な社 会問題 とな りつ

つ あ り、今 後 解決 して い かね ばな らな い問 題 で あ る。

A

、
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2.ろ ファシ リテ イ ・マネ ージメ ン ト(FacilityManagement)

従 来 、各 企 業 は、 自社 内 に コ ン ピュー タを導 入 し、そ れ ぞ れ企 業 に必 要

な コ ン ピュ ー タ リゼー シ ・ンを 自 か ら手 が け て きた 。 とこ ろが、コン ピュー

タが米 国 内に 広 が り始 めた当 初 は これ で 良か った が、 ま すま す コ ン ピ ュー

タが社 会 の 中 に入 り込 ん で くる と、 コ ン ピ ュ.一 夕技 術 者 の不 足が 目立 って

きた 。 い きお い、 コ ン ピュー タ技 術者 が 優 遇 さ れ る ようにな り、 そ れ を擁

す る 企業 、 す な わ ち ソ フ トウエア会社 が 出現 す る よ うに な った。 この現 象

を顕 著 に した 最 大 の原 因 は、 宇 宙開発 計 画 に代表 さ れ る軍 関係 業 務 で あ ろ

う。 民 間企 業 も、 人 権 費 の高騰 、技 術 者 の 不足、 ハー ドウエ ア の レベ ル ァ

ッブ等 を考 え る と、 自社 内 で コ ン ピュー タ要 員 を擁 して、 運 営管 理 を行 な

うよ りも、 専 門 家 を擁 して い る ソ フ トウエ ア会社 に委託 し、 運営 管 理 を し

て も ら う方 が 、 よ り合 理 的 か つ経 済的 で ある と考 え る よ うに な って きた。

さ らにア ポ ロ月 着 陸 成 功以 後、 この計 画 に対 す る予 算 の 縮 小 な どで、 ソフ

トウエア会 社 も国 家 機 関 か ら民 間へ と市 場 の移 動 を 余儀 な くされ た 。 この

よ うな状 況 か ら、 需要 と供 給 の 目標 が一 致 した わけ で あ る。

今 日 ソ7ト ウエ ア会 社 の民 間 市場 進 出 に あた って は、 従 来 の汎 用 ソ フ ト

ウエア の開発 、 販 売、 計 算 サ ー ビスの 受託 に加 えて、 企 業 で行 な って きた

イ ン ・ハ ウス 処理 か ら、 そ の 企 業 の シス テ ム開 発 か らオ ペ レー シ ・ン まで

を全 部 ソ フ ト ウエ ア会 社 で一 括 引 受け る フ ァシ リテ ィ・マ ネー ジメ ン トと、

全米 に ネ ッ トワー クを 作 りTSSサ ー ビス を行 な う とい う傾 向 が表 われてい

る(CSC社 、 イ ンフ ォー マテ ィ ックス社 、UCC社 、CAI社 な ど)。

今 回 調査 先 の ソフ ト ウエア会 社 の動 向 をみれ ば、 技術 力、 財政 力、 経 営

力 な どに よ って、 大 きな企 業 が 弱少 企 業 を吸収 して い る とい う傾 向 が あ る

(CAI社)た め、この 状 態 が続 いて、 最 終 的 に集 約 され て しま う のでは な

かろ うか。

現実 には、 フ ァシ リテ ィ ・マ ネー ジメ ン トに指 向 して い る前述 の会社 で

も、 市 場 の要 求 に対 して、 要 員 難で、 苦 しい とい う イン フ ォー マ テ ィ ック
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ス社 の例 もあ る。 さ らに これ か ら問題 に なろ う と思 われ る ものは、 あ る企

業 の情 報 の ほ とん どを 握 って しま うとい う結果 とな りが ち の た め、 機密 情

報 に対 す る保 障 また は 保 持 政 策 にっい て で あ る。1ソ フ トウエ ア会社 が 数

企 業 の フ ァシ リテ ィ ・マ ネー ジ メ ン トを行 な うのは 通 例 で あろ うか ら、 各

企業'と の契 約 に複 雑 な問 題が 起 こ るで あろ う。 い ま1っ に は、 料金 の問題

で あ ろ う。 今 回の調 査 で は料 金 体 系 につ い て の質 問 はなか った が、 ハ ー ド

と ソ フ トの分 離 とか、 ソフ トウエ ア価 値 の 向上 に起 因 し、 フ ァシ リテ ィ ・

マ ネー ジメ ン トに 対す る料 金体 系 を どの よ うに す るかが 問題 とな って くる

で あろ う。

これ らの傾 向か らして、 日本 の これ か らの ソフ トウエ ア業 界 の将 来 は必

ず し も一 つ の方 向 に定 め られ ない が、 一 般 企業 の立 場 か らア プ ロー チ すれ

ば、 日本 で も1～2年 後 に は、 この よ うな状 態 が発 生 して くるで あ ろ う し、

ソ フ トウエ ア会社 は そ の状 態 を見 極わ め て、 そ れ に 対処 す べ く進 路 を決 め

る とい った こ とに なろ う。,

これか らの 情 報 化 社 会 に向 か って、 自社 内 で の コ ン ピ ュー タ関 係 の仕 事

と本 来 の業務 とは 自ず と別 の 分 野 で あ る(CAI社)か ら、 企 業 に とって も

別 の 分野 の人 間 を擁 して い る こ とに な り、 経 営 方 針 を打 ち 出す うえ に も問

題 が あ る。 この ような分 野 の 仕事 は、 企 業 外 の 専 門家 に委 せ、 自社 内 で は

コ ン ピュー タに何 を や らせ る か を考 え、 本 来 の企業 目的 にそ った 経 営方 針

を打 ち 出す よ うに な るで あろ う。

2.4情 報 サ ー ビ ス

今 回 の 調 査 先 で情 報 サ ー ビ ス を 行 な って い る の は 、 バ ンカー ・レ モ社 の 株

式 情 報 サ ー ビ ス 、 イ ン フ ォ ー マ テ ィ ッ ク ス 社 のATORシ ス テ ム、 コン ビ ュ

ー チ ケ ッ ト社 の チ ケ ッ ト販 売 シス テ ム の3社 で あ る 。

バンカー ・レ モ社 は 、 株 式 に 関 す る全 て の 情 報 を網 羅 し、 あ ら ゆ る形 で ユ

ー ザ ー に サ ー ビス して い る 。 こ の よ う な情 報 サ ー ビ スを 期 待 す る市 場 が 存

A
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在 した とい うこ とが、 この会 社 を発展 さ せ た要 因で あ るが、TSSの 項 で

述 べ た よ うに、 通信 回 線 問題 に よ る勝訴 もそ の存 在価値 を 不 動 に した ので

は ない か。

イ ン フォー マ テ ィ ッ クス社 では 航空 会 社 のス ケ ジュー ル と利用 方 法 の 直

接 的サ ー ビス を与 え る もので航 空 会 社11社 と契 約 して い る。委 託 会 社1

社 との契 約で な く、 数社 の契 約 で 相互 に 関係 づけ た綜 合 的 な情報 を不特 定

多 数 の顧 客 に サー ビス してい る。

コン ビュー チ ケ ッ ト社 の場 合 は 劇 場、 ス ポー ツ興 業の切 符 の 販 売 を オ ン

ライ ンで顧 客 にサ ー ビス して い る。

上 記 の 他 に、CAI社 の 子会 社 ス ピー デ 一 夕 社 で の マー ケ ッ ト情 報 サ ー

ビス な ど も あるが、 ソ フ トウエ ア開発 に莫大 な費用 が かか リペ イ して い な

い とい う状 態 で あ り、CAI社 の場 合 は情 報 サ ー ビス に興 味 を持 って いるが、

情 報 サ ー ビス を 今後 行 な うに馳は、 デー タベ ー ス の調 整 や マ ー ケ ッテ ィ ング

カ とセー ルス マ ン の必 要 が あるた め、 直接 乗 り出す 気 は な い・ようで あ るが、

小 企 業 で情 報 サー ビス を行 な ってい る と ころを 吸 収 す る こ とは考 え て い る

よ うで あ る。

将 来 に対 して は、CAI社 の よ うに情 報 サー ビス に対 す る興 味 をいかに現

実 的 な情 報 サ ー ビス に結 びつ け るか とい うこ と にな るが、 現 在 と られ て い

る安 易 な方 法 は 専 門 中小 会 社 の 吸 収 で あ ろ う。

CAI社 以 外 の 今 回 の 調 査 先 にお いて は、 そ の よ うな動 きは見 られ ないが 、

内部 にお いて は、 将 来性 を考 えて、'着 々 と準備 を進 め てい るの で は な い か

と予 想 され る。

現 在 の情 報 サ ー ビス は1種 類 の情 報 だけ で あ るが 、 将来 は異 種 の情 報 を

複 合、 加工 して、 付 加 価 値 を 与 え た情 報 を不特 定 多 数 の顧 客 に提 供 す る と

い う動 きが起 こ って くる で あろ う。
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III欧 州

1欧 州における情報産業の特色

米 国 に おけ る情 報 産 業 の実 態 につ いて は 、 幾 多 の資料 の収 集 、 各 方 面 か

らの頻 繁 な 調 査 団 の 派 遣、 コ ン ピュ ー タの導 入 等 を通 じて比 較 的 よ くそ の

内容 が わが 国 に 知 られ て い る。 しか し同 じ先 進 国 であ る欧 州 に つ い て は、

断 片 的 な情 報 は得 られ て い る ものの、 そ の実 態 に つ いて は不 分明 な点 が少

な くな い。 実 態 の把 握 には現 地 に 赴 い て直 接相 手 方 に タ ッチす るに 越 した

こ とはな い の で、 本 調 査 団 は1ヵ 月余 にわ た っ て欧 州 の主 要 と思 わ れ る15

の企 業、 研 究所 、 官公 庁 を選 ん で訪 問 し、 極 力実 情 を明 らか に しよ うと努

め・た。

概 して い え ば、 欧 州 の情 報 産業 の現 状 は、 米 国 に くらべ てみ る と、 英国 、

フ ランス等 にお い て は一 部そ れに劣 らぬ規 模 と質 を もっ た秀 れ た もの も見

られ、 北 欧 諸 国 に お い て も規 模 は小 さ くて もあ る分野 で は相 当 進 ん で い る

ことが 認 め られ た。 わ が 国 と比較 す れ ば、 情 報 産 業 の専 業 とい う面 とか、

通 信 回 線 の 利用 の 面 とか では欧州 各 国 が進 ん で い る と見 られ るが、 企 業全

般 におけ る コ ン ピュ ータの利用 は、 わが 国 と欧 州 の間 に は大 きな開 きは な

く、 ほ ぼ 近 い水 準 に あ る もの と思 わ れ る。 た だ し本調 査 団 は、 そ れ ぞ れ事

情 を異 にす る7カ 国(英 国、 ス ウェ ーデ ン、 デ ン マ ー ク、 オ ラ ンダ、 西 ド

イ ツ、 イ タ リャ、 フ ランス)を 対 象 と し、 調 査 先 は一 国平 均2ヵ 所 と い う

よ うな こ とで あ った た め、 調 査 先 の責 任 者 との 議 論 を通 じ、 そ の企 業 等 の

実 態 の み な らず 同 業 種 の状 況、 そ の 国 の概 況 等 につ いて も極 力実情 を明 ら

か に し よう と努 め た が、 米国 におけ る よ うな密度 の高 い調 査 は行 なえ なか

った ので、 そ の 国全 体 の状 況 は余 り具体 的 につ か み得 なか っ た。 した が っ

て精 度 の高 い実 情 の 分 析 とは いいが た い もの もあ る こ とは事 実 で あ るが、
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調査 先 の 実態 を通 じで、 そ の背 景 を考 察 し、 当 らず といえ ど も遠 か らざる

評価 を為 しうる と考 え られ る。 以 下 この よ うな前 提 の も とに と くに欧 州各

国の特 色 を中心 に 論述 してみ た い。

1.1欧 州 各 国の 自立 意識

欧 州各 国 に は 米 国製 の コン ピュ ー タが氾 らん して い る と同 時 に、IB

M、UNIVAC、GE等 の メ ー カ ーの み な らず最 近 には メ ー カ ー以 外

のUCCの よ うな ソフ トウ エ ア 企 業 の進 出が急 速 で あ る。 これ らの事

情 に 対 して一 種 の 対抗 意 識 を こめ た警 戒的 な態度 は い ず れ の国 にお い て

も感ぜ られ た。

しか しなが らそ の意 識 に つ い ては 国 に よ って 濃 淡 の差 は あ り、 自国 の

コ ン ピュー タ産業 の 育成 保 護 に あ る程度 成 功 して い る英 国 は、 欧 州 にお

い て最 も進歩 して い る との 自信 の も とに、 自国 の み な らず 欧 州 全 般 にお

い て角 逐 しよ う とす る ような意気 ごみ が見 られ た。

フ ラ ンス で は ハ ー ド ウ エ ア の面vak・ い て、CIIの コ ン ピュ 一 夕シ

エ ァ ーの拡大 を考 え て は い るが 、 コン ピュ ータの 市場 にっ い て は あ らゆ

る面 で米 国 と争 う こ とは む しろ不 可 能 で、CIIの 得 意 とす る分野vato

い て シエ ァ ー を拡 げ る こ とに全 力 を傾注 しよ う と して い る よ うに見 受け

た。 しか しな が ら ソフ トウエ アの開発 につ いて は、SEMA、CEGOS、

InstitutInternationalI∫Informatique(3i)と もに可 成 り

自信 満 々で あ っ て、 将 来 ハ ー ドウエ アの価 格 に数 倍 す る ソフ トウエ ア開

発 の 分野 が あ る との認識 の もとに この分 野 に お いて 大 い に 市場 を開 拓す

る との意気 ごみ を見せ て お り、 事 実 欧 州各 国 のみ な らず 中近東 方 面 に も

市場 の開拓 を して い る。 西 ドィッにお い て は政 府 の育 成 策 が決 定 さ れ、

そ の方 向 に向 い つ つ あ る もの とは思 われ るが、 ま だ現 実 の問題 と して こ

れ か ら具体 策 に と りか か る段階 で は な いか と思わ れ た。 北 欧 諸 国お よび

イ タ リアにお い ては 、 対抗 意 識的 な ものは稀 薄 で あ っ たが、 注 目す べ き

A
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こ とは北 欧 にお い て は 一 国 の 市場 の限 界 の あ る ことか ら、 今後 の発 展 を

期 す るた め には一 国 の枠 を越 え て、 数 力国 が協 調 して ゆ くべ きだ との考

え が あ る。 す で に北 欧 四 カ国 の間 に協 定 ができつつ ある ような状 況 であ る。

そ の具 体 的 内 容 は 今後 決 ま って ゆ くとの こ とで あ るが、 英 国、 フ ラ ン

ス の企 業 が 、 一 国 を超えて全 ヨー・ッパに ま たそ れ を超 え て の市 場 の拡 大

を 目途 に努 力 して い る こ と と これ等 の 関連 は、 将来 わ れ わ れ の大 いに着

目す べ き点 で あ る と思 わ れ る。 市場拡 大、 対 米 競 争 に 力 をつ け る見地 か

らか ど うかは よ くわ か らないが 、 欧 州各 国 と くに フ ラ ンス にお い ては、

日本 との提 携 につ い て きわ めて大 きな興 味 を もって い る よ うで あ っ て、

そ の 前提 と して、 日本 の実 情 に つ いて(す で に フラ ンス の調 査 団 の来 日

もあ ったが)貧 慾 なま で に強 い関 心 を もち、 と くに通 産 省 で 目下 推 進 し

てい る超 大 型 コン ピュ ー タにつ い ての情 報 を欲 して い た。

■

1.2欧 州 に お け る情 報 産 業 の 規 模 とその成 立 の背景

欧 州 にお い て は、1,000を 越 え る ソ フ トウエ ア開 発 会 社 、3,000

を超 え るサ ー ビス ビュ ー ・ 一が あ る米 国 に 比較 して そ の ような専 業 者 は

は なは だ 少 な い よ うに見 受 け られ た。 しか しなが らそ の 中 で規 模 の 大 き

い業 者 は 日本 にお け る もの よ りは るか に 大 企業 で あ り、 米 国 の一 流 ソ フ

トウエ ア会 社 に匹 敵 す る もの もあ る。 そ の 他 の もの は規 模 が小 さ く、 随

時顧 客 の要 求 に応 じて相 手 方 へ の技 術 的協 力 を業 務 内 容 とす る、 い わ ゆ

る ボ デ ィ ー シ ョ ップ と もいえ る ものが 多 い よ うで あ る。

した が って、 欧 州 にお いて は少 数 の ソ フ トウ エア企 業 が大 きな シ ェァ

ーを 占 めて い る
。 わ れ わ れ が今 回訪 れた もの は いず れ も数 少 い大 規 模 の

もので あ ったが 、 これ等 は コ ンサル テ ィン グ会社 と して古 い歴 史 を もつ

ものか、 あ るい は 国等 の要 請 に もとつ く大 き な プ ・ ジェ ク ト開発 を ベ ー

ス と し、 そ れ らの 出 資 に よ り設立 され た もの が 多 か った。

アメ リカに比 較 して ヨー ロ ッパでは、 と くに市場 を一 国 内 に限 る と き

●



「
1

＼

一26一

はそ の範 囲 が狭 く、 この点 か ら数 多 くの 企業 が 成 立 しに くい状 況 に あ る

もの と見 られ る。 しか し、 そ の反 面、 大 規 模 の企 業 が 一 国 の範囲 を越え

て、 国 際的 企 業 として発 展 を期 し、 当初 か ら努 力 を払 ってい る こ と、

EECを 始 め と して数 国 間 にわ た って事 業 を行 な うこ とが 可能 で あ る こ

とが 大規 模 の国 際 企業 の発 展 を促 した と もみ られ る。 しか しなが らこれ

らの 企業 の成 立 には そ の 成 立 基盤 が よ り熟 成 し てし(る こ とについ て と く

に わ れ われ は 興 味 を も った。 そ の第 一 は こ の よ うな企 業 が 独立 し うる社

会 的基 盤 で あ る。 ソ フ トウェ ア開発 、 コン ピ ュ ーテ ィン グサ ー ビス に対

す る具 体 的 な需 要 の顕 在 化 、 いい かえ れ ば、 これ 等 の 専 業者 を活 用、 利

用 し よ う とす る一 般 的 社 会 意 識、 と くに各 種 企 業 の ビヘ ビァで あ る。 欧

州 で も この点 で は米 国 と同様 で あ って、 わが 国 の社 会 的情 勢 とは 異 り、

か な り熟 成 した基 盤 が で きて い る と見 られ る こ とで あ る。

第 二 に は、 情 報 産 業 の成 立 の と くに初 期 の 確 立 の た めに は、 纏 ま った

大 きな プ ロ ジ ェ ク トが与 え られ る こ とが 必 要 で ある。 欧 州 で は ア メ リカ

にお け るNASAま たは 防衛 シ ス テ ムの如 き大 きな もの はな か ったが、

国 ま た は これ に準 ず る公 的機 関 等 に よって可 成 り大 きな プ ロジ ェ ク トが

与 え られ、 これ に 対 し国等 か ら資金 や運 営 費 が支 払 わ れ てい た。特 定 の

プ ロ ジェ ク トの 開 発 を通 じて蓄 積 され た 力 が 発展 の基 礎 をつ くって い る

こ とは、 わ れ わ れが欧 州 で 受け た感 銘 の最 大 の もの の二 つ で あ った。 今

後 の問題 は 別 と して も、 北 欧 の小 国 にお いて も予想 以 上 に進 歩 した もの

が見 られ たの も一 に か か って この点 に あ る と思 わ れ た。

第三 に コ ン ピュ ー タ利 用 の経 験 能 力の 蓄 積 で あ る。 欧 州 で は コン ピュ

ー タの 利用 は 技 術 計 算、 科 学 計 算 の分野 で可 成 り進 ん でい る と思 わ れ、

そ の蓄 積能 力 は あ るい は わ が国 に劣 る とは 思 わ れず む しろ あ る点 で は わ

が 国 を超 え て い るの で は ない か と見 られ た。

これ 等 の点 を総 合 す る と、 欧 州 で は通 信 回 線 の使 用 の 自由 な こ と もあ

って、 情 報 産 業 の成 立 の社会 的基 盤 はわ が 国 よ り一 層 整 って い ると も見

禽

、
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られ る。

1.2.1コ ンサル テ ィ ング系会 社

コ ンサル テ ィ ング系 とい え ばオ ラン グのBerenschotDiebold

社、 フラ ンス のSEMA社 、CEGOS社 、 英 国 のSCICON等 が

典 型 的 で あ る。 これ 等 の会 社 は いず れ も長 年 エ ン ジ ニ ヤ リング サ ー ビ

ス を通 じて主 要 左企 業 との間 に 緊密 な 連け い を もち、 か つ 企 業 分 析、

経 営 手法 等 につ いて の技 術的 蓄 積 と コン ピュ ータ利用 の分 野 にお け る

市場 を もって い る といえ る。 こ れ等 の過 去 の蓄 積 が新 しい ソ フ トウエ

ア開 発 の有 力 な地盤 とな る と と もに、 コ ン サル テ ィ ン グサ ー ビス を通

じて、 顧 客 に植 付 け た 頭脳 的所 産 物 に 対 す る価 値 の 認識 が 企 業 的 成立

基 盤 を固 め て い る もの といえ るで あろ う。

欧 州 で は、 コ ン ピ ュー タの利 用 は技 術計 算 、 科 学計 算 の分 野 に普 及

して お り、 情 報処 理 サ ー ビス会 社 の業 務 も多 くは技 術 計 算 、 科 学計 算

'
で あ る よ うで あ った。 しか しな が ら、 最 近 の傾 向 と して事 務処 理 、 経

営一 般 に も需 要 が拡 大 しつつ あ る。 この よ うな機運 に乗 じ、 これ 等 の

企 業 は ます ま す活 発 に事 業 範 囲 を拡 大 す る と と もに、 一 国の 範 囲 に止

ま らず欧 州各 国 は も と より、 中近 東 か ら ア ジアまで事 業 を拡 大 す る意

欲 に燃 え て い る。 情報 処 理 振 興 の ため に は ソ フ トウ エ ア企業 の育 成 が

必 要 で あ るが、 この点 か らみ る と欧 州 にお け る ソフ トウエ ア企業 成立

の社 会 的基 盤 は わが 国 に 比 して整 って い る と見 られ、 今後 の わが 国の

方 向に つ い て考 え させ られ る ものが 多 い。

なお ソフ トウエ ア の価 格 に つ い ては、 人件 費、 物件 費 等 のつ み あげ

計 算 が基 礎 に な って い るが、 そ の他 の 市場条 件 も考 慮 して決 定 して い

る との ことで、 余 り確 た る もの は見 られ なか った。 ま た ソフ トウエ ア

の権 利 の保 護 に 関 して は、 これ を望 ま しい こ ととは 考 え て い るが 、特

許 ま たは著 作 権 の対 象 と して保 護 され る こ とは現 実 的 には難 しい と し

て い た。 現 実 に は契 約 に よ り、 そ の盗 用 等 の場 合は 損害 賠 償 等 に訴 え



一28一

る こ と に よ っ て 自 ら の 権 利 の 保 護 を は か っ て い る の が 一 般 で あ る と見

受 け られ た。

L2.2公 的 ブ ・ ジ ェ ク トを 中 心 と した 企 業

英 国 の 郵 政 公 社(GeneralPostOffice-GPO)、 ス ウ ェ ー ア

ン の デ ー タ セ ン タ ーStockholmsDatamaskincentral(SD)、

デ ン マ ー ク の デ ー タ セ ン タ ーDatacentralen、 オ ラ ン ダ の オ ラ ン ダ

鉄 道 を 中 心 に設 立 さ れ た セ ン タ ーCentrumVoorInfomatiever

werking(CVI)、 西 ドイ ツ の 数 理 デ ー タ研 究 所GMD等 は い ず

れ も多 か れ 少 か れ 国 家 ま た は こ れ に 準 ず る 資 金 の 投 入 に よ っ て 設 立 さ

れ、 国 等 の 予 算 で 運 営 さ れ て い る。.

こ れ らは い ず れ も公 共 的 目 的 －GPOは 郵 便 の 処 理 、SDは 大

学 共 同 デ ー タ処 理 、 デ ン マ ー ク の デ ー タ セ ン タ ー は 行 政 総 合 セ ン タ ー、

オ ラ ン ダ のCVIは オ ラ ン ダ 鉄 道 の デ ー タ処 理 、GMDは 大 学 研 究 所

の 科 学 計 算 共 同 処 理 等 を 主 要 な 目 的 と し、 当 初 よ り 明 らか な 目標 と プ

ロ ジ ェ ク トを与 え られ、 集 中 的 に そ の 開 発 に 努 め て き て い る。 そ の プ

ロ ジ ェ ク トが 公 的 な も の で あ る だ け に、 必 要 な 資 金 、 経 費 も公 的 な バ

ッ ク が あ っ て 、 財 政 的 基 礎 も確 立 して い る。 こ れ らの機 関 は、 与 え ら

れ た プ ・ ジ ェ ク トの 開 発 を ほ ぼ 完 成 しつ つ あ り、 将 来 に お い て は 初 期

目 的 の プ ・ ジ ェ ク ト開 発 の過 程 に お い て 蓄 積 さ れ た 能 力 を足 が か り に、

た と え ば リザ ベ ー シ ・ ン ・サ ー ビス 、 病 院 シ ス テ ム、 パ ス の 運 行 管 理

な ど の 公 的 シ ス テ ムか ら、 さ ら に 一 歩 す す め て 将 来 は 一 般 の コ マ ー シ

ャ ル の 分 野 に も進 出 す る意 図 を も っ て い る もの が あ る。

と くに デ ン マ ー ク の 行 政 総 合 セ ン タ ー が 人 、 車 、 土 地 、 企 業 、 税 金

に 関 す る 個 別 フ ァ イ ル の コ ン ピ ュ ー タ化 を実 現 して い る例 の ご と きは 、

人 口 が500万 と い う国 と は い え 各 行 政 機 関 の利 害 を 調 整 し、 コ ー ド

の 統 一 を な し とげ た こ とは 単 に 資 金 面 等 の 財 政 的 援 助 以 外 に 国 の 容 易

4
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な らぬ協 力 と努 力 が払 わ れた もの と見 るべ きで ある。

1.23蓄 積 され た能 力

欧 州 にお いて は、 コ ン ピュ ー タの利 用 は、 技 術計 算、 科 学 計 算 の分

野 が 相 当進 ん で い る と見 られ、 わ れわ れ の訪 れ た企 業機 関 の オ ン ライ

ンま たは タイムシェア リング方 式 等 に よ る利 用 もこの 分野 の 比重 が極 め

て大 き く大学 、 研 究 所等 との 間 に オ ン ライ ン よって結 ば れ、 そ の 利用

効果を高 めてい る機 会が多 か った。西 ドイ ツのGMDに して も、 ス ウェ ー

デ ンの大学 共 同 セ ン タ ーに して も、 そ の典 型 的 な もの で あ った。 フ ラ

ンス の3τ も も と も とはSOGREAHの 化 学 研 究 の た め の計 算 か ら

出発 し、 大 部 分 は ま だ そ の業 務 で あ る。 ま た、 フ ランス のCIIに し

て も、 そ の主 力は 今 ま では科 学 計 算 の た めの 優 れ た コ ン ピュ ー タの開

発 とそ の ソ フ トウエ アの開 発 に あ って今 後 もそ の重 要 性 は認 め て いた。

そ れ だ けに サ イ エ ンテ ィフ ィ ッ クの 分野 にお け る コ ン ピュ ー タの利用

は相 当進 ん で い る と見 て もよい。

事 務 計算 、 事 務管 理 の分野 にお け る コン ピュ ー タの活 用 は、 わ が国

よ り遅 れ、 米 国 に比 較 す る とは るか に適 用分 野 の 種 類 も拡 が り も小 さ

い よ うで あ ったが 、 最 近 は この 分 野 に コン ピュー タ を利 用 す る傾 向が

急 速 に高 ま って い る。 フ ラ ンス のSEMA、CEGOS等 に お いて も

この分 野 の ソ フ ト ウエ ア開 発 の需 要 が急 激 に 増 加 し、 注文 を受 け きれ

ない程 で あ る と い っ て いた が、3iに して も科 学 計 算 か ら主 力は 今後

経 営計 算 の 方 向 に あ る こ とを認 め てい た。 また、 英 国、 北 欧 にお い て

も、 今後 の コ マ ー シ ャル あ るいは パ ブ リックサ ー ビス の適 用 分 野 も事

務処 理 、 経営 管 理 部 門 に あ るこ とを語 って い た。

以 上 の点 か らみ る と、 事 務 分野 に おけ る コ ン ピュ ー タ利 用 が 多 いわ

が国 の状 況 に 比較 ナ る と、 一 見 欧 州 の レベ ルが 低 い ところ に 留 ってい
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る と も見 られ 勝 ち で あ るが、 必 ず し もそ うで は な い。 む しろ、 わ が国

にお け る コ ン ピュ ー タ利用 が、 科学 技 術 計 算 面 にお け る十 分虫 発達 を

見 ない 中 に事 務 計 算 に重 点 が移 行 した こ とに よる錯覚 で、 そ の 意 味 で

は欧 州 の方 が 科 学 技 術 計 算 の面 で一 般 的 レベ ルは高 い のか も知 れ ない。

した が って 欧 州 の コ ン ピュ ータの利 用 能 力 の蓄 積 は、 一 般 的 にい っ

て わが 国 よ り劣 る もの で は な く可成 り高 度 の もの で、 今後 この 蓄積 さ

れ た能 力 を事 務 経 営 管 理 方 面 に も活 用 す る と きは 相 当高 度 の進 歩 が 比

較 的早 期 に実 現 す る こ とが 予 想 され る。

亀

亀

1.ろ 通 信 回 線 の利 用

情 報処 理 にお け る通 信 回線 利 用 の面 にお いて、 欧 州 は 米 国 よ り若 干時

期 的 に遅 れ て い るが 、 米 国 同様 そ の 利用 が か な り進 ん で い る と聞か され

て い たが、 今 回 の 調 査 を通 じて予 想 以上 に進 展 を見 せ てお り、 欧 州 の情

報 処 理 に お け る オ ン ラ イ ン指 向が これに よって裏 打 ち さ れて い る こ とが

明か に な っ た。

わ れ わ れの 廻 った欧 州各 国 で は、 全 て 専用 回線(リ ース トラィ ン)を

用 い る オ ン ラ イ ンイヒは情 報 産 業 とそ の顧 客 との間 を含 め て全 く自由 で あ

った し、 オ ラ ンダ、 イ タ リア、 フ ランスで は 電 話 線(公 衆 交換 回 線)を

用 い て タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビスが 行 な われ て い た。 この よ うに コ

ン ピュ ー タ と通 信 回 線 とを 自 由 に結 ん で行 な われ る遠 隔情 報 処 理 は、 欧

州 の各 国 内 は もち ろ ん 国境 を超 えて隣 国 との間 で結 ばれ て い る もの も数

多 くあ った。 例 え ば フ ランス の3i社 は、 グ レ ノ ー ブル の本 社 とパ リー

の営 業 所 との 間(600Km)を4,800ボ ーの専 用 回 線 で結 び、 さ らに

パ リーに は ロ ン ドンに あ るUCCのUNIVAC1108の 端末 機 を置

き、 ドー穴 一海 峡 を越 えて260Kmを4,800ボLの 専 用 回 線 で つ な い

で い る。

なk・、 イ タ リアGE社 で は、 中継 地 に コ ンセ ン トレー タ ー(集 線 装置)
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を設 け て、 伝 送 効 果 を あ げ 、 これ に よって伝 送 費用 の切 下 げ をはか り、

'他 社 と の間 の優位 性 を保
って い た。 これ ば タ イ ムシ ェア リン グ ・サ ー ビ

スに お いて は 回 線 の使 用 方法 がそ の成 否 を決 す る大 きな要 素 で あ る こ と

を示 して い る もの と云 え よう。

通 信 回 線 使用 の 自由化 は デ ー タバ ン ク また は情 報提 供 サ ー ビス の成立

を促 す 大 きな要 因 の一 つ で あ るが、 欧 州 で は一 般 的 に情 報 提 供 サ ー ビス

専 業 と して 行 な って い る と ころは ま だ な い。 ス ウェ ーデ ンのS?vings

BanksDataCen.tersが 貯 蓄 銀行160社 を対 象 に金 利 の情 報 を な

が す とか、 デ ンマ ーク の デ ー タバ ンクが政 府 機 関 に フ ァ イルを 通 じて、

登 録 内容 を流 す とか、 特 定 の部 分 に や や デ ー タバ ンク的 な機 能 を もって

い る程度 で あ る。

将来 の情 報 提供 サ ー ビス の あ り方 につ い て も特 殊 ケ ース として フ ラン

ス の3iが パ リー市等 と結 ん で土木 図 面 の 設計 デ ータバ ン ク を実 現 し よ

うとい うよ うな動 き もあ る こ とは あ る。 しか し、 一 般 的 に多 か れ 少 かれ

情 報 提供 サ ー ビス につ い て各 企 業 と も興 味 は もって は い るが、 そ の企 業

的 な成 立 に つ い ては、 なお 多大 の疑 惑 を も って い て、 これ らに 自 ら着手

す る こ とに つ い て は 消極 的 で ある と見 られ た。

2業 態別にみた情報処理産業の実態 と動向

今回 の調 査 の大 きな柱 は、 広 い 意 味 で の情 報 処 理産 業 が いか な る環 境

で存 在 し、 発 展 してい くか で あ った。 そ こで、 調 査先 を情報 処 理 サ ー ビ

ス、 ソ フ トウ エア ・サ ー ビスお よび情 報 提 供 サ ー ビス の三 つ に 区 分 して 、

そ れ ぞ れ 実 態 にふ れ た もの を中心 に、 そ の動 向 をみ る こ とにす る。

2.1情 報 処 理 サ ー ビス

調査 先 の うち 、80%に 当 た る ものが な ん らか の形 で、 外 部 に対 す る

情 報 処理 サ ー ビスを行 な って い る もの で あ った。 そ の うち、 半 数 ち かい
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セ ンタ ーは、 主 と して特 定 の範 囲 の顧 客 を対 象 に設 立 され た もの で、 そ

のほ とん どが処 理 サ ー ビス専 業 で あ り、 残 りの半 数 は 処理 サ ー ビス のみ

で な く、 シス テ ム開 発、 ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス等 の関連 業務 も合 わせ

て行 な って い る総 合経 営 の企 業 で あ った。

前 者 の例 と しては、 オ ラ ンダ鉄 道 の情 報処 理 会 社、 ス ウ ェ ーデ ンの貯

蓄 銀 行160行 を顧 客 とす る情 報処 理 会 社、 ス トック ホル ムの研 究 機 関

の共 同 セ ンタ ー、 デ ンマ ー クの政 府 機 関 等 に基 礎データを提 供す る情 報処

理 セ ン ター、 英 国郵 政 公 社 のNDPS部 門等 が あ り、 後 者 の例 と して 電

子 計 算 機 の製 造 ・販売 の ほ か に タイ ム シェ ア リング方 式 を含 む処 理 サ ー

ビス を行 な って い る イ タ リアGE社 、 ソ フ トウ エア の開発 受 託 のほ か、

処 理 サ ー ビス も行 な って い る英 国 のICSL、SCICON、 フ ラ ンス

の化 学 会社SOGREAHの コンピュータ部 門 が独 立 した3i社 お よび コ

ンサ ル テ ィ ング活 動 を基 盤 に情 報 処 理 サ ー ビスお よび ソフ トウエ ア の開

発 販 売等 を行 な って い る フ ラ ンス のSEMA、CEGOS等 が あ る。

前 者 の 「主 と して特 定 の顧 客 を対 象 と して設 立 され た処 理 サ ー ビス業 」

を通 じて見 られ る現 象 は、 そ れ ら特 定 顧 客 か らの業 務量 が現 在 の と ころ、

いず れ も7、8割 以 上 に な ってい るが、将 来 構 想 と して は多 くの企 業 が

一 般 顧 客業 務 に も力 を入 れ た い と してい る こ とで あ る
。

こ の典 型 とし て、 将来 の 目標 を社 内 の 業 務 と外 部 に対 す るサ ー ビス の

比 率 を50:50と して い る英 国郵 政 公 社 の デ ー タ処理 部 門NDPSを

の

あげ る こ とが で き る。 これ らの現 象 は、 コ ン ピュ ータの大 型 化 、 オ ンラ

イ ン化 と も大 いに 関係 を持 って お り、 そ れ らに よって もた らさ れ るユ ー

テ ィ リテ ィ(効 用)を 効 率 的 に活 用 し よ うとす れ ば当然 考 え られ る こと

で あ る。

な お、 これ らの処 理 会 社 が・特 定 顧 客 を 目的 と して 設立 さ れ た とは いえ、

ス ウ ェ ーデ ン の貯 蓄 銀 行 セ ン タ ーが銀 行 とは無 関 係 に商 業 ベ ース で作 ら

れ た会社 で あ るの を始 め、 デ ン マ ークの行 政総 合 セ ン タ ーや ス ウェ ーデ

亀

亀
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ン政 府 に よ.って 設立 され た大 学共 同 セ ンタ ーに して も全 く独立 採 算 的 に

'運営 さ れて い るが
、 これ らの ケ ースは 効率 化 へ の要請 が強 い こ とを物 語

って い る とい え よ う。

さ らに、 そ れ ら 「主 と して特定 の顧 客 を対 象 とす る処 理 サ ー ビス業 」

にお い て は、 オ ン ラ イ ンに よる サ ー ビスが す で に実 施 され て い るか、 あ,

る いは近 く実 施 す る手筈 に な ってい た こ とが注 目さ れ る。

後 者 の 「処 理 サ ー ビス を ソ フ トウエ アそ の他 の業 務 とあわ せ て行 な っ

て い る企業 」につ い てみ る と、 大 部 分 の もの は ソフ トウエ ア ・サ ー ビス

とか コンサ ル テ ィ ン グ活 動 との併 営 で あ るが、 コン ピュ ー タ ・メー カー

の 実 施 す る処 理 サ ー ビス、 自社 の情報 処 理 と外 部 に対 す る処 理 サ ー ビス

を併 行す る もの が 含 ま れて い るので、 処 理 サ ー ビス とそ の他 業 務 との併

営 と い って も、 そ の他 業 務如 何 に よってそ の性 格 は大 い に異 な る。

しか し、 これ らを通 じて 感 じられ る傾 向 は、 いま や当然 の こ と と もい

え るが、 主 と して特 定 の顧 客 を対 象 とす る処 理 サ ー ビス 業 と同様 に オ ン

ライ ン化へ の 指 向 の強 い こ とで あ る。 英 国 の1'CSL.フ ラ ンス のSE

MA、3i等 が す で に オ ン ラ インで の サ ー ビス を行 な って おb、SEM

Aの 競 争 者、CEGOSも 追 っかけ て来 年 に は サ ー ビス を始 め る ように

準 備 を進 めて い る。 ま た、 先 年来 、 タ イ ム シ ェア リン グ ・サ ー ビス を行

な って い る イタ リアGE社 をは じめ、 各 メー カーteよ び 大学 の セ ン ター

が タ イ ム シ ェア リング ・サ ー ビス を開 始 してい る。 そ のほ か米 国 の会 社

とTSSの た め の合 弁会 社 を作 ろ うと して い る フ ランス の ソフ トウエア

会 社 もあ る。

こ の よ うに、 欧 州 にお い て は タイ ム シ ェア リング ・サ ー ビス事 業 は先

発 組 が 着 々業 務 を拡 大 し、 後 発 組 が ぼつ ぼ つ 営 業 を開始 し よ うと い う段

階 と見 られ た。

この よ うな状 況 を背 景 に して英 国 の郵 政 公 社(GPO、 本 年10月1

日か ら公 社 組 織 に な った。)の デ ータ処 理 部 門 で あ るNDPSは 、 シス
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テ ム開発 か ら運 用 ま で を含 む一 貫 した 処理 サ ー ビス(コ ン プ リ ー ト ・サ

ー ビス)を 前 提 として 民 間 の業 務 の受 託 を今後 積極 的 に拡 大 して ゆ こ う

とす る姿 勢 を示 して い る。 対 外 的 な処 理 サ ー ビス は、 現 在 の ところ全 業

務 の10%程 度 で あ るが、 これ らの サ ー ビス ま た は今 後狙 って い る業務

の 多 くは 遠 隔 チ ー タ処 理 シス テ ムで あ る。

英 国 で は、 す で に通 信 回線 の利 用 が い わ ゆ る情報 処 理 産 業 に も開 放 さ

れてfoり 、NDPSの 回 線 利用 は料 金 や設置 の優 先度 の上 で 民 間 企業 と

全 く同条 件 で あ る。 今後 、 対 外的 な情 報 処理 サ ー ビス の拡 大 は、 民間 サ

ー ビス企 業 との 自由 競 争 にお い て なさ れ るが、 初 期 の 目標 を達 成 で きる

とす れ ば、 そ れ は 国 内 に お け る需 要 の増 大 、 と くに、 オ ン ラ イ ン化指 向

の急 激 な高 ま りを意 味 す る もの ともい え よ う。

2.2ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビ ス

調 査 先15社 の うち 、40%の 企 業 は ソ フ ト ウエ ア ・サ ー ビス を行 な

っ て い る。 し か し、'ソ フ トウ エ ア の 開 発 販 売 専 門 会 社 は な く、 情 報 処 理

サ ー ビス との 併 営 で あ り、 と くに 大 手 の企 業 は コ ン サ ル タ ン ト的 な要 素

の 強 い会 社 で 、 そ の 多 くは 元 来 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 関 係 の コ ン サ ル テ ィ ン

グ を 行 な っ て い た 会 社 で あ る。

こ の コ ン サ ル テ ィ ン グ 系 の ソ フ トウ エ ア 会 社 の 活 躍 が 目 ざ ま しい こ と

が 、 欧 州 に お け る ソ フ ト ウ エ ア会 社 の 一 つ の特 徴 で な い か と思 わ れ る。

コ ン サ ル タ ン ト会 社 と して30年 の 歴 史 を 持 つ フ ラ ン ス のCEGOS、

同 じ く欧 州 各 国 に子 会 社 を 持 つ フ ラ ン ス き って の 情 報 処 理 サ ニ ビス 会 社

SEMA、 も とは 米 国 のCEIR社 の 子 会 社 で あ っ た が 、 現 在 は 英 国 の

B.P石 油 会 社 の 子 会 社 で あ るSCICONが こ れ に あ た る。

これ らの 企 業 は 、 ソ フ ト ウ エ ア 開 発 お よび コ ン ピ ュ ー タ 利 用 に 関 す る

コ ン サ ル テ ィ ン グ を 中 心 に 、 マ ー ケ ッ ト ・ リサ ー チ、 要 員 教 育 、 要 員 斡

旋 、 処 理 サ ー ビ ス 等 の 関 連 業 務 を 多 角 的 に 行 な う と と も に、 市 場 も 自国

亀
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内 に 留 ま る こ とな く、 いず れ も欧 州 内 各 国 ある いは 中近 東等 に も進 出 し

て い る。

これ ら企 業 の他 国 市場 に対 す る考 え方 は、"あ る程 度 成長 した ら、 他

へ 進 出す る"と い う こ とで は な く、 始 めか らあ る程度 ワ ール ドエ ン タ プ

ラ イズ的 な考 え方 を持 って いて、 「欧 州 を市場 とす る企業 」を念 頭 に事

業 をす す めて い る感 が あ る。 言 葉 や風 俗 習慣 が似 か よってい る こ と、 多

くの場 合陸 続 きで あ る こ とな ど か ら、 す で にEEC、 そ の他 の共 同 体 制

もあ り、 下地 が で き てい る とは いえ、 欧 州 の情 報 産業 発 展 の た め の一 つ

の有 力 な条件 で あ る と見 られ る。

また 、 現 在 わ が 国 に お いて も、 ソ フ トウエ ア企 業発 展 の鍵 を握 る もの

と して 、 ソ フ トウエ ア の パ ッケ ー ジ化 お よび そ れ にか らん で ソ フ トウエ

ア価 格 の 設定 方 法 等 が 問題 に な って い るが 、 欧 州の ソフ トウエ ア企 業 に

お いて も、 今 の とこ ろ、 パ ッケ ー ジの比 率 は低 く、 ま た ソ フ トウエ ア価

格 も依 然労 働 時 間 を中 心 に積 算 した コス ト計 算的 な価 格 設 定 が 大 宗 を 占

め て い る よ うで あ った。

この よ うに欧 州 にお い て ソフ トウエ ア企業 が 比 較 的発達 して い るが、

特 定 の顧 客 を対 象 とす る処 理 サ ー ビス業 に お いて は ソ フ トウ エ ア ・パ ッ

ケ ー ジの 開発 販 売 に対 す る意欲 は そ れ程 高 くな い ように見受 け られ た。

2.5情 報提 供 サ ー ビス

情 報 処 理 サ ー ビス、 ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス と並 ん で、 今 後 の情 報 産

業 の重 要 な一 翼 を担 う もの と考 え られ る情 報 提 供 サ ー ビス につ い て は、

す で に サ ー ビス を行 な って い る とこ ろは未 だ な か った し、 具 体 的 な計 画

を持 って い る と ころ もなか った。 もち ろ ん、 関 心 が ない訳 で は な く、将

来 、 企 業 内 部 に 対す るサ ー ビスを考 え て い る企 業 も あっ た し、 ソ フ トウ

エ ア会 社 にはそ の た め の システ ム開 発 の引 合 い も、 ぼ つぼ つ 出て きて い

る様子 で ある。 しか し、 い ず れ に して も情 報提 供 サ ー ビスが 商業 的 に実
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施 され るのは未 だ少 し先 の こ とで あ る と い う感 じは いず こ も持 ってい る

よ うで あ った。

一 方
、 外部 に対 す るサ ー ビス と してで は な く、 内 部 業 務 と して デ ー タ

・フ ァイノレを現 に 作成 し、 また は こ れか ら作 成 して ゆ こ うと してい る例

は い くつ か 見 られ た。

デ ンマー クの 行 政総 合 デ ー タセ ン ターは、 行 政 上 必要 な デ ー タの うち、

基 本的 な フ ァ イルの コ ン ピュ ータ化 は全 て や って しま った と称 して い る。

す な わ ち、1965年 に完 成 した個 人 ファ イル、 土 地 フ ァ イル を筆 頭 に

'69年 ま で に 自動車
、 企 業、 税 金 とい う五 つ の事 項 につ いてそ の登 録が

終 った と して い る。 この ファ イルは 、 各行 政機 関 が 自由 に使 用 で きる よ

うに な ってお り、 各 行政 機 関 は、 この基 本 ファ イル に した が って、 そ れ

ぞ れ 必要 なデ ータを イン プ ッ トして活用 して い る よ うで あ った。

ま た ス ウェ ーデ ンの貯 蓄 銀行 を対 象 と した デ ー タ処理 会 社 で は、 貯蓄

銀 行 の預 金 業 務 の オ ン ライ ン化 と と もに、 顧 客 の個 人 フ ァイル(預 金、

貸 付、 信 託 等 に関 す る取 引 きの フ ァ イル)を 逐 次充 実 させ る予 定 で あ り、

1975年 に は ファ イ ル件 数 が700万 件 に 達 す る もの と見込 んで い る。

そ のほ か、 オ ラ ンダ鉄 道 の情 報 処 理 会 社 で も自社 内 の文 書管 理 、 計画

業務 につ い て情 報 提 供 を行 なお うと して お り、 目下 デ ー タ収 集 お よび情

報検 索 に 関 す る ア プ リケ ー シ ョ ンの研 究 を行 な って い る段 階 で あ る。

5コ ン ピ ュー タ シス テ ム お よ び 利 用 技術

欧 州 各 国 の 調 査 先 に お い て 使 用 さ れ て い た コ ン ピ ュ ー タ は 、 や は りIB

M、UNIVAC、CDC等 が 多 か った 。 しか し、ICL、 シ ー メ ン ス 、

CII等 の 欧 州 の メ ー カ ー の 製 品 も相 当 目 に つ い た 。 そ れ ら メ ー カ ー の 自

国 内 に お け る シ エ ァ ー は 兎 も角 と して 、 わ れ わ れ の 調 査 先 の うち 、 他 国 で

設 置 さ れ て い る の を 見 た の は シ ー メ ン ス の 機 械 だ け(オ ラ ン ダ 、 フ ラ ンス)

で あ った。 こ の 機 械 が 米 国 製 品 の 模 写 品 で あ る と し て も、 立 遅 れ て い た 西

■

◆
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ド イ ソの コ ン ピ ュ ー タ産 業 の 販 売 地 盤 が 広 が りつ つ あ る こ とを示 し て い よ

う。

そ の ほ か 、IBMの 強 大 な 市場 制 覇 の 間 隙 を ぬ って 、GEを 始 め と す る

他 の ア メ リ カの コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ーが タ イ ム シ ェ ア リ ン グ の 技 術 を 売 物

に 進 出 し よ う と し て い るの が 目立 って い る。

す で に タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス を開 始 し、 相 当 軌 道 に 乗 りつ つ あ

るGE社 の ほ か 、 大 学vak・ い て も一 般 に 対 す る タ イ ム シェ ア リン グ'サ ー

ビス を 開 始 して お り、SDC社 も 地 元 資 本 と の 合 弁 等 の 形 で タ イ ム シ ェ ア

リ ン グ ・サ ー ビ ス に よ る 進 出 をは か って い る よ うで あ った。

コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 技 術 レ ベ ル と して は、 対 象 業 務 か ら見 て 、 わ が 国 の

状 況 に く らべ て と く に 目立 つ もの は な か った が 、 マ ー ケ ッテ ィ ン グ、 マ ー

ケ ッ ト リサ ー チ 等 の今 後 の 経 営 戦 略 的 部 門 と見 られ る 分 野 を 重 要 な 業 務 項

目 の 一つ と して 挙 げ た ソ フ トウ エ ア会 社 が 多 か った の は 当 然 の こ と な が ら、

肯 け る もの が あ っ た。

ま た、 研 究 開 発 の 面 で は 、 ス ウ ェ ー デ ンの 大 学 共 同 計 算 セ ン タ ーが 政 府

の 出 資 に よ って 大 型 コ ン ピ ュ ー タ(IBM360/75)を 持 ち 、 バ ッチ処 理

の ほ か 、 い くつ か の オ ン ラ イ ン端 末 機 も備 え て 、 多 少 ぜ い 沢 と も見 え る コ

ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を利 用 して い た の と、 西 ドイ ツの 数 理 ・デ ー タ研 究 所

で 、IBM360/50を 主 と し て タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム の た め の プ

ロ グ ラ ム開 発 用 に 使 って い た のが 印 象 的 で あ っ た。
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調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

オ ン ラ イン予 約 サ ー ビス を推 進 す る

コン ビ ュー チ ケ ッ ト社
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ComputicketCorporaいonofCaliforniaRNIA

9800S.SeplvedaBlvd.,LoLsAngeles,Caいf.90045

1969年10月20日

Mr.JackTobin,Vice-President,Directorof

Marketing

Mr.RichardOvermyer,Vice-President

西 尾 、 縣 、 摺 沢 、 富 田

1概 要 お よ び 所 感

コン ビ ュ ーチ ケ ッ ト社 は、 劇 場 、 ス ポ ーツ興業 の切 符 の販 売 を オ ン ライ

ンサ ー ビス として 行 な って い る。

ロス ア ン ゼ ル ス地 区vafoい て は、 セ ン タ ーにIBM360/402台 をデ

ュ プ レ ックス で 使用 し、CRTデ ィス プ レイ、 お よび ドラム プ リン タ ーを

有 す る コン ソ ール 型 端 末機 を約50台(将 来 は200台)ス ーパ ー マ ーケ

ッ ト、 銀 行 、 百貨 店、 等 の場 所 に配 置 し、 そ れ らをセ ン タ ーに 専用 電話 回

線 で接 続 して い る。 将 来 計 画 として は、 新 た なア プ リケ ー シ ョン(例 え ば

キ ャン プ地 の リザ ベ ーシ ョン、 ホ テ ル、 航 空券 の予 約 等)へ の進 出、 不 ッ

トワ ークの 全 米 規 模 へ の拡 大 を企 画 して い る もの の よ うで あ る。

コ ン ビ ュ ーチ ケ ッ ト社 の特 徴 は、CSCの 子会 社 で あ り、CSCの 開 発 し

た ソフ トウ エ ア をそ の ま ま オ ン ライ ンサ ー ビス 化 した こ と、 お よび切 符 の

販売 とい う特 定 の分 野 で の オ ン ライ ンサ ー ビス を行 な ってい る こ とで ある。

こ の オ ン ラ イ ンサ ー ビス を わが 国 で い う、 い わ ゆ る情 報 提 供 サ ー ビス とす

る こ とは若 干 問 題 が あ る よ うで ある。

切 符 を購 入 す る顧 客 か ら見 た場 合、 座 席 の有 無 とい う情 報 の対価 を支 払
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って い る とは 考 え られず、 そ の チ ャ ージは、 リザ ーブす るこ と、 切 符 を最

寄 りの場 所 で入手 し得 る とい う利 便 の対価 で あ ると考 え られ るか らで ある。

ま た、 コ ン ビ ュ ーチ ケ ッ ト社 は、 興業 主 か ら料 金収 入 を得 てい るが、 この

シス テ ムを情 報 提 供 業 と見 る と き、 情報 ソ ース に対 す る対 価 の 支払 は 逆 に

な っ て しか るべ き もの とな る。 したが っ て、 コン ビ ューチケ ッ ト社 の オ ン

ライ ンサ ー ビス は、 本質 的 に も現 実 的 に もシ ー トリザ ーべ ー シ ・ン シス テ

ムで あ り(国 鉄 のMARS,ア メ リ カエ ア ラ イ ンのSABREと 同 様)、

そ の受 託 代行 業務 で あ る と考 え るべ きで あ ろ う。 複数 の、 かつ 小 規模 の興

業 主 か らの委 託 とい う ところ に情 報 産 業 と して 成立 し得 る こ とに着 目 し、

進 出 した こ と、 端 末 機 の開発 、 興 業主 へ の マ ネ ー ジ メン ト資料 用 のア プ リ

ケ ー シ ョンの 開発 に数 々 の優 れ た ア イデ ィア を具 現化 してい る こ とは、 米

国 に お い て も極 め て ユ ニ ークな存 在 で あ り、 そ の将 来 は注 目 に値 す る もの

と思 わ れ る。

CSCを 背景 とす る技 術 開 発 力 に は 申 し分 な く、 そ の面 で の将 来 性 に不

安 は な いが、 今 後 の成長 の成 否 は マ ーケ ッテ ィン グにか か って い るよ うに

考 え られ る。

興業界 とい う不 安定 な業 界 を対 象 と し、 規模 の小 さい興業 を顧 客 と す る

た め、 将 来 のサ ー ビス拡 大 に は、 か な りの努 力 が必 要 な こ とで あろ う。

2詳 論

2.1会 社 の 沿革

1962,3年 頃、2人 の男 が こ の ア イデ ア をCSCに 持 ち込 み、CS

Cの 採 用 す る と ころ とな り、9人/年 の規模 の ソフ トを約1年9カ 月で

開発 し(総 開 発 費 は 約goo万 ドル)、 コ ン ビュ ーチ ケ ッ ト社 をCSC

の子 会 社 と して設立 した。 オ ン ラ インサ ー ビス の開始 は1968年9月 。

●

、

、

●
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2.2シ ス テ ム 構 成 の 概 要

22・1セ ン タ ー(図1参 照)

IBM360-40/乞 台 、 デ ュ プ レ ッ クス(1台 は 、 バ ッ ク ア ッ プ用 で

あ り、 常 時 は 、 バ ッチ モ ー ドで 使 用 、 ダ ウ ン時 に は マ ニ ュ ア ル で 切 替

え 、 所 要 時 間 稻10分)

IBM1316デ ィ ス ク パ ック16台

IBM2401磁 気 テ ー プ装 置7台

IBM2702通 信 制 御 装 置3台

(1台 は バ ッ ク ア ッ プ)

そ の 他 周 辺 装 置

これ らは す べ て 、 リ ー ス会 社 か ら、3シ フ ト、18ヵ 月 の 契 約 で 借

入 れ て い る。

2.22回 線

ATTか らの 借 用 専 用 回 線

電 話 回 線1回 線 に5タ ー ミナ ル が 電 話 局 で マ ル チ プ レ ク ス さ れ る。

IBM2702は15電 話 回 線 を収 容 し、CPUは 、1つ のIBM

2702を 通 して 最 大75の タ ー ミナ ル を ポ ー リン グ す る。 現 シ ス テ

ム で は 最 大225の タ ー ミナ ル ま で 収 容 可 能 。

現 在 ニ ュ ー ヨ ー ク と の 間 は 、 回 線 で 結 ん で い な い。 近 い 将 来 拡 張 予

定 の サ ン フ ラ ン シ ス コ地 区 に つ い て は、 専 用 電 話 回 線 を 借 用 し、 マ ル

チ プ レ ク サ ーを 利 用 し、 そ の 地 区 の タ ー ミナ ル を ロス の セ ン タ ーに 収

.容 す る予 定 。

2.2.3端 末 機

価 格 は7・000ド ル 、CSCが 設 計 し、WilelyLab・ が 開 発 した

もめ で あ って 、 図2に 見 る と お り、 外 観 も よ い。

プ リ ン タ ー は 中 速 の 回 転 ドラ ム プ リ ン タ ー で あ っ て、25秒 に1枚

の チ ケ ッ トを 印 刷 す る。 内 蔵 チ ケ ッ ト数 は7,000枚 。

、
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7-7イ ン チ のCR、Tデ ィス プ レ イ は 、 印 刷 命 令 を 除 い て 、 す べ て

の タ ー ミ ナ ル→ セ ン タ ー、 セ ン タ ー→ タ ー ミ ナ ル の メ ッセ ー ジを 視 覚

的 に確 認 す る た め に 用 い られ る。

キ ー ボ ー ドは 、4つ の 主 な キ ー群(す なわ ち 、 サ イ トキ ー、 時 間 月

日 キ ー、 特 別 依 頼 キ ー、 モ ー ドキ ー)お よび 特 殊 な フ ァ ン ク シ ョ ゾ キ

ー を有 して い る
。

タ ー ミナ ル は 、600ボ ー の 伝 送 が 可 能 な よ う に、 必 要 な バ ッ フ ァ

メ モ リを 内 蔵 し て い る。 、

●

■

w

図2 端末機 、

2.3シ ス テ ム の 運 用

2.31タ ー ミ ナ ル の 種 類

タ ー ミナ ル は、 ハ ー ド ウ エ ア的 に は 全 く同 一 で あ る が 機 能 的 に は つ

ぎの 三 種 類 に 分 れ て い る。

ネ ッ トワ ー ク 楡タ ー ミナ ル
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百 貨 店 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト、 空 港 等 、 人 通 りの 多 い と こ ろ に 配 置

さ れ 、 顧 客 に 切 符 を 販 売 す る た め に 用 い られ る。

a.シ ー ズ ン チ ケ ッ トの 販 売 、 印 刷

b.割 引 券 の 販 売 、 印 刷

c.贈 答 チ ケ ッ トの 販 売 印 刷

d.チ ケ ッ トの 交 換

e.現 行 、 あ る い は 予 定 催 物 の 案 内

f.グ ル`プ 販 売 、 値 引 等 の 要 求 の ボ ッ クス 、 オ フ ィス へ の取 次

ぎ。

ボ ッ ク ス'オ フ ィ ス'タ ー ミナ ル

ネ ッ トワ ー ク タ ー ミナ ル の機 能 に 加 え て つ ぎの 機 能 を持 つ 。

a.大 量 の グ ル ー プ販 売 機 能

b.割 引 販 売 機 能

c.あ ら ゆ る種 類 の シ ー ズ ン チ ケ ッ トの 印 刷

d.要 求 に よ り,個 々 の 興 業 ご と の 販 売 総 量 、 告 知 、 販 売状 況

報 告 を 受 け る こ とが で き る。

e.マ ネ ー ジ メ ン トタ ー ミナ ル の 機 能 の 一 部 ま た は 全 部 を 指 示

に よ り持 つ こ と が で き る。

マ ネ ー ジ メ ン トタ ー ミナ ル

興 業 主 の オ フ ィス ま た は 指 定 し た場 所 に 設 け られ る 興 業 の 管 理

用 の タ ー ミナ ル で あ る。

チ ケ ッ トの 種 類 の変 更、 制 限 等 の 指 示 を 直 接 セ ン タ ー に 送 る こ

とが で き、 ま た 、 各 種 の 販 売 状 況 の 報 告 を受 け る こ とが で ぎ る。

こ の 間 の 機 密 の 保 持 に は 格 段 の取 扱 い が さ れ て い る。

2.32チ ケ ッ ト販 売 手 続

(ス タ ー トキ ー→ サ イ トコ ー ド→ 劇 場 の コ ー ド→ 日付 → チ ケ ッ トの

枚 数(1回 に8枚)→ 時 間 → 条 件 内 で 最 も よ い 席 →(セ ン ドキ ー)
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→ コ ン ピュ ー ターへ

出 物 名

日 付

→ 席 の数 、 列 、 番 号

手 数料

ア イ ス フ レ イ

→ 顧 客 に 確 認→ ア ク セ プ トキ ー

OKセ ン ド キ ー

→ フ ァ イ ル 更 新 → チ ケ ッ トの 印 刷
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2.4料 金 .

コン ビュ ーチ ケ ッ ト社 の 収 入 は チ ケ ッ トを購 入 す る顧 客 か らの手 数料

と、 興行 主か らの依 託 料 に よっ てい る。 ネ ッ トワ ーク タ ー ミナル を置 く

百 貨 店等 の販 売代 理 店 に対 し当初 は、 タ ー ミナル1台 当 り100ド ル～

50ド ル程度 の機 械 使 用料 を徴 収 した が販 売代 理 店 の 負担 とな った の で

現 在 は 徴収 しな い。

241顧 客 の手 数 料 チ ケ ッ ト1枚 当 り35セ ン ト

3～8枚 ま で1ド ル

(1回 の最 高 販 売 枚 数 は8枚 まで、 かつ、1回 の手 数 料 の最 高額 は

1ド ル)

この手 数料 の性 格 は、 顧 客 が 最 も便 利 な 場所 で迅 速 、 確実 な方 法 で
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チ ケ ッ トを 入手 し得 る とい う利 便 の 対価 で あ る とす る。 ち なみ に現 在

の プ レ イガ イ ドは50セ ン トの手 数料 を と り、劇 場 等 に電 話 に よ って

確認 しな が らチ ケ ッ トを販 売 して い る とい う。 コン ビュ ーチ ケ ッ ト社

に よれ ば、 そ れ らの競 争 相 手 は早 晩 消滅 す るで あ ろ うとい う予 想 で あ

るが、現 状 で は、 旧来 の プ レ イガ イ ド等 は全 体 の60%を 販売 してお

り、30%が コン ビュ ーチ ケ ッ トシス テ ムに よ って、 残 りの10%が

興業 主 に よっ て 直接 販 売 され て い る もの と推定 して い る。

24.2興 業主 か らの委 託 料

興 業 主 との 間 で契 約 に よ り金 売上 げ の何%と い う形 で定 め る。

通 常 は4%～'8%の 間 で、 主 と して現 在、 オ フ ラ イ ンで行 な って い

る マ ネ ージ メ ン ト リポ ー トの サ ー ビス の程 度等 の要 因 によ り異 なる。こ

の マ ネ ージメ ン ト リポ ー トには、 毎 日の売上 げ 状 況 、 毎 週 の販 売状 況

報 告、 さ らに は、 地 域 別 、 日時別、 販 売 資料 等 の よ うな マ ーケ ッ トリ

サ ー チ的 な資 料 も含 まれ る。

興業主 との契 約 は、 通 常、3カ 年 の期 間 で行 な わ れ る。1年 間 は、

免 責条 項 に よっ て保 証 され る。

興業主 の支 払 う この委 託料 の性 格 は、 これ に よ って チ ケ ッ トの販 売

網 が強 化 され 、 売 上 げ が 増 加す るこ と、 マネ ー ジメ ン トの 資料 を給 付

す る こ との 対 価 と考 え る こ とが で き る。
c

'
2.5支 出

正確 な資 料 を入 手 す る こ とは で きない が、 お お よそ つ ぎの よ うな割 合

と考 え られ て い る。

ロス'ニ ュ ー ヨ ー ク セ ン タ ー

の レ ン タ ル 料

(IBM360-40×4台)

月 額50万 ドル

⇔
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人 件 費"20～30万 ドル

広 告 宣 伝 費 そ の 他 〃10～20万 ド ル

通 信 回 線 料 〃2万5千 ドル

(1タ ー ミ ナ ル 当 り 平 均150ド ノレ)

現 在 、 コ ス トの 中 で 最 も問 題 で あ る の は 、 開 発 費(900万 ドル 、 こ

の うち 、 ソ フ トの 開 発 費 は 、 大 体250万 ド ル 見 当 で あ り、 タ ー ミナ ル

1,000台 の 製 作 費 も 含 め て い る。)の 償 却 で あ る。 こ れ に は、 最 低5

カ 年 は 必 要 で あ る と考 え て い る の で 、 コ ン ビ ュ ー チ ケ ッ ト社 が 採 算 ベ ー

ス に の る の は 、1973年 頃 と考 え られ る。

2.6海 外 へ の 進 出

英 国 の デ ー タ ハ イ ウ ェ イ 社 に こ の シ ス テ ム を 販 売 す る契 約 が 成 立 した。

タ ー ミ ナ ル は 別 で 、 ソ フ トウ エ ア ー 式 で 約125万 ドル。 同 社 は、IB

M360-50を 使 用 し、 タ ー ミナ ル は 製 造 会 社 に200台 を 発 注 して い る。

ソ フ トの メ ン テ ナ ンス に つ い て は 契 約 条 項 の 中 で 新 し い バ ー ジ ョ ンが で

き た 場 合 に は 、 そ れ を供 給 す る こ と と し て い る。

言 語 は 、 オ ン ラ イ ン用 に はBELL-BasicAssemblerに よ り、ア

カ ウ ン テ ィ ン グ 用 に は 、 コ ボ ル を 使 用 し て い る。

苛

め

u

2.7将 来 の 計 画

現 在 、 ロ ス'ニ ュ ー ヨー ク の セ ン タ ー の 他 に 、 将 来 は、 シ カ ゴ、 ヒ ュ

ース トン
、 サ ン フ ラ ン シス コ に セ ン タ ー を 持 ち 、 全 国 を5つ の ブ ロ ック

に 分 け 、 サ ー ビス し よ う と して い る。 さ らに は 、 そ れ らを リン ク し、 東

部 の チ ケ ッ トを 西 部 に お い て も販 売 が 可 能 で あ る よ うに 計 画 して い る。

そ の 場 合 は サ テ ラ イ ト コ ン ピ ュ 　 タ と して 月額 レ ン タ ル1万3千 ドル ～

1万8千 ドル 程 度 のPDP10,8を 使 用 し、 全 米 の セ ン タ ー を高 速 回

線(4,800ボ ー 、9,600ボ ー 程 度)で 結 ぶ こ と に な ろ う。

硲

o
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情報産業でコングロ社化す るCSC

6

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

ComputerSciencesCorporation(CIS.C.)

CenturyCityLosAngeles,Califσrnialoo67

1969年10月20日

Mr.Hu㎜e1,Mr.Mloody,Mr.Ring

富 田 、 縣 、 摺 沢 、 西 尾

肯

●

1.概 要 お よび所 感

C.S.C社 は 、 全 米 随 一 の ソ フ トウ エ ア会 社 と して 知 られ て い る。

同 社 は1959年 、 数 名 の宇 宙 、 航 空 技 術 関 係 者 に よっ て 創 業 さ れ た が 、

10年 後 の 現 在 、 北 米24支 社 の ほ か 、 国 外 に は カ ナ ダ、 ブ ラ ッセ ル(現

地 法 人)に 事 業 所 を持 ち、 さ ら に は 教 育 機 関 と し て のC.S.1(ComPuter

SciencesInstitute)社 、Computax社 、Computicket社 な ど の子

会 社 を 擁 し、 従 業 員 数 は4,000名 、 本 年 度 売 上 げ は64,883,000ド ル に 達

した 。 こ の よ うな 驚 くべ き発 展 の か け に は 、 軍 関 係 、宇 宙 開 発 計 画 な ど に

お け る コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 急 速 な増 大 と い う有 利 な条 件 が あ っ た こ とは 見

逃 せ な い か、 そ の 発 展 が 決 し て偶 然 や 、 幸 運 の 結 果 で は な い こ と は 、 同 社

の これ ま で の 足 跡 を見 れ ば 直 ち に わ か る こ と で あ る 。

C.S.C社 が 創 業 した 当 時 の コ ン ピ ュ ー タ環 境 は 、 よ うや く第2世 代 の

コ ン ピ ュ ー タ が 出 現 し た ば か り で、 ア メ リ カ に お い て も未 だ 専 門 的 なソフ

ト ウ エ ア が 開 発 さ れ て い な い 頃 で あ っ た 。 同 社 自 身 もHoneywel1社 のH

-800用 コ ン パ イ ラー を 持 っ て創 業 し た の で あ る が
、 後 にUNIVAC--

1107を 導 入 し、有 名 なEXEC－ 皿 とい うU-1107の オ ペ レ ー テ ィング

・シ ス テ ム を 開 発 し た の を は じめ
、FORTRAN,COBOL,SORT/

MERGEな ギ を 手 が け た 。
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こ の よ う に、 同 社 は シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム の 開 発 か らス タ ー ト した の で あ

る が 、 そ の 後 、 政 府 関 係 の 契 約 を と る こ と に よ っ て 大 き く成 長 した の で あ

る。 現 在 、 計 算 サ ー ビ ス、 関 連 情 報 サ ー ビ ス 、 ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ

ー ジ の 販 売
、 施 設 管 理lFacilityManagement)、 マ ー ケ ッ ト ● リサ

ー チ な ど、 そ の 業 務 活 動 は非 常 に 多 彩 で あ る 。 現 在 進 行 中 の最 も大 き な事,

業 はttINFONET"で あ る 。 これ は 後 に 詳 細 を紹 介 す る が ・6・000万

～7 ,000万 ドル とい わ れ る総 投 資 金 額 の尾 大 さ や そ の シ ス テ ム の規 模 ・複

雑 さ な ど、 同 社 の 社 運 を賭 して い る 事 業 で あ る と も い え よ う。

ア メ リ カ にお け る ソ フ ト ウエ ア産 業 の 一 つ の 指 標 と して 、C.S.C社 の動

きは 全 米 を は じ め と し て 日本 の 情 報 産 業 界 に も大 き な影 響 を及 ぼ す も の と

思 わ れ る 。 そ の動 き の 中 で代 表 的 な もの と して 、 イ ン フ ォ メー シ ョ ン ・ネ

ッ トワ ー ク と ソ フ ト ウ ェ ア開 発 あ る い は フ ァ シ リテ ィ マ ネー ジ メ ン ト

1施 設 管 理)と い う二 つ の 方 向 が あ り、 こ れ を 幹 と して 、 市 場 開 拓 を 目指

して い る 。

米 国 に お け る 企 業 内 コ ン ピ ュー タ化 の 趨 勢 す な わ ち企 業 内 に コ ン ピ ュ ー

タ を 保 有 し、 使 用 す る こ と は 、 要 員 確 保 あ る い は稼 動 コ ス トとい う面 で 問

題 に 在 りつ つ あ り、C.S.C社 の 過 去 の実 績 お よ び ス ケ ー ル は こ の面 に 有 利

に 作 用 す る こ と に な ろ う。 これ ま で のC.S.C社 で 開 発 した プ ロ グ ラ ム ・パ

ッ ケ ー ジ や ソ フ ト ウェ ア は そ れ 自体 を営 業 活 動 と し て きた し、 一 方 、 人 材

を 手 広 く集 め る こ と に よ っ て、 フ ァ シ リ テ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トの 分 野 に

お い て も大 きな 実 績 を上 げ て きた が 、 これ か ら は そ れ ら の 実 績 を ベ ー ス と

した コ ン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 分 野 へ さ ら に1歩 を踏 み 出 し て い る

と い え よ う。

同 社 は1969年3月 オ ペ レー テ ィ ン グ部 門 を つ ぎ の よ うに再 編 成 した 。

コ ン ピ ュ ー タ ・サ イ エ ン シ ス部 門 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ ・ア ン ド ・シ ス

テ ム ズ 部 門 を統 合 し てC.S.Cシ ス テ ム ズ ・グ ル ー プ を作 っ た 。 こ の 分 野 は

今 ま でCS.Cの 総 収 入 の ほ とん ど を も た ら し て い た とい っ て よい 。

つ

●

倉

⑨
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新組 織 は、 シ ス テ ム ・グル ー プを 中心 と して、 シス テ ム技 術 に関 す る よ

り大 きな問 題 に つい て、C.S.Cの もつ能 力 を効 果 的 に ア プ ラ ィする こ とが

で きる であ ろ うと期 待 され てい る。 そ して、 実 際 の営業 分野 との分 割 に よ

り、 これ らの重 要 な機 能 の効 果 マ キシ マム をね ら うことが で きる。

と くに米 国 コン ピュー タ メー カー にお け る ソ フ トウエ ア とハ ー ドウエ ア

の分離 とい う動 きを うけ てた つ実 力 と、 コン ピュータリース をも含 め た多 角

的 ソ フ トウエ ア産業 と しての方 向 を 目指 す とい う動 きをみ せ てい る。

米国 ソフ トウ ェア産 業 を とりま く環境 の変 化 をみ る と、 従来 は官公 庁

(軍 事 関係 、 政 府機 関)が 主 な相 手先 で あ り、狭 義 の ソ フ トウェ ア と コン

ピュー タで処 理 で きた もの が、 ソ フ トウェ ア企 業 の増 加 とそ れ の競争 激 化

に した が って 、民 間市 場 へ の進 出 を考 え な けれ ば な らな くなっ た。 これ ら

の環境 変 化 をい ち早 くキ ャ ッチ し、新 ら しい マ ー ケ ッ ト開拓 をす るた め の

経 営 計 画 を立 て る経 営 者 の能 力 と、そこに擁 する技 術 力、有能 な人材 が、C.

S.C社 の方 向 を決 め た といえ よ う。

米 国 にお け る ソ フ トウエ ア産 業 と、知 識 や知 恵 を売 りもの に して い る、

い わ ゆ る シ ンク タ ンク ・グル ー プ とは お の ず とそ の進 む べ き方 向 を異 に し

てい る。

C.S.C社 の これ ま で の発 展 は、 技術 力、 有 能 な人材 を擁 してい る とい う

こ と もさ る こ と なが ら、 経 営 手腕 が大 き くもの を いって い る。 日本 にお け

る情 報産 業 の進 むべ き道 の一 つ の方 向 を これ は示 唆 してい る もの で あ ろ う。

2.詳 論

2.1事 業 概 況

C.S.C社 の業績 の伸 長 は著 し く、 そ の規 模 も急激 に大 き くなっ て い る。

過 去3カ 年 間 の実 績 は 次 表 の通 りで あ る。
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C,S.C社 過 去3年 の実 績

項 目年度 総 収 入 利 益 従業 員数

1967年 3700万 ドル 170万 ドル 2300名

1968 5600 340 3,500

1969
.

6500 640 4000

今 期 の 結 果 を み る と、 総 収 入 に 対 し て利 益 が 前 期 に 比 べ て か な り高 く

な っ て い る と い う傾 向 が み られ る 。 こ の傾 向 は 低 利 益 率 の政 府 関 係 の仕

事 か ら、 高 利 益 率 の 民 間 企 業 関 係 へ 仕 事 を移 行 した こ と に よ る。 こ れ は

C.S.C社 の 計 算 サ ー ビ ス や 占有 権 付 ソ フ トウ ェ ア の 開 発 サ ー ビス 等 に よ

る過 去 の投 資 が実 っ た とみ る こ と も で き る。 こ の よ うな サ ー ビス が19

69年 度 に も 引 続 き注 目、 注 視 さ れ てk・ り、B"sinessmixに お い て 、

コ マ ー シ ャル ベ ー ス の 高 度 占 有 権 プ ロ グ ラ ム に よ る利 益 の増 大 が 予 想 さ

れ る 。

前 述 した 占 有 権 付 き プ ロ グ ラ ム 開 発 に 対 す る現 在 の状 況 か ら察 す る と、

今 年 中 に は 完 成 す る で あ ろ う と い え る 。

数 種 の新 しい プ ロ グ ラ ム パ .ッケ ー ジ が、 コ ン ピ ュ ー タ ユ ー ザ ー の た め

に 開 発 さ れ た が 、 市 場 は'69年 末 頃 当 社 の 力作 と し て認 め 始 め た 。

従 業 員 の う ち60～70%が シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア あ る い は シ ス テ ム

・ア ナ リス トで あ る。

・(1)組 織

つ ぎ の 四 つ の 部 門 で 構 成 さ れ て い る 。

OSystemProgramOrganization

OINFONET

oSpecializedApplication

OMarketOrganization

?

■
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シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム部 門 は 同社 の 創 業 以 来 の 主 要 業 務 で あ る シ ス テ

ム ・プ ロ グ ラ ム の 開 発 を担 当 し、 現 在 で も中 核 的 存 在 で あ る。

oInformationNetworkDiv.

今 年 度 に組 織 さ れ、 コンピュータ 中 心 の 全 国 ネ ッ トの 開 発 と オ ペ レ

ー シ ョ ン を行 な う部 門 で あ る
。 こ れ で、 通 信 回 線 を基 本 と し た情 報

と コ ン ピ ュ ー タ の サ ー ビス を オ フ ァー す る 。

こ れ に 対 す る 初 期 の ソ フ ト ウェ ア と市 場 開 発 は 完 成 して お り、 最

初 の コ ン ピ ュ ー タ が1969年 度 夏 に ロ ス ア ン ゼ ル ス に 入 り稼 動 し

て い る 。 そ の 後2～3ヵ 月 間 隔 で コ ン ピ ュー タ を ネ ッ トに 加 え て い

く予 定 で あ っ た が、 資 金 繰 りが つ か ず未 だ実 現 して い ない 。

各 州 の主 要 都 市 に配 置 さ れ た20台 の 超 大 型 コ ン ピ ュー タ で 構 成

さ れ た ネ ッ トは 、これか らのC.S.C社 の 総 収 入 、 利 益 の 大 き な源 と な

る で あ ろ う し、 そ れ だ け にC.S.C社 は 経 営 力 、 財 源 力 、 技 術 力 に ょ

っ て 生 み 出 す 最 高 の もの を投 入 して い る 。

ユ ー ザ ー の そ れ ぞ れ の 適 用 分 野 に 対 し て シ ス テ ム の デ ザ イ ン を 行

な い、 テ ス ト、 保 守 ま で も行 な っ て い る 。 な お 開 発 さ れ た シ ス テ ム

の う ち で も汎 用 性 の あ る もの に つ い て の パ ッ ケ ー ジ化 も こ の部 門 で

行 な っ て い る 。

マ ー ケ ッ ト部 門 は イ ン フ ォー ネ ッ トを 除 く全C .S.C社 の 能 力 の 販

売 を担 当 して い る 。

oComputerSciencesCanada

CanadianPacificRailway,CanadianNationa1Railw・ayを 参

加 さ せ て 再 組 織 化 した 。C.S.C社 は49%の 株 式 を 保 持 して い る 。

こ の カ ナ ダ の 二 大 会 社 と結 びつ い た こ とはC.S.C社 の 占有 プ ロ グ ラ ム

開 発 と サ ー ビ ス に つ い て 、 カ ナ ダ の 市 場 開 拓 に 加 速 的 に 食 い 込 む こ

とが で ぎ る。

σ
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OCOMPUTICKET

ComPuterを 主 体 と した ス ポ ー ソ、 観 劇 に 対 す る チ ケ ッ ト販 売 は

今 年 度 に オ ペ レ ー シ ョ ン を 開 始 した 。

現 在 の サ ー ビ ス範 囲

ロス ア ン ゼ ル ス、 ニ ュ ー ヨー ク、 フ ィ ラ デ ル フ ィ ア 、バルチモア

1970年 度 に は さ らに 拡 大 す る 計 画 を も っ てk・ り、 そ の 間 に 初

期 の 利 益 を あ げ る も の と予 想 さ れ る 。

oCOMPUTAX

ComPutaxService,lnc.(株 式 の38%をC.S.C社 が 所 有)

個 々 の 税 申告 の プ ロセ ッ シ ン グは 完 全 に オ ペ レ ー トさ れ て い る 。

利 益 は増 大 傾 向 に あ る 。

(2)使 用 コ ン ピ ュー タ

IBM-360/65計 算 サ ー ビ ス 用

UNIVAC-1108(発 注 中 を含 め20台)

(3)営 業 内 容

① シス テ ム ・プ ロ グ ラ ム の 開 発

ユ ニ パ ッ ク機 種 の オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム と してEXECシ ス

テ ム の 開 発 を 行 な っ た ほ か 、IBMユ ー ザ ー 用 に は プ ロ グ ラ ム の コ ン

バ ー ジ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム と し てEXODUS(IBM-1410 、 同7010

か らIBM-360)お よ び 、EXODUS－ 皿(IBM-1401、 同1460

をIBM-360へ)を 開 発 した 。 ま た 、FORTRANな ど 、 コ ン パ イ

ラの 開 発 改 良 も手 が け て い る 。

② シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア リン グ

科 学 技 術 計 算 シ ス テ ム の設 計 か ら運 営 ま で の コ ン サ ル タ ン トを行 な

う。

③ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム の ア ナ リシ ス 辿 設 計

●

__＼

●
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④ 軍 お よ び 宇 宙 開 発 関 係

JPLの 宇 宙 航 空 関 係 の オ ペ レ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム(O.S)を 担 当

して い る 。 こ のO.Sに は 複 雑 な ダ ブル ・シ ス テ ム を用 い て、 故 障 の 発

見 お よ び早 急 な復 旧 を は か っ て い る。 ま た 、 ア ポ ロ計 画 で は施 設 管 理

に 約450名 を 派 遣 して い る。 そ の ほ か 、政 府 関 係 の 手 持 ち プ ロ ジ ェ

ク トは 、8～9件 で あ る 。

⑤ ア プ リケ ー シ 。 ン ・パ ッ ケ ー ジ の 販 売

3年 前 に こ の部 門 が で き た が、 そ の 目的 は 、 コン ピ ュ ー タ の ユ ー ザ

ー の 業 種 が 違 っ て い て も共 通 す る 対 象 業 務 の プ ログ ラ ム 開 発 に 同 じ苦

労 を繰 り返 す こ とが な い よ うに、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム な ど種

々 あb、 販 売 中 の もの は11種 で 、 これ か ら発 表 す る も の が3種 あ る。

⑥ 教 育 サ ー ビ ス(3.参 考 事 項 を参 照)

子 会 社 のC.S.1(ComputerSciencesInstitute)社 で 行 な っ

て い る もの で 、 教 育 施 設 の 提 供 を行 な っ て 、 企 業 が コ ン ピ ュー タ を使

うた め に必 要 な技 能 を 与 え る機 関 で あ る 。

写 真 、 映 写 装 置 、 音 な ど視 聴 覚 教 育 機 器 、 教 室 の設 計 、 教 育 プ ロ グ

ラ ム な ど科 学 的 に研 究 さ れ てk・ り、C.S.C社 に と っ て最 も重 要 な機 能

の 一 つ で あ る。

⑦ ヨー ・ ッ パ へ の進 出

1967年 に オ ラ ン ダ の 世 界 的 な 電 子 工 業 メー カー の フ ィ リ.ップ ス

社 と組 ん で、 ベ ル ギ ー の ブ ラ ッ セ ル にC・S・1(ComPute「Sciences

Internationa1)社 を75%の 出 資 比 率 で 設 立 した 。 フ ィ リ ッ プ ス

社 の 大 型 機]000シ リ ー ズ の た め の ソ フ ト ウエ ア 開 発 を行 な っ た ほ か 、

EXODUS-1、II、 人 事 管 理 シ ス テ ム、Cogent－ 皿 、 商 業 用 ローン、

シ ス テ ム な ど の 各 種 ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ の ヨー ロ ッ パ へ の

売 込 み を 積 極 的 に 行 な っ て い る 。

ま た 、 英 国 で は航 空 貨 物 の 在 庫 管 理 や、 会 計 関 係 の シ ス テ ム開 発 を
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受 注 、 フ ラ ン ス で は ゼ ロ ッ ク ス 社 の 子 会 社C.1.1を 通 じて 売 込 ん で い

る が 、 ドゴ ー ル 政 策 の壁 が 厚 く、 苦 労 して い る よ うで あ る 。 イ タ リア

で は 、 オ リベ ッ テ ィ社 の 在庫 管 理 シ ス テ ム の コ ン サ ル タ ン トや 、 同 社

の コ ン ピ ュ ー タ の た め の ソ フ ト ウエ ア 開 発 の 契 約 も と っ て い る。 独 立

して 以 来 最 初 の 利 益 を今 期 計 上 し、 来 期 に 対 し て も成 長 傾 向 を続 け る

で あ ろ う と予 想 さ れ る。

⑧ コ ン ピ ュ ー タ ・リー ス へ の 進 出

最 近 、 デ ー タ プ ロ セ シ ン グ 業 界 の 金 ぐ りの 変 化 に 対 応 す る た め に 、

コ ン ピ ュ ー タ の リー ス が増 え る傾 向 に あ り、C.S.C社 で は 十 分 な ソ フ

ト ウ エ ア、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム に つい て の サ ー ビ ス つ き で 、

ComputerSciencesLeasing社 を 設 立 して 、 リース業 界 に進 出 し

た 。 メー カー の レ ン タ ル 料 よ り安 い と い う こ と で 、 今 後 の 発 展 が 期 待

さ れ て い る 。

リー ス ・サ ー ビ ス の 内 容 は つ ぎの と お り 。

oハ ー ド ウ エ ア の リー ス

各 コンピュータ の メー カ ー が 指 定 す る価 格 で リー ス す る も の で、

UNIVAC-1108,IBM-360を 中 心 に 大 型 機 が 多 し(。 ユ ー ザ

ー の要 求 に合 う よ うに、C .S.C社 の 技 術 ス タ ッ フが 機 種 選 定 の コ ン

サ ル タ ン トを行 な う。

oソ フ ト ウ エ ア ・サ ポ ー ト

コ ン ピ ュ ー タ 利 用 で最 も金 が か か る ソ フ ト ウ エ ア の 開 発費 を カ バ

ー す る た め に
、C.S.C社 が 開 発 した パ ッ ケー ジ を つ け て、 ユ ー ザ ー

の シ ス テ ム運 営 費 を総 合 的 に 切 下 げ る こ と を狙 っ て い る。

＼

罐
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2.2C.S.C社 の 営 業 活 動

(1)マ ー ケ ッ テ ィ ン グ

マ ー ケ ッ ト ・オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン が担 当 し、 各 部 門 の協 力 を得 な が ら
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全 米 に わ た り い わ ゆ るrC.S.Cの 能 力 」 を 売 っ て い る 。

契 約 後 、 そ の遂 行 は 現 業 部 門 に ま か さ れ る よ うに な っ て お り、 と く に

オ ペ レー シ ョ ン ・オ ー ガ ニ ゼ ー シ ョ ン は 西 部 、 南 部 、 東 部 に わ か れ て い

る 。

た × し イ ン フ ォ ー ネ ッ トは 別 途 イ ン フ ォー ネ ッ ト部 門 で マー ケ ッ テ ィ

ン グ を担 当 す る こ と に な っ て い る 。

(2)価 格 の 体 系

C.S.C社 の 価 格 の体 系 は つ ぎの3通 り で あ る。

○ タ イ ム ア ン ド マ テ リア ル

○ フ ィ ッ ク ス ト プ ラ ィ ス

○ コス ト プ ラス フ ィ ッ ク ス ト フ ィ ー

こ れ らの 方 法 は 、 そ れ ぞ れ の ワー ク ・ス テ ー ト メ ン トの 内 容 に よ っ て

選 択 さ れ る が 、 こ れ は あ くま で も標 準 的 な も の で契 約 毎 に 多 少 の 変 化 が

許 さ れ て い る 。

最 も 多 く用 い ら れ る 方 法 は タ イ ム ・ア ン ド ・マ テ リア ル 方 式 で 、 こ れ

は 一 口 で い え ば原 価 主 義 で あ っ て 、 した が っ て 、 担 当 者 の腕 に よっ て プ

ラ イ ス が 異 な っ て くる 。 人 件 費 を例 に と る と、

設 計 明 細 書 を タ イ プ す る程 度 の 仕 事 を す る もの … … …6ド ル/時

上級 の専門職 40ド ル/時

こと で政 府 との契 約 方法 に触 れ てお こ う。

契 約 は 全 て競 争入 札 で行 なわ れ る。契 約 の更 新 とい え ど も入 札方 式 が

と られ る。 価格 は人 件 費、旅 費 、 計算 機 費 等 に分 け られ て算 出 され てお

り、 コス トが入 札 時 の価 格 を超 え る よ うな時 には、 アス パ ー規 則 で再 交

渉 が 行 な われ、コス トのオーバーした理 由 を説 明 す る こ と となっ てい る。

原 則 と して政 府 側 と して も、 ソ フ トウエ ア の開発 の予算 に関 して は柔 軟

性 を もた して あ るが、 オ ーバ ー分 に つ い て支 払 われ な い場 合 もあ る。

また、 以 後 の契 約 の こ とを考 え て コス トを割 っ た価 格 で入札 を す る こ
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と もある。

逆 に、 契 約 の違 反 に関 しては1日 数 ドル の違 約 金 を と られ る ことが あ

る。

(3)メ イ ンテ ナ ンス

○ハ ー ドウエ ア

ハ ー ドウエ ア の メインテナンス は ア ポ ロ等 の大 型 の ものを全 て一括 し

て行 な う程 の能 力 は持 っ てい ない が、 ファ シ リテ ィ ・マネー ジ メ ン ト

業 務 の拡張 が行 なわ れ て い るの で、要 員の教 育 は心 掛 け てい る。

○ ソ フ トウエ ア

ア プ リケー シ ョン関係 の プ ログ ラ ムの保 証 期 間 は4～6ヵ 月 とな っ

てお り、 そ の間 の メイ ンテ ナ ンス は無 償 と なっ て い る。

以後 の メ イ ンテ ナ ンス につ い ては、

タ イム ・ア ン ド ・マ テ リアル の場 合

メイ ン テ ナ ンス 費用 を も ら う

フィ ック ス ト プ ラィス の場 合

最 初 か ら保 守 料 は含 まれ て い る。

(4)ソ フ トウエ アの不備 に よる損 害

ソ フ トウエ アにつ い て は ユ ー ザー の検 収後 は 責任 を持 た な い こ とに な

っ てい る。 した が っ て ソ フ トウエ アの不 備 に よる損 害 に つ い て は、 ハー

ドウエ ア同様 に責任 を もた ない 。

現 実 に は 同社 にお い て もハー ドウエ ア側 の問 題 か ソフ トウエ ア側 の問

題 か わ か らない た め責任 の所 在 が明 確 で ない ケー ス もあ る。

2.5ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッケ ー ジ

CS.C社 は 各 分 野 向 け の ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ に 対 し積 極 的

な 開 発 を 行 な っ て い る が、 こ れ は ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・デ ィ ビ ジ ョ ン が 当

っ て い る 。 これ ま で に 販 売 さ れ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ は

弓

●

1λ
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11種 類 あ り、 今 後 発 売 を 予 定 して い る もの は3種 類 あ る。 こ れ ら の パ

ッ ケ ー ジ は 、

① サ ー ビ ス プ ・ グ ラム

② オ ブ ジ ェ ク ト プ ログ ラ ム

③ ロー ド ・モ ジ ュー ル(ユ ーティリィティ ・プログラム)

か ら成 立 っ て お り、 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン も、

① エ ン ド ・ユ ー ザ ー 向 け ア プ ラ イ別 説 明 書

② シ ス テ ム,・ マ ニ ュ ア ル

③ オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・マ ニ ュ ア ル

が 完 備 さ れ て い る。

パ ッ ケ ー ジ の 作 成 手 順 は 、 シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム の 場 合 と 同様 で 、

① シ ス テ ム分 析 を す る

●

② ア イデ アを 出 す

③ シ ス テ ム ・デ ザ イ ンをす る

④ ア プ リケー シ ョン と合 致 してい るか否 か を確 か め る。

⑤ ス ペ ック を作 成 す る。

⑥ プ ロ グ ラム ・マネ ー ジ メ ン ト

で あ る。

使 用 に際 して の ユ ーザ ー に対 す る訓練 は、2～10日(国 際 的 には 別

で あ るが)ユ ー ザ ー に出 向 い て教 育 を行 な う。 パ ッ ケー ジ に対 す る保 障

は通 常6ヵ 月間 で、 そ の後 の メイ ンテ ナ ンス は、契 約 に よっ て異 なっ て

い る。

販 売 方 法 は、 切 売 りと レン タルの両 方 を採 用 してい るか、政 府 の行 政

指導 もあ り、 将 来 も レン タル だけ にす る こ とは な い とい うこ とで あ る。

つ ぎに主 な ア プ リケー シ ョン ・パ ッケ ー ジの概 要 お よび価 格 を紹 介 す

る。
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o(}eneralLedger20,000ド ル

元 帳 か ら損 益 計 算 書 ま で を処 理 す る シ ス テ ム 。

顧 客 の 会 計 処 理 要 領 や 、 財 務 諸 表 の フ ォ ー ム に 合 わ せ て プ リン ト ・

ア ウ トで き る よ う に な っ て い る。 デ ー タ ・イ ン プ ッ トの フ ォ ー マ ッ ト

も変 え る こ と が で き る 。

。CommercialLoan30,000ド ル

世 界 中 す べ て の 銀 行 で 使 用 で き る 銀 行 の 貸 付 勘 定 整 理 用 の シ ス テ ム。

月 賦 入 金 もの は 使 用 で き な い 。

oPersonnelRecord… … …18,500ド ル

経 営 用 の レ ポ ー ト作 成 、 人 事 管 理 の た め の も の 。

シ ス テ ム設 計 に は 約1年 か か っ た が 、C・S・C社 の パ ッ ケー ジ 中 で も

最 も融 通 性 が あ る と い う。 大 体 、1,500人 ～2・000人 程 度 の規 模 の

従 業 員 を対 象 と し て い る 。

ロ

oPayro11給 与 計 算 の み12.000ド ル

労 務 費 計 算 の み8,000ド ル

政 府 機 関 用 と、 民 間 企 業 用 の二 つ が あ る 。 本 来 は 米 国 用 に 開 発 し た

が 、 英 国 用(ポ ン ド通 貨 表 示)お よ び ドイ ツ 用(マ ル ク通 貨 表 示)と

し て、 コ ン バ ー ジ ョ ン ・テ ー ブ ル が あ る。 労 務 費 の 部 門 別 配 賦 用 シ ス

テ ム も あ る 。

oBankPayrol120,000ド ル

銀 行 が 顧 客 の 計 算 サ ー ビ ス 用 に 使 用 す る シ ス テ ム。

・c・GENT皿 貝勅i言1⑪81ド ・・

3年 契 約 の レ ン タ ル1.200ド ル/月

高 度 な コ ボ ル 用 プ ロ グ ラ ム で 、 コ ボ ル を 使 っ た り ポ ー ト ・ゼ ネ レ 一

夕 用 プ ロ グ ラ ム 。 こ れ を 使 え ば 、 使 用 効 率 は50%上 が る と い う。

oEXODUSI12,000ド ル

コ ン バ ー ジ ョ ン ・シ ス テ ム で 、 第2世 代 の コ ン ビ.一 夕 か ら第3世

δ

・も

L
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代 の コ ン ピ ュ ー タ へ の移 行 に 当 た り、 ユ ー ザ ー に 援 助 す る 。

oEXODUS皿 12,000ド ル
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IBMのEliminaterを 除 い た も の で 、BAL(BasicAss-

emblerLanguage)へ の 移 行 を助 け 、 成 功 し.た シ ス テ ム。

oEditProgramのGenerate(EPG) 600ド ル

Editting,Errordetectorを 行 な う もの で7.ロ グ ラム作 成 の

時 間 を 短 縮 で き る。

oCCMS(ComputerCenterManagementSystem)…6,000ド ル

最 近 で き た ば か りの も の で ・ マ シ ン を使 っ た場 合 に どれ くら い の プ

ロ グ ラ ム ・コ ス トが か か る か見 る もの 。

、

▲

イ'

2.41NFONET計 画

2.4.11NFONET計 画 の 背 景

INFONET計 画 は 、 世 界 最 大 規 模 の ソ フ トウ エ ア 会 社 で あ る と 自負

して い るCS.C社 と して 、 将 来 の ソ フ トウ エ ア市 場 に 対 す る 姿 勢 の 端 的

な現 わ れ の 一 つ で あ る と考 え られ る。

つ ぎの 図 はC.S.C社 、 と くにINFONET-Div.の ソ フ トウ エ ア市場

に 対 す る考 え 方 を 示 す も の で あ る 。

同 社 の 考 え 方 に よれ ば 、 ソ フ トウ エ ア会 社 の 役 割 りが 、 過 去 の 形 態 で

あ るIN－ 且OUSEの 時 代 に お け る パ ッ チ処 理 サ ー ビ ス や ラ ン ゲ ー ジ の

開 発 に主 力 を お い て い た も の か ら、 現 在 の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ

ス の 利 用 へ と移 行 し、 さ ら に は フル ・サ ー ビス ・ジエ ア リ ン グの 時 代 に

な る で あ ろ う と い う もの で あ る。

INFONET(informationnetwork)の 考 え 方 は 、2年 程 前 よ り

い わ れ る よ うに な っ た が 、C.S.C社 と し ては 、 こ れ を 同 社 の事 業 の 一 つ

の 柱 と す べ く開 発 に 力 を 注 い で い る 。 こ の こ と か ら も わ か る よ うに・

INFONETは 、 コ ン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィの 理 念 に基 づ くも の で
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は あ る が 、 公 共 的 色 彩 と い う こ と よ り も企 業 利 益 の追 求 の 色 彩 の 非 常 に

濃 い シ ス テ ム で あ る。 あ る 意 味 で は 、 こ の あ た りの 考 え 方 にC.S.C社 の

特 色 が 現 わ れ て い る と い え よ う。

当 然 こ の シ ス テ ム の 開 発 に はC.S.C社 が 積 み 上 げ て き た ソ フ ト ウ エ ア

開 発 力、 人 的 資 源 の 確 保 力(例 え ばNASAや 軍 関 係 へ の 人 の 派 遣)、 金

融 力(ア メ リ カ銀 行 が1億 ドル 程 度 の 資 金 手 当 の 保 証 を した と い わ れ て

い る 。)、 コ ン ピ ュ ー タ 導 入 力(シ ス テ ム 開 発 終 了 時 点 で はU-1108

を20台 要 す る 。 こ れ は 、C.S、C社 の フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト処

理 能 力 を示 す と もい え よ う。)を 結 集 す る 必 要 が あ り、 そ れ な しに は 、

同 社 が 計 画 し て い る よ うな大 規 模 な シ ス テ ム のRealizeは 不 可 能 で あ

ろ う。

っ ま り、INFONET計 画 こ そC・S.C社 の 性 格 と そ の 企 業 力 を端 的 に

物 語 る 具 体 的 事 例 で あ る と考 え る 。

2.4.21NFONET計 画 の概 要

(1)シ ス テ ム の 概 要

一 般 的 なlnformation-networkSys悔mを 想 定 した場 合 に お け

る コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 方 法 と し て は 、

① リモ ー ト ・バ ッ チ

② オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム

が 考 え ら れ る が 、INFONETに お い て は 、 全 米 を タ イ ム ・シ ェ ア リ

ン グ ・シ ス テ ム に よ る ネ ッ ト ・ワー ク で カ バ ー す る も の で、 こ の た め

に 、

①CSTSの 開 発

ComputerScienceTimeSharingServiceと 名 付 け ら

れ た ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ。

'②
U-1108を20台 設 置

全 米 に10ヵ 所 の タ ー ミナ ル を設 け 、 各2台 のU-1108を 設 置



一68一

③ 端 末 機 器 の 開 発

航 空 券 、 列 車 用 乗 車 切 符 、 劇 場 の 切 符 の オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス

で 知 ら れ て い るC.S.C社 の 子 会 社 で あ る コ ン ビ ュ ー チ ケ ッ ト社 が

協 力

④ 通 信 関 係 の 設 計 、 シ ミュ レー シ ョ ン

,C.S.E社{Co㎜unicationSystemEngineering)の 買 収

な ど を 行 な い 、 シ ス テ ム 開 発 に 備 え て い る。 こ の シ ス テ ム の 利 用 は 、

各 タ ー ミナ ル に あ る1108と 各 ユ ー ザ ー に 設 置 さ れ て い る 端 末 機 、

あ る い は コ ン ピ ュ ー タ を通 じて 行 な わ れ 、 各 ユ ー ザ ー の保 有 す る デ ー

タ ・パ ン ク を メ ン テ ナ ン ス し、 要 求 に 応 じ て情 報 を提 供 す る も の で あ

る 。 こ の た め 、300本 の トラ ン ザ ク シ ョ ンの 処 理 と、1,000台 の 端

末 機 か ら の イ ン プ ッ トを想 定 し て い る 。

対 象 とす る業 種 も 当 然 多 岐 に わ た る た め 、 流 通 業 者 向 け と し て 全 販

売 店 管 理 プ ロ グ ラ ム、 製 造 業 者 向 け と し て プ ロ ダ ク シ ョ ン ・コ ン ト ロ

ー ル ・プ ロ グ ラ ム や金 融 業 者 、 保 険 業 者 向 け の プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー

ジ な ど が 用 意 さ れ て い る。

また 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン方 式 は 、 ユ ー ザ ー の規 模 に よっ てCLASS

_1とCLASS－ 皿 と に分 け 、 前 者 を リ トル ・チ ケ ッ トと呼 び、 端 末

機 あ る い は 、 マ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ ー タ と1108と を 結 び つ け る 方法 を

と っ て い る 。 後 者 は ビ ッ グ ・チ ケ ッ ト と呼 ば れ 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ツ ウ

・コ ン ピ ュ ー タ に よ る処 理.方 式 を と る こ と と し て い る 。

(2)開 発 計 画

1970年 第4四 半 期 営 業 開 始 を 目標 に 現 在 開 発 中 で あ る が、 開 発

終 了 ま で に3カ 年 間 の 年 月 の総 予 算6～7,000万 ドル を 予 定 して い る 。

す で に こ の うち ロス ア ン ゼ ル ス にU-1108が2台 設 置 さ れ 、本 年8

月 よ リ テ ス ト ・ラ ン を 開 始 して い る 。

ま た 、 マー ケ ッ テ ィ ン グ の一 環 と し て、 現 在300人 程 度 の セ ー ル

」

、

S

`
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ス ・エ ンジ ニ アを養 成 中 で あ るが、 開発 終 了 時点 で は全 米 各 地 に配 置

す るた め1,000人 程度 の要 員が必要 であ る と して い る。

以上 の こ とか ら も うか がえ る よ うに、C.S.C社vak－ け るINFONET

計 画 は 、従 来 の ソ フ トウエ ア会 社 の や り方 で あった特 定 ユ ーザ ー の た

め の業 務 処理 や プ ログ ラム開 発、 あ る いは専 売権 付 き プ ログ ラ ムの開

発 、TSSサ ー ビス な どか らさ らにそ の範 囲 を広 げ て、 マー ケ ッテ ィ

ン グを含 め た シス テム の開発 か ら運 営 まで を行 なお うとす る もの で あ

る。

(3)将 来

現 在 、 当 シス テ ムはINFONET-Div・ にお い て開 発 が進 め られ て

い るが、 全米 ネ ッ トワー クが確立 した暁 に は フル ・サ ー ビス ・シ エ ア

リィ グの考 え方 を基 本理 念 と した コ マー シ ャル ・ア ン ド ・ジ ェネ ラル

・タ イ ム ・シ ェ ア リン グ に よる ソフ トウエ ア ・サー ビス が全体 の%を

占 め る よ うに な るで あ ろ う。技 術面 で も、 財 務面 で も この産業 の 中 で

独 走 的 な強 さ を具 備 してお り、 経営 面 の セ ンスの良 さ も手 伝 っ て、急

速 に発展 して い る。将 来 有望 な情報 科 学産 業 分野 で の リー デ ィン グ フ

ァ ク ター た りえ よ うと努 力 してい る。
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OPMI(Personne1ManagementlnformationSystem)

PMIは 、"人 事 管 理 情 報 シ ス テ ム"で あ り、 労 働 関 係 や 人事 部

門 の 管 理 を 助 け る た め に 開 発 さ れ た シ ス テ ム で あ る 。 シ ス テ ム は 、

多 くの入 事 関 係 の 管 理 者 と の 話 し合 い の 結 果 開 発 され た も の で あ り・

人 事 計 画 と管 理 に 必 要 な 情 報 を提 供 す る シ ス テ ム で あ る 。

PMIプ ロ グ ラム は 、COBOLで 作 成 さ れ て お り、 つ ぎの 処 理 を

行 な う プ ロ グ ラ ム が 用 意 され て い る 。

① パ ー ソ ナ ル ・マ ス タ ー ・フ ァ イ ル作 成

② トランザ クシ ョン ・データ に よ る マス ター ・ファイル 更 新

③'マ ス タ ー ・フ ァ イル か ら の 人 事 報 告 書 作 成(現 在 、26種 類

の 報 告 書 作 成 プ ロ グ ラ ム が 用 意 さ れ て い る。)

PMIシ ス テ ム へ の コ ン バ ー ジ ョ ンに は 、C.S.C社 の 専 門 家 が ユ ー

ザ に 協 力 し、 シ ス テ ム変 更 も短 期 間 で 可 能 で あ る 。

OPAY3

PAY3は 、給 与 計 算 シ ス テ ム で あ り、 給 与 計 算 の 処 理 時 間 を短 縮

し、 計 算 コ ス トを 最 小 に す る た め に設 計 さ れ た ソ フ トウ エ ア ・パ ッ

ケ ー ジ で あ る 。

こ の シ ス テ ムは つ ぎ の作 業 が 可 能 で あ る 。

① 給 与 マ ス タ ー ・フ ァ イ ル 作 成

② ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・デ ー タ に よ る マ ス タ ー ・フ ァ イル 更 新

③ 給 与 額 、 州 税 、 控 除 額 、 給 与 支 給 総 額 な ど の算 出

④ 給 与計 算 諸 表 作 成

OEXODUS皿

1401オ ー トコー ダ また はSPSソ ー ス ・デ ッ ク を シ ス テ ム

360の ベ イ シ ッ ク ・ア ッ セ ン ブ リ言 語(BAL)に 変 換 す る プ ロ

セ ッ サ で あ る 。360で は 従 来 オ ー ト コ ー ダ ・プ ロ グ ラ ム言 語 に よ

り作 成 さ れ て き た が 、 マ ル テ ィ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ な ど の360の 全

、

全

・音
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能 力 を使 用 す るた めには、BALに 変換 す る必要 が あ る。

EXODUS皿 を使 用 す る こ とに よ り、 プ ロ グ ラム変 換 が、 この プ

ロセ ッサ を使 用せ ず、 プ ログ ラ ミン グす る場 合 の10%の 労 力 で可

能 と なる。

OAUTOMATEDACCOUNTSRECEIVABLESYSTEM

(自 動売 掛 金 シス テ ム)

この シス テムは、 銀 行業 務 に 広範 囲 に適 合 す る売掛 金 シス テ ムで

あ る。 この シス テ ム を使用 す る こ とに よ り、 毎 日の変 動記録 、 期 間

試 算 表、 取 引先 帳簿 、 資金 分 析 、継 続 的短 期 債権 や延 払 い帳 簿 な ど

の報 告 が 作成 で きる。

この シ ス テ ムは、 完 全 な売 買情 報 を提 出 す るた めに売掛 金 か らデ

ー タ を得 る とい う点 で他 に類 の な い もの で あ る。 プ ログ ラムはCO

BOLで 作 成 され てい て、 プ ログ ラム変 更 が容 易 であ る。

OACTIVEEDUCATIONALSYSTEM

(AdvancedComputerTrainingInaVersatileEnvi1-

0㎜ent)

ACTIVEは 、CSI(ComputerSciencesInstitute)

の教 育専 門 家 に より開 発 され た教 育 シス テ ム であ る。現在 、経 営 者

は、 生産 、 マー ケ ッテ ィン グ、 ア カ ウンテ ィン グな どを十 分 に 知 る

た め に、 コン ピ ュー タの技 術 とア プ リケー シ ョンを理 解 す る必 要 に

迫 られ て い る。 ここに教 育 シス テ ム か重 要 とな る。CSC社 では 、

ダイ ナ ミ.ック な コン ピュー タ教 育 を行 な うた め、 つ ぎの よ うな シス

テム を開発 して い る。

(1)完 全 に 自動 化 され た教 室 設備

教壇 に装 置 パ ネル があ り、 教 師 は この パ ネル に よ り、 ス ラ イ ド

を動 か した り、学 習 に最 も適 した環境 を作 る ため の温 度 調整 な どを

行 な うことが で きる。 ス ク リー ンに問 題 が映 し出 され る と、 生 徒
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は 手 元 に あ るABCDの4つ の ボ タ ン を 押 す こ と に よ り答 を 出 す。

答 は 教 壇 の デ ィ ス プ レ イ ・パ ネ ル に映 し出 さ れ 、 教 師 は も っ と説

明 を 必 要 とす る か 、 つ ぎの 問 題 に進 め る べ きか の 判 断 を す る 。

(2)4つ の 学 習 コー ス

aマ ネージ メン トの た め の コ ン ピ ュー タ概 論 一 コ ン ピ ュー タ の

基 本 的 な 知 識(ハ ー ドウ エ ア、 ソ フ トウ エ ア)や 経 営 情 報 シ ス

テ ム、 情 報 科 学 に つ い て 学 習 す る。

bコ ン ピ ュ ー タ の マ ネ ー ジ メ ン トへ の 利 用 一 経 営 へ の 意 思 決

定 に 必 要 な技 術 、 ア プ リケ ー シ ョ ン に つ い て学 習 す る 。

cシ ス テ ム と プ ロ グ ラ ミン グ ・プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ メ ン ト

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ メ ン トに つ い て学 習 す る 。

dシ ス テ ム分 析 と設 計 一 シ ス テ ム とは 何 か 、 シ ス テ ム の 分 析

手 法 や 設 計 上 の 問 題 点 な ど に つ い て 学 習 す る 。

oCCMS(ComputetCenterManagementSystem)

CCMSは 、コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー の 運 営 に 必 要 な 情 報 を提 供 す

る シ ス テ ム で あ る。 こ の シス テ ム に よ り、 管 理 者 は マ シ ン の使 用 状

況 、 シー トや カー ドな ど の 消 費 状 況 、 人 件 費 な ど の情 報 を把 握 で き

る 。CCMSはIBMシ ス テ ム360ま た はRCA70で 実 行 可 能 で

あ る 。

a

b

C

d

ロ ス ト ・タ イ ム ・ア ナ リ シ ス

ア ク テ ィ ビテ ィ ・サ マ リ

マ シ ン の 使 用 状 況 、 個 人 別 実 行 結 果

ジ ョブ ・サ マ リ

前 期 ま た は 予 測 値 と の ジ ョ ブ ・コ ス トの比 較

ジ ョ ブ ・コ ス ト ・ア ナ リシ ス

ジ ョ ブ ・コ ス トの 詳 細 な分 析

◆
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句

OEPG－ 皿

EPG－ 皿 は 、.EditProgramGeneratorSystemForBu-

sinessApplicationsの 頭 文 字 を取 っ た も の で あ る。

EPG－ 皿 で プ ロ グ ラ ミン グ を す れ ば、EDITPROGRAMの 標

準 化 が で き、 ま た英 語 に よ る ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン を プ ロ グ ラ ム に ・

付 け る こ と が で き る 。

OCOGENT－ 皿

COGENT－ 皿 は 、COBOLPROGRAMGENERATORの

頭 文 字 を取 った も の で あ る。

COGENT－ 皿 は 、 ア ウ ト ・プ ッ ト ・フ ァ イ ル の 作 成 や 、 フ ァ イ

ル の更 新 、 計 算 や ロ ジ ッ ク の 処 理 方 法 、 ま た デ ー タ の 抽 出 な どの 要

求 を満 し て い る一 般 的 なFILEMANAGEMENTSYSTEMで

あ り、COBOLPROGRAMGENERATORで あ る。
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調 査

所 在

度化す る情報処理 システムに対応す るCDC

先

地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

Contro|DataCorporation(CDC)

8100-34thAvenueSouthMinneapolisMinnesota

HeadQuater55440
`

1969年10月22日

Mr.J.A.Delina,CustomerRelationsRepresentativ

Mr.CharlesS.Morel1,National&International

SalesManager,Display&GraphicSystemsJermi-

nalDivision

Mr.BalkinsRobert,MarketingNormandaleOpera-

tlons

富 田 、 西 尾 、 梧 沢 、 縣

1概 要 お よ び 所 感

す で に い ろい ろの文 献 に よっ て知 られ る よ うに、CDCは 大型 の コン ピ

ュ ー タ、 各種 周 辺 装 置の製 作 、 オン ライ ン ・サ ー ビス等 巾広 い 情 報 産 業の

に な い手 で あ る。今 回 はそ の一 部 につ いて 調 査 した が、.情報処 理 シス テム

の 複雑 化 、 広域 化 に対 応 す るハ ー ドウエ ア機器 の 製作 、 と くに 周辺 装 置 に

対 す る精 力 的 な 開発 方 針 が み ら れ る。 例 えば 端末 としての タ イ プ ライ 久

デ ィス プ レー等 に対 す る開 発 は積 極 的 な もの がみ られ る。

2詳 論

訪 問 した事 業 部 に お け る現状 に つ い て はつ ぎの とお りで あ る。

こ こは ター ミナル 事 業部 関 係 マ ー ケ ッ トが最 近 伸 びて 来た の に対 応 して、

い ろ いろの 部 署を統 合 し、2つ の 部 門 を 設 けた。

/㌃==二
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タ ー ミナ ル の 開発 部 門

(2)タ ー ミ ナ ル 機 器 部 門

これ ら の 従 業 員 は 約1,500太 い る。

マ ー ケ ッ ト と し て は

1968年1,000万 ドル

1969年3,000万 ドル

1970年7,000万 ドル(予 想) .

と 大 き く伸 び て 来 て い る。 こ れ ら の タ ー ミ ナ ル の 種 類 と して は

(1)グ ラ フ ィ ッ ク 関 係

(2)ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ ッ ク 関 係

(3)リ モ ー トバ ッチ 関 係

に わ け ら れ る。

こ の 事 業 部 の 根 本 的 な 考 え 方 と し て は、 大 き な コ ン ピ ュ ー タ に 多 く の タ

ー ミ ナ ル を つ け て 売 る こ とで あ る
。 こ の こ とは 、 こ こ 数 年 間 爆 発 的 な 増 加

を とげ る だ ろ う と予 想 して い る。

しか し、 い ろ い ろ な 問 題 は あ る。 例 え ば 、 グ ラ フ ィ ッ ク デ ィ ス プ レ ー は

将 来 性 は 非 常 に 大 き い が 、 ま だ 値 段 の 点 、 ソ フ ト ウ エ ア の む つ か し さ な ど

に 問 題 が あ る が、2～3年 の 間 に 値 段 を 下 げ て 使 っ て も ら え る よ うに な る

で あ ろ う。 こ の 理 由 は 、 回 路 技 術 の 向 上 、 構 成 部 品 の コ ス ト ダ ウ ン等 に よ

る も の で あ るが 、14万 ド ル の グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レー が65,000

ド ル 位 に 下 っ て き て い る が 、 や は り10,000ド ル 位 に な ら な い とだ め で

あ ろ う と予 想 し て い る。

こ の 他 、 タ ー ミ ナ ル と し て イ ン タ ア ク テ ィ ブ な タ ー ミ ナ ル が あ る。 これ

は従 来 の タ ー ミ ナ ル よ り値 段 が 安 く、 テ レ タ イ プ に 代 る もの で あ る。 レン

タ ル 料 で い え ば 、75～200ド ル/月 位 で あ る。

こ れ は 、128chの バ ッ フ ァを2コ 持 ち 、 キ ー ボ ー ドプ リン タ オ プ シ

ョ ン と して 、 紙 テ ー プの リー ド/パ ンチ、 磁 気 テ ー プの カ セ ッ トが つ け ら れ

、

●
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る。 速 度 と して は150B/Sで 電 話 線 イ ン タ ー フ ェ ー ス で あ る。

こ の オ プ シ ョ ン は2つ の 機 能 を も って い る。

① コ ン ピ ュ ー タ ー 〈 電 話 線 〉→ 磁 気 テ ー プ→ プ リン ト

② キ ー ボ ー ド→ 磁 気 テ ー プ へ 入 カ ー 〈 電 話 線 〉 → コ ン ピュ ー タ↑

夜 間 の低 料

金 の 時 送 る

来 年(1970年)5月 頃 で き あ が る 予 定 で あ る。
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過 去1年 、 独 立 の サ ー ビス ・ビ ュ ー ・ 一 を 作 り、 リモ ー トバ ッ チ で サ ー

ビス を 行 な っ て い るが 、CDC6600を 使 用 して い る。 こ の ター ミ ナ ル

が10～15台 だ っ た の が100台 と ま と ま っ て 必 要 とな っ て きて い る。

タ ー ミナ ル はCDCの ユ ーザーの み で な く、IBM、Burrough 、ICL

等 の 最 終 ユ ー ザ ー に も売 っ て い る。 将 来 はRCAの ユ ー ザ ー に も提 供 し て

い く予 定 で あ る。 この 場 合 に もCDCで ソ フ トウ エ ア を 開 発 し て い る
。 あ

る いは 大 学 等 で うま い 使 い 方 を し て い れ ば そ れ を 買取 っ て い る。

ま た 、OEMと し て も 大 手10社 の うち8社 に 提 供 して い る。 例 え ば

Honeywellと かNCRと か に デ ィス 久 磁 気 テ ー プを 提 供 して い る。 外

国 に も30社 位 出 して い る。

他 に デ ィ ス プ レー と して 、 開 発 中 の もの は

① プ ラ ズ マ ・デ ィ ス プ レ ー(別 名 ガ ス チ ャ ー ジ ・デ ィス プ レ ー)こ れ が

現 在 の カ ソ ー ド レイ チ ュ ー ブ よ り発 展 す る で あ ろ うと考 え て い る理 由 は

川 。絵 を リフ レ ッ シ ュ す る 必 要 が な い こ と。

㈲ 物 理 的 に 表 示 体 が 丈 夫 で あ る こ と。

で あ るが 、 現 在4TT×4tlで90,000ド ル 位 す る。

② デ ィ ジ タ ルTV、

TVセ ッ トを コ ン ピ ュ ー タ に 結 合 して 表 示 す る こ とで 低 廉 な デ ィ ス プ

レ ー と な る。 磁 気 ドラ ム は512ト ラ ック で あ る が
、TV1台 は2ト

ラ ッ ク で 表 示 で き る の で256台 のTVに デ ィ ス プ レー す る こ とが 可 能
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で あ る。 これ は大 学 等 で コ ン ピュー タの 教育 な どに利 用 で き る。 な お6

トラ ックあ れ ば、 カ ラー表 示 がで き る。

一 般 的な 話 で 面接 者 の直 接 の担 当 で はな いが、 参 考 の た め の 意 見 と して

つ ぎの よ うな話 が あ った。

oCDCは 現在 レンタ ル90%、 売 り切 りlo%で あ るが、 技 術 の進 歩

の た め この よ うな 状 態 は今 後 とも持 続 す るだ ろ う。

o大 型 コン ピュ ータ に よ って コ ン ピ ュータ ・ユーティ リティ とい うもの を

考 え る ことが今 後 必要 で 、 通 信 の コス トが 下 っ て くれ ば 需要 が 増 え、 多

くの タ ー ミナル 装 置が 必 要 とな って 来 る。IBMもSystem3を 発 表 し

た が 、CDCも リモ ー トバ ッチ 用の 小 型 コン ピ ュー タ を発 表 す る予 定 で

あ る。

oCDC7600は す で に2台 設 置済 で あ る。

ワ

●

5参 考 事 項'

CDCの 受 付 に 自社 製 デ ィス プ レーを お き、訪 問者 が訪 ね る相 手 の 電 話

番号 を 表 示 してい た 。

∨ ＼

、
＼

C



、

▼

●

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査'者

、

商業面 に特色をもつNCR

－79－

TheN。ti。nalCa、hR・gi・terC・mpany(NCR)

Dayton,Ohio45409

1969年10月24日

Mr.R.D.Pieplow,ManagerSystemsSoftware

InternationatVocationalSystemsMarketing・ ・

富 田 、 西 尾.梧 沢 、 縣

1概 要 お よ び 所 感

NCRは 、キャ ッシュ レジス タか ら 出発 して商 業 の分 野 に広 く深 く根 を は

っ てお り、 コ ン ピュー タ にお い て も この分 野 の ア プ リケ ー シ ョンを 主 体 と

して、 コ ン ピュー タ業界 で は特 色 の あ る行 き方 を して い る。

時 間 的 お よび 準 備の 都合 もあ っ て具 体 的 に十分 調 査 で きな か っ た の は残

念 で あ った 。

2詳 論

全 般 的 な 問題 につ い て、 つ ぎの よ うな事 項 が話 され た。

NCRの 経 営背 景 と して は、 世界 的規 模 にて 民間企 業の 必要 性 を 満 し

て い く こ とで あ る。 デ ー タを集 め て か ら最 後 の 報告 書 を作 成 す る とこ ろ

まで 商業 ・経 営 面で の トー タル シス テ ムを 提供 す る。

1884年 デイ トン で キ ャ ッシ ュ レジス タか ら出発 し、 最 近 の よ うに

シス テム を売 るこ とに変 っ て き てk'り 、 この8年 間EDPに 重 点 が お か

れ て い る。

また、 オ ン ライン の シス テ ム も銀 行 で 使わ れ て い る。 日本 で もタ ー ミ

ナル が 使 わ れ てい る と同 様 、 世 界 各 地 に も適 用 され て い る。 回線 は、



一80一

ノ

ISO,ASQIIコ ー ド両 方 で あ る。

oパ ッ ケ ー ジ(ア プ ラ イ トプ ロ グ ラ ム)も テ イ トン と世 界 各 地 の 子 会 社

で セ ン チ ュ リー シ リー ズ 用 を 開 発 して い る。 対 象 と して は、 銀 行 、 商 業 、

工 業 、 小 売 、 科 学 用 の 面 で あ る。

oソ フ ト ウ ェ ア の 価 格 づ け に つ い て は、IBMが ハ ー ドウ エ ア と ソ フ ト

ウ エ ア の 価 格 分 離 を 実 行 す る が 、 ソ フ ト ウ エ ア,ハ ー ドウ エ ア の 値 段 を

ど うつ け る か 、NCRと し て は 未 だ 方 針 は 出 して い な い。 たx"し 、 将 来

" ・は
、 こ の よ うな 形 に な っ て い くで あ ろ う。

ソ フ トウ エ ア会 社 とメ ー カ ー との 関 係 は 、 お そ ら く、 メ ー カ ー が 自分

で ソフ ト ウ エ ア会 社 を 作 る こ と に な るで あ ろ う。 そ れ は 、 今 回 のIBM

の 価 格 分 離 に よ り ソ フ ト ウ エ ア は 儲 か る も の だ と い う こ と に な っ て 来 た

こ とに よ る。

oサ ー ビ ス ・ビ ュ ー ロ ー は2種 類 あ り、

① オ ン ラ イ ン サ ー ビス:米 国 に12ヵ 所 あ り銀 行 が 利 用 して い る。

② オ フ ラ イ ン サ ー ビ ス:こ の デ ー タ セ ン タ ー は世 界 中 で36ヵ 所 あ り、

前 の 世 代 の コ ン ピ ュ ー タ も使 っ て サ ー ビ ス し て い る。

サ ー ビ ス の 種 類 と し て は 、

(a)完 全 な サ ー ビ ス を 売 る。 す な わ ち 分 析 → プ ロ グ ラ ム 作 成 → 報 告 書

作 成 ま で を 行 な う。

(b)ブ ロ ッ ク タ イ ムを 売 る。

の2種 類 に 大 別 で き る。

o将 来 へ の 考 え方 と して は 、 産 業 全 体 が

① 紙 の 量 を 減 ら す・

② 手 で や る こ とを 減 ら す・

③ 目 に 見 え る情 報 か ら 目 に 見 え な い 情 報 に 変 る。

④ ・ミッ チ 処 理 か ら リア ル タ イ ム 処 理 へ 変 る。

な ど の 方 向 に 進 ん で い る。 これ に 対 処 す る た め

●

∪

輌
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① レぷ 一 ト類 を 早 く 印 刷 す る こ と。 そ の た め3,000行/分 の ラ イ

ン プ リン タ を 考 え て い る。

② 紙 の 上 に ア ウ ト プ ッ ト され て い る も の を マ イ ク ロ技 術 を 使 っ て コ

ン ピ ュ ー タ よ り直 接 ア ウ ト プ ッ トす る。 レー ザ ー の 応 用 に よ る ア ウ

ト プ ッ トは 需 要 も多 く、 信 頼 度 も まず まず で あ るが 、 未 だ コ ス トに

難 点 が あ る。

oこ の あ と
:NCRの カ ス タ マ エ ン ジ ニ ア の ト レー ナ ー を 養 成 す るCont-

rolTechnicalServicesEducationCenterを 訪 問 した 。

こ こ は、NCRの キ ャ ッ シ ュ レ ジ ス タ か ら セ ン チ ュ リー シ リー ズ ま で

の カ ス タ マ エ ン ジ ニ ア を 養 成 して い る。

▲

■



W
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典 型 的 なTSSサ ー ビ ス,コ ム シ ェ アー 社

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

.Com-ShareIncorporated

2395HuronParkway,AnnArbor,Michigan48⊥06

1969年10月27日

Mr.DonGhidoni,Manager,TechnicalCo㎜unications

MarketingDivision

Mr.DonaldRedding,TechnicalDirector

Mrs.PatriciaMooreCholey,PublicRelat'ionsOfficer

西 尾 、 縣 、 摺 沢 、 富 田

`

1.概 要 お よ び 所 感

1966年 に設 立 され た コムシ ェ ア社 は 、全 国 的 な ネ ッ トワー クを有 す

る典 型 的ftTSS会 社 で あ る。優 れ たTSS技 術 を売bも の と し、 きめ の

こ まか い販 売政 策 を軸 と し、 創 立以 来 の拡 大 の テ ンポけ急激 な もの が あ る。

しか しkが ら、1969年 度 の決算 にお い て も150万 ドル の赤字 を計上

して い る。情 報 産 業 が オ ン ラインサLビ ス と して成立 す る こ との難 さ を端

的 に示 す もの で あ ろ う。

もち ろん この赤字 幅 は、 年 々減 少 してお り、 近 い将 来 解 消 す る こ とが予

定 され て い る で あろ うが、 この経 験 が、 この社 を して堅 実 な社 風 と、将 来

のTSSの ビジ ネ ス ア プ リケー シ ョンへ の進 出 に慎 重 な態度 を と ら して い

る よ うに考 え られ る。

す なわ ち、 科 学技 術計 算 の需要 は今後 もか な り増 加 す る もの と予 想 し、

XTRAN等 の進 ん だ 会話 言 語 の開発 、 ア プ リケー シ ョ ン ・ライブ ラ リの充

実 、 リモ ー トター ミナル の改 良、'通信制 御 装置 の設 計 等 の技 術 開発 に努 め、

ネ ッ トワー クの拡 大 に 力 を入 れ て い る。 しか しなが ら、 そ れ がそ の ま ま、
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ビジ ネ ス コー ス の領域 へ の進 出 をは っ き り意 図 してい る とは思 わ ない。 そ

の前 に、通 信 の問 題 、ファイルの問 題、メ ンテ ナ ンス の問題 等 が・ 解 決 され

なけ れ ば な らな い と して い る。

コム シェ ア社 は、 競争 の激 しい この世 界 にお いて、 と くに冒険 的 な プ ロ

ジェ ク トを推進 す る こ とは避 け 、卓 越 した ソ フ トウエ ア技 術 を 中心 に着 実

に地 歩を 築 こ うと してい るか に見 え る。

♪

2.詳 論

2.1会 社 の 沿 革

カ リ フ ォ ル ニ や 大 学 バ ニ ク レー 分 校 で 、 人 間 一 機 械 の イ ン タ ー フ ェ

ー ス 、 デ ー タ シ ス テ ム の 研 究 に 当 っ て い た3人 の グル ー プ が、 コ ン サ ノi・:

タ ン ト会 社 を ア ン ア ー バ ー で 創 立 した 。 現 副 社 長 フ ラ ン ドル 氏 とそ の

夫 人 が そ の う ち の2人 で あ る。 そ れ に、 こ の 将 来 性 に 着 目 して ・ 現 社 長

の ガ イ ス 氏 が 加 わ り、現在 の コム シ ェ ア社 を設 立 した も の で あ る 。

開 発 研 究 、 と くにTSSの ソ フ トウ ェ ア技 術 の 開 発 に優 れ ・ ま た ・ そ

の積 極 的 な適 用 に よっ て、 急激 に 伸 び て きた会 社 であ る。 そ の成 長 ぶ り

に つ い て は 、 図1を 参 照 さ れ た い 。

1969年 度 の全 米 で の 売 り上 げ は 、 約480万 ドル(こ れ は 、19

68年 の 売 り上 げ110万 ドル の410%に 当 る)に 達 して い る 。 全 米

の ネ ッ ト ワ2ク と し て は 、SDC940を 入 れ た セ ン タ ー4ヵ 所 ・ セ ー ル

ス オ フ ィ ス8ヵ 所 を セ ン タ ー と し て 、 図2に 見 る よ うな カ バ ー レ ッ ジ を

有 し て い る 。

現 在 、 シ グ マ7の 導 入 を急 い で お り、 大 容 量 の ス トレ イ ジ と、 進 ん だ

通 信 イ ン タ フ ェ ー ス を採 用 して 、200入 の 同 時 使 用 を可 能 とす る よ う

'計 画 し て い る
。 こ こ1年 の 間 に1千 万 ドル の 投 資 を行 な っ た 。

昨 年 の1年 間 の事 業 の 伸 長 率41d%は 、 独 立 のTSS会 社 の 伸 長 率 平

均100%を 、 大 き く引 き離 す も の で あ る 。

3

9;
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図1 コ ム シ エァ社の四半期別推移
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2.2サ ー ビス 分野お よ び ユー ザ ー

現 在 の ユー ザー の80%は 科学 技 術 計 算 タ イ プの もの で ある。 ビジ ネ

ス タ イ プの ものが最 近急 速 に増 加 す る傾 向 にあ る。現 在 の ユー ザ ー数 は

100社 を超 え、1会 社 で40～50の ター ミナル を有 す る もの もあ り・

使 用 す る入 の数 で いえ ば、4,000人 を超 え るであ ろ う。

ユー ザ ー の種 類 の分類 は 難 しい が、① 化 学 工 業 関係 、② 電 気工 業 関係 、

③ 銀 行、 ④教 育 関係 の順 に な るで あ ろ う。

ビジ ネス タ イプの新 しい需要 に 対 しては、 会 話 ベ ー ス で大型 の計算 機

を使 用 す るこ とが望 ま しい と思 われ るが、 何 よ り も、 まず 、啓 蒙 活 動 と、

そ の た めの新 しい技 術 が必要 とされ よ う。 コム シェ ア社 は、 マー ケ ッテ

ィ ング部 に よって、 現 在 の シス テ ム に よっ て どの よ うな ア プ リケー シ ョ

ン ・サー ビス が受 け られ るか、 パ ン フ レッ ト、講 習会 等 の手 段 を通 じ不

断 の啓蒙 活動 を行 な っ てお り、 また、技 術 部 にお い ては 、通 信 イ ン タ フ

ェ ー ス、 ファ イル、 ア プ リケー シ ョン、 会話 言語 等 の分野 にお け る新 し

い ソ フ トウェ アの開発 に 力 をそ そ い で い る。

`

●

2.5料 金

標 準 料 金(月 額 単 位)

CLU(ConnectLineUnit)接 続 時 間 料

1時 間 当 り10ド ル

CCU(Com-shareComputerUnits)使 用 機 械 料

ユ ニ ッ ト当 り 0.03ド ノレ

MSU(MassStorageUnits)デ ィ ス ク使 用 料

ユ ニ ッ ト当 り

ギ ラ ン テ ィー ド使 用1件 当 り、

MSUの 最 初 の60KCま で

0.03ド ル

(1,000キ ャ ラク タ ー/1日)

1カ .月400ド ル

無 料
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端 末

月 使 用 量 に 対 す る 割 引 き

400～1,000ド ノレ

1,001～3,000ド ノレ

3,001ド ル 以 上

購 入 価 格 の5%(月 額)

(テ レタイプ33型 で80ド ル)

割 引 率

o%

5%

100ド ル プラス10%

」
P

、

2.4マ ー ケ ッテ ィ ング

現 在 は、 原 則 と して直接 販売 に よっ て い る。 これ を助 け る た め に、

JCC(JointComputerConference)に 積 極 的 に参 加 す る。 あ る

い は 他 の 産 業 の 会 合 等 に 参 加 し てPR、'啓 蒙 活 動等 を行 な っ てい る。

明 年 か らは.コ マ ー シ ャ ル 皆 伝 も行 な う計 画 で あ る。 もち ろ ん 、

各 地 域 の販 売支 店 にお け る講習 会 、 顧 客 教 育 も十 分 行 なっ てお り、 各種

の パ ン フ レ ッ ト類 の整 備 、 顧 客 に対 す る業 務 分析 、 シ ス テム設 計、 プ ロ

グ ラム作 成 等 の援 助 には 力 を入 れ て い る 。

マー ケ ッテ ィ ン グ部 の70%の 力 は、 顧 客 の啓蒙 教 育 に向 け てい る と

い うこ とが で きる。

2.5顧 客 との契 約

特 別 な契 約 方 式 を持 っているわけでは な い 。 通 常 の契 約 ベー ス で あ る。

ペ ン シル バ ニ ア州 立大 学 との間 では、 大学 内 の計 算 業 務、TSSの 教 育

を含 め て、 一 切 を コム シ ェア社 に委 託 す る と い う排他 的 な契約 を結 ん で

い る。

」

●

2.6メ ン テ ナ ン ス

コ ム シ ェ ア社 の 供 給 す る ソ フ トウ ェ ア に 問 題 が あ っ た場 合 、 バ ッ グ リ

ポ ー トと して ア ン ア ー バ ー に報 告 され て 来 る 。 最 優 先 で処 理 し、1日 ～
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7日 、平 均5作 業 日位 で解 決 して い る。 そ のバ ッ グが重 大 な もの で あれ

ば、 すべ ての セ ン ター の全 シス テム の更 新 を行 な う。

ハ ー ドウエ アに つ いて は、 フル デ ュ プ レ ック スで あ るの で、 あ ま り問

題 が な い が、15分 以上 の接続 で、 サー ビス を受 け られ なか った場 合 に

は補 償 す る。 現在 の計算 機 本 体 は、1964年 に製 作 され た もの で、 信

頼性 に つい て若干 の問題 が あ るが、 シ グ マ7に なれ ば、 信頼 性 は格 段 に

向上 す る。 む しろ 、 デ ィス ク、 ドラムの ス トレー ジの方 に問題 が あ る と

思 う。

従 来 、 ハー ドウ ェア の保 守 は メー カー に委 託 してい たが、 最 近、 そ の

担 当部 門 を持 っ た の で、 今後 は 自社 で保 守 す る こ と とな る。

`

■

2.7通 信 回 線

現 在 、 コ ム シ ェ ア社 の ネ ッ ト ワー ク は 、 図2に 見 る とお り、 全 米k・ よ

び カ ナ ダ の35都 市 を カ バ ー して い る。(こ れ 以 外 に も加 入 者 は 、 例 外

的 に は い て 一 例 え ば 、 フ ロ リ ダに も加 入 者 が い る が 一 そ の 場 合 に は 、

加 入 者 の 負 担 で長 距 離 電 話 料 金 を支 払 う。)

こ の サ ー ビ ス エ リ ア 内 の 加 入 者 は 、 通 常 の 加 入 電 話(機)に ょ っ て 、

StoreandForwardUnits{マ ル チ プ レ ク サ ー と も称 して い る 。)を

ダ イ ヤ ル で 呼 び 出 し、 送 受 話 器 を タ ー ミナ ル の 音 響 接 続 器 に か け る。 そ

の後 、 加 入 者 は 、 タ ー ミナ ル の キ ー ボ ー ドに よ り送 信 し、 プ リン タ ー

(場 合 に よ っ て は 、 プ ロ ッ ター 、CRTデ ィ ス プ レ イ)に よ り受 信 す る。

StoreandForwardUnitsは 、 通 信 回線 の マ ル チ プ レ ッ ク ス 使 用 を

可 能 とす る も の で 、1音 声 回 線 当 り、10～15加 入 者 を 収 容 す る こ と

が で き る 。(こ れ は 、 も ち ろん 、 加 入 者 の通 信 量 に よっ て設 計 さ れ る が 、

通 常 、5、6人 の 加 入 者 が あ れ ば、1回 線 を用 意 す る こ と と な る 。)

こ のStoreandForwardUnitsは 、 コ ム シ ェ ア 社 の 設 計 に よ る も

の で あ る。 い わ ゆ る マ ル チ プ
.レク サ ー タ イ プ の も の で あ ろ うが ・ 若 干 の
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StoreandForward機 能 を有 す る もの の よ うであ る。TSSネ ッ ト

ワ_ク を構 成 す る上 で の要 とな る一この ユ ニ ッ トの開発 は・ コム シ ェ ア社

の意 をそ そ ぐ とこ ろで あ っ て、 同業 の他 社 に少 くと も1年 以 上 の技 術 的

格 差 を持 つ と してい る。交 換 回線 か らの信号(加 入 者 か らの ダ イヤ ル呼

出 し)と 専 用電 話 回 線 を接続 す る こ とは、ATTが ・1967年 に そ れ

に関 す る政 策 を 緩 和 し た こ と に よ り可 能 とな り・ コム シ ェア社 が・ 他

社 に先 がけ て全 国網 を構 成 して きた 。

StoreandForwardUnitsか らは、ATTか ら借 用 す る専 用電 話

回線 に よっ て セ ン ター に結 びつ け られ てい る。 この 回線 は 、 コ ムシ ェ ア

社 が負担 す る の で、 加 入 者 の通 信 コス トの負 担 は市 内通 話 料(・ 一 カル

コール)の み とな る。

通信 回線 の 品質 には 、 若 干 の問 題 が あ り、 そ れ を解 決 す るた め に コム'

シェ ア社 の通 信 関係 の技 術 陣 は種 々の工 夫 を こ ら してい る。

将 来、 タ ッチ トー ンの電 話 機 か らの イ ン プ ッ ト・音 声 回答 ・ 特 殊 な デ

ー タ収 集 端末 、 オ ン ラ イ ン会 計機 、 ミニ コ ン ピュー タ、 等 の端末 に対処

し うる よ うな フ レキ シ ブル な通 信網 が必 要 とされ る で あろ う。

このた め に も、 新 しいデ ー タ通 信網 が、 電 話 回線 網 とは 別 に必 要 と さ

れ よ うとい うの が、 コ ム シェ ア社 の社 長 ガ イス氏 の見 解 で あ る。

2.8技 術上 の 問題

研究 開 発部 にお い て は 、 ソ フ トウェ ア の開発 メン テ ナ ンス に あた っ て

い る。 同業他 社 が メー カー供 給 の ソ フ トウェ ア シス テ ム を使 用 してい る

の に対 し、 コ ム シ ェア社 は独 自に 開発 し、 維 持 してい る。 この結 果 、 コ

ム シエ ァ社 は、 強 力 な ファ イル保 護 機 能 を有 し・TSSの マ ンー マ シ ン

会 話 にお け る ヒ ュー マ ン ・ファ ク ター に 優 れ た 信 頼 性 の 高 い シス ァ ム

を作 り上 げ る こ とに成 功 した。

シス テ ムの幅 の広 さは 、 多様 な言語 、 またそ の言 語 の特 徴 に見 られ る

`

」
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と お りで あ る 。 す な わ ち、XTRAN、BASIC・CAL、QED・SNO-

BOL、PDPS、TAP、DDT等 で あ る 。 .

こ の 部 の プ ロ グ ラ ミン グ言 語 担 当 部 門 で は 、 言 語 の メ ン テ ナ ンス ぱ か

りで な く、 そ の改 善 、 新 しい 市 場 か ら の 需 要 に応 じて新 しい 言 語 の 開 発

を行 な う。 現 在 は 、SDSシ グ マ7の た め の 言 語 の 開 発 に 当 っ て い る 。

シ グ マ7の プ ロ ジ ェ ク トは 、 こ の部 の 新 シ ス テ ム担 当 部 門 で 推 進 さ れ

て い る。 先 に は 、SDS940の0●Sで あ るW－ シ ス テ ム の 開 発 に 当 っ

た 。

シ グ マ7は 、1970年 末 に は 稼 動(ハ ー ドウ エ ア は 現 在 す でva-一 部

を領 収 して い る)さ れ、 コ ム シ ェ ア の能 力 を 大 き く拡 張 す る こ と と な る。

シ ス テ ム開 発 担 当 部 門 は 、 現 在 シ ス テ ム の 保 守 に あ た る ば か りで な く、

シ ス テ ム の 改 善 も行 な う。 国 内 の セ ン タ ー の コ ン ピ ュ ー タ を 相 互 に 結 び

つ け るCOM-LINKも そ の 一 つ で あ る 。 こ のCOM-LINKに よ っ て 、

コ ン ピ ュ ー タ相 互 の 会 話 が 行 な わ れ 、 フ ァ イ ル の 転 送 が 行 な わ れ る こ と

は 、 国 内 に 多 くの 施 設 を 有 す る 大 会 社 に と っ て有 用 な も の とな ろ う。

シ ス テ ム 開 発 グ ル ー プは 、 最 近 、 リモ ー トタ ー ミナ ル が ジ ョ ブ の 遂 行

指 示 を行 な っ た 後 、 リモ ー トタ ー ミ ナ ル を 開 放 す る シ ス テ ム を完 成 した

が 、 これ に よ っ て顧 客 を開 放'し 、 ま た 、 そ の タ ー ミナ ル で 一 時 に 複 数 の

ジ ョ ブ を 行 な わ せ る こ と が で き る よ うに な る 。 こ の 開 発 は 、 リモ ー トバ

ッ チ 処 理 へ の 重 要 な一 歩 で あ ろ う。

こ の シ ス テ ム開 発 部 ば か りで な く、 他 部 門 で も行 な うが 、 ア プ リ ケ ー

シ ョ ン の 開 発 に 力 を そ そ い で い る。 電 気 回 路 設 計 プ ロ グ ラ ム で あ る

CODED-CAPは こ の 一 つ で あ っ て、 コ ン ピ ュ ー タ の 訓 練 を 必 要 としな

い 、 電 気 工 学 用 語 に よ る簡 易 会 話 用 プ ロ グ ラ ム で あ る 。 ま た、 ユ ー ザ ー

オ リ エ ン テ ッ ドな プ ロ グ ラム の 一 つ にCOSSが あ る。 電 気 、水 力学 、 機

械 工 学 、 心 理 学 等 の シ ミ ュ レー シ ョ ン に 使 用 す る オ ン ラ イ ン シ ミ ュ レ

ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム で あ る 。
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ま た 、 この 部 門 で は 、 ラ イ ブ ラ リー 、 使 用 度 の 高 い プ ロ グ ラ ムの コ レ

ク シ ョ ン、 サ ブル ー テ ィ ン の 開 発 、 メ ン テ ナ ン ス に従 事 して い る が ・ 現

在 、 科 学 技 術 、 事 務 の 両 方 で 使 用 が 可 能 な 簡 便 な情 報 検 索 パ ッ ケ ー ジ の

研 究 を行 な っ て い る 。
●

2.9子 会 社

コ ム シ エ ァ社 は 、TSSに 関 連 し、 補 完 的 な 役 割 りを に な う会 社 を ・

子 会 社 あ る い は 従 属 会 社(Subsidary)と す る よ う努 力 し て し(る 。

ComputerComplex,Inc.技 術 提 携 に基 く も の

テキサス で コンピュー タセン タ ー を 設 置 。 コ ム シ ェ ア社 がTSSソ フ

トを全 面 的 に 供 給

Com_Share,Ltd.(前ComputerSharingofCanada)・ 技 術 提

携 に 基 く もの

将 来 は 、 カ ナ ダ に お い て も セ ン タ ー を 持 つ こ と に な る が ・ 現 在 は ・

コム シェアの ネ ッ トに 加 入 して 、 カ ナ ダに お け る サ ー ビ ス を提 供 し て

い る。

ComputerSearchCorp.

不 動 産 売 買 、 株 式 売 買 等 の 分 野 の サ ー ビ ス を して い る こ の 会 社 と

1969年 に 合 意 し て 、 ニ ュ ー ヨー ク州 に お け る コ ム シ ェ ア の シ ス

テ ム の 販 売 を行 な わ せ て い る。

ComputerLogisticsCorp.

1969年 に 提 携 し、 コ ム シ ェ ア社 の シ ス テ ム を 使 っ て 、 倉 庫 業

の情 報 処 理 を行 な っ て い る 。

ManufacturingDataSystems,Inc.(MDSI)

数 値 制 御 に よ る金 属 加 工 業 の 情 報 処 理 サ ー ビス を 行 な う。

Com-Pete,Inc.

ガ ソ リン、 オ イル 、 燃 料 油 等 の配 送 業 の情 報 処 理 サー ビスを 行 な う。

盲
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ProfileTechnology,Inc.(PTI)

マ ネ ー ジ メ ン ト管 埋 者 レ ベ ル の ビ ジ ネ ス 企 画 、 分 析 、 管 理 用 の ソ

フ トウ エ ア の 開 発 、 販 売 を行 な う。

2.10将 来 の計 画 、 方 向'

現 在 の科 学 技 術 計算 を中心 とす るTSSサ ー ビスを さ らに強化 して、

シ グ マ7の 導 入(1970年 末)、 ア プ リケー シ ョンの充 実 等 の努 力 を行

ない な が ら、 全 米 お よび、 カナ ダの ネ ッ トワー ク を拡 大 して ゆ くであ ろ

う。

ビ ジネ ス タ イ プのTSSの 分野 は、将 来 の市 場 と して最 も大 きな もの

であ り、 そ れ へ の進 出は 考 え てい る。 しか しな が ら、 そ の前 に解 決 しな

け れ ば な らない種 々の問題(フ ァ イル、 ア プ リケ ー シ ョン、通 信 等)が

多 い こ と も事 実 で あ る。 子 会社 に よっ てそ の種 の ア プ リケー シ ョンの 開

発 は行 な いつ つ あ る。子 会 社 を使 っ て ゆ くこ とは、 初期 投 資 が不 要 で あ

る こ と、専 門 分野 で専 門 化 して ゆ くの に適 した形 態 で あ る こ とに メ リッ

トが あ る。 いず れ にせ よ、 近 い将 来 のTSSサ ー ビスの半 分 は、 この タ

イプの仕事 とな っ て くるで あ ろ う。

情 報提 供 業 につ い ては、 その定義 は不 明確 で あ るが、政 府 とい っ た巨

大 な組 織 に よる デ ー タの提 供 源 が必要 で あ る と思 う。 そ れ らが可能 とな

れば 、 そ の よ うな サー ビス分野 に も入 っ て ゆ きた い と考 え る。小規 模 で

は あ るが、 子 会 社 を通 じて、 不動 産 バ ン ク的 な分野 を開拓 は してい る。
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中堅企業 としての特徴 をもつBB&N

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

BoltBeranekandNewmanInc.(BB&N)

50MoultonStreet,CambridgeMassachusetts

1969年10月29日

Mr.MarioC.Grignetti,SeniorScientist

Dr.Doblow,ComputerResearchDivision

富 田 、 西 尾 、 梧 沢 、 縣

1概 要および所感

企 業 規模 と して は、 中規模 であ り調査 研 究 を 中心 と して特 色 の あ る仕 事

を して い る。 大 学 との 結 び つ きが 強 く、 仕 事 内容 も どち ら か といえば 営利

的 セ ン ス よ りア カデ ミック なセ ンス に近 い もの を と りあげ てい る。 ,

この 会 社 の 特徴 と して は人 間 と機械 の 関係 を 追 求す るプ ・ ジ ェ ク トが 中

心 とな っ て い る こ とで あ る。

TSSは 、 この 分野 の 草分 け的 存 在 で あ るが、 今 まで のTELCOMP

シス テム を さ ら に拡 大 し、PDP10を 導 入 、 ソ フ トウエ アもTELCO

MP皿 を 開 発 した。

一 見 地 味 で あ るが 着 実 に 市 場 を 拡大 す る体 制 を と
っ てお り、 従 来 の利 用

範 囲 が科 学 的 技術 計 算 中心 で あ っ た状 態 か ら次 第 に事 務 面 に発展 拡 大 させ

て い く こ とに意欲 を もや して い る。

とか くTSSに は 大 型 コン ピュ ー タの み が と りあげ ら れ て い る他 の 会

社 に くらべ 、 中型 機 以 下の コン ピュ ー タを 十 分 使 い こな し、 それ相 当の 効

果 を あ げ て い るこ とは大 い に参 考 に な る と ころ で あ る。

さ らに い くつ かの コン ピュ ータ を結 んだ ネ ッ ト ワー ク と してARPA計

画 を準 備 中で、1970年 に はス ター トす るな ど、 特 色 あ る プ ・ジ ェ ク ト ・

、
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を もっ てい る。

2詳 論

2.1会 社 の 沿革

この会 社 は、1948年 音 響 面 の 理 論 と応 用 に関す る コンサ ル タ ン ト

サ ー ビスを 中心 に設 立 され た 。 そ の 後 各 方面 に伸 び 現在 は、 コ ンサ ル タ

ン ト、 調査 研 究 開発 の 会社 と しての 中堅企 業で あ る。 本社 を マサ チ ュー

セ ッ ツ州 の ケ ン ブ リッ ジに お き、 ニ ュ ー ヨー 久 ワ シ ン トン、 シ カ ゴ、

ロス ア ン ゼル ス、 サ ン フ ラン シス コに テ ク ニ カル オ フィス を、 また 子 会

社 を ロン ドン とMunichに おV・て あ る。

従 業 員 は658人 、 この うち 約236人 は テ ク ニ カルス タ ッフで%は

学位 を もって い る。

2.1.1業 務 の種 類

この 会 社 の 業務 内 容 はつ ぎの分 野 で あ る。

ω 物 理 科 学

① 力 学

② 音 と振 動

③ 海 洋

④ 気 象学

⑤ 輸送 技術

⑥ 道 具

⑦ 情 報 サ ー ビス技 術

(2)情 報科 学 技術

① 人 に よ る情 報処 理

② コン ピ ュー タ に よ る情 報処 理

③ 人 と機械 の 相 互 関 係

④ シス テム 開発

＼

●

●
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⑤ 教 育技 術

⑥TELCOMP

(3)国 際 問題 研 究

① 戦 略 方針 の研 究

② 国 際 輸送 技 術 研 究

③ 情 報探 索

(4)建 築 音 響 技術'

① ビル音 響

② 雑 音 制 御 ・

③ 劇場 コ ンサ ル テ ィン グ

④ 証 明

⑤ 建 設 計 画管 理

⑥ 都 市 と地 域 の 研 究

㈲ 製 作

① デ ー タ機 器部

②BBNinstrument

(6)応 用化 学

①Plototech部

(7)教 育

①HonorProductsCompany

②AdvancedStudyのPr・gram

③ 建 築 技術 の 進 歩 ●

2.1.2営 業 推 移

,この会 社 の過 去8年 間 の 営業 面 の 推移 は表1の 通 りで あ る。
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単 位:千 ドル

19691968196719661965196419631962

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

総 売 上

プロフェッシ ョナルサ ービスお よび
コンサ ル タ ン トと調 査研 究

●、
インダス トリアルプロダクトおよび
サー ビス

利 益(税 引後)

一 株 当 り利益(ド ル)

利 益 率
(利 益/売 上)

全 従 業 員

常 勤 者

株 主 数

従業 員1人 当 り売上

15,173

8,973

6,200

377

0.32

2.5%

812

658

2,615

23

10,889

8,400

2,488

282

0.25

2.6%

575

529

2,381

21

8,9766,4484,9434,5093,6622,728

6,8345,2894,4794,2663,5702,657

2,142

347

.O.31

3.9%

536

427

2,201

1,160

219

0.20

3.4%

382

328

2,013

464

124

0.■2

2.5%

329

280

1,737

244

89

0.08

2.0%

290

254

1,603

92

96

0.09

2.6%

292

237

1,597

72

66

0.06

2.4%

248

184

1,599

これ で み る と、 プ ロ フ ェ シ ョ ナ ル サ ー ビ ス 部 門 の 伸 び は約6.8%で そ う大 き く は な い 。 一 方 の イ ン ダ ス ト リ

ア ル プ ・ ダ ク トお よ び サ ー ビス 部 門 の 伸 び は 別 の 会 社 を 合 併 した こ と に よ っ て 売 上 面 で 増 え て い る。
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ー
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2.2業 務 の 内 容

2.2.1コ ン ピュ ー タ調 査部 門

(D作 業 内容

この 部 門の 仕事 は、 人 間 対 機械 の 関 係 の 研 究が 主 体 で あ る。

人 間 が 如何 に してTSSに よ り効 果 的 に 仕 事が で き るか、 そ して

人 間 の 特 性 を 知 って シス テ ム設 計者 が そ の 設 計 に当 っ て どの よ うに

設 計 した ら よいか を研 究 す るこ とで あ る。

oコ ン ピ ュー タが 自然語 を 理 解す るこ と。 パタ ー ンの認 識 をす る

こ との 研 究

oユ ー ザ ーが 自 ら教育 の レベ ル を あげ るこ と。 これ は、 学 生の 知

識 の レベ ル に応 じて試 験 を 行 な う シス テ ムの研 究 で あ る。

。LISPを 用 い て、 ア ー テ ィフ ィシ ャル イン テ リジ ェン スの 研

究

PDPは メモ リー が比 較 的 大 き く、LISPに よ り英 語 の テ キ

ス トを 理 解す る こ とが で き る。

。 グ ラ フ ィ ック関係 の 研 究、 例 えばFAAの 航 空 管制 の 自動化 の

研 究 に シ ミュ レー シ ョンを 用 い、 それ に グ ラフ ィ ックを 使用 して

い る。'

人 間 の 動作 を コン ト・一ル す る よ うな 時 、例 え ば操 縦す る時の

モ デ ル を リアル タ イ ムの デ ータ で分 析す るこ とが 必要 で あ る。 こ

の モ デ ル とは、 例 え ば手 の 動 き と制御 装 置の デー タ との 関係 な ど

に よっ て作 られ る。

o応 用 面 と して はARPAの 計 画が あ る。 これ は コン ピ ュータ を

結 合 しネ ッ トワー クを構 成 す るの で あ るが くわ しくは後 述 す る。

oコ マ ー シ ャル面 と して は、TELCOMPが あ る。 これ につ い

て は詳 し く後 述す る。・
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今 後 い ろ い ろ上 記 の 調 査研 究 に とってLISP型 の プ ロセ ッ シン

グが 必 要で あ ろ う。 また 商 業 面 として はメモ リー とフ ァイル スペ ー

スが 重要 で あ る。

現在 使用 してい る コ ン ピ ュ ータ の状 態 として はつ ぎの よ うな こ と

が い え る。

oPDP10に はメ ー カー の 思想 と して ペ ー ジ ン グの 機能 がな く、

全 部 ス ワ ッ ピン グで 行 な う こ とに な って い る。 そ こでBB&Nで

はSDS940を 使 い、PDP-loに ペ ー ジン グを 開 発 してい

る。 これ はARPA計 画 で も必要 で あ るた め 共 同 で 開発 して い る。

SDS940は 大 型LISPを さば け る唯 一 の シス テム で あ る

が、 一部 機 器 に 変更 を 加 えた。 例 え ば入 出力 に リモ ー トタ ー ミナ

ルが 使 え る こ と。 音 声 もイ ン プ ッ トで き るこ と。 ハ イ ブ リッ ドの

プ ロセ ッサ を 結 合 す る こ とな どの変 更 を加 え た。 この ハ イ ブ リッ

ドブ ・セ ッサ に よ り、 入 出力 機器 は、TSSの モ ー ドで 動 かす こ

とがで き る。 そ して、 ダイ ナ ミ ックな 情 報 を吟 味 す る こ とが で き

る。 これ らはFORTRANで 初期 情 報を ア ナPグ に よみ とる こ

とがで き る。

ソ フ トウエ ア と して はSDSよ り提 供 され た もの を改造 し、L

ISPの サ ブシス テ ム を追 加 してBASICの あ る版(技 術 的経

験 が な くて も使 用可 能 で あ るよ うな もの)の 作 成 、 デ バ ッ グ用の

ユ ー テ ィ'リテ ィDDT(モ ニ タの 開発 に役 立 った)、 編 集 用の ユ

ー テ ィ リ'7イ な どを完 備 した 。 しか し、PDP10で はLISP

が まだ使 え な い。TELCOMPとFORTRANIVをSDSよ

り変換 した。

(2)会 社 内の 人 間 関係

この会 社 とハ ーバ ー ド大 学、MITの 先 生 との つ な が りが非 常 に

深 い。 仕事 上 も人 間 的 つ な が りが あ り、会 社 の雰 囲 気 も大学 と同 じ

ρ

▼'
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自 由 な 仕 事 の や り 方 で 、 時 間 的 に も 夜 中 に 来 て 仕 事 を して い る こ と

も あ る よ うな 状 態 で あ る。

従 業 員 は812人 で あ る が 、 常 勤 は658人 で 他 は ・く一 ト タ イ マ

ー で あ る
。 こ の 中 に は 大 学 の 人 あ る い は 学 生 も い る。250～300

人 は 大 学 卒(%は 博 士)で あ る。

大 学 院 を 出 た 場 合 は 給 料 の 点 で 違 うが 、 急 に よ くな る訳 で な く、

ま た 地 位 は 人 に よ っ て 違 っ て く る。

大 学 との つ な が りが 深 く、 また 自 由 な 雰 囲 気 で あ る こ と は そ れ ぞ

れ の 分 野 で 最 も 先 端 を い く情 報 が 得 ら れ る こ とで これ が 重 要 で あ る。

(3)MEDINET

病 院 の 医 療 面 へ の 情 報 サ ー ビス を 行 な うMEDINETシ ス テ ム

は 、 患 者 の 病 歴 や ベ ッ ドの ス ケ ジ ュ ー ル 、 投 薬 、 各 種 統 計 の 抽 出 な

どを 行 な う も の で1966～68年BB&Nに と っ て は 重 要 な1土 車

で あ っ た 。 そ し て 実 用 的 で あ る こ とが 立 証 さ れ 、GEが 特 許 料 を 払

っ て この シ ス テ ム を 買 取 っ てMEDINET社 を 作 った 。

しか し、 あ る問 題 が 起 っ てMEDINETは 発 足 しな か っ た 。

現 在 こ の 会 社 で は 仕 事 と し て は す で に 終 了 した も の と し て い る。

2.2.2ARPA(AdvancedResearchProjectsAgency)と の 契 約

を 行 な っ て い る。

現 在 第 一 次 と して 両 海 岸 に あ る4つ の 研 究 用 コン ピ ュー タ、 す な わ

ち ス タ ン フ ォ ー ド ・ リサ ー チ ・イ ン ス テ ィチ ュ ー ト、 ユ タ 大 学 、 カ リ

フ ォ ル ニ ア 大 学(戸 ス ア ン ゼル ス)、 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学(サ ン タ バ

ー バ ラ)をIMP(lnputMessageProcessor)を 通 して セ ン タ

げ
一同 士を 結 合 す る。 これ に よ り大 学 に お げ る大 型 コン ビュー、タの 不足

を な くす 。 また 他 の 大 学 の 技 術 を相互 に 利 用 す るこ とが で き る よ うに

な る。 今 後 は アメ リカ全 土 に 広 げ、 約20台 の コン ピュ ータを 結合 す

る予定 に な っ てい る。 こ こで 使 われ て い るIMPはHoneywell製 で
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あ る 。

ノ

第 一次 計 画 は、 1970会 計 年 度 内 に は完 成 す る といわ れ る。

口
Comp.

Univ.ofCa1.

(S.B)

Univ.ofUtah

囹
Univ.ofCa1.

(C.Los)

2。2.3TELCOMP'

こ の 会 社 のTSSの 歴 史 は古 く、MIT以 前 か ら 活 動 して い た 。

1962年7月 に はPDP-1bを 使 用 し、3つ の ユ ー ザ ー に 提 供

を 開 始 した 。 そ の 後1965年9月 に は16の ユ ー ザ ー に 提 供 で き

る よ う に な っ た 。 そ の 後PDP7と ユ ニ パ ッ クFASTRAND(ド

ラ ム)を 導 入 した が 最 近 こ れ をPDP-10に お き か え る準 備を し て い

る。

1969年 度 に お い て は 、 ボ ス トン か ら ワ シ ン ト ン に 至 る北 東 部 地

域 に 営 業 範 囲 を ひ ろ げ た 。 そ の 結 果 収 入 は31%増 加 し、 オ ペ レ ーテ

ィ ン グ レ ベ ル と信 頼 度 を も あげ られ て き た 。

(1)使 用 し て い る 機 器

>

oPDP7/8

メ モ リ24Kワ ー ド 高 速 ドラ ム500Kワ ー ド

フ ァ イ ルUNIVACFASTRANDI(20,000,000ワ ー ド)

oPDP10

、

、

扇

＼

ミ
。
A
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メ モ リ64Kワ ー ド 高 速 ドラ ム1.6Mワ ー ド

ア イ ス ク フ ァイ ル25百 万 ワー ド

(2)ソ フ ト ウ エ ア

TELCOMP皿 をPDP7/9に,PDP10に はTELCOMP

皿 お よ びBASIC,FORTRANを 準 備 し て い る。

ま た ア プ リケ ー シ ョ ン で フ ァ イ ル に の っ て い る もの は 無 償 で 提 供

し、 特 定 の 依 頼 を うけ た も の は もち ろ ん 有 料 で あ る。

・(3)使 用 で き る ソ フ ト ウ エ ア と コ ン ピ ュ ー タ との 関 係

①TELCOMP皿AdvancedBASIC・FORTRANIV

TECOを 使 用 す る 場 合

中 央 処 理 装 置PDP10(Memory32Kワ ー ド

UserProgramCycletime1μs

記 憶 装 置250,000,000キ ャ ラ ク タ(デ ィ ス ク)

周 辺 装'置MT(IBMコ ン パ テ イ ブル)

LPlooO行/分

端 末Teletypemode133,35,37

そ の 他 デ ィ ス プ レーXYプPtッ タ

②TELGOMP皿 を 使 用 す る 時

中央 処 理 装 置'PDP7

入 力/出 力PDP8

記 憶 装 置UNIVAOFASTRANDI

(60,000,000キ ャ ラ クタ)

端 末TeletypeMode133,35

③BBN-LISPを 使 用 す る時

中央処理装 置

記 憶 装 置

SDsg40(メ モ リ32Kワ ーHドま で ユ ー ザ ー プ ログ ラム)

1000,000ワ ー ド(ド ラ ム)

100,000,000キ ャ ラ ク タ(デ ィ ス ク)
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周 辺 機 器 ラ イ ン プ リン タ

端 末TeletypeModel33,35

テ ク ト ロ ニ ッ ク ス ア イス フ レー,カ ル コ ン プ

ア イス フ レー,

(4)運 用

TELCOMP[は 、1日24時 間 、1週7日 間 利 用 で き る。 た

だ し コ ン ピ ュ ー タ 室 の オ ペ レー タ は 月 曜 か ら 金 曜 日 まで は 午 前8時

か ら 夜 中 ま で 、 土 曜 日 は9時 か ら 午 後4時 ま で で あ る。

PDP10は(月 曜 か ら 金 曜 ま で)午 前9時 か ら 午 後5時 ま で 利

用 で き る。

PDP7/8は1シ ス テ ム で32人 ま で サ ー ビス が 可 能 で あ る。

ま たPDP10の ユ ー ザ ー は 現 在32人 ま で で あ る が 、 将 来 は128

人 に サ ー ビ スす る こ とを 考 え て い る。 ま た ユ ー ザ ー数(会 社 数)は

約100社 で あ る。

運 用 中 障 害 に よ り大 き な ダ ウ ン の あ っ た 時 は、 使 っ た 量 に 応 じ て

文 払 っ て も ら い、 使 え な か っ た 分 は 返 却 し て い る。 ど く に ペ ナ ル テ

ィを 支 払 う よ うな こ と は な い 。

デ ー タ の 出 入 に は 、 タ ッ チ トー ン 式 の 端 末 を使 っ て や っ て い る所

も あ る。 例 え ば 、 ボ ス ト ン で 医 者 の 勘 定 書作 成 に 使 わ れ て い る。 一

般 的 に タ ッチ トー ン の 需 要 は 増 え て い る。 しか し、 プ ・ グ ラ ム 入 力

に 使 え な い こ と は な い が 、 複 雑 な の で 使 わ れ な い。

(5)料 金

(3)項 の ① ② ③ を 使 用 す る 時 の 料 金 は つ ぎ の 通 りで あ る。

①PDP10サ ー ビス

(a}結 合 時 間12ト ル/時

(b}中 央 処 理 装 置0.20ト ル/秒

(c)自 由 に 使 え る記 憶 装 置 の 分 配100,000キ ャ ラ ク タ

v
ぺ

'≡ 二＼
＼ 一
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月最低 額

プ ラン2接 続 時 間

③BBN-LISP

㈲ 接 続 時間

㈲ 中央 処理 装 置

(c)追 加 ス ト レー ジ

ω 月最低 額

◆ ④ タ ー ミナル

(d)追 加 ス ト レ ー ジ1ド ル/1,000キ ャ ラ ク タ

(e)月 最 低 額100ド ル

②PDP7/8サ ー ビ ス

この シ ス テ ム で は コ ネ ク ト ・タ イ ム の み で あ る。

2つ の 方 法 が あ り

プ ラ ン1接 続 時 間(8時 間 以 上)12ド ル/時

120ト ル

15ド ル/時

18ド ル/時

3.5ド ル/分

1ド ノレ/1000キ ャ ラ ク タ

100ト ル

一105一

各 種 タ イ プ ラ イ タ、 音 声 カ プ ラ ー をiBB&Nよ り'レン タル,リ ー

ス,買 取 りが で き る。 リー ス の 場 合5ド ル/4Jネ ス ト1時 間 支 払 え ば

よ い 。

⑤ こ のTELCOMPの た め に 必 要 な コ ス トの 内 訳 は 概 略

ハ ー ド ウ エ ア(リ ー ス料,メ ン テ ナ ンス ・通信 回 線 料)40%

マ ー ケ テ ィ ン グ ・ア プ リケ ー シ ョン作 成30%

テ ク ニ カ ル ・ス タ ッ フ等 の人 件 費30%

で あ る が 、 他 の 産 業 と較 べ 、 マ ー ケ ッテ ィン グ に 金 が か か っ て い

る。

(6)将 来 の 計 画

① こ れ か ら の 計 画 と して は、 広 い 範 囲 の ア プ リケ ー シ ョ ン を 手 が

け て い く。

あ る特 定 の パ ッ ケ ー ジ の 必 要 な と こ ろ に ア プ リケ ー シ ョ ン を 提
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供 して い く予 定 で、 金 融,回 路分 析,フ ィ ル ター分 析 な どが考 え

られ る。

電 子 工 学技 術 の 調 査 ・研 究 ・開 発 の た め に も発展 させ て い く予

定 で 、そ の他製 造:品 質 管 理 経 営 面:事 務 管理 一般 ジ コブ給

料 技 術:土 木 建築 、測 量 、 構造 物 設 計 な どが あ る∧

主 と して経 営 面、 教 育面 の需 要 が増 えて きて い る。 デ ト・イ ト

で は7年 生 に まで コ ン ピ ュー タ が使 わ れ て い る。

② これ か らの発 展 の た め に 必要 な い ろ い ろの 要 素、 例 え ば コ ン ピ

ュー タ,人,通 信 回 路,ソ フ ト ウエ ア,周 辺 機 器 の 中で 最 も重 要

な 問題 は通信 で あ る。

これ は、 料 金 の問 題 よ りも、 回 線 の 質,サ ー ビスの質,ど こへ

で も ア クセ ス で き る回線 網 とい った 施 設 に 関す る問 題 が重 要 な も

の で あ る。 ..

③ 現 在 、TSSを や っ てい る会社 で 利益 を あげ て い る会 社 は な い

で あ ろ う。 大 型 コン ピ ュー タを4～5台 と、使 い よい ア プ リケー

シ ョンを 作 り、 ユ ー ザ ーの 数 を 多 くす る こ とに よ り値段 は安 くす

る こ とが で き るで あ ろ うと い わ'れ て いる。

●

㌔
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バ ン カー ・レモ社 の株 価 情報 サ ー ビス
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調 査 先TheBankerRamoCorporation

所 在 地75VarickSt・,NewYork,N・Y・10013

調 査 年 月 日1969年11月3日

面 接 者Mr・A・A・Freda,AssistantDirectorofBusiness&'

[ndustryDiv・

調 査 者 富 田,縣,梧 沢,西 尾

1概 要および所感

バ ン カ ー ・レ モ 社 は 、 ア メ リカ の 株 式 情 報 サ ー ビス 会 社 と して 最 大 手 で

あ る。 主 な 競 争 先 に は ウル ト ・ ニ ッ ク 社 と ス キ ャ ン ト ・ ン社 の2社 が あ る

が 、 これ ら3社 の 市 場 占 有 状 況 を 各 社 の 主 要 端 末 機 稼 動 台 数(1968年)

で 比 較 し て み る と 、・次 表 の よ う に バ ン カ ー ・レモ 社 が 圧 倒 的 に他 の2社 を

引 離 し て い る こ と が わ か る。

バ ン カ ー ・レモ 社

TELEQUOTE皿16,000台

ウ ル ト ロ ニ ツ ク 社

STOCKMASTER9,000台

ス キ ャ ン ト ロ ン社

QUOTRON4,000台

・ミン カ ー ・レモ 社 の 情 報 サ ー ビス の 主 力 は 上 記 のTELEQUOTE皿

(略 称 、TQ-II[)に よ る サ ー ビス で あ る が、 こ のTQ－ 皿 に よ り全 米 各

地 に あ る各 証 券 会 社 の セ ー ル ス マ ンは 、 出 来 値 、 気 配 値 、 各 種 の株 価 指 数

時 々刻 々 の 出 来 高 お よび 市 場 の 動 向 、 さ ら に は 株 価 収 益 な ど を容 易 に 知 る

こ と が で き る。
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こ の ほ か に 、 市 場 動 向 を 知 ら せ るTELETRENDS、 テ ィ ッ カ ー

(後 出)をCRT(CathoderayTube)で 表 示 す るTELETICKER

が あ り、 また こ れ ら3種 類 の 複 合 サ ー ビ ス で あ るTELE70の サ ー ビ ス

が あ る。 後 述 の よ うに 、TELEFILE3台 を ニ ュ ー ヨ ー ク に 置 き、 衛

星 コ ン ピ ュ ー タ14台 を 各 地 に 配 して 、 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム で 各 端 末 機

と接 続 させ て、 情 報 サ ー ビス を 行 な っ て い る。

証 券 会 社 とは 各 支 店 単 位 で 契 約 を 行 な っ て い て 、1969年 は じ め に 端

末 機 の 普 及 台 数 は20,000台 を 越 え た 。 同 社 の 見 通 しで は 、2～3年 の

うち に は 、 証 券 会 社 の セ ー ル ス マ ン1人 に1台 の 割 りで 普 及 す る と い う こ

とで あ る。

また 、 これ ま で の株 価 報 道 は 上 場 銘 柄 だ け で あ つ た が 、 約50,000種

あ る とい わ れ る店 頭 銘 柄 の 情 報 サ ー ビス が 強 く望 ま れ て お り、 同 社 で は 、

近 々UNIVAC-1108導 入 の 計 画 が あ り、 こ れ を 機 会 に 、 店 頭 株 情

報 サ ー ビス の 全 面 的 な 拡 充 を 進 め て い る。

●

↓
▲
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2詳 論

2ユ 組織および相場報道 システ ム

"

ノ頃
日 BANKERRAMOCO.

ANPHENOL

DIV

DEFENSE

DIV.

DATASYSTEM

DIV.

BUSINESS

&INDUSTRY

IV.(1,300人)

NUME"RICAL

OONI]ROL

DIV.

ENGINEERING

DEPT.

ADVANCE

PIANNING

DEPT.

MARKETING

DEPT.

MANUFA-

CTURING

DEPT.

FIELD

OPERATION

DEPT.

TELECENTER

TEIＬEFILE

争

BUSINESS&INDUSTRYDIV.は 、1964年 に テ レ ・ レ

ジ ス タ 社 を 吸 収 して で き た 部 門 で あ る。 テ レ ・レジ ス タ 社 は 端 末 機 器 メ

ー カ ー と し て 古 くか ら こ の 分 野 に 実 績 が あ るが
、 と く に 銀 行 用 端 末 機 、

航 空 座 席 予 約 用 端 末 機 な ど の メ ー カ ー と し て も知 ら れ て い た。 また 、

CRTの 開 発 に も力 を 注 ぎ 、 汎 用CRTと し て200シ リー ズ 、2000

シ リ ー ズ な ど の 製 品 を 発 表 し て い た 。
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同DIV.の う ち 、MARKETINGDEPT.は 、 証 券 、 銀 行 、CR

Tの3部 門 に わ か れ 、=ユ ー ヨ ー ク、 シ カ ゴ、 ロス ア ンゼ ル ス に 支 社 を

持 っ て い る。

FIELDOPERATIONDEPT・ は3支 社 の 下 に50支 店 を

持 ち 、 全 製 品 の保 守 に 当 っ て い る。 保 守 要 員 は 約450名 で あ る。

TELECENTERの 本 拠 は ニ ュ ー ヨ ー ク に あ り、 旧 テ レ ・レ ジ ス

タ社 が 製 作 し たTELEFILEと よ ば れ る コ ン ピ ュ ー タ3台 を 中 心 機

種 と し て 、TQ－ 皿 、QUOTATIONBOARD、 音 声 応 答 サ ー

ビ ス な ど の 相 場 報 道 の サ ー ビ ス を 行 な う部 門 と、UNIVAC-418、

UNIVAC-1050で 行 な っ て い る サ ー ビ ス 部 門 が あ る。

TELECENTERの シ ス テ ム の概 要 は つ ぎ の と お りで あ る。

主デ ー タ 音 声応 答装 置 電話

フ ァイル

⇒ 落㍗

、&、社 ㊥ 〕

;㌻ 礎

力
加入 者

基 礎GRT

デ ー タ

TTY

UNIVAC

(2台)

SATEIＬLITE

(4台)

Mag
Tape

TELEQUOTE70皿

TRENDS

QUOTATIONBOARD

J&L社212(投 機 情報 サ ー ヒス)

(シ ェラ トン ・ホ テ ル ル ー ム予 約)

(レ イ ノー ル ド社MSS)

●

A

ー
δ

-

十
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相 場 報 道 サ ー ビ ス の 中 央 コ ン ピ ュ ー タ には 、 現 在TELEFILE・ を

使 用 し て い る が 、 す で にUNIVAC-1108、2台 の 導 入=を 決 め て

お り、 マ ル テ ィ プ ロ セ シ ング に よ る 処 理 を 近 く採 用 す る と と も に 、 店 頭

株 の 情 報 サ ー ビス も大 幅 に拡 充 す る計 画 で あ る。

.`

-
や

偏

2・2TELECENTERの 概 況

現 在 はTELEFILEを 中 心 に 全 米 各 地 に14台 の 衛 星 コ ン ピ ュ ー

タ を 配 置 して 、 全 国500都 市 に設 置 され て い るTQ－ 皿 な ど20,000

台 以 上 の 各 端 末 機 と 直 結 す る オ ン ラ イ ン 網 を 形 成 し、 ニ ュ ー ヨ ー ク取 引

所 、 ア メ リカ ン取 引 所 な ど主 要 株 式 取 引 所 お よび 商 品 取 引 所 の 相 場 情 報

の サ ー ビ ス を 提 供 し て い る。 衛 星 コ ン ピ ュ ー タ の 設 置 場 所 は 、 カ ンサ ス 、

デ ト ロ イ ト、 ア ト〆ラ ン タ、 シ カ ゴ、 サ ン フ ラ ン シ ス コ、 マ イ ア ミ、 ダ ラ

ス に 各1台 と 、Pサ ン ゼ ル ス に2台 、 ニ ュ ー ヨ ー ク に5台 で あ る。 衛 星

コ ン ピ ュ ー タ1台 の デ ー タ 量 は ピ ー ク 時 に は1時 間 に150万 回 く らい

で あ る。

基 礎 デ ー タ の イ ン プ ッ トは 、 テ ィ ッカ ー の 内 容 を 自動 的 に ベ ー パ ー ・

テ ー プ に と り、 そ れ を 読 み 取 る方 法 と、 テ ィ ッ カ ー の 内 容 を 読 ん で マ ニ

ュ ア ル ・イ ン プ ッ トす る方 法 の2種 類 を 行 な っ て い る。 ま た 、 現 在 は6

本 の 高 速 度 ドラ ム 補 助 記 憶 装 置 に よ っ て 約8,000銘 柄 が フ ァ イ ル さ れ

て い る が 、 近 く16,000銘 柄 分 ま で 拡 充 す る予 定 で あ る。

UNIVAC-418の 主 要 対 象 業 務 は、 シ エ ラ ト ン ホ テ ル(Sher-

atonHote1)の た め の ル ー ム ・ リザ ー ベ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム お よび ア

メ リカ ン取 引 所 の た め に、 同 取 引 所 の 過 去1ヵ 月 間 の 相 場 デ ー タを 蓄 え

て オ ン ラ イ ンの 問 い 合 わ せ に 応 答 す る こ とで あ る。

さ ら に 、 レ イ ノ ズ ル 社(証 券 会 社)に 対 し て 同 社 の56支 店 を デ ー タ

通 信 で 結 ん で 、 株 式 の 注 文 等 の メ ッ セ ー ジ ・ス ウ ィ ッチ ン グ も行 な っ て

い る。
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ま た 、UNIVAC-1050の 対 象 業 務 と し て 投 資 コ ンサ ル タ ン ト

会 社 の ジ ュ サ ッ プ ・ア ン ド ・ラ モ ン トの た め に 、 刻 々 と変 化 す る相 場 の

基 礎 デ ー タ を 分 析 し、 そ の 分 析 結 果 を 同 社 の2支 店 に 送 っ て い る。

2.3相 場 報 道 シ ス テ ム の 歴 史

2.3.1テ ィ ッ カ ー と 音 声 サ ー ビ ス

ア メ リカ の 証 券 業 界 に お け る 相 場 報 道 シ ス テ ムは 取 引 所 創 設 か ら4

年 目 の1867年 、 テ ィ ッ カ ー に よ っ て 出 来 値 の通 報 が 行 な わ れ る よ

うに な っ た の が そ の 最 初 で あ る。 テ ィ ッ カ ー と は 「カ チ カ チ と い う も

の 」 とか 電 信 受 信 機 と い う よ うな 意 味 に 使 わ れ て い た が 、 ニ ュ ー ヨ ー

ク取 引 所 で 株 の 出 来 値 の 通 報 に は じ め て 電 信 印 刷 機 が 使 わ れ る よ うに

な っ て か ら、 急 速 に こ の 方 法 が ア メ リカ 全 土 に普 及 し、 つ い に は 株 式

相 場 表 示 機 の 代 名 詞 と.な っ た の で あ る。

そ の 後 の テ ィ ッ カ ー の 発 達 の歴 史 は 、 ニ ュ ー ヨ ー ク取 引 所 に お け る

相 場 表 示 シ ス テ ム の 発 展 の 歴 史 と い え る ほ ど 、 両 者 は 密 接 な 関 連 を 持

っ て い る が 、1883年 ト ー マ ス ・エ ジ ソ ンが 発 明 した グ ラ ス ドー ム

テ ィ ッ カ ー の ス ピ ー ドは1分 間 に280字 と い わ れ1930年 に 開 発

さ れ た 高 速 度 テ ィ ッ カ ー で1分 間500字 で あ っ た 。 そ の 後 さ ら に 、

よ り よ い 相 場 情 報 の 伝 達 シ ス テ ム を 求 め て テ レ ビ ジ ョ ン、 テ レ タ イ プ

ラ イ タ ー な ど の 研 究 が 行 な わ れ た が 、 コス ト、 読 み や す さ な ど か ら、

テ ィ ッ カ ー に ま さ る も の は な か な か 出 現 しな か つ た。

ユ964年 に な っ て1分 間 に900字 の プ リ ン ト能 力 を 持 つ900

テ ィ ッ カ ー が 開 発 さ れ た が 、 こ れ と同 時 に テ ィ ッ カ ー ・テ ー プ 上 の 情

報 を 立 会 場 か ら読 む テ ィ ッ カ ー ・デ ィス プ レ イ を 求 め る 声 が 起 き、

1965年 に900テ ィ ッ カ ー と同 じ速 度 で プ ラス テ ィ ッ ク の テ ー プ

上 に プ リ ン ト し、 こ れ を プ ロジ ェ ク タ ー で ス ク リー ン に 投 影 す る900

ム ー ビ ング ・テ ィ ッ カ ー ・デ ィ ス プ レ イ が 立 会 場 に 設 置 さ れ る こ と に
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な った。'

一方 、 売 買 気配 の情 報 につ い ては 、1928年 に取 引 所 に 気配 局 に

よ り、 当初 は 電話 リレー で気配 値 の通 報 を行 な って いた が、1953

年 に磁 気 ドラ ムの開 発 に よ り、音 声 応 答 サ ー ビス がは じま っ た。

音 声 応答 サ ー ビス とい うのは 、音 声 造成装 置(AudioProcessor)

を 電 子計 算機 に連 動 させ て、 記 憶装 置 に貯 め て あ る相 場 の 情 報 を人 工

的 に音 声 に変 換 して 電話機 を通 じて、 セ ール ス マ ンの 問合 わ せ に応 答

す る シス テ ム であ る。 は じめは 、 動 き の活 発 な200銘 柄 につ い て気

配 値 の通報 を 行 な い、 その 後300銘 柄 まで 拡大 した。 しか し、 この

シ ス テ ムは テ ィ ッカ ー に よ るサ ービス に比 べ ると幾 つ か の 点 で 優 れ て

は い るが、 ① 電 話応 答 で あ るた め、 情報 を紙 に 書 き と めな け れ ば な ら

な い 、② 欲 しい情 報 の 選 択 が で きな い 、 ③ 出来 高 の増 加 に と もな い電

話 が一 杯 にな って い て 情 報 を得 られ な い な ど の欠点 が あ って 、結 局 伸

び 悩 ん だ。

現在 、 ア メ リカ ン取 引 所 のた め に、 バ ンカ ー ・レモ社 で と くに音 声

応 答 サ ー ビス を行 な っ て い る。 これは 、各 銘 柄 に4桁 の コー ド番 号 が

つ け られ 、 電 話器 の ダ イ アルで 希望 す る銘 柄 の コ ー ド番号 を 回 す と、

音 声 でそ の銘 柄 に関 す る情 報 が返 っ て くる仕 組 み で あ る。 ドラ ム内 の

言 葉 は66ワ ー ドあ り、 応 答 は 女 性 の声 κ よる。

2.3.2ヒ デ ォ ・デ ィス プ レイ方 式 の 出現

音 声 応答 サ ー ビス の 次 に登 場 した の が、 バ ンカ ー ・レモ社 の端 末 機

に よ るデ ィス プ レイ方 式 で あ る。 この 方式は二 前述 の よ うな不 便 さが

解 決 され てい る と と もに、 提 供 す る情 報 の種 類 も増 え て い る こ とか ら

急 速 に普 及 し、 い まや相 場 報道 の主 流 にな っ てい る。

さ き に開 発 され た ムー ビ ング ・テ ィ ッカ ー ・デ ィス プ レイは 最 盛 期

には4,000台 以 上 も用 い られ て い た が、 そ の後 バ ン カ ー ・レモ社 な

ど相 場 情報 サ=ビ ス 会 社 に よ る ビデ オ ・デ ィス プ レイ ・サ ー ビス の 出
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現 と と も に 地 位 が 後 退 し、 現 在 で は2,000台 程 度 に 減 っ て い る。

2・4相 場 報 道 サー ビス の実 際

バ ン カ ー ・レモ 社 が相 場報 道 サ ー ビス の機械 化 を 企画 した のは1958

～1959年 で あ った が 、 当 時は 未 だ 米 国 証券 業 界 では、 テ ィ ッカ ー ・

サ ー ビス で十 分 で あ る と考 え られ て い た た め に、 こ の計 画は 誰 の興 味 も

ひか な か っ た よ うであ る。

また、 同 社 が 相 場 報道 シ ス テ ムをつ く る上 で の難 関 は、 日本 の場 合 と

同 様 な共 同 専 用 回 線 の問題 で あ った。 ア メ リカで も、2社 以 上 の会社 が

専 用回 線 を共 同 使用 す る ことは、 電 話 会 社 の営 業 権 侵害 とみ られ、 ウエ

ス タ ン ・ユ ニ オ ン社 は 当初 バ ンカ ー ・レモ社 に対 して 回線 提 供 を断 った

の で あ る。 ・ミソカ ー ・レモ社 は これ をFCC(Federal(b㎜unication

Commission)に 提 訴 した 結 果、株価 報道 の特 異 性 に よ り、例 外 と して

回 線 使用 が認 め られ た。 こ の よ うな 経 緯 を 経 て相 場 報道 シス テ ムがは じ

ま った の は1964年 であ る。 当初2年 間 くらい は余 り普及 しな か った

か、1966年 後 半 か ら、 その価 値 が認 め られ て急 速 にユ ーザ ー数 が増

加 した。

現 在、 バ ンカ ー ・レモ社 が相 場 報道 の サ ー ビス に用 いて い る端 末 機 器

は7種 類 あ るが 、 そ の主 な ものを つ ぎに紹 介 す る。

前 述 の よ うに、 米国 内で取 引 され る株 式 、 投 資 信託 、 商 品 の売 買 基礎

デ ー タは、 米 国 で 古 くか ら用 い られ て い るテ ィ ッカ ー ・テ ープ そ の他 の

手段 で バ ンカ ー ・レモ社TELECENTERの 中央 コン ピ ュー タ にい っ

た ん 蓄 積 され 、 加 工、編 集 の 一連 の処 理 を経 た の ちCRTデ ィス プ レイ

表 示、 テ ー プ ・プ リン トあ るいは音 声 の か たち で、 相場 情 報 と して 提 供

され る。

TELEQUOTE皿(TQ－ 皿)サ ー ビス

TQ→ 皿は 、 問 合 せ、 応 答形 式 の 端 末機 で あ る。 表 示 方 式 は、CR

o

●

ー

●

ー

↓'



じ

⑯

一115－

Tデ ィス プ レイ形 式 と、 通 常 の プ リン ト形 式 の2種 が あ る。

米 国 各地 の株 式 、 商 品 取 引所 の情 報 と、200種 くらい の投 資 信 託

1500種 類 程度 の場外 株 の売 買情 報 お よび 市場 情報 が4桁 以 内 の銘

柄 コー ドと、 問合 わ せ の種類 を表 わす フ ァ ンクシ ョン ・キ ー を押 す だ

け で3秒 以 内 にス ク リー ン上 に デ ィス プ レイ され る よ うに設 計 され て

い る。 た とえ ば 「LASTBIDASK」 とフ ァン クシ ョン ・キ

ー を 押 す と、 ス ク リー ン上 また は 紙 テ ー プ に、現 在 値 、 買 気 配、 売 気

配 の3つ の表 示 が同 時 に行 な わ れ る。 そ のほ か、 「始 値、 高値 、 安 値

の表 示 」 や 「出辛 高 累計 、 直 近 時 間 の提 示 」 「前 日終 値現 在値」 「出

来 高 の 累 計」 「配 当、 株価 収 益 率」 「ダ ウ ・ジ ョー ンズ市 場 株 価 平 均」

「同 株 価 平 均 値差」 「同前 日株 価 平 均 値 」 「同単 純株 価 平 均 値、 平 均

値 差 」 「ニ ュ ー ヨー ク取 引所 出来 高概 算」 な どの種類 が あ る。

2.4.2TRENDSサ ー ビス

TRENDSは 、 当 日の市 場 状 況 を 統 計 的 デ ー タに力ll工して 提 供 す

る情 報 サ ー ビス で あ る。 このCRTデ ィス プ レイ装 置 には 、 つ ぎ の6

種 類 の 統 計的情 報 が1分 間 隔 で コ ン ピュ ー タ側 か ら映 し出 され て い る。

◎ 出来 上 位10銘 柄(ニ ュ ー ヨー ク取 引所)

o騰 貴 上位10銘 柄(〃)

o下 落 上位10銘 柄(〃)

Oダ ウ ・ジ ョー ンズ単 純 平均 ぐ ス タ ン ダ ー ド ・プ ーア 平 均

(〃)

o年 間 新 高 値、 新 安 値 銘柄 数 、 当 日騰 落 銘 柄数

(〃)

o出 来 高 上位lo銘 柄(ア メ リカ ン取 引所)

な お、 前 述 のTQ－ 皿を 用 い 、TRENDSと して 使用 す る こと も

で きる。
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2.4.3TELQUOTETICKERサ ー ビス

ニ ュ ー ヨ ー ク取 引 所 、 ア メ リカ ン取 引 所 の テ ィ ッ カ ー ・テ ー プ の 内

容 を ・ミンカ ー ・レモ 社 が 開 発 したCRTデ ィ ス プ レイ 装 置 へ 映 し 出 す

こ とが で き る。 前 記 のTQ－ 皿 お よびTRENDSサ ー ビ ス の 内 容 は

各 取 引 所 の 基 礎 デ ー タ を バ ン カ ー ・レモ 社 の コ ン ピ ュ ー タ で 加 工 し て

そ の 情 報 と端 末 装 置 とを 一 緒 に サ ー ビ ス す る が 、 このTELEQUOTE

TICKERサ ー ビス は 、 端 末 装 置 だ け を サ ー ビ ス の 対 象 と し て い る。

す な わ ち 、TICKERの 表 示 内 容 は バ ン カ ー ・レモ 社 の 回 線 網 を 通

さ ず 、 直 接 両 取 引 所 の テ ィ ッ カ ー ・サ ー ビス 回 線 網 に 接 続 さ せ る。

2.4.4TELETRADEサ ー ビ ス

TELEQUOTETICKERと 同 様 に、 各 取 引 所 の テ ィ ッ カ ー'テ

ー プ の 内 容 を 幅1フ ィ ー ト
、 横9フ ィ ー ト大 の 電 光 板 に写 し 出 す 、 ニ

ュ ー ス 電 光 板 に類 似 した も の で あ る。 機 械 だ け を 貸 付 け る。

2.4.5QUOTRIANBOARDサ ー ビス

中央 の コ ン ピ ュ ー タ で テ ィ ッ カ ー ・テ ー プ 上 の 基 礎 デ ー タ を 加 工 し

値 動 き の つ ど、 設 置 され て い る 全 て の 反 転 板 ヘ デ 一 夕を 送 り、 表 示 内

容 の 更 新 を 制 御 す る の で あ る 。

証 券 会 社 の 店 頭 な ど に 置 か れ て い る。

2.4.6・ 電 話 に よ る 相 場 報 道 サ ー ビ ス

ア メ リカ ン取 引 所 の 相 場 に 対 す る 音 声 応 答 サ ー ビス(前 出)で あ る。

現 在 はTQ－ 皿 に 変 りつ つ あ り、 漸 減 の 傾 向 に あ る。

2.4.7TELEQUOTE70に よ る サ ー ビス

TELEQUOTE70は 、 相 場 情 報 用 の 最 新 端 末 機 で 、 同 社 がc誇

るCRTデ ィ ス プ レ イ装 置 で あ る。 こ の 装 置 は 、 デ ュ ア ル ・デ ィ ス プ

レイ ・ユ ニ ッ ト とス ウ ィ ッ チ ン グ ・コ ン ソ ー ル ・ユ ニ ッ トで 構 成 さ れ

て い る。1台 の こ の装 置 で 、TQ－ 皿 、TRENDS、TELEQ'UOTE

TICKERNEWSお よ び ユ ー ザ ー の コ ン ピ ュ ー タ で 分 析 さ れ たM

●
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IS情 報 や 、 オ ン ラ イ ン に よ る様 式 注 文 の 入 力 機 器 と して 利 用 で き る

万 能 機 器 と し て 設 計 され て い る。

また 、 同 時 に異 な る2ヵ 所 の デ ー タ を 映 し 出 す こ と もで き 、 そ の 切

換 え は ス ウ ィ ッチ ン グ ・コ ン ソ ー ル 上 の ボ タ ンを ワ ン ・タ ッチ で オ ペ

レー シ ョ ンで き る。

バ ンカ ー ・レモ社端 末機 の賃 借 料

TELEQUOTE皿

＼ 賃 借 項 目 賃 借 料 備 考

T

Q
ー

皿

サ

ー

ビ

ス

基 本 料

(サ テ ラ イ ト地 域)
$330/月

デ ス ク ユ ニ ッ ト1台 の場 合

は 基 本 料 金 ユ ニ ッ トを 一 緒

に し て$295/月

(株 式 の み)

基 本 料

(非 サテライ ト地域) $360/月

デ ス ク ユ ニ ッ ト $23/月

附

加

サ

ー

ビ

ス

MINI-TRENDS

基 本 料
$100/月 基 本 的 には、TQ－ 皿 のサ

ー ビスを 受 け て い るこ とが

必 要デ ス ク ユ ニ ッ ト $2/月

MINI-TICKER

(ASE、NYSE)

コ ン ト ロー ル ユ ニ ッ ト

$105/月 基 本 的 には 、TQ－ 皿 のサ

ー ビスを 受 け て い る こ とが

必 要

ス ウィッチボ ックス $17/月

デ ス ク ユ ニ ッ ト $5/月

商

品

サ

ー

ビ

ス

基 本 料

(除 くシカゴ商品取引所)
$20/月 基 本 的 にはTQ－ 皿 サ ー ビ

ス を 受 け てい る こ とが必 要
シ カ ゴ商 品 取 引 所

1台 目
$5/月

2台 目 $2.5/月
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TEI・EQUOTE皿 TRENDS

賃 借 項 目 賃借料 備 考

1台 目23イ ン チ $100/月 基 本 的 にTQ－ 皿 の サ ー ビス

を 受 け て い る こ と が 必 要

TQ－ 皿 、TRENDSは 同 一

の コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ トを 使

用す る。.

27イ ン チ $125/月

2台 目23イ ン チ $70/月

27イ ン チ $go/月

自 立 型 ス タ ン ド $150/月 買取 り

TELETRADE

賃 借 項 目 賃借料 備 考

ニ ュ ー ヨ ー ク 取 引 所

9ブ イ ー トデ イ ス プ レ イ
$175/月

ア メ リカ ン取 引 所

9フ ィー トデ ィス プ レイ
$175/月

シ カ ゴ商 品取 引所

5ブ イー トデ ィス プ レイ
$135/月

増 設

5ブ イ ー トデ ィス プ レイ
$75/月

TEI・EQUOTETICKER

賃 借 項 目 賃 借料 備 考

デ ィス プ レイ23イ ン チ $49/月

27イ ン チ $58/月

コ ン トロ ー ル ユ ニ ッ ト

標 準 型
$155/月

TQ－ 皿

コ ン トロール
$105/月

自 立 型 ス タ.ン ド $150/月

.●
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TELEQUOTE

⑯

賃 借 項 目 賃借料 備 考

モ ニ タ ー ユ ニ ッ ト $60/月
基本 料 は サ ー ビス の種類 ご とに

前記 賃 借 料が 附加 され る。

TQ－ 皿サ ー ビス を受 け て い る

こ とが 必要

ス ウ ィ ッ チ ン グ

コ ン ト ロ ー ル
$20/月

QUOTATIONBOARD

賃 借 項 目 賃借 料 備 考

基 本 料 $400/月 QUOTATIONBOARDサ ー

ビス と と も に、TQ－ 皿 の サ ービ

ス を 受 け て い る場 合 は 、 各 々 に

割 引 き が 行 な わ れ る。

1パ ネ ル には 、10銘 柄 に 対 す

る現 在 値 、 終 値 、 始 値 、 高 値 、

安 値 の デ ィ ス プ レ イ を 含 む 。

また は 、30銘 柄 に対 す る 現 在

値 の デ ィス プ レイ で も 良 い。

パ ネ ル ボ ー ド

1～8パ ネ ル $50/月

9～30パ ネ ル $25/月

31～50パ ネ ル $15/月

51パ ネ ル 以 上 $10/月

4パ ネ ル1組

(含 、 基 本 料)
$400/月

、↓

勾

◎ 上記 サ ー ビス 料金 は 回 線 料 お よび保 守 サ ー ビス 料金 を 含 ん でい る。 保 守

サ ー ビス はFieldOperationDept.が 担当し、全 国50支 店 に 配 置 さ

れ て い る保 守 サ ー ビス要 員 に よ り実 施 され て い る。 バ ンカ ー ・レモ社 は

常 時 支 店 また は 大 ユ ー ザ ーに取 り換 え 用 の端末 器 を備 え 付 け、 端 末 器 が

故 障 した 場合 は 直 ち に予備 と取 り換 え る。 この ためTQ－ 皿 の場 合 、設

置 台 数 の7%～10%を 予備 と して 手 持 ち して い る。
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システム開発 に集中す るCAI

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

C・mp・t・ ・ApPlicati・n・lnc・ ・p・ ・at・d(C.A.1)

555MadisonAve.,N.Y.,N.Y.10022

1969年11月4日

Mr.CharlesA.Erickson,DirectorofMarketing

縣 、 富 田 、 西 尾 、 梧 沢

1概 要 お よ び 所 感

CAIは 、 コ ン ピ ュー タに 関 す るコン サ ル タ ン トお よび プ ロ グ ラムの 設

計 開発 を 中心 業務 と し、 この 他 フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ー ジメ ン ト(Faciい －

tyManagement… ・後 述)、 デ ー タ ー処理 サービス業 等 を 行 な っ て い るが 、

別 に 子会 社ス ピーデ 一 夕社 に よ り、 特 定 力る トマ ーへ の 情 報 提 供サ ー ビス

も行 な っ て い る。

CAIは 、 高 度 に専 門化 され た シス テ ムの建 設 お よび メ ン テ ナ ンス を 得

意 とし、 そ の 方 面 で相 当 の 実 績 を あ げ て い るが、 この よ うな サ ー ビス 内容

の特 殊化 につ れ、 現 在3,000人 以上 の従 業 員 もそれ ぞ れ教 育 者,都 市計

画 者,経 済 学 者,産 業心 理 学 者 とい うよ うに コン ピュ ータ 以外 の 技 能 を持

つ 専 門家 が 増 えて きて い る。

同 社 が プ ロフ ェ ッシ ョナル ・サ ー ビス会 社 として 業績 を あげ て きて い る

(1969年 の 売 上 高 は5,000～6,000万 ドル)背 景 に は、 同 社 が コ

ン ピュ ー タ ・サ ー ビス の 対 象 業界 の あ らゆ る面 を 包 含 して い るた め、 そ の

プ ・ ジ ェ ク トに参 加 す る これ ら タ レン ト達 に大 きな 仕事 へ の 満足 感 を 与 え

てい る こ とも少 な か ら ぬ力 とな って い るよ うに見 受 け ら れ た。

同社 は9年 前 に設 立 され た が、 昨年 組 織 改正 を行 な い、 つ ぎの4部 門を

設 け た。 す なわ ち、1968年 か ら1969年 に かけ て5会 社(マ ーケ ッ
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'

ト リサ ー チ 関 係 、 出 版 、 図 書 販 売 、 グ ラ フ ィ ッ ク 関 係)を 吸 収 会 併 後 の 組

織 再 編 成 で あ る。

InformationScienceDiv・

CAIの 主 力 と な る ス ペ シ ャ リス ト1,000名 以 上 が 集 中 して い る同 社

の 中核 部 門 で あ る。 プ ・ グ ラ マ ー、 ア ナ リス ト、 エ ン ジ ニ ア、 数 学 者 、E

DP教 育 担 当 者 、 都 市 計 画 家 お よ び 建 築 家 等 巾 広 い 分 野 に わ た る ス ペ シ ャ

リス ト達 を 投 入 し、 コ ン サ ル テ ィン グ、 シ ス テ ム 開 発 か ら ソ フ ト ウ エ ア作

成 、 さ ら に フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トに お よ ぶ 広 範 な サ ー ビ ス を 担 当

して い る。

ComputerServiceDiv'

計 算 サ ー ビ ス が 主 体 で 、 全 国8都 市 に セ ン タ ー を 持 っ て い る。

MarketResearchDiv・

こ の 部 門 に は 、3つ の 子 会 社 が 所 属 し て い る。 す な わ ち、HomeTes-

tingInstitute・TVQ社 お よ び ス ピーデ 一 夕 社 で あ る。

HomeTestingInstituteは 、400名 近 い マ ー ケ ッ ト リサ ー チ 関

係 の 情 報 分 析 専 門 家 を 持 ち 、 新 製 品 の テ ス ト、 評 価 お よ び広 告 に 対 す る消

費 者 の 反 応 テ ス トを 行 な っ て い るメ ー カ ー、 販 売 店 に 情 報 を 提 供 して い る。

TVQ社 は 、 テ レ ビ コ マ ー シ ャ ル の 効 果 測 定 を 行 な う。 例 え ば 、 約2万

人 の 視 聴 者 を パ ネ リス ト と して 契 約 し、 これ ら パ ネ リス トか ら 定 時 ま た は

臨 時 に 所 定 フ ォ ー ム(ア ン ケ ー ト方 式)で 提 出 され る レポ ー トを 集 計 分 析

す る とい っ た 方 法 を と っ て い る。

ス ピーデ 一 夕 社 は、 小 売 店 か ら例 え ば 石 鹸 そ の 他 の 販 売 商 品 に 関 す る統

計 を 収 集 し、 加 工 して 、 食 品 メ ー カ ー や 販 売 代 理 店 に 提 供 す る とい うマ ー

と く に 、 こ の 部 門 に つ い て は、

「将 来 ま す ま す 大 き く な る、 か つ うま 味 の あ る仕 事 で あ る」 と い う説 明 で

自

,
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GraphicArtsDiv・

図 書 出 版 、 販 売 業 務 を 行 な う部 門 で 、 関 係 子 会 社13社 に よ り、 コ ン ピ

ュ ー タ に よ る ダ イ レ ク ト メ ー ル サ ー ビス 等 も 行 な っ て い る。

な お 、 こ の 他CAIの 業 務 実 績 と して 一 寸 特 異 な も の はい オ ン ラ イ ン タ

ー ミ ナ ル の 設 計 が あ る
。 野 球 、 劇 場 等 の 予 約 シ ス テ ム を 作 っ た が これ に 伴

な い 予 約 切 符 の 印 刷 も 行 な うタ ー ミ ナ ル を 開 発 し、 メ ー カ ー に 製 造 さ せ て

い る。,・

CAIは 、 他 の 有 力 ソ フ ト ウ エ ア 会 社 に も共 通 して み られ る よ うに 、 多

くの 会 社 を 吸 収 合 併 して 、 急 速 に そ の 規 模 を 拡 大 して き た 会 社 で あ る が 、

こ の 点 に つ い てMr.Ericksonは 、 「い わ ば 一 つ の コ ン グ ロマ リ ッ ト とい

え よ うが 、 単 な る寄 せ 集 め で は な く、 こ れ ら 異 業 種 多 数 の 子 会 社 に は、 イ

ン フ ォ メ ー シ ョン ・プ ・セ ッ シ ン グ とい う強 力 な 糸 が 一 本 通 っ て い る。 例

え ば 、 印 刷 会 社 を とっ て み て も、 そ の 植 字 工 程 は 、 す べ て コ ン ピ ュ ー タ に

よ っ て コ ン ト ・ 一 ル さ れ て い る」 と して 、 経 営 方 針 の 徹 底 ぶ りを 強 調 し て

い た 。

な お 、 フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トに つ い て は 、 「そ れ ぞ れ の 会 社 ご

と に 、 そ の シ ス テ ム の 分 析 か ら 設 計 開 発 、 要 員訓 練 お よ び オ ペ レ ー テ ィ ン

ロ

グに至 る一 切 の 業務 を引 き受 け る仕事 で あ って、 その 方 法、 例 え ば オ ン ラ

イ)/か オ フ ライ ンか、 あ るい は リモ ー トバ ッチ か等 々 はす べ てCAIの 責

任 と判 断 にお い.て決定 す る。 したが っ て うま く行 くか 否 か もす べ て 当社 の

責 任 で あ る」 とい うこ とで あ ったが 、 「当 該委 託 会社 の本 来 の 業務 と、 コ

ン ピュ ー タ関係 の仕 事 とは、 全 く別 の 分 野 に属 す る」 と し、 フ ァシ リテ ィ・

マ ネ ー ジ メ ン トは、 「極 め て将 来性 の あ る分 野 」 で あ る とい う説明 で あ り、

この 点他 の 調 査 先会 社 もほX'同 様 の 意 見 で あ った 。・す なわ ち 、今 後の 大勢

判 断 と して 「イ ン ・ハ ウス処 理 か ら フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ージメ ン トへ 」 と

い う傾 向 が、 情 報処 理 業 界 の ほぼ一 致 した 見 解 とみ て よい よ うに思 わ れ た。

△
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2詳 論

2.1ユ ー ザー(顧 客)

CAIが 経 営す る計 算 セ ン タ ーの ユ ーザ ー は、20都 市 に跨が る。 セ

ンタ ー 自体 の 規 模 も従 業 員数人 程 度 か ら、 最 大 は250人 の もの まで あ

.り、 それ ぞ れ の ユ ー ザ ーの 数 は、1～2軒 の もの か ら20～30軒 の も

の まで あ る。契 約 期 間 も種 々 あ り、1～2年 か ら数 ヵ 月、 さら に数 週 間

の もの もあ るが、1件 当 り平 均契 約 金 額 は、7万5千 ドル な い し8万 ド

ル とい った ところ であ る。 な お、CAI全 体 と しての契 約 先 は、 政府 関

係30%、 民 間70%で あ る。

⑱

●

2・2プ ラ イ ス ス ケ ジ ュー ル

シ ス テム な い しプ ログ ラム の 開発 に当 っ ては、 顧 客 に対 し、概 ね、 直

接 人 件 費 の3倍 を 請 求す る こ と と して い る(旅 費、 コン ピ ュー タ費 用等

は別)。 「この 決 定 方法 に は うま味 が あ る。 す な わち 直 接人 件 費 の 額 に

対 して は、 顧 客側 か ら文 句 のつ け よ うが な い か ら」 とい う説 明で あ った。

コ ン ピュー タ は、 顧 客所 有 の もの を使 用 す るか、 あ るい はCAI所 属 の

計算 セ ンタ ーを 利 用(こ の場 合 、 これ に よ る利益 は当該 セ ン タ ー に帰 属)

す る。 場 合 に よ り、 第三 者 の コン ピ ュータ を 使用 す るこ と もあ るが、 こ

の 時 は、3～4%プ ラス した 費 用 を客 先に 請 求 す る。 な お、 対 政 府 契 約

の 場合 は、 直接人 件 費 の1.8～2倍 の請求 を 目安 と して い る(たscし 、

オー バ ー ヘ ッ ド分 は別)。

この他 に ボ デ ィ ・シ ョ ッピ ン グ方式 として、 要 員を 客先 に派 遣 して 仕

事 を させ る場 合 もあ る。 派 遣 要 員は、 当 然 客 先 の マ ネ ー ジ ャーの 指 揮 下

に入 る。 しか し、 うま味 の あ るの は、 前述 の よ うな仕 事 を請 負 う方 式 で

あ る。す なわ ち、 人 件 費等 の 内訳 を釈 明す る必 要 がな い。

◆
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2.5職 員給 与

CAIに お け る職 種 別 給 与はつ ぎの通 りであ る。

(Dト レー ニーズ(学 卒 者、 経 験1年 以 下)

8千 ドル ～1万1千 ドル

(2)ジ ュ ニ ア プ ・ グ ラ マ ニ(経 験2～3年)

1万 ドル ～1万2千 ドル

㈲ プPグ ラマ ー(経 験3年 半 ～4年)

1万1千 ドル ～1万3千 ドル
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(4)シ ニ ア プ ロ グ ラマ ー(こ の ランク に相 当す る者 は、 大 多数 が アナ リ

ス トに な っ て し まい、 極 め て少 数 で あ る。 す な わ ち、 プ ロ グラ ミン グ

に特 別 の 興 味を 持 つ 者 で あ る)

(5)ア ナ リ ス ト(オ ペ レ ー シ ョ ン お よ び 、

(6)

(7)

年)

1万5千 ドル ～2万5千 ドル

プ ロ グ ラ ミン グの 経 験3～5

1万3千 ドル ～1万5千 ドル

シ ニ ア ア ナ リス ト 1万5千 ドル ～1万8千 ドル

ス ペ シ ャ リス ト(例 え ば、 数 学、 統計 学等 の分 野 で 博 士 号 を持 つ 者 、

あ るい は化 学等 の 専 門の ア ナ リス ト等 で、顧 客 との 契 約 に 当 って も、

これ等 の人 々の 人 件 費 は、 別計 算 に して い る)1万5千 ドル 、

2万 ドル、2万5'千 ドル の3ラ ン ク

(以 上 は、 ニ ュー ヨー クで の給 与水 準 で あ り、 例 え ば、 ワシ ン トンお

よび 中西部 地 区で は これ の20%、 西 海岸 で は10%、 テ キサ ス州 ヒ ュ

ー ス トンあ た りで は20～30%方 それ ぞれ 低 い水 準 とな る。)

2.4要 員不 足

ト レー ニー ズ ク ラスの 技 術 者 は、 金 と時間 を か けれ ぽ幾 ら で も育 成 で

き る。 しか し、 経 験2～5年 位 の ク ラスが 最 も引 き止 め難 い。 これ らの

ク ラス の要 員不足 感 は どこか ら来 るか とい うと、 第 一 は,絶 対数 の 不 足

、
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で あ るが、 第二 は、 一 ヵ所 に留 ま らな い傾 向を もつ こ と、 す なわ ち 「コ

ン ピュ ー タ ジ プ シ ー」 とい わ れ る如 く、 少 しで も給 与の 高 い所 へ動 いて

ゆ くこ とか ら来 る(も っ ともそ れ は、 要 員需要 の 多 い大 都 市 に 限 られ・

地 方 都市 で は お お む ね固 定 化 して い る)。 しかL反 面 その 代 りの 要 員 は

幾 ら で も得 られ る。

とこ ろが、 給 与1万5千 ドル ク ラス の要 員 とな る と、 その移 動の 動機

は、 金 銭 面 とい うよ り仕 事 、 す な わ ち 「や り甲斐 の あ る仕 事 」 中心 とな

る。 当社 と して は、 この点 を十 分 考 慮 して行 きた い、 とい うこ とで あ っ

た。

2.5マ ー ケ ッテ ィン ゲ(P・R)

宣 伝、 広 告 は、 本社 のMarketingDiv・ で所 管 して い る。 こ こで は

年1～2回 の雑 誌 、 新 聞広 告 を 出 す ほ か、(1)MarketingSupport(記

録 管 理)と して、 例 えば、 西 海 岸 の 航空 会社 か ら予 約 シス テ ムの 発注 が

あれ ば、 関 連 の過 去 の一 切 の デ ー タを 調 査 す る。 また、 顧客 へ の プ ロポ

ー ザ ル提 出に 当 って の 資 料 と して過去 にお け る類 似 業務 担 当要 員 と業務

内容 等 一 切 の フ ァイル を行 な って い る。(2)将 来大 きな 顧客 と して 予想 さ

れ る もの につ いて は 、 場 合 に よ り担 当者 を長 期派 遣 して 売 込 み に 当 らせ

る((例)NASA)。(3)と くに 大 口契 約 の 獲得 に 備 え、社 内要 員に 関す

る必 要 な 一切 の 記 録 を 管 理 して い る。 な お、 サ ー ビス セ ン タ ーにつ いて

は、 セ ン タ ー ご とに マ ー ケ ッテ ィン グを 行 な ってい る。

2.6顧 客 と の契 約

(1)大 口契 約 の場 合 は、 客 先 か らPERTを 要 求 され る。 大 口の 場 合 は

プ ロジ ェ ク トの 管 理(Control)は 比較 的 容 易 だが 、 一 般 的 に は1土車

の コン トロー ル はな か な かむ つ か しい(毎 週各 要 員個 人 ご とに タ イム ・

シ ー トを、 また2週 ご とに各 プ ロ ジェ ク トご との レポ ー トを(時 間 と

＼

●

ウ

レ

,
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金 に関 し)提 出 させ て い るが 、 気 の つ いた時 は、 遅 す ぎる場合 が 多 い)。

結 局、 プ ・ジ ェ ク ト ・マネ ー ジ ャーの 機 能 が最 も大 切で あ る。人 を固

定化 は して い ない が、 マ ネ ー ジ ャー に は、仕 事 につ い ての 能 力 の ほ か

ヒ ュ ーマ ン ・リ レー シ ョンの 能 力 が 不 可欠 で あ る。

(2}契 約条 項 は定 型化 して いな い。

す な わち 、 対 政 府契 約 の場 合 は、 政 府 か らRequestforPropo-

salが 示 され、これ にOKす れ ば、 その まx契 約 条 項 とな る。 ま たv

民 需 の 場合 は、 当 方 か ら の プ ・ポ ーザ ル に対 し、 客 先 がOKす れ ば、

これ が契 約 とな る。

(3)一 般 的 に い って、 定 型 的 な契 約 条 項 を作 るこ と自体 か な りな 困難 を

伴 な う。 す なわ ち、 予 測 不能 の要 素 が 極 め て多 い。 反面 必 要条 項を す

べ て定 型化 な い し明示 して お か な い方 が 却 っ て当 方 に とって 有利 な場

合 が 多 い。
'

(4)IBMは 、 ア ンバ ン ド リン グに伴 い、 サ ポ ー ト ・サ ー ビス を 別 個 に

売 る こ とにな り、 契 約 書 フ ォ ー ムを一 定化 して使 用 し始 めた 。 その様

子 如何 で は、 当社 と して も十 分 検討 の うえ、 将来 定 型 フ ォー ムを 使用

す る よ うにな るか も知 れ な い。

しか し、 現 行 のIBMフ ォ ー ムを 見 る と、IBMに とっ て有 利 な条

項 ば か りの よ うで、仮 に 当社 が これ を そ の ま ふ使 用 しよ うと して も、

客 先 がOKす ま い と思 わ れ る。

ヂ

2.7メ ン テ ナ ン ス サ ー ビ ス

当 社 が 、 メ ン テ ナ ン ス サ ー ビ ス を 行 な う客 先 は、IBM、CDC等 の

メ ー カ ー お よ び 一 般 コ ン ビ 、、一 夕 ユ ー ザ ー で あ る が 、 仕 事 量 が 一 定 せ ず 、

ま た 内 容 的 に もや さ し い 仕 事 で あ り、 うま 味 の な い 分 野 で あ る。 一 方 、

大 会 社 で は、 自 社 で メ ン テ ナ ン ス を 行 な うの が か な り多 い 。 な お 、CAI

開 発 の ア プ リケ ー シ ョン に つ い て は、 メ ン テ ナ ン ス は無 料 で あ る。 も っ
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と も、 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン が 完 全 で あ る か ら 、 客 先 自 身 で す ま して し

ま う場 合 が 多 い よ うで あ る。

た だ し、IBMの ア ン バ ン ド リン グ に よ り、 メ ン テ ナ ン ス の 分 野 も 、

一 つ の 新 しい マ ー ケ ッ ト と して 形 成 さ れ るか も 知 れ な い 。 当 社 と し て は

そ の 様 子 を 見 守 っ て 行 き た い とい う こ とで あ っ た 。

＼

・

)

2.8オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス

CAIで は ・ これ ま で に オ ン ・ 行 プ ・ ジ ー ク トを'oシ ス テ ム程 開

発 して きた が、 オ ン ライ ンサ ー ビス につ いて は、 そ の経済 性 の観 点 か ら

今 の ところ実 行 す る気 はな い。 様 子 を 見 る とい う ところで あ る。 む しろ、

リモ ー トジ ョブ(客 先 の サ テ ラ イ トコ ン ピ ュー タの オーバ ーヘ ッ ド分 を

引 き受 け る。 コン ピュ ータ はPDP8位 を 使 用)に ア プ ロー チ して 見 た

いo,

TSSコ ーテ ィ リテ ィ ・サ ー ビ ス とい うの は 、 現 在 の 技 術 水 準 で は 、

ハ ー ド、 ソ フ ト と もか な り高 くつ く。 ま た 多 数 の 顧 客 が 必 要 だ ヵミ、 そ う

な る とそ れ な りの マ ー ケ ッ テ ィン グ 体 制 が 必 要 とな る。 現 存 の タ イ ム ・

シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス 会 社 を み て も、 今 の と こ ろ 大 抵 損 を して い る。

した が っ て も し こ の 分 野 に 今 進 出 す る とす れ ば 、 中心 とな る 大 き な ジ ョ

ブ を 自 ら 持 っ て い て 、 そ の 余 力 を タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・サ ー ビ ス に ま

わ す と い うこ と で あ れ ば、 ペ イ し よ う が 、 始 め か ら タ イ ム ・シ ェ ア リン

グ ・サ ー ビ ス の た め に 大 型 機 を 設 置 し て も 到 底 引 き 合 わ な い で あ ろ う と

い う意 見 で あ っ た 。

レ

2.9パ ッケー ジ

始 めか ら 自己 の リス クで、 パ ッケ ー ジ販 売 の方 針 の も とに ソ フ ト ウェ

アを 開 発 してゆ く意 図 は持 っ て い な いが、 顧 客の 注文 で 開発 した もの に

っ いて も し需 要 が あれ ば、 検 討 した い とい うこ とで あ った 。
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⑳

6

2.10情 報 提供 サー ビス

情 報 提 供 サ ー ビス につ い て は、 最 近 この 関係 の 某社 の 合併 の 話が あ る

が、CAI自 体 と して は この 分 野 に 乗 り出 すつ も りは な い。 理 由 は、

(1)デ ータ ーベ ースの ジ ャス テ ィ フ ィケー シ ョンが な い こ と。(2)マ ー ケ ッ

テ ィン グの 方 法 が全 く異 な るこ と(広 い地域 に わた り、 多数 の 顧 客 を掴

む べ く、 大 が か りな マ ー ケ ッテ ィン グが 必要 とな るが、 当社 に そ れだ け

の セ ール ス要 員が い な い)で あ る。 当社 と しては、 的 を 絞 った仕 事 を し

てゆ きた い とい って い る。

な お 、 この分 野 で は当 社 の 子 会社 ス ピーデ 一 夕 社 が あ るが、これ は よ

い教 訓 で あ っ た 。 す な わ ち 、 デ ー タ ーベ ー ス を作 り、 プ ・ グ ラ ム を 作 る

の に4年 を 費 し、900万 ドル の 投 資 を して 、 現 在 顧 客 は10社 な い し

15社 程 度 で あ り、 よ うや く、 イ ン フ ォ メ ー シ ョン が 売 れ 始 め た と こ ろ

で あ る。 初 期 投 資 が 大 き い こ と か ら、18%の 株 を 公 募(CAIの 持 株

は82%)し た 程 で 、 フ ァ イ ナ ン ス も容 易 で な か っ た と語 っ て い る。

、
.●

●

2.11将 来 の方 針

一般 的 に い っ て、 情 報処 理 の分 野 につ いて は、 一般 会 社 と して は、外

部 専 門 機 関 に委 せ て ゆ く方 向 に あ る といえ よ う(金 を 出 して結 果 を も ら

え ぽ よい とい う考 え方)。 と くに、 米 国 に も中小企 業 は数 多い が、 これ

ら は フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トに向 か わ ざ るを得 な い で あ ろ う。 当

社 として は、 この 分 野 を 目標 に、 場合 に よ って は、 自 ら コ ン ピ ュー タを

持 って、 さ らに 進 出を 図 ケた い と して い る。

とこ ろ で面 白 い こ とには、 今、 フ ァ シ リテ ィマ ネ ー ジメ ン トに 興味 を

示 して い る のは む しろ大 会 社 の方 で あ る。 理 由は、(1)す べ て イ ンハ ウス

処理 で行 く と、 要 員 の 増 減 が で きな い。(2)コ ン ピ ュー タの 使用 効 率 の点

(大 型 機 を必 要 とす る ジ ョブは わ ずか で あ り、 小 さ な ジ ョブ を こなす 小

型機 を多 数設 置 して、 大 きな ジ ・ブは 外部 へ 出 した方 が 有 利 で あ る とい

う考 え方)で あ る。
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な お 、 大 会 社 に 見 ら れ る他 の 方 向 は 、(Dソ フ ト ウ エ ア 会 社 の 買 取 り

(例 え ばPrudentia1が 計 画 中)(2)子 会 社 を つ く っ て そ こ に委 せ る方

法(3)自 ら セ ン タ ー を 経 営 して、 余 力 を 他 へ 売 る方 法 で あ る。

い ず れ に せ よ、TSSユ ー テ ィ リ テ ィで ば カ バ ー し切 れ な い で あ ろ う。

そ こ に フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト発 展 の 素 地 が あ る。

現 在CAIが 政 府 か ら フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン トを 受 託 して い る

もの は 、 海 軍 の ア ー ム ズ ・ リサ ー チ セ ン タ ー で あ る ゴ ダ ー ドス ペ ース 研

究 所(N・Yに あ り、 コPン ビ ア 大 学 の 近 く)で 、 博 士 号 を もつ 約100

名 が 担 当 して お り、IBM360-95を 使 用 。 な お、 ケ ネ デ ィ ・ス ペ

ー ス ・セ ン タ ー は4年 間 フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ー ジ メ ン ト受 託 後 、 入 札 で

他 社 に も っ て ゆ か れ た と い うこ とで あ っ た 。

■

り

5参 考事項

5.1ア ンバ ン ドリング の影 響

これ につ い て は、 百人 百様 の意 見 が あ ろ うと、Mr・Erickson個 人

の見 解 と してつ ぎの よ うに語 って い た。

まず 、 新 しい市 場 が 開 か れ る こ とは間違 いな か ろ う。 た ぶIBMの

ご と く、 高 い金 を 要 求 す る こ とに した ら、 客 が 逃 げ るの で はな いか。 一

面、 わ れ われ も同 じ よ うに高 い収 入 が 得 ら れ る可 能性 は あ る こ とに な る

が 、 結 局 の とこ ろ、 わ れ わ れ と して は、IBMよ り安 い価 格 で行 け る点

が 有 利 と思 う。 いず れ にぜ よ、 この向 背 は、 来年 の秋 頃 に は は っ き り し

よ う。 す な わ ち 政 府 とIBMの 契 約 条 項取 決 め交 渉 は、毎年6月 に開 始 さ

れ る こ とに な る。 も し、 政 府が 、IBMの 提 示 価 格 に応 じな い こ とに な

れ ば、 そ れ が 一 般 に波 及 す る こ とは明 らか で あ る とい っ てい た。

〉

●

5.2ソ フ トウ エ ア の権 利 保 護

CAIと して は、 パ ッケー ジ販 売を 行 な っ て いな いの で 関心 はな いが 、



、
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保 護の 技 術 がむ つか しいの で はな い か。 す なわ ち、 プ ロ グ ラムの ベ ー シ

ック コンセ プ トを 盗 用 され て も、 プ ・ グラ ム自体 が異 な る場 合 、 保 護 が

困 難 で あ ろ う し、 そ れ で は、 保 護 効果 が な い の も同様 で は な いか とい っ

て い た。

●

ろ.ろCAIの 世 界市 場 進 出 計画

現在 、 イ タ リアで の 合 弁 会社 設 立を計 画 してい る。 ここを 通 じて 将来

ア ジ ア方 面 へ も進 出 した い意 向 の よ うで あ った。

4資 料

4.1CAIで 開発 した シ ステ ム

CAIで 、 これ まで に 開発 した シス テ ムは広 範 な分 野 に わ た って い る

が、 その 一 部 を、 簡 単 な リス トに ま とめ、 資 料(Dと して添 付 した。

甲

4.2職 種 別 業 務 内 容

CAIで は 、 各 要 員 を 、 つ ぎの よ うに タ イ トル 別 に 区 分 し、 そ れ ぞ れ

業 務 の 定 義 を 与 え、 ジ ョ ブ の範 囲 を で き る だ け 詳 細 に 規 定 して い た が 、

原 文 を 資 料(2)と し て 添 付 した 。

シ ニ ア コ ン サ ル タ ン ト

シ ニ ア ア ナ リス ト

ア ナ リス ト

シ ニ ア ブ ロ グ ラ マ ー

プ ロ グ ラ マ ー

テ ク ニ カ ル ラ イ タ ー
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資 料(1)CAIで こ れ ま でに 開 発 した 代 表 的な プ ロジ ェ ク トの一 部

1.航 空 ・運 輸 関係

シ ス テ ム 名 内 容

TWA社 の デ ー タ ・マ ネ ー ジ 全 航 空 便 の搭 乗 員 と器 材 の 配 置 を コン ト・

メ ン トシ ス テ ム 一ル し、 乗客の 搭 乗予約 とそれ に付 随 して

ホ テル,自 動.車,特 別 の料 理 の予 約 な どを

扱 う。

SABRE航 空 の シ ミ ュ レ ー
・

予 約 シ ス テ ム の ト ラ フ ィ ッ ク ・パ タ ー ン を

タ 評 価 す る。

ユ ナ イ テ ッ ド ・ エ ア ラ イ ン の 部 品,器 材 の 自動発 注 を含 む オ ン ライ ン ・

オ ン ライ ン ・ リア ル タ イ ム に リアル タイ ム在 庫 管 理 シス テ ム

よ る在 庫 管理 シス テム

パ ン ・ ア メ リ カ ン の ス ケ ジ ュ 現実の航空便の状 況 と予定表を比 較 し、そ

一 リ ン グ ・ シ ス テ ム の くい ちが い等 を予 想 す る

ウエ ス タ ン ・エ ア ラ イ ン の 部 ス ペ ア部 品 の在 庫 レベ ル を 最適 に維 持す る
'

品 在 庫 管 理 シス テム

ア メ リカ ・ハ イ ウエ イ安全 局の 指導 に よ る自動車 の 設 計 と事 故 の 関係 を 調 査

す るシ ス テ ム

連 邦 ハ イ ウエ イ公 共 道 路 局 の 連 邦 内 各 州 間 の ハ イ ウ エ イ ・シ ス テ ム の 建

た めの各州間経営情報 システ 設 計 画 に際 して、 問 題 部 分 を指 示す るた め

ム に使 用 され る。
A

2.公 共 事 業 体 ・軍 関係

シ ス テ ム 名

DATAMAP

内 容

市 の最 高 首脳 部 が 使 用 す るた め の 情 報検 索

シス テ ムで、 ハ ン ッ ビル、 ポ ーキ プ シイ等

6都 市 で 使 用 され て い る。

ρ

●

`
、

"
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容

ニ ュ ー ヨー ク市 教育 局の 総合 資 材 の購 入 命 令処 理、 購 入 要求 、 在 庫 管 理

資材 供 給 シス テム な どを行 な う。

P－ ドア イ ラ ン ド州 プ ・ ビデ ン ス市 の 都 市計 画や マ ネ ージ メ ン トにPPBS

の 技 術 が どの よ うに利 用 可 能 か を調 査 した。

海軍応用科学研 究所で武器体系の効果 を判断す るシステム

3.そ の 他

テ ム 名

自動 車 保 険 の 付 保 申請 者 が適 格 か ど うか、負 担率 の 適用 巾、

アの 計 算、 保 険 政 策等 を 決 定す る シス テ ム

容

負担率 の プ レ ミ

オ ン ラ イ ン ・在 庫 管 理 シス テ 大 手 保 険 会 社 の 大 量 の コ ン ピ ュ ー タ ・テ ー

ム プ とデ ィス ク ・ライ ブ ラ リー を 管 理 す る。

鉄 鋼 圧 延 工 程 の 手 順 を 作 成 す る リア ル タ イ ム の1410/1301生 産 ス ケ ジ

ュ ー リン グ ・シ ス テ ム 用 ス ケ ジ ュ ー リン グ ・ル ーチ ン

在 庫 管理 シス テム

建 築 の見 積 りシス テ ム

主 要 な 航空 機 メ ー カー向 け に開発 され た 在

庫 管 理 シス テムで、 防衛 用の 軍 用機 の 製造

を 円滑 に行 な うた め の もの で、 在 庫 フ ァイ

ル の メ ン テナ ンス 、 出荷 の 割 当 て、 短期 の

予 測等 お よび種 々の レポ ー トプ ロ グラ ムか

ら な る。

与 え られ た ジ ョブに対 して コ ン ピュー タ に

記 憶 され た過 去の あ らゆ るデ ー タを ベ ース

に して マ ソ パ ー、 材 料、 建 設 機械 等 の コス

トを計 算 す る。 また、 一 つ の ジ ョブに対 し

て 幾通 りかの 方 法 で 見積 るこ とがで き、 も

っ と も経 済 的 な建 築 方法 が 決 定 で き る。
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オ ン ラ イ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ ・

エ イ デ ッ ド ・ シ ス テ ム

NewarkBathIsrael's

Pacemakerlnstituteの

た め の タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・

シ ス テ ム

ダ イ ナ ミ ッ ク ・ス ケ ジ ュ ー ル ・ボ'一 ド(マ

グ ネ テ ィ ッ ク ・ボ ー ド)を 使 用 して プ ロ ジ

ェ ク トをCPMに よ っ て 解 析 す る。 こ の マ

グ ネ テ ィ ッ ク ・ボ ー ドは 、 描 か れ た ネ ッ ト

ワ ー ク ・ダ イ ア グ ラ ム を 容 易 に 更 新 で き る

の で 、 ク リテ ィ カ ル ・パ ス を 除 く こ とが で

き る。

IBM360とIBM2250グ ラ フ ィ ッ

ク ・デ ィス プ レイ を 用 い た1・C設 計 の た

め の オ ン ラ イ ン.に よ る コ ン ピ ュ ー タ ・エ イ

デ ッ ド ・シ ス テ ム で 、 設 計 者 は2250の

ラ イ トペ ン を 用 い る。

コ ン ピ ュ ー タ に 記 録 さ れ た 医 事 レ コ ー ドを

サ ー ビ ス す る シ ス テ ム で 、 現 在 カ リ フ ォ ル

ニ ア ・ヘ ル ス ・デ ー タ 会 社 を ス ポ ン サ ー と

し て カ リ フ ォ ル ニ ア の100以 上 の 病 院 で

使 用 さ れ て い る 。

な お 、 こ の シ ス テ ム は病 院 の 医 事 レ コ ー

ドか ら 重 要 な 情 報 を 引 き 出 した り、 一 定 の

経 営 レポ ー トも作 成 で き る 。

テ レタ イ プの タ ー ミナル か ら患 者 の心 電 図

の 測 定 結 果 を受 取 り、 過去 と現在 の 測 定 結

果 を 比 較 してペ ース メ ー カ ーの 状 態 を モ ニ

タ リン グ し、 症 状 悪化 以 前 に悪 い機 能 の あ

りかを 検 出 し、種 々の 解 析 結果 を ア ウ トプ

ッ トす る。

■

も

∀

づト
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●

'

シ ス テ ム 名

カ リフ ォル ニ ア州 教 育 情 報 シ

ス テ ムの サ ブ シス テ ム

大 手 化 学 会 社 の シス テ ム コ ン

バ ー ジ ョン

容

管 理 、 支 払 勘 定 、 給 料 支 払 簿 の 作 成 、 フ ァ

イ ナ ン シ ァ ル 、 ア プ リケ ー シ ョ ン 等 お よび

生 徒 の 出 席 回 数 、 スケ ジ ュ ー リン グ、 ア ス

トの 結 果 の レポ ー ト、 マ ス タ ー フ ァ イ ル の

メ ン テ ナ ン ス 等 か ら な る。

大 手 化 学 会 社 の 全 シ ス テ ム と プ ・ グ ラ ム を

IBM70701401か ら36Q/30,

50へ 変 換 す る も の で 、 販 売 、 在 庫 、 受 取

り勘 定 、 給 料 支 払 簿 、 プ ロ ダ ク シ ョ ン、

ン ト ロ ー ル 、 売 上 げ 予 測 、 発 注 書 の 作 成 等

か ら な っ て い る。 な お 、 変 換 機 種 の 効 率 を

最 高 に す るた め 、 シ ス テ ム が 設 計 しな お さ

れ て い る。

《
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資 料(2) 職種別業務の内容

JOBTITLE

SeniorConsultant(Business) o

JOBDESCRIPT工ON

Providesoverallplanning,milestonesandproject

leadershiptotheapplications,operationsandusers

groups.DirectssupervisorypersonnelforallEDP
technicalprojects.Providesmanagementwithfuture

planning,forecastingandtheinitiating.ofnewprojects
fromtheplanningstagethroughirnplementation.

Responsi.b1eforallphasesbfEDPandsupporting

cornputersysterrls,maintenanceandgeneralefficiency.

、

JOBTASKS 、

● Developingandupdatingtaskdevelopmentplans

whichspecifytheplansforexecutionofall

elementsofhisgroup,namely、objectives,

technicalplan,reliabilityandqualityassurance

provisions夕managementreporting,documen・

tation,schedules,resourcerequirementsand

allocation,coordinatedoperationsplan,and

datahandling.

8 Coordinatingtheactivitiesofallelementsof

theprojecttoinsureeffectiveperformance.

Supervis.ingandtrainingmembersofhisgroup.

● Directingandcoordinatingasapplicqblethe

supportingelementswhichsupporttheproject.

IPreparationofsystemspecifications,review

◎falterationsandtheapprovalwithintheseareas.

!b

t.

● Keepingthegeneralmanagerfullyappri合edof

thestatusofhisprojects,particularlywith

regardtoadherencetoschedulesandperformance.

● Preparationofaccurateandcompleteproject

managementrepOrtS・

■ Identifying,devisingandexecutingeffective

solutionstomanagementandtechnicalproblems.

1 4-3

●
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JOBTITLE

SeniorAnalyst(Business)

JOBDESCR工PT工ON

㎞ ProvideEDPtechnicalsupporttotheapplications,operati6ns,.

andusergroups.EstablishstandardsrelatingapPIications

programstocomputerhardware.Developandmaintainsystems・

tosupPorttheeffortsofbusinessdataprocessingfacilities.

、

JOBTASK

■ 工dentifyareasofstudy,relatedtotheinterfaceof

advancedcomputinganddatahandlinghardwareand

applicationprograms.Developaproblemstatement

relatedtoaspecificsegmentofthisinterfacerelation-

ship.

・

ε DirecttheimplementationandrnaintenanceQfsupPort

packagesandoperatingsystemsusedbythedatapro.

cessingfacility.

聯 Developandrecommendprogrammingandoperations

standardswhichwillassureauniforminterface

betweenapPlicationsprogramsandtheoperatingsys-

tem,guaranteeminimumlevelsofin-processcontro1.

づ、

o Directthedevelopmentofmajordataprocessingsys-

temstolendtechnicalassistanceandmakecertain

thatthelatestavai.1abletechniqueswillbeused;to

identifyanydevelopmentandprojectswhichwould

substantiallyimprovetheperformanceofthesystem .

.φ

■ Maintainthecloseandconstantcontactwithhardware

suppliersanduserstotakeadvantageofknowledge

gained'andsupportavailablefromthesesources.

9

■

■

Participateinseminarsrelatedtodatahandling,com.

municationsandoperatingsystemdevelopment.'

Direct,arrangeforandconductseminarswith

dataprocessingpersonneltoinstructinthelatest

developmentsinsoftwaresupportandcapabilities .

Also,educationa1`seminarsforusergroups.

.

4-4
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JOB'rlTしE

・Analyst(BUsiness) 喝

JOBDESCR工PTION

AssistinprovidingEDPtechnicalsupporttotheapplications

andusergroups.Establishstandardsrelatingapplicationspro-

gramstocomputerhardware.Assistinanddevelopssystems

tosupporttheeffortsofabusinessdataprocessingfacility.

JOBTA.SKS

` 工dentify'areasofstudy,relatedtotheinterfaceof

advancedcomputinganddatahandlinghardwareand

applicationprograms.Developaproblemstatement

related.toaspecificsegmentofthisinterfacerelation-

sbip.工nitiateaninvestigationoftheproblem.Con-

tinuallyre-evaluatethepotentialsoftheconceptto

determinefuturecourse.

' Assistindirecting,implementingandmaintainingof

softwaresystemsandoperatingsystemsused.bythe

dataprocessingfacility.

《

〈

■

Assistinthedevelopmentandrecommendationofpro-

grammingandoperationsstandardswhichwillassure

uniformitybetweenapplicationsprogramsandtheopera-

tingsystern,guaranteerninimurnlevelsofin-process

contro1、andwillassurecompatibilitywiththelongrange

plansofthedataprocessingfacility.

Participateinthedevelopmentofmajordataprocessing

systemstolendtechnicalassistanceandguidancetothe

responsibleindividualtomakecertainthatthelatest

availabletechniqueswillbeused;andtoidentifyany

potentialsoftwaredevelopmentandsupportprojectswhich
wo1.11dsubstantiallyimprovetheperformanceofthesystem.

Particlpateinseminarsrelatedtodatahandling,communi-

catic)nsandoperatingsystemdevelopment.

1

●

昔.

. Arra万gefororconductfrequentseminarswithbusiness

systemanddataprocessingpersonneltoinstructinthe

latestdevelopmentsinsoftwaresupportandhardware

capal)i.1ities,Asnecessary,assistinconductingdata'

proce舗ingseminarsOfaneducationalnatureforusergroups.
'

4_5
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JOBTITIＬE

SeniorProgrammer(Business)
◎

JOBDESCRIPTION

ピ
Conductsmajormulti-functionalsystemsstudies,including

initialfact-findinganalyses,determination
.ofinformationrequire-

ments,andthedesign,recommendation,andinstallationofanew

informationsystemortheevaluationandimprovementofan

existinginformationsystem.Appliesthelatesttechniquesinthe

analysisanddesignofmanagementinformationsystemstopro-

videoperatinginformationforalllevelsofmanagem.entaswell

asinformationforestablishing,evaluatingandrevisingobjectives
、

policies,andorganization.Leadsteameffortonassignedprojects

asrequired.

JOBTASKS
`

● Workswithalllevelsofmanagementtoidentify,define,

andevaluateproblemsandinforrnationrequirements .

● Plansandformulatesalldetailsofmulti-functionalsys-

temsapplicationsbydefiningthescopeanddetermining

thedatatobeprocessed;planning,schedulingandinte-

gratingwork;informingguiding,andworkingwitho.thers

toassurethatthesystemapplicationreflectstheproper

requirements;and,estimatingmanpowerandequipment

requirementsfordevelopmentandoperationofthenew

orrevisedsystem.

d〉
.

傷 Asrequired,assigns,monitors,andleadsateamof
othersonassignedprojectswheredirectionandguidance

arerequired.

Utilizesarangeofdataanalysistechniquesinorderto

analyzetheproblemanddevelopalternativesolutions.

Determineinput,output,andmosteffectivemethodof

processingdata.

■ Presentsalternativesolutionsandrecommendationsto

managementsupportedbyappropriatedocumentation .

■ Analyzes,audits,andevaluatesneworexistingsystems

inordertorevise,simplifyoreliminateinformation

processingtosatisfycurrentrequirements.

'

● DevelopslogiCalprocedurestosolveproblemsbyelec-

tronicdataprocessingandanalyzesexistingsysternlogic

difZicultiesandrevisesthClogicandproceduresinvolved.

4-6
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JOBTASKS(ContId)

■

e

Coordinatestheinstallationofacceptedproposals,

obtainingmanagementcomments,resolvingcon-

flictsbetweendepartments,directingtheeffortof

personneltemporarilyassignedduringtheimple-

mentationphase,andobtainingapprovals.Provides

apPropriatesystemsdocumentation・

Providestrainingmateria1,instructionsandproce-

dures,andassistswithrequiredtrainingofpersonnel

affectedbytheinstaUationofneworrevisedsystems.

Preparesperiodicreportsonprogressandaccomplish-

mentsasrequired.

Conductscontinuoussurveyofdevelopmentmsystems

w・ ・kt・keepabrea・t・fth・ ・tate-・f-the-a・t・t・apPly

newtechniquesandtobettersatisfyrequirementsof

thecornpany・

・

令

】

W

曾

4_7
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、

JOBTITLE

■
Programmer(Business)

JOBDESCR工PTION

－じ

タ
Investigates,gathers,anaiyzesandpreparesdataforinformation

systemapPlications.Preparesproposedsystemsforpresentation

and.u.ponapprovaldevelopsprocedures,flowcharts,andblock

diagramsrequiredtoimplementtheproposedsystem.、

JOBTASKS

づ、

戸

c

`

ピ

τ

`

c

輪

'

●

Conductsfact-findingstudies,designsandimplements

themoreroutinesystemsandprocedureswithaminimum

ofsupervisionandassistsinthedesignandinstallationof

themorecomplexintegratedinformationsystems.

ConferswithManagementindefiningtheproblem.

工dentifies、collects,andanalyzespertinentdata,and

developsthesystemlogicin.ter.msofrequirements.

.Determinessysternsspecificationsanddevelopsrequire-

mentsforprocessinginformationincludingtheutilization

ofdataprocessingequiPment"ノ
Maypreparecomputerrunchartsandblockdiagramsto

supportapprovedsystemsanddevelopcomputerpro-

gra.msa'srequired.

Devisesdataverificationmethodstoassurethatthe

systemmeetsthespecifications・

Assurestheexistenceofappropriatesystemsdocumen-

tatlon.

:Preparestrainingrnateria1,instructions,andprocedures

andassistswithrequiredtrainingofpersonnelaffectedby

theinstallationofneworrevisedsystems. .

Auditsandevaluatestheeffectivenessofnew,revised。

andexistingsystemsandrecommendschangesasrequired.

Preparesandsubmitsperiodicreportsonprogresstodate

andaccomplishmentsconcerningassignedprojects.

RecommendsequipmentmodificatiOnsoradditionswhich

wouldresultinthemosteffectivesystemapplication.

シ

4_8
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JOBTITLE

TechnicalWriter ⑳

JOBDESCRIPTION

'

、
Providesdocumentationforallsystemsbeingperformedfor

theapplications,operationsandusergroups.Establishes

standardsofrelatedapplicationdocumentsandtheuseofcom-

putersystems.Developsandmaintainsrapportwithtechnica1、

stafftoinsurepropercommunicationlinksforefficientdocu-

mentat10nreqUlrementS・

、U

.

JOBTASKS

◆

●

Recordsallnecessarysystemsdescriptionsandusage

forapPlicationsystems・

Generatesstandardso∫documentinganduniformityof のエ
apPlicationprogram.s⊥oruslngorganlzatlons・

●

o

Maintainscloseandco/nstahtcontactwithtechnicalstaff

totakeadvantageofcommunicationlinksrequiredfor

thetwogroups・

Participatesinthetrainingandsupervisionofstaff

membersviadocumentaryinput.

Developsstandardsan(]proceduresmanualsforallappli-

cationareastoapPlytotechnicalsystems・

・ Developspolicyandproceduremanualswhereapplicable
formanagementcontrolofproject.

●

●

●

4-9
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業界基盤の確立に全力を傾けるADAPSO

〆

ダ

二← 一

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

AssouiationofDataProcessingService

Organizations,Inc.'(ADAPSO)

5515thAve.,N.Y.N.Y.10017

1969年11月5日

Mr.J.L.Dreyer(ExecutiveVicePresldent)

縣 富 田 、 西 尾 、 梧 沢

〆

'
.

1概 要 お よ び 所 感

ADAPSOは 、1961年 に発足 した業 界 団体 で あ るが、 当初 は、 コ ン

ピ ュ ー タ ・メ ーカー と関 係 のあ るサ ー ビス セ ンタTを 中心 に一 般 サ ー ビス

セ ンタ ーを 会 員 として集 めた。 当 時 の会 員 の一 社平 均 売 上高 は 年10万 ド

ル であ った が、 そ の後5年 間 に、 会 員 は広 義 の コ ンピ ュ ータ ・サ ー ビス産

業 に お よび 、 コング ロマ リッ ト的 な ものか ら ソ フ トウ ェア専 門 会 社 、 さ ら

に タ イム シェ ア リン グ ・サ ー ビス会 社 も加盟 し、 現 在、 会 員数235社 、

セ ンタ ー数 に して600に お よん で い る。

協 会 の活 動分 野 は 、 大別 して4つ あ る。

第 一 は 、 そ の多 くが 中 小企 業 で あ る会 員 会社 に対 す る啓 蒙 、 教 育 活 動 で

あ り、 技 術 面 、 経営 面 にわ た り各 種 の角 度 か ら これ をサ ポ ー トして い る。

第 二 は、 広報 活動 で 、 一 般 ユ ーザ ーを対 象 とす る。

第三 は 、 調 査 、 研究 お よび統 計 作成 で、 会 員 会社 のManagementや 企画

立 案 に役 立 て る こ とを 目標 に して い る。

第 四 は、 対 政府 活動 で、 現 在 これ が 中心 業務 とな つて い る。 す な わ ち、

(1)銀 行 持株 会 社 制度 の 改 正 に関 す る国会 、政 府等 へ の 働 きか け。(2)F

CCに よゐ 諸 制 度 立案 改 正へ の建 議。(3)銀 行 の一 般 ユ ーザ ー に対 す る計
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算サ ー ビ ス進 出 阻 止 の問題 等 で あ る。

活 動 の具体 例 を 挙 げ る とつ ぎ の通 りで あ る。

川 会 員の 名簿 を 作成 し、要 望 に応 じ一般 に頒 布 す る と と もに、 ビ ジ ネ ス

ウ イ ーク そ の他 の雑 誌 新 聞 に発 表 してPRす る。

(2)調 査 研 究 では、 この産業 界 の経 済 分 析 を 毎年 行 な って い る。 会 員 の75

%は 株 式 を公 開 して お り、 これ に つ いて は 公表 資料 を 使用 し、他 は 書 式

を定 め て ア ンケ ー トした結 果 を分 析 した もので あ る。

(3)最 近 、 会 員会 社 のた め に、 会社 と従 業 員、 会社 と顧 客 との間 の 契 約 の

ガ イ ドラ イ ンを 作 成 した。 作 成 方 法は 、 ア ンケ ー トに よ り100社 以 上

の会 社 か ら回答 を集 めて これ を分 析 し、 委 員会(会 員 会 社Fisher

Stevens社 副 社長 を 委 員長 とし、同社 の顧 門 弁護 士 、ADAPSOの 顧

問 弁 護 士 、ADAPSOの 専 務 理事(Mr・Dreyer)等 を委 員 とす る)

を 設 置 して検 討 した結=果で あ る。

(4)別 のサ ーベ イ で、 会 員会 社 の能 力 調 査 を行 な った。 す なわ ち、 設 置機

種 、保 有 パ ッケ ージ、 リース ・レ ンタル の別 お よび 専 門分 野 等 を 詳 述 し

一定 地域 毎 に当該 地 所在 会 社 の分 を リス トア ッ プ して問合 せ に応 じ頒 布

し、 必 要 に応 じ協会 が ア レンジ す るた め の もので あ る。

ADAPSOは 、 発 足 以 来10年 近 くな るが 、 そ の活 動 もか な り充 実 し

て きて お り、 と くに業 界 共 通 の利 益 保 護 や、 具体 的 な経 営 改善 のた め のサ

ポ ー トを積 極 的 か つ 着 実 に進 めて い る よ うで、 今 や業 界(米 国 におい て も

まだ まだ この業 界 は イ ン フ ァン トイ ン ダス ト リー で あ る こ とか ら、 とくに)

にな くては な らな い もの に成 長 して い る。 か え りみ て 、 わ が国 にお い て も

こ う した 団 体機 能 の必要 性 が痛 感 され た。

⑳

ミ

㎞

滝

2詳 論

2ユ 業 界 に おけ る現在 の問 題 点

米国 、 カ ナ ダを通 じ今 や1200の デ ー タ ー セ ンタ ーが 近 い 将来 年 間
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10億 ドル の売 上高 を あ げ よ うと して い るが、 未 だ数 多 くの 問題 を か か

え て い る。

(1)人 の問題

1972年 に おい て、 シ ス テ マ ーお よび プPグ ラマ ーが15万 人 不足

す る。 大 学 にお い て も コ ンピュ ー タ ・サ イエ ンス の学 位 を設 け る べ きだ

が、 これ が 実 現 す る には 多 くの時 間 が かか る。

(2)経 営

こ の業 界 は 、1人 か2人 で事 業 を 始 め られ る所 か ら、 中小 企業 が圧 倒

的 に 多い。 しか も年25%と い う高 い成 長 率 を 示 して い るた め、 早晩 経

営 能 力 に行 き詰 りが来 る。 速 や か に強 力 な マ ネ ージ メ ン ト ・チ ームを 固

め な けれ ばな らな い。 す な わ ち 、人事 、 マー ケ ッテ ィ ング、金 融 関係 と

い うよ うに各 分 野 毎 にス ペ シ ャ リス トを確 保 し、 チ ームを 作 る こ とであ

る。

(3)競 争

セ ン タ ーの数 が1200も あ る とい う所 か ら くる競 争 が 問 題 な のでは

な い。 何 故 な ら潜在 需 要は 幾 らで もあ る。 す な わ ち、 この産 業 外 か ら侵

入 して くる者 が問 題 な ので あ る。 例 示 す る と

① 銀 行 は、 そ の附 帯 業務 と して デ ータ ・プPセ シ ング ・サ ー ビスを行

な っても よい こ とにな って い る。 訴 訟 を起 し、 停LL命 令 を出 させ るた

め 、現 在 訴 訟 適格 有無 の判決 を 待 って い る。 後1ヵ 月で 最 高裁 の決 定

が 出 よ う。

②OneBankHolding,Co.の 問題 で、銀 行持 株 会 社 が 、 デ ータ ・

プPセ シ ング ・サ ー ビス を行 な って い る。 現在 これ を停II:な い し制限

す る銀 行 持 株 会社 法 改正 案 が下 院委 員会で 審 議 中 で あ る。

③ 電信 電話 会 社 の デ ータ ・プ ロセ シ ン グ ・サ ー ビス の 可否 につ い ては

FCCが2年 が か りで、 現在 調 査 研究 中 で あ る。

④ 大 学 は 、 コン ピ ュ ータを 買 う場 合 、 研 究 用 とい うこ とで割 引 価格 で



一146一

あ る。 これ が コマ ー シ ャ ル サ ー ヒ ス を 行 な っ て い る こ と は 、 違 法 競 争

で は な い か と し て 、 当 業 界 はFullPriceで の 販 売 を 主 張 し て い る。

⑤ 政 府 は 、 世 界 各 国 で も最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・バ イ ヤ ー で あ る。 コ ン

ピ ュ ー タ の 購 買 は 、 デ ー タ ・プPセ シ ン グ の 自己 供 給 を 意 味 す る。 そ

こ で こ の サ ー ビ ス を 部 外 か ら 購 入 す べ きで あ る と 主 張 して い る。

以 上 の 問 題 は 、 す べ て こ の 業 界 の 仕 事 が 、 一 つ の 「産 業 」 と し て オ ー

ソ ラ イ ズ され 、 認 識 さ れ て い な か っ た こ とか ら き て い る。1972年 に

は25億 ドル 、1975年 に は50億 ドル を 超 え よ う とい う産 業 が こ の

よ うな 状 態 で は 、 健 全 な 発 展 を 期 待 す る こ とは で き な い。

(4)技 術(処 理 方 式)

独 立 の セ ン タ ー で 、 一 社 平 均 年 収30万 ドル 程 度 の 中 小 企 業 の 多 い こ

の 業 界 で は 、 大 部 分 が バ ッチ 処 理 方 式 で あ る。

TSSは 、 こ れ ら 中 小 企 業 に と っ て ど うい う関 係 に な る か 。 将 来 は 、

大 勢 と し て 、 バ ッチ 処 理 が 減 少 してTSSに 向 か う こ とは 疑 い な い 。

もち ろ ん 、TSSの 発 展 の た め に は 、 多 く の 問 題 が あ り、 例 え ば 、 電

話 会 社 と の競 争 、 通 信 料 金 が ど こ ま で 安 くな る か 、 あ る い は 世 界 共 通 で

あ る が 通 信 施 設 の 拡 大 改 質 に 投 資 を 渋 る傾 向 が ど こ ま で 改 ま る か 等 、 解

決 に 努 力 を 要 す る ボ トル ネ ッ ク は 多 数 あ る。

し か し 、 結 局 の と こ ろ 、 中 小 セ ン タ ー は 専 門 化 し た サ テ ラ イ トと な り

大 型 セ ン タ ー に つ な が る 形 に な ろ う。 し た が って 、 現 在735の 会 社

(1200の セ ン タ ー)は 、5年 後 に は100社(1000の セ ン タ ー)

程 度 に な り、 これ ら 大 会 社 は 、 ・ミッチ の 大 会 社(専 門 化)とTSSの 大

会 社 の 二 種 と な り、 小 セ ン タ ー は ほ と ん ど こ れ ら の 会 社 の ブ ラ ン チ の 形

と な る か 、 小 城 を か ま え て 、TSSを 横 か ら 支 援 す る形 と な る と 思 わ れ

る。

ソ フ ト ウ ェ ア

IBMの ア ンバ ン ド リ ング に よ り、 機 械 は3%安 くな る が 、 全 体 と し

ノ
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て(ソ フ ト ウ ェ ア を 含 め る と)7%は 高 くな ろ う。IBMの こ の 計 算 は 、

プ ロ グ ラ マ1時 間30ド ル を ベ ー ス と して い る が 、 わ れ わ れ は20～25

ドル で 可 能 で あ る。 した が っ て 、 こ の 前 提 で ソ フ ト ウ ェ ア の 新 市 場 が さ

ら に 明 確 に され る こ と に な れ ば 、 十 分 業 界 と し て 対 抗 で き る と 思 う。

2.2タ イム シ ェ ア リング ・サ ー ビス

TSSの 発 展 の た め の要 件 は つ ぎ の よ うに考 え られ る。

第 一、 リサ ー チ コス ト(初 期 投 資 とで もい うべ きか)を 安 くす る こ と。

現在TSS会 社 は、 予 算 の40%をTSS建 設(各 地 オ フ ィス、 ター ミ

ナル、 組 織 お よび パ ッ ケー ジを作 る等)に 費 や して い る。 これを7～10

%に す れ ば、TSSの 使 用 コス トは 安 くな り、 中小 企 業 も使 え る よ うに

な る。 現 在 、145社 あ るTSS会 社 中、 黒字 会 社 は 、GE始 め3社

のみ で あ るのは 、 こ の リサ ー チ コス トが大 きい た め で、 ほ とん どが19M

年 以 降 にス タ ー トしたTSS会 社 は 、 よ うや くこれ か ら少 しず つ 黒字 が

で て くる段 階 で あ る(協 会 の 会 員で あ る某TSS会 社 は 、3年 間 に300

万 ドル の 赤字 を計 上 し、 明 年第1四 半 期 か らよ うや く黒 字 を予 定 して い

る)。

第二 、通 信 料金 が 高す ぎ る こ とで、 現在 一 会 社 で 月2万5千 ドル の電

話 料金 を 払 って い る所 もあ る。 これ を 特別 料金 にで きな い か。

第 三 、 マ イ ク ロウ ェー ブは 、TSSに 絶対 必 要 で 、 これ が十 分 利用 で

きな けれ ば、TSSは 伸 び る こ とが で きな い(最 近 某 社 は、 シ カ ゴ、 セ

ン トル イス 間 で の免 許 を得 、 またUCCは 、 加 州 内 で の 免許 を取得 した)

第 四、 フ ァイル ス トレ イ ジ とプ リン トア ウ トの問 題 は、 高速 、 大容 量

の大 型 機 化 で十分 解決 し うる。 た だ し、 未 だ コス ト高 のた め 広 まらな い。

な お、 最 近 、ADAPSOに お いて も、TSS関 係 の委 員会 を設 置 し

これ か ら本 格 的 な検 討 を 行 な う予 定 で あ る とい う こ とで あ った。
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2.37ァ シ リテ ィ ・マネ ージメン ト(FacilityManagement-F.M.)

当 初 は 一 般 に イン ・ハ ウス 処 理 か ら 出 発 す る。 自 社 に コ ン ピ ュ ー タ を 持

ち た が る 傾 向 は 現 在 で も否 定 で き な い。 し か し逐 次 、 そ の 仕 事 を 外 部 の

専 門 機 関 に委 託 す る方 が 、 有 利 で あ る とい う判 断 が で て きて い る。 これ

は 、 一 時 的 な もの で は な く、 デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ が 一 つ の 産 業 と し て

意 識 され 始 め た 時 か ら 予 測 され て い た こ と で あ る。 現 に 、 当 初 サ ー ビス

ビ ュ ー ロ ー と して 客 に機 械 の 時 間 を 貸 す こ と か ら 出 発 し た こ の 業 界 が、

ソ フ ト ウ ェ ア サ ー ビ ス 、 さ らに コ ンサ ル タ ン トへ と業 務 を 拡 大 して き て

い る こ とは 、 こ の 方 向 を 明 瞭 に 示 し て い る も の と い え よ う。 す な わ ち 、

F・M・ は 将 来 最 も有 望 な 分 野 で あ る。

＼

t命

2.4情 報提 供産業'

ADAPSOの 会 員 が、 この分 野 に進 出 して ゆ くか 否 か。 答 えは 否 定

的 で あ る。 理 由 と しては 、 この仕 事 には、 専 門的能 力 を 持 つ 要 員 が 不 可

欠 で あ るが、 これ に よる分 析 能 力 を持 って い な い こ とで あ る。

ADAPSOが デ ー タ ・サ ー ビス とい って い るのはProcessingを 意

味 して い る。 もち ろ ん、 フ ィラデ ル フ ィア にあ るオ ーバ ック とい う処 理

業 者 が マ ー ケ ッ ト情 報 提供 に乗 り出す とい う例 は あ るが、 われ わ れ と し

ては この業界 の 本来 的 な 発 展形 態 とは 考え て い な い とい う こ とで あ っ た。

5資 料

3.lADAPSOに よ る 「SecondOperatingRatiosSurvey」

の 要 約

こ の レ ポ ー トはDatatab社 社 長A・Steinhartを 長 と す るOperating

RatiosCommitteeに よ っ て 編 集 され た も の で 、ADAPSOの 経 済

関 係 コ ン サ ル タ ン トで ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 大 学 のGSB(Graduate

SchoolofBusiness)教 授RobertB・DesJardins氏 の 協 力 を

q
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得 た(本 調 査 の デ ー タ は1967年 の も の)。

表1は コ ソ ピ=・ 一 夕 ・サ ー ビ ス ・ビジ ネ ス の3つ の 分 野(デ ー タ処 理 、

ソ フ ト ウ ェ ア 、 タ イ ム シ ェ ア リ.ン グ)で 活 動 す る 各 代 表 的 企 業 の 財 務 構

成 を 要 約 した も.の で あ る(も ち ろ ん3つ の 分 野 の 企 業 は そ れ ぞ れ 他 の ビ

ジ ネ ス に も手 を 出 し て お り、1社 に つ い て の 実 際 の 財 務 構 成 は も つ と違

っ た も の とな る)。

表1コ ンピゴ一夕 ・サー ビス 産 業 の3つ の 分 野 の 平 均 的 企 業 像 と そ の 比 較

コンピュータ・サービス産業の種類(単 位:1000Pレ)

デ ータ処理 ソフ トウェア タイムシェアリング

収 入 分

年 間 総 収 入

オペ レイティング費用

出

益

金

益

文

11

‖

禾

て不

の

前

後

ト

他

一

の

引

引

シス

そ

税

税

税

ン▽ノ

産

産

産

額

資

総

貸

費

の他

産

勘

定

の

資

流

固

そ・

債

債

角

角

動

期

流

長

負 債 総 額

収 入 源

デ ー タ 処 理

プ ロ グ ラ ム&シ ス テム

そ の 他'

ビ ジ ネ ス の タ イ プ

$450100%

34076

11024

7216

388

143

245

10553

8040

157

'200100

6030

4523

9547

200100

$1,600100%$500100%

1,20075600120

40025-100-20

2751717535

125'8-275 、-55

503--

755-275-55

72585

759

506

850100

35041

506

45053

850100

350781207

60131,40088

409805

30050

25042

508

600100

20033

27546

12521

600100

20040

17535

12525

継 続 した固定的 な 仕 事350786003825050

非 固 定 的 な 仕 事100221・0006225050
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表1の デ ー タ処 理 業者 の欄 のデ ータは 約75企 業 を サ ンプル と して お

り、 大 規模 企 業(売 上年 間1,000万 ドル以 上)は 含 まず、 小 規模 企 業

が多 い。

平 均 年収45万 ドル とい う数 字 は1966年 と同 じで あ るが、 税 引 前

平均 利益 は1966年 の6%か ら8%に 増 加 して い る。

ソ フ トウェ ア会 社 は 、 回答 企 業 数 が わず か6社 、 タ イ ム シ ェア リング

サ ー ビス 会社 の それ も6社 で あ つ たが、 そ れぞ れ 回 答 の 内容 が しっか り

してい るの で、 傾 向 は 読 み とれ よ う。 た だ し、 タイ ムシ ェ ア リング会 社

につ い て は大 抵 が 操 業 歴 が浅 い の で、1968年 か69年 には 一 般 的 な

業 界 の トレン ドを つ かむ デ ー タが得 られ よ う。

ω ソ フ トウ ェア会 社 とデ ータ処 理 サ ー ビス会 社 の 比 較

ソフ トウ ェ ア会 社 とデ ー タ処 理 サ ー ビス 会 社 の平 均 収 入 を比 較 す る と

前者 が160万 ドル で サ ー ビス会 社 の4倍 弱。 両者 の収益 源は と もに

80%～90%が 本 業 で 、10%～20%が 関連 ビジ ネス。 デ ー タ処 理

サ ー ビス会 社 の収 入 の うち80%ま で が固 定 的 な もので 、 ソ フ トウェ ア

会 社 の それ は40%に す ぎな い。

両 者 の企 業 規模 には 差 が あ るが、 支 出 の パ タ ー ンは 似 か よ って い る。

すな わ ち 、 オ ペ レーテ ィ ング支 出 が総収 入 の うち75%前 後 を示 し、 税

引 前利益 は お よそ8%と な って い る。

1967年 現 在 、 ソ フ トウェ ア会 社 の資産 総額 は平 均825,000ド

ル で デ ー タ処 理 サ ー ビス会 社 の約4倍 。 しか し固 定 資 産 は大 体 同 じで あ

る。 これ は ソ フ トウェ ア会 社 では 総資 産 の約10%、 デ ー タ処 理 サ ー ビ

ス 会社 で は40%と な る。 この差 は 主 と して 、 大 手 デ ー タ処 理 サ ー ビス

会 社 は コ ンピ ュ ー タ買い 取 りで入 手 す るの に対 し、 ソフ トウェ ア会 社 の

大 部分 は レ ン タ ル ま た は リースを 利 用 して い る こ とに よる もの と思わ

れ る。

つ ぎに負 債 は 、 長 期 負債 は 両者 の間 に明 らか な違 い が あ り、 デ ー タ処

㊨
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理 サ ー ビ ス 会 社 の 長 期 負 債 は 負 債 総 額 の23%に お よ び 、 ソ フ ト ウ ェ ア

会 社 の そ れ は6%で あ る。

(2)デ ー タ処 理 サ ー ビス 会 社 と タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス 会 社 の 比 較

1967年 に 限 っ て み れ ば 、 タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス 会 社 の 年

間 売 上 高 は50万 ドル と デ ー タ処 理 サ ー ビス 会 社 の45万 ドル を 上 廻 る

が 、 今 後 タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス 会 社 の 伸 長 が 大 き い と予 想 され

る の で 、 こ の 差 は さ ら に 拡 大 す る だ ろ う。 な ぜ な ら中 小 タ イ ム シ ェ ア リ

ン グ ・サ ー ビ ス会 社 は 、 次 第 に 淘 汰 さ れ る こ と が 考 え ら れ る の で 、 平 均

的 企 業 規 模 は 当 然 大 き くな る か ら で あ る。

タ イ ム シ ェ ア リン グ ・サ ー ビス 会 社 の 収 入 の40%は デ ー タ処 理 サ ー

ビ ス に よ る も の で あ り、35%は ソ フ ト ウ ェ ア お よび プ ロ グ ラ ミ ング'

サ ー ビ ス で あ る。

な お 、 固 定 業 務 は デ ー タ処 理 サ ー ビ ス 会 社 の80%に 比 し て ソ フ トウ ェ

ア ・サ ー ビ ス 会 社 は50%で あ る。

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス 会 社 の 総 資 産 額 は 、 デ ー タ 処 理 サ ー ビ

ス 会 社 の そ れ よ りや や 多 い が50%が 流 動 資 産 、40%が 固 定 資 産 とい

う内 訳 は ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビス 会 社 の そ れ と ま る で 違 っ て い る。

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス 会 社 の 長 期 負 債 は 負 債 総 額 の45%で 、

デ ー タ処 理 サ ー ビス 会 社 の23%、 ソ フ ト ウ ェ ア ・サ ー ビ ス 会 社 の6%

よ り 大 き い 。

(3)デ ー タ処 理 サ ー ビス 企 業 の 性 格 と規 模 との 関 係(表2)

計 算 セ ン タ ー を2つ 以 上経 営 し て い る 企 業(Multi-centerfirm)

と1セ ン タ ー の み の企 業(Singlecenterfirm)の2っ に大 き く分 け

ら れ るが 、 前 者 の 収 入 の 規 模 は 平 均 して 後 者 の1.5倍 で あ る。

EAM装 置 し か も っ て な い 企 業 の 年 収 は10万 ド ル を 超 え ず 、 逆 に70

万 ド ル を 超 え る大 企 業 は コ ン ピ ュ ー タ とEAM装 置 の 両 方 を 有 し て い る。

コ ン ピ ュ ー タ の 所 有 権(買 取 りか 否 か)は 収 入 の 多 寡 に は さ し て 関 係
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は な い が、 使 用 す る コン ピュ ー タ の メー カ ーは 収 入 の 規模 に よ って 差異

が あ り、 また 規模 が大 きい ほ ど会 社 組 織 とな っ てい る。

ADAPSOの 会 員の年 収 は約50万 ドル で、30万 ドル 程 度 の企 業

は い かな る団 体 に も加 入 して な い。65万 ドル を超 す 企業 はADAPSO

を 含 め て1つ 以 上 の団 体 に加 入 して い る。

総 じて 中南部 の企 業 は 収 入 の 規模 が 小 さ く、 西部 、 北 東 部 へ 移 るに し

た が つて 大 き くな っ てい る。

●

表2企 業 の性格 と企業規模 との関係

企業規模 平 均 年 間 収 入 (単 位:千 ドル)

企業の特性 100 200 300 400 500600 700800

A

企業 の種類 Sing且ecenter MUItl center

使 用 装 置 EAM装 置 のみ コンピ ュータだけ コン ピ ュータ

とEAM装 置

コ ン ピ ュー タの

所有権有無
非所有 所有

使用 コンピュータ UNIVAC BURROUGHSHONEYWELL IBM

経 営 型 態 個く経営
.

会社形態

加入している団体 いかなる団体 ADAPSO どこ力胡団体

にも属さず に属 している

地 域 中南部 酬 北東部

▼
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3.2ADAPSOに よ る 「デ ー タ 処 理 サ ー ビ ス 業 の 経 済 分 析 」 の 要 約

こ の 調 査 は 合 衆 国 、 カ ナ ダ 、 プ エ ル ト リ コで250以 上 の セ ン タ ー を

経 営 す る125社 か ら の 回 答 に よ る(回 答 率 は 企 業 数 で15%、 セ ン タ

ー数 で20～25%
、1967年 現 在)

3.2.1各 種 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビス 業 の 特 性 比 較

(表1)

比 較 対 象

サ ー ビ ス の 種 類

デ ー タ処 理 ソ フ ト ウ ェ ア タイムシェアリング

平 均 社 歴

1営業所あた り平均顧客数

平 均 総 収 入 額

1営業所あた り平均収入

1顧客あた り 平均収入

収入に占める人件費の割合
(平均)

収入に占める装置支出の

割 り合い(平 均)

平 均 従 業 員 数

従業員1人あたり平均売上高

5

60

$300,000

$275,000

$5,000

48%

25%

20

$13,750

3

15

$350,000

$200,000

$15,000

50%

無 回 答

20

$18,000

2

65

$1,000,000

$200,000

$3,000

35%

40%

50

$25,000

(1)ソ フ トウ ェア会 社 は1つ の オ フ ィス あた りの顧 客 が 少 な い が 、1顧 客

あ た りの収 入 が 高い。 ソ フ トウェ ア会 社 の人件 費は 非 常 に高 く装 置費 用

が 小 さい。 これは 高 度 な 能 力を 売 る会 社 だ とい う見 方 を 裏 づ け る。

(2)タ イ ムシ ェア リング会 社 は1オ フ ィス あた り多 数 の顧 客 を 持 っ てい る

が 、1顧 客 あ た りの収 入は 少 ない。 多 数 の従 業 員 を持 ちな が ら も人 件 費
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の 占め る割 合 い は 一 番低 い。 収益 は タ イム シ ェ ア リング会 社 が最 も高

く、 また1人 あ た り売 上高 も最 も高 い。

(3}デ ー タ処 理 サ ー ビス会 社 の企 業 形 態 は 、 タ イ ムシ ェア リング会 社 と

ソ フ トウ ェア会 社 の 中間 的 な もの で あ る。 例 え ば顧 客 数 が 多 い こ と、

1ユ ー ザ ーあ た りの収 入 が少 な い こ とで は 、 タ イ ムシ ェ ア リング会 社

に似 て お り、 従 業 員 の数 では ソ フ トウェア会 社 と同 じで あ る。

3.2.2デ ー タ処 理 サ ー ビス 会 社 に つ い て の 一 般 的 分 析

(1)デ ー タ処 理 サ ー ビ ス 会 社 は1967年 現 在 、 約80%の 会 社 が1つ

の 営 業 所 しか 持 っ て お らず 、 こ れ は 全 体 の 計 算 セ ン タ ー数 の 約34%

に あ た る。 残 りの20%の 会 社 が66%の セ ン タ ー(数 に して247

セ ン タ ー)を 経 営 し て い る。

ま た 、29の 会 社 が 東 北 部 に 本 拠 を か ま え 、22社 が 北 部 中 央 地 域

そ の他 南 部21、 西 部14と な つ て い る。 こ の うち12社 は 上記4つ

の 地 域 の うち2つ 以 上 に ま た が っ て サ ー ビ ス ・エ リア を 持 っ て お り
、

全 国 組 織 で サ ー ビ ス し て い る の は わ ず か9社 で あ る。 ま た 海 外1カ 国

以 上 に サ ー ビ ス ・エ リア を 持 っ て い る 会 社 は8社 あ る。 全 米 の 計 算 セ

ン タ ー の うち40%は ニ ュ ー ヨ ー ク 、 シ カ ゴ 、Pス ア ン ゼ ル ス 、 ロ ン

グ ビ ー チ 等10大 首 都 に 集 中 し て お り、 半 数 を 少 し 上 ま わ る 数 の セ ン

タ ー が 、 そ の 他 の20の 大 都 市 で 活 動 し て い る。

(2)デ ー タ処 理 サ ー ビス 会 社 の サ ー ビス 種 類

ほ と ん ど の 会 社 が 一 般 的 な ビジ ネ ス ・デ ー タ処 理 サ ー ビ ス を して お

り、 医 療 関 係 と か リス トお よ び フ ァ イル と い っ た 特 殊 な サ ー ビ ス を し

て い る と こ ろ は 多 くな い。 た だ3社 は 政 府 関 係 に 収 入 の50%以 上 を

依 存 し て い る。

冶

、
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デ ー タ処 理 サ ー ビス 会 社 の サ ー ビス の 種 類

ア プ リケ ーシ ョンの種 類 企 業 数

商 業 用 デ ー タ 処 理 91

医 療 関 係 6

政 府 関 係 5

リス トお よ び フ ァ イ ル 10

科 学 技 術 計 算 14

一155一

(3)デ ータ処 理 サ ー ビス 会 社 の従 業 員 構 成

典 型 的 な デ ー タ処 理 サ ー ビス会 社 の 従業 員構成 は 次 の よ うな もの と

な る。

デ ータ処理 サ ー ビス会 社 の従 業員 構 成

仕 事 の 種 類 構 成

経 営 幹 部 6%

マ ネ ー ジ ャ ー,監 督 者 9

セ ー ル ス ・サ ポ ー ト 5

プ ロ グ ラ マ ー 11

シ ス テ ム ・ ア ナ リ シ ス 7

マ シ ン ・ オ ペ レ ー タ ー 15

キ ーパ ンチャー,事 務 員 44

デ ー タ、 配 達 、 管 理 3

た だ し 、 経 営 幹 部(エ グ ゼ ク テ ィ ブ)の6%と い う数 字 に つ い て は

実 際 に は 半 数 ぐ らい の 会 社 が1人 と答 え て い る。5人 以 上 の エ グ ゼ ク

テ ィ ブ が い る と こ ろ は 極 め て 少 な い。 マ ネ ー ジ ャ ー
、 監 督 者 の 平 均 数

は2名 で 、5人 以 上 の ス ーパ ーバイザ ー を 持 つ 会 社 は 全 体 の11社 に す

ぎ な い。 も つ と も こ の11社 で 全 ス ー パ ー バ イ ザ ー の60%を 占 め て

い る。 また 、 セ ー ル ス マ ン を 持 っ て い な い 会 社 が 全 体 の40%を 占
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め て い る。

(4)デ ー タ処 理 サ ー ビ ス 会 社 の 抱 え る 諸 問 題

業 界 の 問 題 点 ラ ン キ ン グ

問 題 占
順 位

'、 、、

1966 1967

コ ン ピ ュ ー タ 導 入 問 題 1
●

5

業 者 間 競 争 2 3

人 事 3 1

老 朽 マ シ ン の 維 持 4 6

サ ービス 料金の算定問題 5 4

新 しい サ ー ビ ス 考 案 6 2

〆

コ ン ピ ュー タ導 入 問 題 が66年 で は 一番 大 きか った のが 、67年 に

は5番 目 に ラ ンクされ 、 これ に比 し新 しいサ ー ビス を ど うい う形 で 打

ち 出 して ゆ くか とい う、 い わ ゆ る製 品 開発 の問 題 が6位 か ら2位 に 上

が っ て い る。 また 人材 面 の悩 みが 高 くな つ て お り、 全体 と して み る と

この1年 間 で 初 歩 的な 悩 みか ら安定 、拡 張 型 の問 題 に移 行 した感 が強

いo

(5)デ ー タ処 理 サ ー ビス 業 の経 営 歴 と 各 種 パ ラ メ ー タ

F
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「

デ ー タ処理 サ ー ビス業 の経 営 歴 と各 種 パ ラ メータ の関 係

パ ラ メ ー タ

.

デ ー タ処 理 ビジネ ス の社 歴(年)

0-3 4-6 7-9 10以 上

企 業 数

顧 客 数

年 間 総 収 入(千 ドル)

1顧 客 あ た り 収 入

収入に 占め る人件 費 の

割合(%)

収入 に占やる装 置費用
の割合(%)・

従 業 員 数

従業員1人 あたり売上高

収入に 占める税引前利
益 の割合

24

37

(30-50)

225

(165-291)

5600

(3500-12000)

47

(39-55)

30

(21-33)

17

(12-26)

13870

(9524-17555)

2.9

(0-10)

24

75

(50-100)

300

(200-500)

4000

(2833-7412)

49

(44-54)

26

(20-31)

18

(12-40)

13950'

(11363-17555)
、

1.7

(0-8.3)

16

110

(75-125)

350

(262-900)

4750

(3000-6500)

48

(46-52)

20.5

(16-27)

24

(20-62)

14218

(12000-16129)

6.7

(0-10)

16

108

(70-130)

450

(325-950)

4500

(3077-6β57)

50

(44-55)

22.5

(145-25)

37

(16-51)

12650

(10526-15500)

8.5,

(35-157)

()内 は デ ータの最 大 と最 小 数字 を示 す。

ー

　
O

『
ー
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社 歴 と年 間 総 売 上 高 に示 され る企 業 規 模 とは 比例 関 係 に あ る。 た だ

伸 長 率 は 社 歴7-9年 か ら10年 以 上にか け て急 速 にな る。 しか し顧

客 あ た り売 上高 は 逆 に減少 傾 向を た どる のは、 この 業 界 で もマ ス プ ロ

マ ス セ ール ス の 原則 が働 くの か もしれな い。 また 収 入 に 占め る人 件 費

の割 り合 いは 規 模 が大 き くな るにっ れ て多 くな るが 、 従 業 員1人 あた

りの売 上高 で み た 労働 生 産性 は7-9年 が ピー クで10年 以 上は 低 く

な っ て い る。

全 体 的 にみ て 社 歴4-6年 とい うと ころ が経 営 的 に も一 番 苦 しい時

期 で あ る。.

〔6)企 業 規模 の大小 か らみ た デ ータ処 理 サ ー ビス 業 の特 徴

総 売 上 高(D 総 売 上 高(2)

$200,000以 下 $500,000以 上

企 業 数 24 25

4.5 8.0

社 歴 (2.2-6.5) (4.2-10)

顧 客 数
47.5

(30-67.5)

120

(90-300)

1顧 客 あ た り 収 入
3,250

(1,900-5,750)

6,875

(5,000-10,500)

26.5 20
収入 に対す る装置 の% (18-39) (16-25)

48 51

収入 に対す る人件費の% (41-55) (45.5-56.5)

従 業 員 数
12

(9-15)
65

(45-125)

従 業員1人 あた り 収 入
12,350

(8,800-16,600)

14,078

(11,000-17,500)

平 均 給 与 支 払 額
5,500

(4,400-7,200)

7,200

(5,200-8,100)

2.5 6.1

利 益 の 割 合 (-0.3-9.2) (2.2-13⑨)

Y
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〔7)従 業 員構成 か らみ た デ ー タ処 理 サ ー ビス 企 業 の特 徴

一159 一

キーパンチャー50%以 上 プログラマー20%以 上

プログラマー20%以 下 キーパンチャー50%以 下

企 業 数 26 25

社 歴
8

(45-125)

5

(3-7)

顧 客 薮
80

(45-125)

60

(30-100)

年 間 総 収 入
400

(190-700)

291

(175三510)

1顧 客 あ た り 収 入
5,000

(3,300-6.700)

5,867

(2,500-9,750)

収入に対す る装 置 の%
47.5

(44.5-525)

47.5

(43.5-55)

従 業 .員 数

32

(16-75)

20

(13.5-33)

従 業 員1人 あた り 収 入
11,200

(8,800-1,400)

15,100

(1,300-2,100)

平 均 給 与 支 払 額
5,200

(4,700-7,125)

7,192

(5,600-100,000)

収入に対する税引前利益の%
5.5

(2.0-100)

3.3

(0-14.2)

一 般 的 には プ ログ ラマ ー が キ ーパ ンチ ャー よ り も多 い と こ ろは 企 業

規 模 も大 き く社歴 も古 い と推 定 され るが、 社 歴 は この構 成 パ タ ー ン に

関 係 が な い よ うで 社 歴 の新 しい と こ ろが 意外 に もプ ログ ラマ ーな どの

ス ペ シ ャ リス トを 抱 え、 人 件 費 も多 く、 従 業 員の 生産 性 も高 い。 しか

し税 引 前 の利 益は 低 い(多 分 人 件 費 の圧 迫 に よる もので あ ろ う)。
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通信回線の利用効率の向上を推進するECC

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

FederalCommunicationCo㎜ission(FCC)

1919M.Street,N.W.,WashingtonD.C.

1969年11月6日

Mr.、MaxD.Daglin,E.xecutiveDirector

Mr.KelleyE.Griffith,Chief,DomesticRates

DivisionoftheCommonCarrierBureau

Mr.DonElardo,Attorney

吉 田 、 富 田 、 西 尾.縣 、 梧 沢 、 宮 野

1概 要 お よ び 所 感

米 国 で は コン ピュ ー タ利 用 のオ ン ラ イ ン化 が急 速 に進 んで い る。FCC

が採 用 した あ る推 定 に よれ ば、1966年 には 全米 の コ ンピ ュー タ の うち

7%が オ ンラ イ ンで 使用 されて い た の に対 し、1975年 には50～75

%の コ ン ピ ュー タが オ ン ライ ン化 され る もの と予 想 され て い る。 また オ ン

ライ ンの情 報処 理 サ ー ビス事 業(teleprocessingservice)も 急 速

に発 展 しつ つ あ る。'

この よ うな実 情 に即応 して、 通 信 回 線利 用 につ い ては 、 そ の効 率 的 な 利

用 の た め の 障害 とな って い た制 限(通 信 会 社 に よって設 け られ て いた 制 限)

で、 例 え ば ユ ーザ ーが ユ ーザ ー所 有 の機 器 －ForeignAtatchmentを

通信 回 線 に接続 す る場 合 の 制限、 ライ ン ・シ ェ ア リング につ いて の制限等)

は 徐 々に廃 止 され て きて い る。FCCは 、 通 信 会 社 の この よ うな 努 力 を 基

本 的 に歓 迎 して お り、 また これ はComputerとCommunication問 題 に

関 す るFCCの 調査 、FCCの 依頼 に よ るSRIの リポ ー ト等 が い ち は や

く通 信 会 社 に影 響 を 与 え、 彼 等 の改 善 へ の 努 力 を 誘発 した もの と評 価 して
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い る。

な お 、FCCと し て は 、 現 在SRIリ ポ ー トに 基 づ きComputerと

Co㎜unication問 題 に 関 す るFCCの 見 解 の と りま とめ を 急 い で お り、

事 務 局 は 、2ヵ 月 以 内 にはFCCと し て の 見 解 の 決 定 が 可 能 に な ろ う と し

て い る。 事 務 局 が 現 在 い だ い て い る 見 解 は

① 通 信 回 線 利 用 に つ い て は 、 上記 の よ うな 利 用 効 率 向 上 の 措 置 を 推 進 す

る。

②teleprocessingserviceに つ い て は 、 通 信 面 か ら の 規 制 は 課 さ

ず 、 自 由 な 営 業 を た て ま え と す る。

③ 通 信 会 社 がteleprocessingserviceを 行 な う こ と に つ い て は 、

例 え ばteleprocessingservice業 務 を 通 信 業 務 か ら 会 計 分 離 す る

な ど の 非 通 信 会 社 保 護 の た め の セ ー フ ガ ー ド措 置 の 下 に こ れ を 容 認 す る。

と い う も の の よ うで あ つ た 。

な お 、 最 近 米 国 で は オ ン ラ イ ン情 報 処 理 の た め の 通 信 回 線 利 用 に よ つ て

電 話 のbusyが 増 大 し、 ト ラ ブ ル を 生 じ て い る 旨 の ニ ュ ー ス が 日 本 で 伝 え

ら れ て い る の で 、 こ の 点 に つ い て た だ した と こ ろ、 ニ ュ ー ヨ ー ク 地 域 の 電

話 サ ー ビス の 質 が 落 ち て い る た め 調 査 を 行 な っ て い る の は 事 実 だ が 、 オ ン

ラ イ ン 情 報 処 理 の た め の 通 信 回 線 利 用 が そ の原 因 で あ る と は 考 え ら れ な い

と の こ と で あ つ た 。

2詳 論

2.lFCCの 役 割 リと通 信 規 制 の 概 要 ・

FCCは 、 国 会 の委 任 に基 づ き、 法律 の定 め る と ころ に した が つて 、

国 内 お よび国 際 の全 ての 非 政 府 通信 を規 制 す る こ とを任 務 と してい る。

規 制 の対 象を分類 す る と

① ラジ オ、 テ レビ等 の放 送 事 業

② 電信 、 電話 等 の通信 事 業

¶

`
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③ そ の他 全 て の 民間 通 信

に分か れ る。

FCCは 、 これ らの 任務 を 遂行 す るた め、7人 の委 員 に よって 構成 さ

れ る。 委 員は 大 統 領 に よっ て 任 命 され 上 院 の承認 を 受け る こ と とな って

い る。 任 期は7年 で、 超 党 派 の構成 を た て まえ と し、4人 以 上 の委 員が

同 一 党 派 に属 しては な らな い とい うこ と にな つて い る。

委 員 会 を補 佐 す る事 務 局 は1,500人 の職 員を 擁 し、 こ の うち1,1'OO

人 が ワシ ン トンのオ フ ィス を構 成 し、 残 りの400人 の技 術 者 、 技 能者

が 全国 の監視 局 に 配置 され てい る。ComputerとCo㎜unicationの

問 題 を取 り扱 うのはCo㎜onCarrierBureauで 、160人 の職 員を

か か え てい る。

通 信 規 制 の 基本 法はCo㎜unicationActで 、 同法 施行 の ため 唖 大

な 量 に のぼ る命 令 が 出 され 、 これ らに した が つて 規制 が運 営 され て い る。

主 要 な規 制事 項 は

① 通 信 サ ー ビス に関 す る価 格 その他 の条 件 に 関 す る こ と。

② 通 信事 業 へ の エ ン ト リー に関 す る こ と。

③ 人 工 衛星 関係 事 業 の株 式 発 行 に関 す る こ と。

④ そ の他(FCCに よ る会計 シス テ ム の提 供、 原 価 償却 額 の規 制 、取

締役 の兼務 の 規 制等)で あ る。

通信 規 制 の基 本 的 な 精 神 は 、通 信事 業 の うち 自然 独 占が不 可 避 な分 野

につ い て、 独 占 に伴 う超 過 利 益 を通信 会 社が 吸 収 す る こ とを 防 止 し、 こ

れ を大 衆 に還 元 せ しめ る こ と にあ る。 自 然独 占が 必 然 で な い よ うな 分 野

にお い ては 、FCCは 企 業 の 自由 なエ ン ト リーを 認 め、 規 制 を 緩や か に

して い る。

(注)

2.2TeleprocessingServiceに つ い て

SRI(StanfordResearchInstitute)の リ ポ ー ト に 基 づ き
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現 在事 務 局 にお い て 委 員 会 に対 す る勧 告 案 を 準 備 中で あ り、2ヵ 月 以 内

にはFCCと して の見 解 を決 定 で きる ので は な いか と考 え て い る。 見 解

が いか な る もの とな るか は決 定 を またね ば な らぬ が 、事 務 局 の考 えは お

おむ ね つ ぎ の ご とき もの の よ うで あ っ た。

① 基本 的 な 態 度 として、 委 員会 は 伸 びっ っ あ る産 業 界 に シ ・ ックを与

え る よ うな 規 制 措 置を と らぬ との 方針 を これ まで とって きて いる。 お

そ ら くteleprocessingserviceeS自 由な 競 争環 境 で育 つ こ とが

望 ま しい と され るだ ろ う。

② こ の考 え は 、 非 通信 会 社 のみ な らず 、 通 信 会 社 がteleprocessing

serviceを 行 な お う とす る場 合 に も 適 用 され る だ ろ う。 ウェス タ ン

ユ ニオ ンの ご とき通信 会 社 が この事 業 に エ ン ト リーす るこ と も許 され

るだ ろ う。 また料金 規 制 は 行な わ れ るべ きで な い だ ろ う。

③ た だ し、 通 信 会社 が エ ン ト リー す る際 には 、 非 通 信会 社 との競争 条

件 の公 平 を 確 保 す るた め の予 防 措 置 が 必要 とされ る だ ろ う。 この よ う

な セ ー フ ガ ー ドとして は 「会 計 分 離、 別事 業 部 に よる運 営 、別会 社 の

設 立 等 、 通 信 回線 の無 差別 な提 供 と利 用 が 明瞭 に確 保 され るた め の 措

置 」が 考 え られ る だろ う。

(注)teleprocessingserviceと い うこ とばはSRIリ ポ ー ト

の 中 で 用 い られ て い る用語 で 「有 線 通信 または 無 線 通 信 の利 用を

含 む(involve)コ ン ピュ ータ ・サ ー ビス 」 と定義 され て い る。

2.3通 信 回 線 利 用 に 際 して の 制 限 の 緩 和 に つ い て

従 来 、 ラ イ シ ・シ ェ ア リ ン グ、foreignattachmentの 接 続 等 に つ

い て 通 信 会 社 は 種 々 の 制 限 を設 け て い た が 、 本 年 は じめ 頃 か ら 、 これ ら

の 制 限 は 次 々 と 廃 止 され て き て い る。 現 在 で は 、 ラ イ ン シ ェ ア リ ン グ に

つ い て は 、 ユ ー ザ ー が 他 人 と通 信 回 線 を 分 割 利 用 す る こ とは 相 当 程 度 ま

で で き る よ う に な っ て お り、foreignattachmentの 接i続につ い て は

竃
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実 質的 に制約 はな くな ってい る。

通 信 会 社 が、 この よ うに制限 の緩和 を進 めて い る のは 、FCCの 調 査、

SRIの リポ ー トで 提起 され た 問題 を 自主 的 に解 きほ ぐそ うと努 力 しは

じめ た た め で、FCCと しては 、 この よ うな 動 きを 好 感 して い る。 これ

らの通 信 の効 率 使用 と単位 コス ト切 下 げ の動 きは 今 後 も進む で あ ろ う。

な お、 ユ ーザ ー が 通信 会 社 か ら借 りた 通 信 回 線を 他 人 に転貸 す る こ と

は 、 それ に よって 利益 を あげ な けれ ば原 則 と してOKで あ る。(細 目の

例 外 は あ る。)

また、 音 響接続 に つ い ては、 従 来 タ ー ミナル デ ィバ イス の接 続 はOK

通 信 設 備 の接続(例 え ば、 自動車 ラジオ の 接続)はNOで あ った がX

月1日 以 降は 全てOKと な った。

2.4そ の 他

最 近 日本 で 「米 国 にお い て オ ンラ イ ン情 報 処 理 のた め の通 信 回 線利 用

が電 話 回 線 を オ ーバ ー フ ロー させ通話 に 障害 を及 ぼ して い る」 と の ニュ

ース があ るが
、 と問 うた ところ、 驚 きの表 情 で つ ぎ の よ うに説 明 して い

た。 す な わ ち 、FCCと して は、 最近 ニ ュ ー ヨー ク地 域、 と くに マ ンハ

ッタ ン 地区 の電話 サ ー ビス の質 が低下 した こ とに関 心 を 持 ち、 通信 会 社

(ベ ル 、 ゼ ネ ラル、 ユ ナ イ テ ッ ドお よび2,000の 独 立 会 社 の代表 機 関)

と非 公式 の デ ィス カ ッシ ョンを行 な って い る。 現在 まで の とこ ろ、情 報

処 理 のた め の通 信 回 線 利用 が そ の 原因 で あ る との徴候 は な い。

ニ ュ ー ヨー ク地域 の通 信 会 社 の お そ まつ な企 画 が原 因 とな つ てい る よ う

だ。 こ の結 果 、 交 換 機 の容 量 に不 足 を生 じて い るよ うだが、 現 在 進 め ら

れ てい る調査 に よつて他 の 問 題 も発 見 され るか も しれ な い。



、

,

⑨

'

'

'

O



,

P

ソ フ ト ウ ェ ア の 特 許
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調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

特 許 局(PatentOffice)

40thStreetBetweenConstitutionAve.andEStreet

N.W.WashingtonDC20231

1969年11月7日

Mr.IsacFleicshman,DirectorofInformationService

Mr.Morison情 報 処 理 カ リ キ ュ レ 一 夕 専 門

吉 田 、 宮 野 、 富 田 、 西 尾 、 稲 沢 、 縣

1概 要 お よ び 所 感'

ア メ リカ にお け る ソフ トウエ アの特 許 問題 は、 各 所 で種 々意 見 が 出て 議

論 され て い るが、 特 許 局 にお い て は未 だ特 許 と しての 性 格 づ け、 範 囲 な ど ・

の 規 準 が き ま って お らず、 ケ ー ス・ミイ ケー スの積 み 重 ね に よ って、 今 後何

らか の 方 向を見 出 そ うと して い る段 階 と感 じ られ た。

2詳 論

(1)1968年 当時 出 され て い た ソフ トウエ ア特 許 に 関す るガ イ ドラ イン

は1968年10月13日 付 で取 消 しとな った。 掲 示 は連 蔀regに 出

て い るが、 特 許 局 か ら も間 もな く通知 が 出 るで あ ろ う。

理 由 は、 あ る控 訴 審 で 新 しい判例 が 出 され た た め で、 新 しい ガ イ ドラ

イ ン を出す こ とはや め、 ケ ース バ イ ケース で きめ て い くこ とに してい る。

ソ フ トウエ アの み の もの で は な いが、 係 争 中の もの が10～15件 あ る

が 、1969年 中に はけ りが つ くで あ ろ う。

(2)法 律 に よ り特 許 と し て い る も の は 何 ら か の プ ・セス で物 を動 作 さ

せ る もの で例 え ば機 械 類 や、 そ の他 の製 品、 物 が 集 って で きて い る装 置

]
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の 全 く新 しい もの、 あ るいは以 前 あ った もの の改 良 を施 した もの を対 象

と して い る。

ソ フ トウエ アの場 合 には 提 案→ 公 聴 会→ 特 許 制度 諮問 委 員 会→ 答 申書

(こ の答 申書 で特 許 と しな い こ とに な った。)と い う手 順 をた ど る。

1968年 春,大 統 領 に よっ て ソ フ トウエ アを特 許 とは しな い、 そ し

て この 問 題 に つ いて は研 究 の余 地 あ り とい うこ とに な り、 短 か い ガイ ド

ライ ンを作 っ た が、 前述 の 通 り廃 止 され て い る。

(3)モ ー ビル オ イ ル の特 許 問 題

1969年8月14日 の裁 判 所 の 判 決 で特 許 局の 立場 が 認 め られ た。

たX"一 点 認 め ら れ な か った 点 が あ り、 現在 特 許 局で 審 査 して い るが、 装

置 の部 分 で あ っ て、 ソフ トウエ アの特 許 問 題 と して は重 要 な もの で はな

い 。

法 律 に よれ ば 発 明の 主 旨 を は っ き りと示 さな けれ ば認 め られ ない。 今

回 の 場 合、 申請 者 は同 じ こ とをや るの に コン ピュ ー タでや らな くて も手

作 業 で もで き るこ と、 自分 の発 明で な い こ と、 な どを い って お り、 ソフ

トウエ ア と しての 特 許 の審 議 に入 って い な い。

たr－ 点 とい った の は、 メ カニ カル な面 で 特 許 の 巾が 広 過 ぎ る ど して

特 許 に しな か っ た点 につ い て、 裁 判 所 は これ を認 め な か ったの で審 議 し

て い る訳 で あ る。

(4)新 しい特 許 法 を作 るこ とに対 して マ ク レラ ン議 員が提 案 して い るが、

未 だ公 聴 会 は開 かれ て いな い。

(5)今 まで 出た 特 許法 集 中に ソ フ トウエ ア に関 した もの は な い。1年 前 ブ

レナ 前長 官 が 版 権 の よ うな 特許 に代 る手 段 はで きな い ものか ど うか、 産

業界 に 聴取 した こ とが あ る。 しか し何 を 守 っ て欲 しいの かが 不 明 で あ っ

た。 つ ぎの 長 官 が 引 きつ づ いて 進 め てお り、 特 許 弁 護 士協 会 の マ ッキ ー

が 演説 し、 委 員会 を協 会 の 中 に作 り、 ユ ー ザ ー、 弁 護 士、 産 業 界 が これ

を 研 究 す る こ とを 提 案 した が 未 だで きて い な い。

、竃

己
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(6)将 来 と して は、 ケ ー ス バ イ ケ ー ス で つ み 重 ね て い く予 定 で あ る
。 しか

し、 新 規 性 、 明 白 性 に つ い て 調 査 す る こ とが で き る か ど うか が 問 題 で あ

る。

3参 考 事 項."

ソ フ ト ウ エ ア の 特 許 問 題 に 関 す る 資 料 と し て 、 つ ぎ の も の が 参 考 と な る 。

資 料 名

1.TheI、owofSoftware1969Proceedings

2.TheLowofSoftwarel968Proceedings

3.SoftwareProtect'ionbyTrade ,Secret,Contract,

Patent

出 版 元

ProfessorIrvingKayton

Computer-In-LowInstituteGeorgeWashingtonUniv .

2000HStreetN・W .WashingtonDC20006

、

●



,

、吟

唱

、
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'
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躍 進 す る コン ピ ュー タ ・ユ 「 テ ィ リテ ィ

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調

-

査 者

UniversityComputingCompany(UCC)

1949StemmousFreeway,Dallas,Texas75207

1969年11月10日

Mr.RussChoyce,Staff,ComputerUtilityNetwork

Mr.J.R.Payne,Director,CorporateM'erketing

Services

Mr.BobCrawford,Marketing/ProgrammingStaff

Special'ist,GomputerIndustriesInc・

Mr.RalphBain,StaffConsultant

Mr.RichardG.。Fagin,(PresidentUCCInternational,

InC.)

吉 田 、 宮 野 、 西 尾 、 縣 、 稲 沢 、 富 田

概 要 お よ び 所 感 ・'

UCCは1963年 に 設 立 さ れ 、 意 欲 的 な 拡 張 政 策 に よ っ て 急 激 な 発 展

を とげ て き た 情 報 処 理 サ ー ビス の会 社 で あ る。

ダ ラス の 本 部 で は 、
.サ ム ・ ワイ リー会 長 、 チ ャ ー ル ス ワ イ リー社 長 の も

と に ス タ ッ フサ ー ビス 、 コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 、 経 理 の各 担 当 副 社 長 を.

お い て 世 界 に ま た が るUCCの 活 動 を 統 括 して い る。 業 務 は オ ン ラ イ ンサ

ー ビス を 行 な う コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リィ テ ィ ・ネ ッ ト ワ ー ク ゴ バ ッチ

処 理 の サ ー ビ ス ビ ュ ーP－ で あ るデ ー タ1リ ン ク部 、 シ ス テ ム エ ン ジ ニ ヤ リ

ン グ サ ー ビ ス を 行 な うAppliedSciencgGroup,海 外 の 業 務 を 行 な う

UCCInternationalの4部 門 お よび 製 造 部 門 等 を 受 け も つ 子 会 社 群

に よ っ て 行 な わ れ て い る。.

'
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1968年 に は、 ヨー ・ ッパ と米国 の ダ ラス を 衛 星通 信 回 線 で結 ん で超

遠 隔 デ ータ処 理 の実 験 を 成 功 させ て、 この世 界 の 耳 目を 集 め 、69年 は壮

大 な デ ータ通 信 網 の 自力 建 設 計 画 を発 表 し話 題 を さら って い る。 ヨー ロッ

パへ の進 出は 、 ヨー ロッパ の情 報 処 理界 を 震 憾 させ て い る。

この 激 しい成長 振 りを さ さえて きた ものは 、 会 社 の経 営 政 策 そ の もの で

あ り、 旺 盛 な 投 資 力 にあ る こ とは 間違 いな い が 、 数 量 的 には 、 吸収 した子

会 社 の業 績 の積 み 重 ね もあ る。

この 社 の提唱 す る コ ン ピュ ータ ・ユー テ ィ リィテ ィは そ の概 念 に お いて

も、 目標 規 模 に お い て も、 電 力、 水道 、 ガ ス等 の 公益 事 業 と同 意義 に考 え

られ て い る。

この社 の特 色 は 以 下 の面 に 見 られ る。

O通 信 手段 の 利 用 を重 視 し、 それ との コ ン ピュ ー タの 融合 を 図 って い

る こ と。
o

』COPE
、FASBACシ ス テ ムで あ り、 デ ー タ伝 送 マ イ ク ロ

網 の計画 で あ る。-

oサ ー ビス が徹 底 して ユ ーザ ー指 向型 で あ る こ と。

一 ブ プ リケ ー シ ョンの 豊 富 さで あ り
、 デ ー タ リン ク部 の充 実 に あ

る。

oハ ー ドウェ アが 、 ソ フ トウ ェア に追 随 す る形 を とって い る こ と。

1108のOSの 改 造 を行 な い、 ター ミナル 等 の 自社設 計 製 造

を図 って い る こ と。-

o全 米 規 模 の ネ ッ ト ワー ク に 満足 せ ず、 積 極 的 な 海外 進 出 を図 って い

る こ と。

一 日本 に 対 す る進 出 も
.真剣 に考 慮 して い る もの の よ うで あ る。

UCCの 創始 者 で あ る ワイ リー 兄弟 が設 立 した 当 初 は、 恐 ら く、 そ の意

気 込 み と腕 以外 には 何 物 もな か った で あ ろ うこ の会 社 が、5年 後 の今 日、

か くも米 国 の み な らず 世 界 の注 目を あび る存在 とな つ た こ とにつ いて は、

亀

●
.

4
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驚 嘆 す る以 上 に、 日本 と米 国 の風 土 の違 いを ま ざ まざ と感 じさせ ず には お

か な い。 日本 で は、UCCは 出現 しな い で あ ろ う。 しか し、 逆 に、 情 報 処

理 の振 興 を 図 るた め には 、UCCを 生 ん だ アメ リカ の風 土 と1司様 の条 件 を

つ く り出 す べ き努力 が 必 要 では な い か。 一 ー ドウェ アを 作 り、 個 々の シス

テム を開 発 す る こ とは 、 む しろ易 しい。 情 報 処 理 の発 展 を加速 す る環 境 を

造 成 す る こ とが、 た とえ それ が 困 難 な こ とであ る にせ よ、 日本 に とって 最

も必要 な こ とで あ る よ うに感 ぜ られ る。

2詳 論

2.1会 社 の 沿 革

1963年 、 サ ム ・ワ イ リー 兄 弟 に よ っ て 設 立 され た。 そ の後 は 、 コ

ン ピ ュ ー タ の リー ス 、 ロ ー カ ル バ ッ チ の サ ー ビ ス ビ ュ ー ロ ー 、 オ ン ラ イ

ンサ ー ビ ス 、 シ ス テ ム コ ン サ ル タ ン ト、 海 外 進 出 と業 務 を 多 角 化 し、 売

り上 げ も、64年 か ら68年 に か け て100倍 に 近 い 急 成 長 を 遂 げ た 。

そ の 内 容 に つ い て は 後 に 見 る と お りで あ る。 こ の 会 社 の 理 想 と す る コ ン

ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 世 界 的 実 現 を 目 指 して 意 欲 的 な 活 動 を 続 け

て い る。

●

ゆ

2.2経 営 規 模 、

会 社 設 立 の翌年 度1964年 の運 営状 況(利 益11万 ドル)を 見 て、

1965年 か ら5カ 年 計 画 を 立て て い る。 現 在 まで 、各 年 度 の実 績 は そ

の 目標 額 を 上廻 って来 てい る。 この5カ 年 計 画 の最終 目標 と して1株 あ

た りの利 益 の年 成 長 率100%、 お よび1970年 度 の売 り上げ1億 ド

ルを 掲 げ て い る が、 こ の達 成 もさ して困 難 で は ない よ うに見 られ る。

㊨
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5カ 年 の 推 移(12月 末決算)

1964年 1965 1966 1967 1968

売 上 げ

(100万 トワの
693 1,654 4,532 16,625 57,103

純 利 益

(100万 トジレ)
110 257 864 2,432 8,485

1株 当り利益

(ド ル)
0.06 0.13 0.31 0.68 1.55

1967、1968年 の 収 支 の 状 況(単 位 千 ドル)

収

④

⑱

◎

入

コンピュータ'ユ ーティリティ、技 術

サービスお よび そ の他 の収 入

機 器 レ ン タ ル

機 器 販 売

1967年1968年

16,64722,437

11,13921,290

11,36313
,376

計

支 出

④ の ・コ ス ト

⑧ の コ ス ト

◎ の コ ス ト

販 売 お よび一 般 管 理 費

39,149

8,372

5,103

10,140

8,019

57,103

11,733

10,113

11,079

10,394

計 31,634 43,319
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1969年 か らは 、 各 部 門 ご と に事 業 部 制 を導 入 す る こ と と して お り

1975年 の各 事 業 部 の 目標 を5000万 ドル に置 い て い る。(子 会 社

を 除 い て 、現 在 は4部 門 に分 れ てい るか ら、 計2億 ドル の 目標 とな ろ う

か。)さ らには 、 調査 会 社 の資 料 か ら推 して1975年 には情 報 産業 は

装 置 類 お よび コ ンピ ュー タ ・サ ー ビ'スを作 り出す人 件 費 を 合 せ て800

億 ドル の市場 とな ろ うが、UCCの 技 術 と販売 能 力を もって す れ ば、 そ

の うち の10億 ドル のサ ー ビス を受 け 持 つ こ とが で き る とす る。

現 在 まで 、 この世 界 で最 も成 長 率 の 高 い こ とを誇 りと して来 た が 、最
o

終 的 に は 世 界 最 大 の コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ会 社 の 一 つ とな ら ん

と す る も の で あ る と、 年 次 報 告 書 で 宣 言 して い る。

じ

.

じ

2.3企 業 活 動

UCCの 企 業 活 動 は 、'次 の4つ の 部 門 に 分 か れ る。

(1)コ ン'ピ ュ 一 夕 ・ユ ー テ ィ リテ ィ ネ ッ ト ワ ー ク

(2)デ ー タ リ ン ク部(DataLinkDivision)

(3)ア プ リケ ー シ ョ ン部(AppliedScienceGroup)

(4)UCCイ ン タ ー ナ シ 。ナ ル 社

1968年 中 にUCCの 業 務 を 国 内 と海 外 に 分 け る た め 、UCCイ ン,

タ ー ナ シ 。 ナ ル 社 が 設 立 さ れ 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ ネ ッ ト ワ

ー ク"は 国 内 の 業 務 に 専 念 す る こ と とな っ'た
。AppliedScienceGroup

は 、 ソ フ トウ ェ ア お よ び コ ンサ ル タ ン ト業 務 を 行 な うた め1968年 に

新 た に 再 編 成 され た も の で あ る。

2.3:1コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ ネ ッ ト ワー ク

UCCに よ れ ば 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 定 義 は 「何 時 、

も

ど こ か ら で も、 誰 もが コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る こ と が で き る シ ス テ ム 、

あ た か も電 気 、 ガ ス の 使 用 が 行 な わ れ る よ う に」 と な っ て い る。 そ れ

を 実 現 し よ う とす る の が こ の コ ン ピ ュ ー タ ・ユー テ ィ リテ ィ ・ネ ッ ト
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ワ ー ク で あ り、 それ を 担 当 す る部 門 に も 同 様 の 名 称 を つ け て い る。 後

述 す る デ ー タ リ ン クは 、 通 常 の バ ッ チ 処 理 の 計 算 セ ンタ ー で あ り、 そ

れ と の対 比 に お い て こ の ネ ッ ト ワ ー ク は 他 社 で い うオ ン ラ イ ンサ ー ビ,

ス で あ る。 取 扱 うサ ー ビス も現 在 の と こ ろ 科 学 技 術 計 算 が 依 然 と し て

主 体 で あ り、 ビジ ネ ス タ イ プ の デ ー タ処 理 は 少 な い。 しか しなが ら、 こ

の ネ ッ ト ワー ク が 、TSSの 他 社 と 大 き く異 る 点 は 、 そ れ が 、 は っ き

り将 来 の コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィを 目指 し て い る こ と。一 した

が っ て 、 ビジ ネ ス 分 野 へ の 進 出 を は じ め か ら企 図 し、 そ れ を 可能 とす
o

る汎 用 シス テ ムを作 り上げ よ うと して い るこ と。 さら に、 通 信 手 段 と

の 融合 が 十 分 考 慮 され て い る こ と、一 す な わち 、 そ の表 わ れ がCOPE

で あ り、 さ ら にFASBAC、 独 自の マ イ ク ロウ ェ ーブ網 の 計 画 で あ

る。 今 一 つ は 、 国 内規 模 を 越 え て国 際的 な ネ ッ トワー'クであ る こ とで

あ る。 昨 年 の通信 衛星 を 使用 した 両大 陸 間 の リモ ー トオ ンラ イ ン処 理

の デ モ ンス トレー シ 。 ンは そ の象徴 で あ る。

川 組 織

UCCの2つ の 現業 部 門 の1つ として 、 つ ぎ の よ うな組 織 とな つ

て い る。

・Administration

・ComputerDevelopment

・Operations

・ComputerEngineering

・Mesuremefitand

Standard

・Marketing

総 務 的 な 管 理部 門.

コ ン ピュ ータ の 入手 、 ゴ ー ザ ーの

利 用 を容 易 にす るため の開 発(O

S等)も 行 な う。

毎 日の運 用 に当 る。

自社、 ユ ー ザ ー の機 器 の 保 守 を行

な う。

価 格 づ け を行 な う。(競 争 も考 慮

して)

販売 ・

■
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・Technicalserviceア プ リ ケ ー シ ョ ン 、 ま た は ユ ー ザ ー の コ

ン ピ ュ ー タ 利 用 法 の 援 助

・R&D研 究 開 発 、FASBACも こ こ の 成 果

(2)シ ス テ ム 構 成

国 内 の コ ン ピ ュ ー タ ・ ユ ー テ ィ リ テ'イ ・ セ ン タ ー6ヵ 所COPE

セ ン タ ー は7ヵ 所s ..ヨ ー ロ ッ パ に は17ヵ 所 の 施 設 を 有 し て い る 。

(図1参 照)
'

DomestikComputerUtilityNetwork

Utility

OCOPE
へ

UCCInternationalFacilities

6

★Stuttgart

Minich★

■
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ダ ラ ス の セ ン タ ー の概 要 は つ ぎ の と お りで あ り、 国 内 の セ ン タ ー も

大 略 同 様 に 考 え ら れ る。

Hiline Stemmons

(本 部の建物 と川をは さんで

セ ンター用 の新館 がある。

数 ヵ月中にはStemmons

に設置 してある機 器を移設

す る)

●

1.

電話 線

田

田のCOPEセ ンター

口

θ
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説 明

・U-1108は 相 当 に 改 造 して 使 用 して い る 。2台 目 のU-1108

が 稼 動 す る よ う に な れ ば 処 理 量 は2倍 とな る。

・処 理 量U-1108で1日1500ジ ョ ブ を 行 な っ た こ と が あ る。

1つ の ジ ョ ブ は1秒 か ら1.5時 間 ま で あ る。1秒100万 イ ンス ト

ラ ク シ ョ ン を 実 行 で き る。

・COPEを 使 用 す る こ と に よ り、 高 速 の ア ク セ ス が 可 能 で あ る。 ユ

ー ザ ー か ら の ア ク セ ス は1秒 で あ りユ ー ザ ー は
、 あ た か も唯 一 の 使

用 者 で あ る か の よ うに 使 用 で き る。

・ユ ー ザ ー が 使 用 す る場 合 、 メ モ リ ー35万 キ ャ ラ ク タ ー 、 ス ト レ

ー ジ は5億 キ ャ ラ ク タ ー
、 そ の 他LP等 が 使 用 可 能 で あ る。

・COPEを 使 用 して い るた め 、 こ の 能 力 を 同 時 に64の(ユ ー ザ ー

の)プ リ ン タ ー に サ ー ビス す る こ とが で き る。

・イ ン プ ッ トデ ー タ の90%が 電 話 線(専 用 回 線)で 人 っ て 来 る。 ス

ピ ー ドは4,800BPS

・遠 隔 地 の ユ ー ザ ー で 、 リモ ー トのCOPEに 加 入 して い る も の は 、

そ のCOPEを 経 由 し て イ ン プ ッ トし て 来 る。 リモ ー トCOPEか

ら セ ン タ ー へ の 伝 送 の ス ピ ー ドは 、CR900枚/分 、LP900行/分

で あ る。

1つ のCOPEに は 電 話 線(各4,800BPS)が10本 ま で 収

容 す る こ と が で き る。

(3)ユ ー ザ ー

ユ ー ザ ー は 、 か な りバ ラエ テ ィに 富 ん で お り、 フ ォ ー チ ュ ニ ン誌

の500社 に 数 え ら れ る大 会 社(例 え ば 、 フ ォ ー ド、 テ キ サ ス イ ン

ス ツ ル メ ン ト等)か ら、 小 さな 百 貨 店 の給 料 計 算 の み を 行 な うユ ー

ザ ー もい る と の こ とで 、 ユ ー ザ ー の 分 類 、 数 に つ い て は 、 回 答 は な

か つ た。
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(4)価 格

種 別

接 続 時 間(FASBAC)

機 器 使 用 料(CRU-Computer

ResourceUnits).

大 容 量 記 憶 装 置 料(MassStorage)

臨 時(Demand)

通 常(Scheduled)

大 型 計 算 機 使 用 料(LargeScale'

Processo－1108)

料 金(実 時 間)

7.50ド ノレ/ll寺1習1

1ド ル/1,000CRU)

O.5ド ノレ/1,000ch/1≡l

O.25ド ノレ/1、000ch/っ1'1

0.33ド ノレ!/雀少

(5)COPE(CommunicationOrientedProcessing

Equipment),

COI)Eシ ス テ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ ・ネ ッ ト ワ

ー ク の タ ー ミナ ル シ ス テ ム
、 通 信 制 御 シ ス テ ム 、 周 辺 装 置 制 御 シ ス

テ ム の 総 称 で あ っ て 、 ネ ッ トワ ー ク と 大 型 プ ・ セ ッ サ ー と の 間 で バ

ッ フ ァ ー の 役 割 りを 果 し 、 大 型 プ ・セ ッサ ー の 効 率 を 上 げ 、 ネ ッ ト

ワ ー ク 全 体 と して 効 用 を 増 そ う とす る もの で あ る。

シ ス テ ム構 成 例U-1108(EXEC皿 皿)

CDC6.Ooo(SCO〔PE)GE625,

大 型 計 算 機635,IBM360シ リーズ

回/
回

COPE

ター ミナル

全
二
重
四
線
式

プロツク伝送

COPE

Controller
躍碧 周鵬

イタijI}-9000

U-1004他 の 計

1-2780算 機

IBM-R,JE

〔R㌫㌔JOり

'

●
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大 型 計 算 機 の デ ー タ チ ャ ン ネ ル ー 本 にCOPEコ ン ト ロ ー ラ ー を 接

続 す る こ とに よ っ て 、 リモ ー トタ ー ミナ ル の コ ン ト ロ ー ル(COPE

自 体 で ポ ー リ ン グ を 行 な う)、 周 辺 装 置 の 制 御 を 行 な う。 そ の た め 、

大 型 機 のP－ ドは 格 段 に 軽 減 さ れ 、 そ の能 力 を フ ル に発 揮 で き る こ と

と な る。(例 え ば1108で は 、COPEな し で は9,300の タ ー ミ

ナ ル が3コ しか 付 置 す る こ と が で き な か っ た が 、COPEシ ス テ ムを

と る こ と に よ り、 そ の 台 数 を 容 易 に 拡 大 で き、 ま た 周 辺 装 置 の 制 御 の

た め の コ ア 領 域 を 開 放 す る こ と が で き る。)
,

ま た 、COPEタ ー ミナ ル と し て は 、 モ デ ル30、32、34、36、38、

45、45ECの フ ァ ミ リー シ リー ズ が あ り、 い ず れ も子 会 社 コ ン ピ ュ

ー タ ・イ ンダ ス ト リ イ社 に よ っ て 製 造 さ れ て い る
。

型

COPE30

COPE36

COPE45.

能 力

リー ダー

字/分

200

300

1,500

(速 度)
メモリープリ

ンター

行/分

2404K

4808K

1,2508K～28K

*ヨ ー ロッパ に おけ る価 格

*

月 額

レ ン タ ル

トジレ

1,250

1,704

3,252

*

販 売 価 格

トンレ

56,140

76.692

147,744

■

(6)FASBAC(FullyAutomaticTimeSharedButchand

ConversationalProcessing)

FA ,SBACは 、 ほ ぼCOPEと 同 じ 目的 を もつ た 一 種 の バ ッ フ ァ

ー シ ス テ ム で あ る が
、COPEが 主 と し て 高 速 回 線 を 対 象 と して い る

の に対 し、FASBACは 低 速 の 回 線 を 大 量 に収 容 す る ζ と を 目 的 と

し て い る。FASBACは 、1968年 の プ ロジ ェ ク ト と して ユ ーテ ィ

リテ ィ ・ネ ッ ト ワ ー ク のR&D部 門 に よ つ て 開 発 され 、1'969年4

月 か ら 実 用 に 供 さ れ て い る。 通 信 と コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ パ ワ ー を 融 合

し よ う とす るUCCの モ ッ トー の 、具 現 で は あ る が 、 そ れ 以 上 に 、 多 数
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少 畢 デ ー タ の ユ ー ザ ー を(つ ま り低 速 回 線 ユ ー ザ ー)を 引 き入 れ よ う

と す る意 図 が うか が わ れ る こ とは 、rTSSを 凌 駕 して －beyood

timesharing」 と 年 次 報 告 書 に うた う よ うに、 事 務 計 算 を も包 含

す る コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ の 理 想 に 近 づ い た こ と に な る の で

あ ろ う か。 しか し、 実 用 に 供 さ れ て い る と は い え 、 事 実 ダ ラス の セ ン

タ ー に も設 置 され て は い た が 、FASBACに つ な が る ユ ー ザ ー の 実

態 に つ い て は 説 明 もな く、 そ の 現 実 の適 用 の成 否 、 将 来 性 に つ い て は

不 明 で あ る。

も し 、 推 論 が 許 され る な ら ば 、FASBACの 対 象 とす る ユ ー ザ ー

は 、 デ ー タ リ ン ク(バ ッチ 処 理)の ゴ ー ザ ー そ の もの で あ る か 、 同 カ

テ ゴ リー で あ っ て、 デ ー タ リン ク か らFASBACへ の 移 行 を 期 待 す

る に も拘 らず 、 コス トの 面 で(ユ ー ザ ー か ら 見 て コス トエ フ ェ ク テ ィ

ブ ネ ス 、UCCか ら 見 て プ ラ イ ス イ ン グ)難 点 が あ り、 ユ ー ザ ー は バ

ッ チ 処 理 の 容 易 さ、 簡 便 、 確 実 さ の 中 か ら 抜 け 出 し て こ な い と い う の

が 実 情 な の で は な い か。 オ ン ラ イ ンサ ー ビス の 難 さ が こ こ に も(UCC

に お い て さ え も)現 わ れ て い る の で は な い か 、 と思わ れ る。

FASBACに つ な が る リモ ー トタ ー ミ ナ ル は テ レ タ イ プ で32回

線 ま で 可 能 で あ る。PDP-8は 、 通 信 回 線 と の イ ン タ フ ェ ー ス を 受

け 持 ち 、PDP-9は 第2次 コ ン ピ ュ ー タ と し てFASBACの 心 臓

部 分 で あ っ て 、 入 力 メ ッ セ ー ジ の バ ッ フ ァ ー乏 し て の ドラ ム と1/0

機 器 、 大 型 計 算 機 と の 間 の メ ッ セ ー ジ の 流 れ を コ ン ト ・一 ル す る もの

で あ る。

大 部 分 の 演 算 処 理 は 、 大 型 プPセ ッサ ー に よ つ て 行 な わ れ るが 、 会

話 的 な 処 理 、 フ ァイ ル 配 列 、 若 干 の 演 算 処 理 は す べ てPDP-9に お

い て 行 な わ れ る。 こ の1次 、2次 コ ン ピ ュ ー タ 、 大 型 プ ・ ッ セ ッサ と

い うハ イ ラ ー キ カ ル な 配 列 が 、FASBACの キ イ ポ イ ン トで あ っ て

大 型 プ ロ セ ッサ ー の有 効 利 用 を 可 能 に し 、 全 体 の 効 率 を 高 め る。 使 用

愈



● 吃 吟

シ ス テ ム 構 成

リモ ートタ ー ミプフレ

1
|

[
1

80ch/秒

PDP-8

(8《W)

PDP-9

(32畑)

l

l

l

l

600行/秒
l
l
l
l

l
|

Drum524Kl
(18bit/m)1

multiplexer

/
/

C
O
P
E

/
1108

65鼎

0.75乃s

FASTRAND皿

1.3億ch

92/μs

4K

～

18K

15μ

((注)点 線部 分 がFASBACの 部 分 で あ る。)

ー

　

Qo

ω

ー
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言 語 は 、2種 類 に 分 れ る。 計 算 処 理 の た め に は 、FASBACEdit

が 使 用 され 、 そ の 中 で はFORTRAN-IV,-V、COBOL、

ALGOL、BASIC等 が 編 集 、 更 新 、 デ ィ バ ッ グ 、 配 列 等ua用 い ら

れ る。 他 の1つ はFASBACと の 直 接 の 会 話 を 行 な うた め の 言 語 で

.CASHと 称 さ れ る。

2.3.2デ ー タ リ ン ク部(DATALINKDivision)

デ ー タ リン ク は 、 通 常 の サ ー ビス ビュ ー ロ ー で あ っ て 、 ビ ジ ネ ス タ

イ プ の デ ー タ処 理 を バ ッチ で 行 な う。 全 国 で10ヵ 所 の セ ン タ ー を 有

し て い る(図2参 照)。 組 織 は 、 大 略 、 コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ

ネ ッ ト ワ ー ク の そ れ に 同 じで あ る。

コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ ・ネ ッ ト ワー ク と の 間 で は 、 高 ・速デ

ー タ 伝 送 回 線 で 結 ば れ て い る の で
、 デ ー タ リ ン ク の 過 重 ロ ー ド、 大 規

模 な 科 学 計 算 は デ ー タ リ ン クか ら、 ユ ー テ ィ リテ ィ ・ネ ッ ト ワー ク の

セ ン タ ー に 送 り、 処 理 す る こ とが で き る。 ダ ラ ス セ ン タ ー の 計 算 機 は

ハ ネ ウ ェル の200を2台 、24時 運 用 で 使 用 し て い る。 デ ー タ リ ン

ク部 に 加 盟(join)し て い る 会 社 に はAmericanDataProcessing

ofRaleigh,HunterAssociatesofDallas,Schneider

BusinessFormsofDallas等 が あ り、 そ れ ぞ れ 都-市 計 画 、 調 査

研 究 等 の 専 門 知 識 の 援 助 を 行 な っ て い る。

専 有 権 づ き の ソ フ ト ウ ェ ア の サ ー ビス も数 多 く受 け る こ と が で き る。

`
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ち

ea&

/

口DataLinkCenter

●ComputerUtilityCenter

Oo㎜unication]inesindicatethepossibleflowofproblemdataand

answersbetweenDataLinkTerminaisCo叩uterUtitityCenters.

ewYork

図2デ ー タ ・ リ ン ク ・ セ ン タ ー

・MARC皿

・AIMES皿

・MAGIC

抵 当金 融 業

衣 料 店

あ て名 書 、 ダ イ レク トメ ール、 カ タ ログ業

・AUTOMEDIC－ 病 院 、 医 療 の 自動 処 理

・ACCOMPLISH －生 命保 険業
●

・RESQUE－ 市 場 調査
、 広 告 業

・CPA皿 一般 ビジ ネ ス用 の 汎 用会 計 処 理 パ ッケ ー ジ

こ の他 、 文 書 の 保 管 、 検 索 等 の た め の マ イ ク ロ フ ィ ル ム の サ ー ビス

も行 な っ て お り、 と く に建 築 、 エ ンジ ニ ヤ リ ン グ の 分 野 で 多 く使 用 さ

れ て い る。 ユ ー ザ ー は 、 文 書 を 郵 便 で セ ン タ ー に送 れ ば 、 セ ンタ ー が

マ イ ク ロ フ ィ ル ム(ア パ ー チ ャ ー カ ー ド)に して 返 送 し
、 ユ ー ザ ー が
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保 管 す る と い うシ ス テ ム も と つ て い る。

2.3.3Applied.ScienceGroup

こ の 部 は 、 ソ フ トウ ェ ア と コ ン サ ル テ ィ ン グ の 能 力 を 合 流 す る た め

に1968年 に 作 ら れ た も の で あ る。 部 はgroupexecutiveに よ

つ て 統 括 され る。 当 初 こ の 部 の 活 動 は 主 と し て

D.R.McCordandAssociates

KeystoneComputesAssociates

JamesA.LewisEngineeringCompanies

の 会 社 に よ る も の で あ つた 。

Keystoneは 、 －LP等 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 専 門 技 術 を 売 物 と し て い

る。

McCordは 、 石 油 の 埋 蔵 量 調 査 の 専 門 会 社 で あ っ て 、 欧 州 、 南 米 に

ま で 及 ん で 活 動 し て い る。 ユ ー テ ィ リテ ィ ・ネ ッ ト ワー ク の 拡 大 に つ

れ 、 そ の 援 助 を 受 け る こ と に よ っ て 少 数 の ス タ ッ フ で 活 動 で き る よ う

に な っ た た め 、 海 外 で の 活 動 も一 層 拡 大 し つ つ あ る。

LewisEngineeringは 、 最 も新 し く こ の 部 に 参 加 し た 会 社 で あ

る が 、 石 油 関 係 の エ ン ジ ニ ヤ の 集 りで あ る。

さ ら に、MerrillReSearchAssociatesは 統 計 り専 門 家 の 集

りで あ つ て 、 選 挙 キ ャ'ン ペ ー ン(ニ ク ソ ン の 選 挙 も扱 っ た)等 の 情 報

処 理 を 行 な う。

2・3・4UCCInternational,Inc・

通 常 の活 動 に 加 え てUCCで 特 徴 が あ る の は 、1968年 か ら 設 立

さ れ た 国 際 部 門 を 担 当 す るUCCInternationa1で あ る。 従 業 員

は 総 勢 約1,000人 を 数 え て い る が 、 ア メ リカ 人 は わ ず か に6人 で あ

る。 資 金 も人 も現 地 で 調 達 し 、 現 地 の 国 の 産 業 の 振 興 に 役 立 と う と い

う 政 策 の現 わ れ で あ る。 全 世 界 で10の 現 地 法 人 を 有 し て い る。 ス イ

ス の チ ュ ー リッ ヒ に 本 拠 を 持 ち ヴ ェ ネ ズ エ ラ、 サ ウジ ア ラ ビ ア、 ク ェ

ゼ

`■

`
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ー ト、 レバ ノ ン、 ア イル ラ ン ドにお い てはt、UNIVAC1108,9,000

シ リーズ の独 占販 売 権 を 有 して活 動 して い る。(ヨ ー ロ ッパ の支店 の

分 布状 況 につ い ては 図1参 照)

全 くのMultinationa1の 会社 で あ る。 「日本 に も進 出 した い と考

え て い る。 日本 の場 合 には、 子会 社 を 開設 した場 合 には 製 造 会 社 と し

て 、 製 品 を他 の子 会 社 に売 る とい う形 態 にな るで あ ろ うか。 いず れ に

せ よ、 日本 の産 業 の お役 に立 ちた い と考 えて い る の で あ つ て、 日本 の

技 術 力 、製 造 能 力 の発 展 に寄与 す る こ とが で き る もの と思 う。 日本 の

ヤ
製 品 を 世 界 中 に マ ー ケ テ ィ ン グ して ゆ きた い 」 と い う見 解 がMr・Fagin

に よ っ て 表 明 さ れ た 。

■

▲

2.4子 会 社

ATTがWesternElectricを 製 造 部 門 の 子 会 社 と し て 有 す る の と

同 様 にUCCの 子 会 社 も 製 造 部 門 を 担 当 し て い るー。

・ComputerIndustries
,Inc・

タ ー ミ ナ ル ・ コ ー プ 等 を 製 造 し て い る 。

・ComputerLeasingCompany

リ ー'・ス 会 社 で あ り 、 現 在 、1億5千 万 ド ル の コ ン ピ ュ ー タ を リ ー

ス し て い る 。

・DatelCorp .

ポ ー タ ブ ル の 機 器 を 作 っ て 成 功 し て い る 。

・ 代 表 製 品TheDatelportableT}IIRTY-21

('ConversationalDataTerminal)

・MicrowaveTransmissionCorp ・

デ ー タ 通 信 を 行 な う 。

・UCCFinancialCorp
.

保 険 を 行 な う。 一 資 金 の 手 持 が ふ え る よ う に す る た め 。
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2.5ソ フ トウ ェ ア

シ ス テ ム ソ フ ト と し て は つ ぎ の も の が あ る。

・1108EXEC－ メ ー カ ー 供 給 のOSを 改 造 した 。

・Terminal(COPE)Communications

外 部 か ら の ユ ー ザ ー の 利 用 の 便 を 考 慮 し、 か っ 、 能 率(コ ス

ト)を 考 え て い る。

・FASBAC(TimeSharing)Communications

・FutureDevelopment

将 来 の シ ス テ ム の 開 発 で あ る が 、 そ の う ち の 一 つ と し て 追 求

し て い る も の がCombinedComputerComplexで あ る。

こ れ ら は す べ て 通 信 指 向 型 の ユ ー テ ィ リテ ィ を 目 指 すUCCと し て 、

ハ ー ドウ ェ ア メ ー カ ー が 目 指 さ な い 分 野 を 取 扱 っ て い る と い え る。

目 的 と す る と こ ろ は

・顧 客 の 要 求 を 十 分 満 足 す る こ と

・利 便(ConvenienCe)

・ コ ス ト

で あ る。

ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ ト と して は つ ぎ の も の が あ る。

例 ・NumericalControl

・ElectronicCircuitAnalysis

・ChemicalApplications

・OperationsResearch

・GeophysicalApplications

・そ の他(使 用度 の低 い もの)

・将 来 のた め の開 発
.

この5つ の大 きな分 野

に対 しグル ー プが作 ら

れ て い る。 ・

グ ル ー プ 編 成 は 行 な つ

} て い な い 。

▲
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将 来 の開 発 の方 向 は、 顧 客 か らの反 応 を フ ィ ー ドバ ッ ク して 模 索 して ゆ

く。

これ ら の ソ フ トウェ アは、UCCが 自 らの セ ンター に おい て 利 用 す る

とい う形 で の 販売 が主 で あ る が、 要 請 が あ れ ば売 る こ と もあ る。 そ の場

合 の価 格は 、 市 場で の同 種 の ソフ トに対 抗 で き る価 格 とい うこ とに な ろ

う。 パ ッケ ー ジを市 販 す る だけ の 目的 で作 る こ とは な い。 顧 客 か ら の依

頼 で 開発 した ソ フ トの場合 、 そ の価 格 は 、 マ シ ンタ イム と人 件 費 に よっ

て 算定 す る。

人 件 費 は 、 エ キ スパ ー トク ラスで1時 間20～30ド ル の見 当で あ る。

ソ フ トウェ アの価 格 の例

(1)-UCCEXEC

(2)一 ・FASBACSYSTEM

(3)-GENIESYSTEM・

(4)-GENERALDATAPROCESSING

-DATA-LINK

-INDUSTRYLIBRARY

(5)-MASSSTORAGE(MARS)

(6)-PETROLEUMPROGRAMS

US$600,000

750,000

300,000

300,000

350,000

300,000

600,000

ソ フ トの 販 売 には 、 リー ス と 買 取 りの 両 方 が あ り、 買 取 りの 場 合 の 再

販 売 の 可 否 は 契 約 上 の と り き め に よ る。 同 業 他 社 に も 売 る か ど うか に つ

い て は 、 そ れ が 武 器 と な っ てUCCと 競 争 す る場 合 に は 売 ら な い と い う
.

こ と で あ る。

シ ス テ ム ソ フ ト も販 売 した こ と が あ る。

い ず れ に せ よ 、 ソ フ トの 販 売 は 、UCCに と っ て 「内 職 」 で あ っ て 、

必 ず し も 目 的 と す る と こ ろ で は な い。

UCCで ソ フ ト ウ ェ、ア の 開 発 に・当 って い る 人 員は 約1,500名 、 ほ と

ん ど 顧 客 の サ ポ ー トと い う仕 事 を し て い る か
、 ま た は そ の 経 験 が あ り、
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そ れ か ら の フ ィ ー ドバ ッ クを も と に 、 ア プ リケ ー シ ョ ンパ ッ ケ ー ジ 等 の

開 発 に 当 っ て い る。

2.6通 信 網

強 力 な 通 信 網 を 背 景 とす る コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ を 理 想 とす

るUCCに と っ て 、 通 信 網 の あ り方 は 重 要 視 す る と こ ろ で あ る が 、 現 在

の 通 信 網 は4,800BPS(電 話1回 線)あ る い は10,000BPS程

度 の 借 用 線 を 利 用 し て い る に 過 ぎ な い 。 顧 客 と の間 の 回 線 は 、 他 のTS

S会 社 が ダ イ ヤ ル ア ッ プ の 回 線 が 多 い の に 反 し、UCCは4,800BP

Sの 借 用 線 に よ っ て い る面 が 多 い よ う に 思 え る。

い ず れ に せ よ、 将 来 の ネ ッ ト ワ ー ク の 建 設 に は 、 現 在 、ATTが 提 供

す る 回 線 は 不 十 分 で あ り、 能 率 が 悪 い と 考 え 、 か な り、 大 が か りな 自社

の マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ回 線 網 の 建 設 計 画 を 有 し て い る。 こ の 内 容 をWall

StreetJournal紙 「6g年10月30日 付 の 記 事 の 要 約 に よ つ て つ ぎ

に 紹 介 す る。

「UCCデ ー タ 網 を 提 起 、ATT,WUの ラ イ バ ル と な ろ う」 と題 し、

「UCCは 間 もな くFCCに 対 し、 全 国 公 衆 デ ー タ伝 送 網 を 建 設 、 運 用

す る 計 画 の 承 認 を 要 請 す る こ と に な ろ う。

提 案 の ネ ッ ト ワ ー クは 、 約3億7,500万 ドル(1,350億 円)に な

る も の と 見 ら れ て い る。ATTとWUの 回 線 と こ の シ ス テ ム は 競 合 す る

こ と に な ろ う。 現 計 画 で は 、255の マ イ ク ロ ウ ェ ー ブ 局 と、10の 地

方 交 換 局 を もち 、 当 初 は36の 主 要 都 市 で 顧 客 に サ ー ビス す る こ と に な

る。UCCは 、 子 会 社DataTransmissionCo.にFCCに 申 請 を

fileす る よ う、 ま た 、 将 来 の 運 用 に 当 る よ う命 じた。 デ ー タ伝 送 担 当

官 は 、 こ の シ ス テ ム の承 認 は 、 現 通 信 政 策 の 重 要 な 変 更 を 意 味 す る こ と

と な る か も知 れ な い と語 っ て い る。UCCに ょ れ ば 、 承 認 が 得 ら れ 次 第

建 設 は 開 始 され 、 完 成 ま で に4年 は 要 す る で あ ろ う と の こ と で あ る。

●

▲
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資金 は 、UCC自 か ら、 また、 保 険会 社 か ら も出 され るで あ ろ うと され

て い る。UCCは 、1年 半以 上 もの間 、 この計 画 に興 味 を 持 って お り、

1968年5月 には、WUの 株 式75万 株 のtenderofferを 行 ない

買取 りを策 した が、 結 局 それ を あ き らめ、 自か らデ ー タ伝 送 サ ーヒス を

行 な うこ とを 考 え、 コモ ンキ ャ リア ー とな るべ き子 会 社 の取 得 を 考え 出

した。

UCCは 、FCCに 私 設 の マ イ クPウ ェ ー ブ ・サ ー ビス を要 請 した 最

初 の会 社 で は な い が、 今 ま での 中 で最 も規模 の大 きい もので あ るた め、

FCCは 難 しい 問題 に直 面す る こ と とな る。

ATT、WUは す で に同 様 のサ ー ビス が提 供 され て い る こ とを 理 由 に

このUCCの 申請 に対 し反 対 す る こ とは 必 至 であ る。」

●

自

2.7将 来 の方 向

UCCは 、 現在5,000人 の従業 員を 持 つ まで に急 成 長 して きた。 業

績は 毎 年2倍 ～3倍 に と上 って い る。 本 年1969年 の9ヵ 月間 に おい

て も前年 の同期 と比 べ て2倍 にな ってい る。

UCCは 常 に顧 客 の必要 に基 い て、 そ れ に応 え て サ ー ビス を提 供 す る

こ とに よ って拡 大 して きた。

顧 客 の種 類 には 、 つ ぎの ものが あ る。

o書 類 上の処 理 が 多 くな って きて い る会 社

。特 殊 な問題 を か か え て い る会 社 、 特 殊 な 問題 に と り くん で い る人 を

か か え て い る 会社

o大 量処 理 の た め に、 処 理 能力 を 上げ た い が、 コ ン ピ ュー タを これ 以

上 拡 張 す る こ とが で きな い と ころ。

o現 在、 自分 の コ ン ピ ュー タが うま く動 かな い会 社

(人 の能 力 の 問題 、 新 しい 問題 の解決 能 力 が会 社 と してな い。)

これ らは す べ て、UCCの 業務 の対 象 とな る もの で あ り、UCCは 、
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こ れ に 全 面 的 に 応 え るサ ー ビス と してFacilityManagementも 用 意

し て い る。 ユ ー ザ ー の シ ス テ ム 、 施 設 の 運 営 ま で 一 貫 し て 委 託 に 応 ず る

も の で あ る。

ま た 、 ユ ー テ ィ リ ィテ ィ ・ネ ッ ト ワ ー ク,デ ー タ リン ク の サ ー ビス も

将 来 は 、 統 合 して ゆ き 、 各 ユ ー ザ ー の ビジ ネ ス 用 の 小 さ な コ ン ピ ュ ー タ

が 、 科 学 用 の 超 大 型 め コ ン ピ ュ ー タ に 結 び つ くネ ッ ト ワ ー クへ と発 展 す

る で あ ろ う。

想 定 さ れ るCombinedComputerComplex

File

System

現 在 の*う に セ ン タ ーが分 散 す る ので はな く、CPUは 一体 とな つて

機 能 を果 し、 フ ァイル を 中央 に ま とめ る。CPUの ダ ウンは相 互 にバ ッ

ク ア ップ す る こ とが で'き る よ うに な る。 た だ し、 この よ うな シス テ ム が

可能 か ど うか に つ い て現 在 検 討 中 な の であ って、 実現 可 能 性 につ い ては

何 と もい え な い。

しか し、 この 種 々の 意 味 で の 「統 合 化 」は 、 進 み つ つ あ る とは いえ る。

現 在 、 科 学 技 術 計 算 と事 務 計 算 の比 率は65～35あ るい は60～40

位 で あ るが 、 そ の比 率 は 逆 転 しそ うな 勢 い にあ り、 そ のた め 、事 務 計 算

のユ ーザ ー に とっ て 使 い 易い パ ッケ ー ジ の開発 に 力 を入 れ て い る。

コ ンピ ュ ータ イ ン ダス ト リ社 を 吸収 し、 リース会 社 を 持 っ て い る こ と

も、 ハ ー ドの機 械 面 と ソ フ トの統 合 化 を 図 ろ うとす る もので あ る。

さ らに通信 と の融 合 とい う面 で は、COPE、FASBA.Cの シ ス テ

〉
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ム の 開 発 に お い て 、 また 、 デ ー タ 伝 送 全 国 マ イ ク ロ網 の 計 画 に お い て 明

ら か で あ ろ う。

2.8UCC成 長 の 原動 力

TSSサ ー ビスは 本 質 的 に採算 の合 わな い 分 野 で あ る。 多 くの会 社が 潰

れ(5社 もダ ラスで は 倒 産 してい る)、 また 、 誕生 して い る。UCCは

1969年9月 まで の9ヵ 月で8千 万 ドル の売 上げ が あ り、 その うち、

1千 万 ドル が利 益 で あ った。 この利 益 率12%は 、IBMの18%に 比

べ れ ば低 い が、 他 のサ ー ビス ビュ ー ロ ーの 中で は 、 とび 抜 け てい る。 業

務 を 多 角 化 して い る成 果 で あ ろ うが 、 これは 丁度 電 力 会社 の利益 率 と同

じで あ る。(ユ ーテ ィ リテ ィ ・サ ー ビス で あ る ゆえ ん で あ る。)

こ の成 功 の 原 動 力 とな つた フ ァクタ ーは 、 つ ぎの三 つ に要 約 す る こ と

が で き る。

(1)ブ レー ンパ ワー

新 しい シ ス テ ムを 開 発 した 場合 には 、 同様 の 仕事 を行 な っ た こ との

あ る人間 が 必 要 で ある。 常 に人 間 が 中心 で あ つて、 人 間 を確 保 す る こ

とが第 一 の要 件 で あ る。 さ ら に重要 であ る のは 、確 保 した 人 間 を い か

に 使 うか で あ る。 上位10%以 内 の人 間 は 、 平 均 値 の人 間 の10倍 の

仕 事 が で き る。 コ ンピ ュー タは 論理 そ の もので あ るか ら、 そ の よ うな

開 きが生 れ る。 した が って トップの10%の 人 間 が いれ ば後 の90%

の 人 間は 必 要 が な い。

つ ぎ に そ の人 達 を い か に して 止め て お くか が問 題 で あ る。 終 身雇 傭

の1ヨ本 では 問 題 はな か ろ うが 、米 国 に お い ては 重 要 な 問題 で あ る。 論

理 的 に優 れ た 人は 、 定 ま った形 には め られ て仕 事 を す る場 合(固 定 的

で あ る こ とは 、 非論 理 性 を 持 つ ため)新 しい ものを 求 め、 新 しい 環 境

に移 ろ うとす る傾向 が非 常 に強 い。

(2)ブ レー ン相 互 の イ ンタ ー フ ェース
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ブ レー ン と ブ レ ー ン の イ ン タ フ ェ ー ス を い か に して と る か が 問 題 で

あ る。

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 例 を とれ ば 、

10人/年 の 仕 事 が あ る とす る 。

人間の数

1

2

3

4

5

こ こ で 、

イ ンタ ー フェー スの 数

0

1

3

6

10

人/年 の数

10

11

13

16

20

所 要 時 間(年)

10

5.5

4.3

4.0

4.0

1人 の人 間 が他 の1人 の人 間 を納 得 させ るた め には1年 か

か る と しよ う。2人 の場 合 は イ ン タフ ェー ス のた め に1年 余 計 に かか

り、2人 で行 な っ て も5年 で は な く5.5年 か か る こ とにな'る。 人 数 を

多 くか けれ ば、 イ ン タ ー フ ェー ス が多 くな り、 そ のた めの 所要 時 間

(年/人)が 増 え、 全体 の所 要 時間 は 一 定 の時間 よ り下 らな い ば か り

でな く、 あ る限度 か ら逆 に 上昇 す る こ とと.な る。

プ ログ ラムの 開発 に当 って は、2、3人 以 上 の人 間 を か け た らマ イ

ナ ス とな る ケー ス が 多 い。 困 難 な仕 事 は 、 人 数 を かけ て解決 す る よ り

も、 イ ンター フ ェ ース を 少 くして 解決 す る方 が よい。

(3}資 金

豊 富 な資金 を 確保 す る こ とが 肝 要 で あ る。 信 用 を得 て、 保 険 会 社、

銀 行 等 の資金 を 利 用 で き る よ うにす る こ とが必要 で あ る。

UGCは 、 これ ら の要 因 を 良 く処 理 す る こ とに急 成 長 の原 動 力 を

得 た。

ひ
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調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

1概 要 お よ び 所 感

こ こ1～2年 大 き く伸 び て きて い る この会 社 は、NASAと の契約 や デ

ー タ セ ン ター設 立 な どで、1つ の 新 しい分 野 に入 って きた ところで あ る。

こ こで 開 発 した フ ァイル マ ネ ジ メン トシス テ ムのMARKIVは 好 調 に実 .

績 を作 って お り、 これ を 中心 として発 展 させ て い く体 制 で あ る。 も う一 つ

は、 子 会 社 を作 っ てサ ー ビス を行 な うAtarシ ス テ ムの今 後 の 動向 で あ る。

2詳 論

2.1会 社 の 内 容

1962年 、 わず か6人 で創 立 した この 会 社 も年 を追 っ て急速 に 成長

して きた。 そ の成長 の 度 合 をみ る と表1の 通 りで あ る。

ソフ トウェアパ ッケージを武器 とす る

イ ン フ ォマ テ ィ ックス社

InformaticsInc.

5430VanNuysBlvd.ShermanOaksCalif-91401

1969年11月12日

Mr.RobertW.Rector,VicePresidentCorporate

Relations

Mr.RobertR.White,ManagerTechnicalProduct

Support

吉 田 、 宮 野 、 富 田 、 西 尾 、 梧 沢 、 縣
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表1過 去5年 間の営業推移

年度
項 目

1965 1966 1967 1968 1969

総 収 入 219 450 643 787 1155

純 利 益 7 17 28 40 56

従 業 員 156人 357人 424人 427人 787人

注)金 額 は万単位以下四捨 五入(単 位:万 ドル)

こ の表 で み て も1968年 に比 較 して1969年 は総 収 入 で47%、

利 益 で41%と そ れぞれ増 加 して いる。 この よ うな 結果 を もた ら した主 な

もの と して は、

①NASAと 契 約成 立

② デ ー タセ ンタ ーの設 立

が あ げ られ る。 さ らに1969年3月 以 降 も成 長 し、 現在 で は従 業 員

1,200人 、 売 上 げ2,000万 ドル、 顧 客 の 数約600、 ブ ・ ジ ェ ク ト'

数 約80と い う状 況 であ る。

組 織 は 図1に 示 す通 りで あ る。

～

倉
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社 長

W・F・BAUER
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上 級 副 社 長

F・U・WAGNER

ビ ジ ネ ス

オペ レーシ ョン

サ ー ビス

フ ロ タ ク ト

ウエスタン

オペレーシ≒ン

ATARS

ス

シ ョ ン

上 級 副 社 長

W・L・FRANK

政府関係

サ ービス

NEオ ペ

レーション

TISCO Data

Plan

図1組 織

この 会社 の3つ の 主 な る事 が ら といえ ば

①MARKWの 動 向

②ATARの 計 画
、

③ デ ー タ ・セ ン タ ー の 設 立

が あ げ ら れ る。

2.2MARKIVフ ァ イ ル マ ネ ー ジ メ ン トシ ス テ ム

イ ン フォ ー マ ティ ック ス社 のProprietarYProductと し て 成 功 した

も の で あ る。

こ の"Product"と い うの は、 十 分 な 市 場 分 析 を 行 な い、 販 売 可 能 な

形 に 設 計 を し、 この シ ス テ ム の 使 用 に 際 して は シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ ア が

十 分 な る ト レー ニ ン グ と保 守 を 行 な い、 使 用 に 対 す る保 証 を 与 え る も の

で あ る。 そ し て、 特 定 の ユ ー ザ ー の た め に 、 修 正 も しな い し特 定 の 値 段

も つ け な い 。 この よ うな もの を"Product"と 呼 ん で い る。 また 、
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Proprietaryと は イ ン フ ォ ー マ テ ィ ック ス 社 に 一 切 の 所 有 権 が あ り、

使 用 者 に 使 用 す る こ との ラ イ セ ン ス の み を 与 え る よ うな や り方 を い う。

2.2.1概 要 一

このMarkIVに 関 し て は い ろ い ろ の 文 献 で 紹 介 さ れ て い るの で 具 体

的 内 容 は 省 略 す るが 、 持 っ て い る機 能 は フ ァ イ ル の 更 新、 デ ー タ の 任

意 抽 出 、 分 類 、 レ ポ ー トの 作 成 を 行 な い、 広 範 囲 に 応 用 で き る よ うに

し た フ ァ イ ル マ ネ ー ジ メ ン ト シ ス テ ム で 、IBM360シ リ ー ズ の

モ デ ル25/30/40/50/65/67/75/85/91に 使 用 で き る。 こ のMark

IVの ベ ー ス は1960年 頃7094,1410の た め に作 ら れ たttG

IRI、S"(GeneralInformationRetrievalandListing

System)で あ るが 、MARKIVは1965年 か ら 長 い 間 フ ァ イ ル マ

ネ ー ジ メ ン トに 熟 知 した 人 々 に よ っ て 開 発 さ れ て き た 。 現 在 さ ら に

RCASPECTRA70用 の も の を作 成 中 で あ る 。 こ れ を 使 う こ と

に よ リ プ ロ グ ラ ム作 成 が 短 時 間 に で き る。'例 え ば あ る種 の仕 事 を行 な

,う の にCOBOLを 使 用 す る と6日 位 か か る も の が 、MARKIVを 用

い る と1日 で 完 了 す る と い わ れ る。

ま た 、 コ ダ ッ ク 社 の 例 に よる と、 ブ ・ グ ラ ム を 作 成 しそ の デ バ ソ グ

を行 な っ た 場 合 、 最 初 の 時 は60%が1回 で デ バ ッ グ完 了 、2回 目 か

らは90%が1回 の デ バ ッ グ で 完 了 す る こ とに な った とい わ れ て い る。

そ の 位 容 易 に 利 用 で き る とい う こ とで あ る。

現 在 の ユ ー ザ ー は 、 全 部 で235社 に の ぼ り、 日 本 に は2社 これ を

購 入 して い る と こ ろ が あ る。 業 種 的 に み る と製 造 関 係 が 多 く、 と く に

石 油 会 社 が 主 体 で あ る が 、 そ の 他 自動 車 産 業(GM、 フ ォー ド)、 写 真

フ ィ ル ム 関 係 の ユ ー ザ ー で あ る。

2.2.2価 格

価 格 を き め る要 素 と して つ ぎの よ うな 事 項 を 考 え て い る。

(1)man-POwerの 費 用

(2)潜 在 市 場 を も と に そ の 区 域 の 大 き さ

▲
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(3)い くつ 位 売 れ る だ ろ う か と い う こ との 予 想

現 在 のMarkIVはIBM360シ リ ー ズ 用 の も の で あ る か ら 、IBM

の ユ ー ザ ー15,000社 の 中 に イ ン フォ ーマテ ィ ックス社 の ユ ー ザ ー は

い る 訳 で あ る。

な お 、IBMよ り の 援 助 は 一 切 うけ て い な い。

価 格 は い ろ い ろ の 条 件 に よ っ て 異 っ て い る。

(D単 体 販 売 の 場 合

ア メ リカ ・ヨ ー ロ ッパ と もIBM360用 で35,000ド ル で、

こ の 費 用 の 中 に は 、 フ ィー ル ドプ ラ イ ス と して1ヵ 月1回 の エ ン ジ

ニ ア の 訪 問 を う け る こ と、 マ ニ ア ル 類 の ア ッ プ デ ー トを うけ る こ と

の 費 用 が 含 ま れ て い る。

(2)一 つ の ユ ー ザ ー が い くつ か のMARKIVを 使 用 す る場 合

一 つ の ユ ー ザ ーが い くつ か の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム を も って い て

複 数 のMARKNを 購 入 す る場 合 単 価 は 安 くな る。

使 用 す るMARK]!の 数 単 価

2～412,000ト ノレ

5～69,000ト ノレ

76,000ト ノレ

フ ォ ー ド社 の 例 な ど で は 、23の 異 っ た シ ス テ ム で も35,000

る

ドルで 販 売 した こ と もあ った。

(3)オ プ シ ョン機 能 を つ け る場合

上 記 の 基本 的 な もの に オ プ シ ョンを つ け る場 合 、 それぞ れ の 機能

の 価 格 は

オ プ シ ョ ン 機 能

TableIＬook-up2・500ド ル

IndexCoordinateFile5,000ド ノレ

SterlingProcess(英 国 の 貨 幣 の 換 算)2,500ト ル
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た だ し、 全 部 を ま とめ て 買 え ば 半 額 とな る。

(4)リ ー ス を す る 場 合

リー ス は 米 国 内 の み で ヨ ー ロ ッパ で は や っ て い な い。 これ は、 各

国 の 法 的 な 問 題 が か ら む た め で あ る。

3ヵ 月 間 試 行 期 間 が あ り、 大 体7,500ド ル 位 、 そ の 後 は1年 契

約 で18,000ド ル/年2年 契 約 で12,000ド ル/年 の 価 格 で あ る。

試 行 期 間 の 金 額 は 、 も し買 取 り に した 時75%ま で 購 入 価 格 に 含 め

る こ とが で き る。

2.2.3販 売

こ のMARKIVの 販 売 に 際 して は 、 そ の 使 用 許 可 証 を 与 え るの み で

シ ス テ ム の 権 利 は イ ン フ ォ ー マ テ ィ ッ ク ス 社 が保 持 す る。

ユ ー ザ ー に 提 供 す る もの は 、 磁 気 テ ー プ に作 ら れ た シ ス テ ム と、 各

種 マ ニ ュ アル で あ っ て 、 プ ・ グ ラ ム の 内 容 を リス ト した もの は 提 供 し

な い 。 イ ン フ ォ ー マ テ ィ ッ ク ス 社 と して は シ ス テ ム が 完 全 に 使 え る こ

と を 保 証 して い る の で 、 ユ ー ザ ー が 勝 手 に 内 部 を 変 更 した 場 合 は 、 保

証 の 責 任 が 消 滅 す る 。 現 在 第8版 が ユ ー ザ ー に 提 供 さ れ て い る。

な お 、 マ ニ ュ ア ル と して 提 供 す る の は

ReferenceMannuaI/OperationsGide

PracniquesHandBook/Specia1Featureで あ る
。

1

2.5デ ー タ ・セ ン タ ー

1968年9月 、IBM360-40を 設 置 した デ ー タ セ ン タ ー が ロ

ス ア ン ゼ ル ス に 開 設 さ れ た 。 さ ら にRuckerCompanyの 株 を 手 に 入

れ た こ とに よ り、 す で に 開 設 され て い た2つ の 大 き な デ ー タ セ ン タ ー、

す な わ ち ロス ア ン ゼル ス とサ ン フ ラ ン シ ス コ 両 地 区 に も 設 置 した こ とに

な っ た 。

1969年6月 に は ニ ュ ー ヨー ク市 内 に あ るDataPlan社 の デ ー タ
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セ ン タ ー を 買 収 した 。 結 局4ヵ 所 に デ ー タ セ ン タ ー を 設 置 した こ とに な

っ た 。

2.3.1設 立 の 目 的

デ ー タ セ ン タ ー は、 広 範 囲 な 事 務 用 ア プ リケ ー シ ョン と してMAR

KIVや そ の 他 複 雑 か つ 進 歩 した ア プ リケ ー シ ョン を 提 供 し た り、 あ

る い は ま た オ ー バ ー フ ロ ー した 仕 事 の バ ッ ク ア ッ プ ・セ ン タ ー と して

使 用 して も ら うた め の サ ー ビ ス を 行 な う。

2.3.2将 来 の 方 向

こ れ ら の セ ン タ ー は近 い 将 来onlineremotejobentry的 な

使 い 方 に な っ て い く で あ ろ う。 そ の 時 は カ ー ド ・イ ン プ ッ トや レポ ー

トの リス テ ィ ン グ は 回 線 を 通 じ る こ とに な る 。

●

2・4AtarSystems

航 空 産 業 の 発 達 と航 空 機 利 用 客 の 増 加 で 国 内 航 空 会 社 は 新 し い サ ー ビ

ス を 必 要 と し て き た 。1969年4月22日 の 国 内 航 空 会 社 を 代 表 す る

グ ル ー プで あ るATA(AirTransportAssociation)のATC

(AirTrafficConference)が 選 ん だ の が 、 このAtarSystem

で あ る。 こ れ は 、 利 用 者 に 対 し、 航 空 会 社 の ス ケ ジ ュ ー ル と そ の 利 用 方

法 の 直 接 的 サ ー ビ ス を 与 え る もの で あ る。 す な わ ち 各 航 空 会 社 を 結 ん だ

予 約 シ ス テ ム で あ る。

AtarCSI(AtarComputerSystemsInc・)は こ の た め に 作

ら れ 、 イ ン フ ォ ー マ テ ィ ッ ク ス 社 、 ウォ ー ル 街 のHayden-Stone商 店 、

そ れ に 個 人 投 資 家 に よ っ て 株 が も た れ て い るが 、 ほ ぼ イ ン フ ォ ー マ テ ィ

ッ ク ス 社 の 子 会 社 で あ る。 現 在 は22の 航 空 会 社 の うち11社 と契 約 が

結 ば れ て い る。

241処 理 の 概 要

(1)ネ ヅ トワ ー ク(Atarシ ス テ ム)

こ のAtarシ ス テ ム の 処 理 概 要 は 図2の 通 り で あ る
。
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(2)オ ペ レ ー シ ョン の 方 法

旅 行 代 理 店 の タ ー ミナ ル は約2,000あ る 。 ま た 参 加 し て い る 航

空 会 社 は 現 在11社 で あ る。

利 用 者 は

① 代 理 店 に 対 し、 行 先 ・ 日付 ・大 体 の 出 発 時 刻 を 申 し込 む・

② 代 理 店 は 端 末 よ り コ ン ピ ュ ー タ に タ イ プ イ ソ す る。

③ コ ン ピ ュ ー タ よ り4つ の 利 用 可 能 な 便 を 答 え て く る。(航 空 会

社 名 ・フ ラ イ ト%・ 出 発 と到 着 の 時 間 と場 所 ・飛 行 機 の 種 類 ・食

事 サ ー ビ ス ・立 寄 る先 の 数 も あ わ せ て)

④ 便 が き ま る ど、 旅 行 代 理 店 は客 の 氏 名 、 関 連 す るサ ー ビス 情 報

を タ イ プ ィ ン す る 。

⑤ こ れ で 予 約 は終 了 す る。

(3)ソ フ ト ウ エ ア

Atarの ソ フ トウ エ ア は 大 き く三 つ の グ ル ー プ よ りで き て い る。

① コ ン ト・ 一'ル ・プ ・ グ ラ ム

Atar全 体 を コ ン ト ・ 一 ル す る プ ・ グ ラ ム で 約10万 ス テ ッ プ

で あ る。IBMのPARS(ProgramedAirlinesReserva-

tionsSystem)と 共 通 で あ る。

② ア プ リ ケ ー シ ョン ・プ ・ グ ラ ム

処 理 ブ ・ グ ラ ム全 体 で、PARSを 大 分 引 用 して い る。

③ サ ポ ー ト ・プ ・ グ ラ ム

バ ッチ 的 な 処 理 作 業 の た め の プ ・ グ ラ ム

全 体 の ス テ ッ プ は約225,000ス テ ッ プ 、IBMのPARSの 約

60%を 利 用 し た 。AtarSystemの 開 発 の た めPARSの 修 正 ・追

加 に 約40～50人 年 を 要 した 。

参 考 ま で にIBMのPARSの 開 発 か ら テ ス ト ま で200～400人 年

を 要 した と い わ れ る。
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2.4.2価 格

この リザ ーべ ー シ ョン ・シス テ ム運用 に 当 り、 収入 は代 理店 と航空'

会 社 の 両方 よ り得 られ る。

ω 旅 行代 理 店

1ヵ 月 当 りの 料 金 で トランザ ク シ ョンの 量 に よっ て き ま る。

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の 数/月

2,000以 下

2,000～2,999

3,000～3,999

4,000～4,999

5,000～5,999

6,000以 上

(2)航 空 会 社

2種 類 あ っ て

料 金/月

110ト ル

120ド ル

130ド ル

140ド ル

150ド ル

160ド ル

① ス ケ ジ ュール に つ い て 月 ぎめで 料 金 を とる。 しか し、 これ は全

体 と して 少 な い額 で あ る。

②1つ の 取 引 に対 す る料金 で13セ ン トを と る。 この 額 が 大 き く

80%の 収 入 源 であ る。

これ ら の 料金 を きめ るた めの 基礎 とな る もの は、 つ ぎの4項 で あ

る。

① ハ ー ドウエ ア費 用、 買取 りで8年 間 で 償 却 。 した が っ て200

万 ～300万 ドル/年 で あ る。

② 従 業 員の 費 用 従 事 して い る115～120人 の 人 件 費

③ 通 信 網 の 費 用 年 間 約200万 ドル で あ る。 」

全 延 長 距 離(旅 行 代 理 店 と航空 会 社 まで)は 約60,000マ イ

ルで あ る。

④ 施設 費(敷 地 ・建 物等)維 持 の た め80～90万 ドル/年 必 要

▲
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とな る。
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2.5将 来 の方 向

この会 社 の 見方 と して、 現 在 ではTSSは ま だ根 をお ろ して い な い と

み て い る。 この分 野へ の 進 出 には、 十 分 市場 にお け る必 要 性 を調 べ る こ

と、 お よび ネ ッ トワー ク をは りめ ぐ らせ るには 相 当 の 資金 が 必 要 で あ る

こ とを認 め て い る。 そ して米 国 にお け る通 信 関 係 の機 械 の古 さ や、 新 し

い 回線が 多 く必 要 で あ る現 状 が 急 速 に改 善 され る こ とに あ ま り期 待 を も

ってい な い よ うで あ る。

さ らに、 利 用 者 を 巾広 く集 め て くる こ とへ の労 力 も相 当 必 要 で あ るこ

と も認 めて い る。 これ らの こ とか ら、 将 来 の方 向 としてTSSの 分 野 と

い う ものが 重要 で あ る こ とは理 解 しなが らも、 現 状 では、 オ ン ラ イ ンに

よ る ビジネ ス方 面 の仕 事 を前 述 の デ ー タ ・セ ンタ ーを拡 大 してや って い

く方 針 で あ る。 そ して この会 社 の得 意 とす る ソフ トウエ アの パ ッケ ー ジ

(例 え ばMark】V)を この よ うな仕 事 の 中 で開発 して い くで あ ろ う。

一 方
、 各 企 業 が 自社 で導 入 した コ ン ピュ ータに関 し、 シス テ ム設 計 か

ら運 営 まで を専 門家 に ま かせ る、 い わ ゆ る施 設管 理 が 今後 増 え て くる と

予 想 して い る。 すで にNASAに は ワ シ ン トンに お い て契 約 して い る。

ただ専 門 的 知識 を要 求 さ れ るた め、 人材 が な く、 手 持 ち の 人 をそ れ に 向

け るには も った い な い とい うこ とも あ って、 今後 や り方 を改 善 す る必要

が あ るこ とを痛 感 して い る。

5参 考事項

イ ン フ ォ ー マ テ ィ ッ ク ス で い うパ ッ ケ ー ジ とは 、 製 作 す る 時 は 他 の 目的

で あ るか も知 れ な い が 、 汎 用 性 が'あ り、 特 徴 が あ って 他 の 方 面 に も 売 って

も よ い性 格 の もの で 、 個 々 の ユ ー ザ ーに よ って 修 正 さ れ る こ とが あ り得 る

も の を レ、っ て い る。
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コマー シャルの分 野 に進 出 をはか るSDC

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

SystemDevelopmentCorporation(SDC)

2500ColoradoAvenueSantaMonicaCalifornia

90406

1969年11月14日

Mr.R.A.Freeman,Head,CorporatePresentation

Mr.MaxD,Schleppenbach,ManagerSoutheastAsia/

PacificSystemsDepartmentMiいtarySystems

Division

吉 田 、 宮 野 、 富 田 、 西 尾 、 梧 沢 、 縣

1概 要 お よ び 所 感

ラ ン ドコーポ レー シ ョン よ り分 離 した 会社 で、 設 立当 初 から 現在 まで 常

に 中心 は何 とい って も軍 関係 の仕 事 で あ る。 いい か えれ ば、 軍 に さ さえ ら

れ て安 定 した 需 要 を有 して いた 訳 で あ るが 、1968年 組織 を再 編 成 し、

3つ の 主 な事 業部 に重 点 を お いて きて い る。

す な わ ち、 コ マ ー シャル ・シス テム ズ,パ ブ リック ・シス テ ム ズ 軍 事

シス テ ムズで あ るが 、 と くに この 中で コマ ー シャル ・シス テ ム ズ事 業部 に

最 近 力 を いれ て き て い る体 制 に あ る。 これ は、 他 の ソ フ トウエ ア会 社 の傾

向 に もみら れ るよ うに、 ア メ リカにお け るソ フ ト ウエ ア産業 の 一 つ の 方 向

とみ る こ とが で き る。

今 ま での この 会社 の経 験 か らみ て、 調 査 ・研究 開発 にす ぐれ た 技 術 を も

っ て い るの で・ これ を基 本 と して、 コマー シャルの 分 野 に積極 的 に 進 出 し、

TSS,施 設 管理,情 報 提 供 サ ー ビス と拡 大 して い くも の と思 われ る。
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2詳 論

2.1会 社 の 状 況

SDCは も と も と ラン ド ・コ ーポ レー シ ョン の一 部 で あ ったSDD

(SystemDevelopmentDivision)が 発 展 的 に分 離 独 立、1956

年11月 会社 組 織 とな った もの で あ る。

SDDが 行 な っ てい た 主 た る仕事 は、 ハ ー ドウエ ア対人 間 に 関す るシ

ス テ ムを 開発 す る こ とに あ った。 空軍 が実 際 の 戦 闘 に適 応 したSAGE

シ ス テ ムを 開発 す るに際 し、 ラソ'ド ・コ ーポ レー シ ョン以 外 この 計 画 を

成 功 させ るグル ー プ は存 在 しな か った 。 ラ ン ドとSDCは3,500人 以

上 の人 間 を 訓 練 し、 計 画 完成 す るまで に500人 年 を 要 した。 たX'し 、

この 当時 の 言 語 は機械 語 で あ り、 現 在 は高 度な 言 語 例 えばJOVIALが

で きて い るの で1/10位 の パ ワーで で き るで あろ うとい われ る。

非 営利 団 体 で あ ったSDCが 営利 会 社 に変 った 理 由 は、

(n軍 関 係 の 仕 事 につ い て は、 資金 はあ った が、 軍 以外 の 仕 事 に関 して

は 資金 が足 りず 、 株 を 通 して資 金 を 集め るこ とが 必 要 であ った。

(2)従 業 員を 何 ら か の 方 法 で企 業 に 定着 させ る必 要性 か ら各 人 に株 を も

た せ る こ と もで き る。

で あ った。

営 利企 業 とな ったSDCは 、 順 調 な道を た どっ てい るが1968年 、

主 た る3つ の事 業部 を 設 けた 。 す な わ ち

① コマ ー シ ャル シス テ ム ズ

② 軍 事 シス テム ズ

③ パ ブ リッ ク シ ス テムズ

全 体 の組 織 図か ら み る と図1の 通 りで あ る。

14
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-

社 長

W.S.Melahn

① ② ③

.

④

/

⑤

コマー シヤノレ

シス テムズ

事 業 部

エアオペ レー

シ ョンズ

事 業 部

宇宙空間

事 業 部

Command

Support

Operation

事 業 部

パ ブ リ ック

シス テ ムズ

事 業 部

図1会 社 組 織

(D従 業 員 ・

会 社 の 従 業 員 は 合 計3240人 、 こ の うち ス タ ッ フ は2205人 で

あ る。

図1で 従 業 員の 内 訳 は

コ マ ー シ ャ ル ・シ ス テ ム ズ 事 業 部5%

軍 事 事 業 部 ② ～ ④809。

パ ブ リ ッ ク シ ス テ ム ズ 事 業 部15%

で 何 と い っ て も軍 事 方 面 の 比 重 が 圧 倒 的 に 大 きい 。 これ を 職 種 別 に み

る と

oデ ー タ ブ ・セ ッ シ ン グ関 係1,206人

o訓 練 関 係308人

oオ ペ レー シ ョ ン ズ ・ リサ ー チ135人

oエ ン ジ ニ ア リン グ(シ ミュ レー シ ョンやTSSの た めの機 械 設計)

120人
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。 そ の 他

こ れ ら の 人 々 の 学 位 を み て み る と

oB・A(BachelorofArts)

oM・A(MasterofArts)

oP・H.D(DoctorofPhilosophy)

o何 も な し

436人

1,204人

358人

102人

541人

これ か らみ て も相 当 レベ ルの 高 い人 材 を か か え て い るこ とがわ か る。

また、 参 考 の た め に 各支 店 別 に従 業 員を み て み る と

サ ソタ モ ニ カ(本 社)2,312人

ホ ー ル ズチ ャ ーチ231人

レキ シソ トン89人

コPラ ドス プ リン グ95人

デ イ トン38人

ハ フマ ス42人

ハ ン ツ ビル15人

・ 一 ムニ ュー ヨー ク15人

そ の他 の支 店403人

そ の他 の海 外 支 店 は

カ ナ タ ドイ ツ イン ド イ ラン 日本,沖 縄,フ ィ リピン,

南 ヴ ェ トナム 台 湾 タイ トル コ

に あ る。

(2)営 業 成 績

表1に 過去10年 間 の 営 業 推 移 が あ るが、 これ を み る と最 近 の 売 上

げ は ほ じ横 這 い状 態 で あ る。 ま た、 利 益 の 方 も最 近 は少 しず つ 伸 び て

い る状 態で あ る。 これ は、 お そ ら く軍 とい う一 定の 得 意 先 の ため と考

え られ る。

電

,

●
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表1過 去10年 間の 営 業推 移

(単 位:万 ドル)

b

き 1959 1960 1961 1962 1963 1964

総 収 入 3,272 4,243 4,364 4,780 5,653 5,682

純 利 益 157 145 55 46 96 43

¶

き lg65 1966 1967 1968 1969

総 収 入 5017 5,130 5122 5,338 6,100

純 利 益 30 52 59 69 一

これ は図2を み て も よ くわ か る よ うに、 軍 以 外 の事 業 部 の 売上 げ は

全 体 的 にみ て 少 な い。 そ して 先に もふれ た コマ ー シ ャル ・シス テム ズ

が よ くの びて きて い る こ とがわ か る。 図3は 各 事 業 部 ご との契 約 件 数

を示 した もの で あ る。

■ ・マーシ・ル ・システムズ

ロ パカ ・ク ・システ・ズ

ロ 軍事システ・ズ

A:防 空

o:そ の 他

●

7

60

50

百

40万

ド30

ノレ

20

10

61ρ
一565568

■ ■
5L3512534

_47β
502

■
■ ■

一
424436

一
一 ■ 0

0

327
0
-一 一

0
0

一
0

O 0 0
一 0

・一 一
25.6 ・一 一

一
〇

一一 ≡

一 一 一

"一
一

.← 一 .一 一 .一 一

A
一 一 ≡

"一

A A A
A一

A
A A A A

A

585960616263646566676869年

図2年 度 別 売 上 推 移
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400
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1
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一

一288

-183

…91

404

コマーシ ャル 107

124

173

コマーシャル 47

175

169

パブ リック

パブリック

パブ リック 鵬

159

パブ リック 拠

109

軍 事 軍 事

、

軍 事

一 パブ リック 39

77
軍 事

軍 事

65 66 67

年

68'69年

'

,

図3年 度 別 契 約 件 数

SDCの 仕 事 内容 は

、シス テ ム分 析

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

シ.テ ム 設 計

で あ る。

ソ フ ト ウ エ ア 作 成

エ ン ジ ニ ア リン グ

設 置 に 関 す る ト レー ニ ン グ と評 価

'
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2.2コ マ ー シ ャ ル ・シ ス テ ム ズ 事 業 部

こ の 事 業 部 は 前 述 の よ う に1968年 よ り設 け ら れ た もの で 、 大 き く

わ け る と三 つ の 分 野 に わ か れ る。

2.2.1コ ン ピ ュ ー タ ・セン タ ー

サ ン タ モ ニ カ を 中 心 と した コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー に は3台 の 大 型

コ ン ピ ュ ー タ が 設 置 さ れ て い る。

(1)Q-32タ イ ム ・シェ ア リン グ ・ シス テ ム

この コ ン ピ ュ ー タ を 用 い てSDCは 最 初 のTSSを 開 始 した 訳 で

あ る が 、1962年 か ら 政 府 関 係 の ユ ー ザ ー に サ ー ビス を 行 な っ て

い た 。(本 格 的 に は1963年 か ら で あ る が)1968年 よ り民 間

関 係 の ユ ー ザ ー も こ れ を 利 用 す る よ うに な っ て き た 。

表2Q32機 器 構 成

機 器 構 成 数 合 計 容 量

主記憶装置 4 65シKW

(『㌶ 編2`μs)

バ ッ フ ァ ・ コ ア メ モ リ 1 16KW

(サ イ ク ル タ イ ム2.5μs)

ド ラ ム ム 5 696KW

(ア ク セス タイム11.5msWord転送 速 度275μs)

デ ィ ス ク フ ァ イ ル 2 8,388KW

(ア クセス タイム225ms語転 送速 度12μ
S)

MTド ラ イ ブ(729-]V) 9 112%iPs

MTド ラ イ ブ(MAI7294) 4 112ンiPs

カ ー ド リ ー ダ 1 100cPm
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コ ミ ユ ニ

ケー シ ョン

テ ヤ ネ ル

ハ ツ フ ア

メ モ リ

カ ー ド

リ ー ダ

カ ー ド

ハ ン チ

Q32'

c?u

Q32機 器 構 成 図

ドラ ム

品.

デ ィスク

コ ン ト

13テ ー プ

デ ィスク

こ のQ32シ ス テ ムは 同 時 に18端 末 ま で プ ロ セス す る こ と が 可

能 で あ る。 端 末 は テ レ タ イ プモ デ ル33,35で 、 キ ー ボ ー ド と紙

テ ー プ 読 取 リパ ン チ(オ プ シ ョン)の つ い た も の で あ る。 コ ン ピ ュ

ー タ へ の ア ク セ ス は 電 話 回 線 で103A-2と い うデ ー タ セ ッ ト を

結 合 して何 処 か ら で も ア ク セ ス で き る。 ソ フ ト ウ エ ア と して は い ろ

い ろ の もの が そ ろ って い る が 、

①TINT(Teletypelnrerpreter)

イ ン タ ー ア ク テ ィ ブ ・ プ ロ グ ラム で誰 で も 容 易 に プ ログ ラ ム す

る こ と が 可 能 で あ る。

②LUCID(LanguageUsedtoCommunicationInfor-

mationSystemDesign)大 き な デ ー タ ベ ー ス の 編 成 、 加 工

曽

〆

●

●
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の オ ペ レー シ ョ ン を 誰 に で も で き る よ うに した もの で あ る。,

③TRACE(Time-SharedRoutinesforAnalysis

ClassificationandEvaluation)

統 計 処 理 に お け る 各 種 操 作(順 序 づ け 、 抽 出 、 加 工 等)に 用 い

られ る。

④JOVIAI、Compiler

専 門 家 向 ソ フ ト ウ エ ア でAI、GOLを さ ら に 効 率 よ く した 言 語

で あ る。

⑤LISP1.5,LISP2.oが 使 え る。

こ れ はLISTProcessing言 語 で あ る。

⑥ そ の 他 デ バ ッ グ用 のDEBUG,編 集 用 のEDIT,EDTX

Tが あ る。 ま た 、JOVIAL用 の デ バ ッ グ の た め にSUREが

あ る。

(2)TS/DMS

こ れ はIBM360-65tsよ び67を 使 用 したTime-Shared

DataManagementSystem(略 し てTS/DMSと 称 す る)で

1968年 よ り前 述 のQ32シ ス テ ム を 一 部 改 良 し て新 ら しい タ イ

ム シ ェ ア リン グ ・エ グ ゼ ク テ ィ ブ と し て 登 場 し た。

① 主 な機 能

こ のTS/DMSで も っ て い る機 能 は 主 に4つ あ る 。

(a)TS/EXEC(Time-SharedExecutiveprogram)

イ ン タ ー ア クテ ィブ な シス テ ム、 バ ソチ 的 シ ス テ ム 両 面 よ り

使 い 易 く した コ ン ト ロ ー ル ・ プ ログ ラム で あ る。

(b)CDMS(AGenera1-1)urposeCbmmercialData

ManagementSystem)

大 容 量 の フ ァ イル よ り 多 目的 に 広 範 囲 な デ ー タ を 高 速 に 処 理

す る こ とが で き る シス テ ム で あ る。
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(c)Specia1・-purposeDataManagementSystems

あ る 特 定 の 目 的 の 仕 事 の た め に 用 い ら れ る フ ァ イ ル の 処 理 プ

ログ ラム で 、 例 えば 後 述 のORBITシ ス テ ム な どで あ る。

(dlProgra㎜er'sPackage

こ れ は い ろ い ろ と種 類 が あ り、 例 えば 、

○

○

○

○

○

○

○

FORTRANN

WATFORWaterloo大 学 で開 発 さ れTS/DMSで 動

くFOR,TRAN

COBOL

JOVIAL

FASNIBM360のF'レ ベ ル ア セ ン ブ ラ ー

TINTオ ン ラ イ ン 用JOVIAL

IPSS(lnteractiveI)rogrammingSupPort

System)

な どが あ る。

② 機 器 構 成図

図5,図6に そ れ ぞ れIBM360-67,360-65の 構

成 を 示 す。

⑨ 料 金

TS/DMSサ ー ビス の料 金 は端末 の 結 合 時間 を基 礎 と し、、さ

ら に周 辺 機 器(磁 気 テー プ,デ ィス ク,オ フ ライ ン機器 等)の 料

金 をす べ て一 括 して 決 め られ る。

表3に 料金 一 ら ん表 が あ る。

④ ユ ーザ ー

現在 の 使 用状 況 は同 時 に38の ユ ーザ ーが 使 用 す るこ とが あ る

が、 契 約 して い るユ ー ザ ー と して は20の 民 間 会社 、UCLA、

空 軍4～5ユ ー ザ ー、 海 軍2ユ ー ザ ー、 国防 省 、 図 書館 等 で 合計

30～40ユ ーザ ー位 で あ る。

∂

ノ

■

◆
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図51BM360-67構 成 図
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表3 料 金 表

タ ー ミナ ル の結合 時 間

CPU時 間

1月 の最 低 額

デ ィス ク使 用料

磁 気 テ ー プ料

オ フ ライ ン処 理

技 術 援 助 体制

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・コ ス ト

ノ・ ッ チ フ ロ セ ス

累 積 使 用 時 間

0-24.99

25-49.99

50-99.99

100-149.99

150以 上

9ド ル/時

12ド ル/分

100ド ル/月/1カ ス トマ

9ド ル/時(たSし 最 初の ロジ カル シ リ

ン ダにつ い て)

0.0432ド ル/時(追 加 の ロジ カル シ リ

ン ダ当 り)

5.40ド ル/時

30ド ル/時(印 刷,カ ー ドのin/out)

max24H運 転 と、16人 時 の ト レー

ニ ン グを 行 な う。

回 線 料 と端 末 料 を も ら う。

ウ イ ー ク ァ ー

443ド ル

421・ 〃

399

376

354

週 末

389ド ル

367

345

323

303

*18.00～7 .00ま で

・*土 曜7 .00～ 月 曜7.00ま で

2.2.2施 設 管 理

今 ま で コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ー は 非 常 にPRを う ま く利 用 して 多 量 多

種 の コ ン ピ ュ ー タ を 売 りつ け る こ とに 成 功 し て きて い る。一
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例 えば、 あ る機種 で処 理 が オー バ フ ロー して くれ ば さらに 大 きな機

種 を す す め、 一 方 ユ ー ザ ー は それ を受入 れ て きた。

しか し、 ユ ーザ ー と して は マ ネ ー ジメ ン トの コス ト低 減 を 目的 と し、

また期 待 して きた に も拘 わ らず 実 際 は逆 に ふ え て きて い る。 それ は使

い 方 を 知 らな い、 十 分 な能 力 を 出 して いな い、 結 局、 理解 が足 りない

とい うこ とに なっ て き てい る。

この 傾 向 か ら、 次 第 に単独 に コ ン ピュータ を もつ ユ ー ザ ーが 自分 の.

力 よ りも外 部 の 専 門 会 社 す な わ ち ソフ トウエ ア会 社 に デ ー タ プ ロセ ス

を まかせ るこ とが 増 えて きて い る。

あ る保 険 会社 はハ ー ドウエ ア1ド ル に対 し、 ソ フ トウエ アに3ド ル

もか か って い る。 あ る い は あ る コン サ ル タ ン ト会 社 の 統 計 に よれ ば、

1968年 度 にお け る ビジ ネ スの 利 用 面 でハ ー ドウエア1ド ルに対 し、

ソフ トウエ アは1ド ル86セ ン トかか って い る とい われ る。

民間 関係 の み でな く空 軍 関係 で はす で に この 施 設 管理 は行 な わ れ て

き て い る。

値 段 の 点 は、 商業 面 につ い ては 、 需 要 の 内容 と大 き さが 異 り、 一概

に きめ られ てい な いが 、 医 療 保 険(例 えば ブル ー シ エル ド)の 場 合 は
　

単 価 が き め易 く施 設 管 理 はや り易 い。 しか し、 専 門 の ソ フ トウエ ア会

社 で は、 い ろ い ろの 分 野 の経 験 者 が 少 く、 さら に トレー ニン グ用 の プ

・グ ラム も立 派 な もの を作 らな い とい った 点 もあ って今 後大 い に努 力

を して い かな い といけ な い。

2.2.3所 有権 の あ る ソフ トウエ ア

ー 般 に汎 用性 が あ り、 か つ 市 場 性 の あ る ソフ トウエ アを 作 り、 販売

あ るい は リー スを 行 な って い る。

SDCの 重点 を お い て い る対 象 ユ ーザ ー は大 きな会 社 上 位500社

で、 大 型 機 で か つ複 雑 な シス テム を も って い る とこ ろで あ る。 そ れ は、

SDCの 製 品 を 使 っ て くれ る こ とが可 能 で あ る。

`

夢
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例 えば所 有 権 の あ るデ ータ ベ ース を販 売す る。

これ は大 きな会 社 の み で な く小 さな会 社 で もIBM360-30以

上 の 機械 を 使 って い る とこ ろが ね ら え る。 い ろい ろの デ ー タを持 ち、

対 象 ユ ーザ ーが必 要 とな った 時 に必 要 な情 報 を提 供 す る。 例 えば航 空

管理 のデ ー タ(午 前,午 後 の飛 行 機 の 飛 ん で い る数 、 時 間 間 隔 等)を

貯 えてお き、 航 空機 製 造会 社 には、 今 後何機 位 の飛 行機 を製 造 す るか

の 予測 時 、 航 空会 社 には何 人 のパ イ・ ットを今後 訓練 す る必 要が ある

か な どの 計 画 をた て る時 な どに情 報 を提 供 す る。 料 金 は1回 の 質 問 で

い く ら とい う具 合 に請求 す る。

唱

2.5パ ブ リ ッ ク ・シ ス テ ム 事 業 部

こ の 分 野 に つ い て は10年 間 の 実 績 を も ち 、 連 邦 政 府 、 州 政 府 、 地 方

政 府 、 大 学、 病 院 、 図 書 館 に 対 し、 シ ス テ ム 分 析 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 、 数

学 的 モ デ ル の 作 成 、OR、 シ ミ ュ レー シ ョン、 効 果 分 析 、 ト レ ー ニ ン グ

を 行 な っ て き た 。

パ ブ リ ッ ク 事 業 部 は 約200人 の ス タ ッ フが お り、 この 分 野 の 要 員 と

して は ア メ リカ 国 内 に お い て は 最 も 大 き い。

この 事 業 部 は6つ の 部 門 に わ か れ て い る。

① 教 育(Education)

② 図 書 館(Library)

③ 交 通(Transportation)

④ 衛 生(Health)

⑤ 公 衆 安 全(PublicSafety)

⑥ 政 治 シ ス テ ム(GovernmentSystem)

2.3.1教 育

こ の 部 門 は 約50人 の ス タ ッ フ に よ っ て 活 動 して い るが 、 そ の 目的

とい うの は 教 育 的 機 能 に コ ン ピ ュ ー タ の 技 術 を 与 え る こ と に あ る 。



一222一

先 生 や 学 校 行 政の 助 け にな る最 も進 んだ 道具 を提 供 して い るがそ の

い くつ か を 紹 介す る。

(1)PLANIT(ProgrammingLanguageforInteraction

andTeaching)

PLANITは 、 先 生や カ リキ ュ ラムを作 る人 に コン ピュ ータを

基盤 と した 授 業 を作 る手段 を 与 え る コン ピュ ー タの言 語 で あ る。 あ

るい は また コン ピュ ー タに よ る教育 を 学生 に 与 え るコ ン ピ ュータ言

語 で もあ る。 カ リキ ュ ラ ムを作 る人 も学 生 も コン ピュ ータ の経験 を

もっ て い な くて も十 分 使 え るもの で あ る。

これ は軍 事 的 に も応 用 され、 空 軍 の ト レー ニ ン グに用 い られ て い

る。

(2)ワ シ ン トンD・Cの 公 立 学校 で 使 わ れ て い る もの に学 校 の管 理 面

へ の適 用 が あ る。 例 え ば学 校 の予 算 管 理 を行 な うこ とで あ る。 学生

の相 談 相 手 と して例 え ば成 績 の統 計 を と り、 さ らに どの 学 校 に進 む

べ きか の相 談 に の っ て い る。

(3)教 育 に 関 す る分 析 に利 用 され て い る。

学校 区域 や州 内 にお け る教 育 問題 につ いて の 分 析 を 行 な うもの で

例 えば学 生 数、 区域 の成 長 ぶ りを 分 析 して今 後lo年 間 の計 画 をた

て る。

図 書館

ωALPS(AutomatedLibraryProcessingService).

一 般 の 図 書 館 で係 員が 手作 業 で や っ て い る事 務 面の 機械 化 で あ る。

例 えば 新 規 図 書 の 発 注、 受入 れ、 貸 出 し状 況 な どを管 理 す るた め の

もの で あ る。

(2)ORBIT(On-LineRetrievalofBibいographicTe-

xt)

図 書 目録 情 報 を リモ ー トタ ー ミナ ル か ら 直接 検 索 す る もの で あ る。

イ

書
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アメ リカ連邦 図 書館 な どで は これを利 用 して い る。 前 述 の

TS/DMSに て使 用 す るこ とが で き る。

2.3.3衛 生

(D連 邦 政府 と空気 汚染 問題 につ き コン ピュ ータ モ デ ルを 共同 で作 成

した。天 候 ・地 理 的条 件 で どの よ うな問題 が 生 じ るかを研 究 した 。

(2)患 者 の扱 い(ペ イ シ ェン トケ ア),

病院 の オ ー トメー シ ョンや 各 地 方の 衛 生 に 必 要 な もの また は状 況

を 調べ て評 価 す る。 これ は必要 項 目を調 べ モ デ ル を作 成 す る。 必要

項 目 とは、 人 口、 どの種 の病 気 が 多 いか、 病 院 の数 な どで あ る。

これ に は イ ン ドか ら も問合 せ が あ る。 ラ イ病 に 関す る特 殊 な シス

テ ムで コン ピ ュー タモ デ ル を作 成 す る こ とに関 して で あ る。

2.3.4公 衆 安全

コン サ ル テ ィン グ もや っ て い る が、 コン ピ ュ ー タ シス テ ムを 警 察、

裁 判 所 、 補 導 セ ン タ ー に提供 して い る。

開 発 中の もの は、 ・サ ン ゼル ス警 察 よ りの 注 文 で コ ン ピ ュー タ シス

テ ムを 使 って犯 罪 記 録 の 検 索 シス テ ムを作 っ てい る。 新 しく発 生 した

犯 罪 に つ い て過 去 の 類 似 の犯 罪 と比 較 し、適 正 な 処 置を と るシス テム

で あ る。

2.3.5交 通

大 き くわ け て3つ あ る。

(1)コ ン ピ ュー タモ デル の作 成

フ リー ウエ ーの 交 通 モ デ ルの作 成

(2)空 港 に お け る航 空 交 通状 況

(3)記 録 保 管、 す なわ ち、 免 許、 事 故 等 の情 報 の保 管

空 港 の 問題 で は大 規模 な プ ラ ンニ ン グス タ デ ィを や ってい る。

南 カ リフ ォル ニ アのloの 郡 にお け る空港 は どの よ うな ものを 使 う

べ きか を研 究 して い る。
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2.3.6政 治 シス テ ム

この シス テ ム と して は

(1)コ ン ピュー タ を 基本 とす るマ ネ ー ジメ ン トシス テ ム

州 や 地 方 政 府 に対 す る研 究 で農林 省、 住 宅 局 で もす で に使 って お

り、 国 防 省 で もベ トナ ム で使 って い る。 これ は輸 出入 を す べ て コ ン

トロールす る シス テ ムで あ る。

(2)連 邦 政 府

マ ンパ ワー計 画 と して 貧困 対 策 計 画、 労働 雇傭 問 題・を 含 ん で い る。

ケ ネ デ ィ大 統 領 時 代 よ り現 在 の ニ ク ソン大統 領 に まで 引 継 が れ て い

る。

また、 レポ ー ト作 成 シス テ ムに も参 加 してい る。 ・サ ン ゼル ス で

作 られ た もの が 州 か ら ワシ ン トン へ 流れ るその シス テム で あ る。 こ

の他 人 材の トレー ニ ン グ プ ログラ ム も開 発 してい る。

2・4軍 事 シ ス テ ム事 業部

この会 社 にお け る軍 事 方 面 の実 績 は豊 富 で あ り、1963年 以 降BA

DGEマ ネ ー ジ メン トを 手 掛 け て きた。 空 軍 とMITRE(MIT

ResearchEngineering)と 共 同 で 行 な って きた。

わが 国 にお け るBADGEに も関連 して い る。 この会 社 が選 ば れた 理

由 と して指 令 系統 シス テ ムに 専 門 家が い るた めで、 この方 面で は先 駆 者

と しての 立場 で あ る。 仕 事 と して は誘 導 ・迎撃 の 数 学 的検 討 、 シ ミュ レ

ー シ ョン,ト ラ ッキ ン グに つ い て の指 導 を して きた。

また、 技術 的 なサ ポ ー トと して プ ログ ラム:マ ネ ー ジメ ン トコ ース が

あ る。 コー ス の 内容 と して は、 シス テ ム ・エ ン ジ ニア リン グ,OR,人

間 との 関係,プ ロ グ ラム,デ ータ マ ネ ー ジメ ン トで米 軍 の大 半 に 行 な わ

れ て い る。

軍 事 方 面 で 開発 して い る もの に

〉
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① オ ペ レ ー シ ョン ・コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム

② シ ミ ュ レー シ ョン シ ス テ ム

③ デ ー タ ・ リダ ク シ ョ ン シ ス テ ム

こ れ は 、24時 間 の 事 項 を 記 録 し て再 生 す る こ と が で き る もの で 、Eあ

る場 合 は そ の中 を 部 分 的 に も調 べ る こ とが で きさ らに 統 計 的 情 報 も提 供

で き る。 例 えば24時 間 内 に 飛 行機 が 何 機 コ ン ト・ 一 ル さ れ た か、 ど こ

か ら来 た か 、 ど こへ 行 っ た 等 の 記 録 が 提 供 で きる 。

シ ス テ ム ・テ ス テ ィ ン グ の 面 で も 空 軍,海 軍,陸 軍 の コ マ ン ド コ ン ト

・ 一 ル に 対 し協 力 を 行 な っ て い る 。

研 究 して い る も の と して は

Oテ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

Oエ レ ク ト ロ ニ ッ ク カ ウ ン タ メ ジ ャ ー

O〃 ウ オ ー フ ェ ア

o海 洋 環 境 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト,

oシ ビ ー ル ァィフェ ン ス エ マ ー ジ ェ ン シ イ オ ペ レー シ ョン

これ ら は 空 軍 の 依 頼 で 短 期 間 の 研 究 で あ る。

¶

2・5今 後 の方 向

この 会 社に は ラ ン ド ・コ ーポ レー シ ョンに いた人 が50%は お り優秀

な 人 材 を もっ てい る。

TSSに つ いて は7年 前 よ り手が け てお り、 これ か ら もコ マ ー シ ャル

の 面 で 伸 ば して行 きた い 方針 で ある。

ω ソ フ トウエ ア会社 と して の 立場
プ

現在 ソ フ トウエ ア会社 は1週 間の うち に2社 で き る よ うな あ り さ ま

で あ る。 資本 が 少 く2～3人 集 まれ ば 仕事 にな る とい うこ とか らで あ

るが、 こ うい った成 長 は一 時 的 に コン ピュー タ時代 が 魅 力 的 な もの と

み ら れた もの で あ る。 しか しこれ ら は金 融面 で利 息 が高 くな って きて
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い るの で、 そ ういっ た設 立件 数 は少 くな る と思 わ れ る。 そ して小 さな

会 社 の有 能 な 技術 者 は大 きな会 社 に吸 収 され て い くで あ ろ う。 そ れ は、

有 能 な 技 術 者 は全 国 に数 が 少 く、 そ の ため に人 件 費 が高 く、 製品 の コ

ス トが 高 くな って しま い、 経 営が 成 り立 た な くな って くる訳 で、 次 第

に 大 企 業 に 吸 収 され てい くの で あ る。

こ こ2～3年 の成 長 ぶ りをみ る と大 企 業 は継続 的 に伸 び、 大手 の 巨

人 型 会社 の み が 残 っ て い く過 程 を経 るもの と思 わ れ る。 巨人 型 会社 は

そ れ ぞ れ仕 事 の種 類 や プ ・ジ ェ ク トに パ タ ー ンが き ま っで く る。例 え

ば

。 プ ロ ダク シ ョンCパ ッケ ー ジの 生 産 を 行 な い販 売や リース を行 な

う)

o施 設 管 理

oデ ー タ マ ネ ー ジメ ン ト

それ ぞ れ 巨人 型会 社 は重 点 をお いた分 野 に は多 額 の投 資 を して い る。

例 えば

UCCコ ン ピュ ー タユ ー テ ィ リテ ィ

CSC全 国 的 ネ ッ ト ワー クーINFONET

EDS施 設 管 理

とい う具 合 で あ る。 しか しな かな か 大 変 で、INFORNETは 数年

前 よ りや っ て い るが 金 の都 合 のつ いた の はつ い最 近 の こ とで、U1108、

20台 の予定 が現在1台 しか 入 って い な い。

またUCCは 通 信 網 と して マ イ ク ・ ウエー ブ とコン ピュ ータ を結 合

しよ うと してい る。 ウエ ス タ ンユ ニ オ ン も同 じ こ とを 考 えて い る。

SDCも 同 じ よ うな 計 画 を もっ て お り、IBM360/65を 使 用

す るが、 他 の シス テ ム と内 容 は異な ゆ、デ 一 夕マ ネジマ ン ト ・シス テム

に 重点 を お いて い くつ も りで あ る。

調 査研 究 開 発 の 面で 今 まで の 多 くの実 績 と進 ん だ技 術 を もって い る。

●

P
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●

こ の力 を利 用 し、 ソ フ トウエ ア に何 らか の革 新 を もた ら して行 き、 そ

して これ を コ マー シャ ル に使 用 して行 きた い。 多 くの会 社 は1番 にな

りたが らず2番 に な りたが って い る といわ れ るが、 この 会社 は 開 発 の

面 で第1位 を獲 得 す る ことをね ら って い る。

(2)施 設 管 理

この 面 に 関 して は 前述 した通 りで あ る。

(3)ソ フ トウエ ア ・プ ロ ダ ク ト

この 面 につ い て は前 述 した 通 りで あ るが、 この会 社 の も って い る実

績 か ら、 よ い ア プ リケ ー シ ョンの 開発 か ら広範 囲 な分 野 へ の進 出が う

か が わ れ る。
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、β

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

英国最大の コンピュー タ会社

ICL系 列の情報処理会社

InternationalComputingServiceLtd.(ICSL)

Newmanstreet68,LondonW.1.England.

1969年10月6日

Mr.S.Clark,MarketingManager

Mr.E.H.White,Comptroller(ICL社)

吉 田 、 石 本 、 上 田 、 平 原 、 岡 田 、 臼 井 、 佐 藤 真 住 氏(ジ ェ トロ ロ ン ドン センター)

'

1概 要 お よ び 所 感

ICSL社 は、 英 国 唯一 の民族 資本 の電 算機 メ ー カーICL社 の子会 社

で あ る。1956年 にElliotグ ル ー プ のサ ー ビス 部 門 と して 業務 を開 始

した が 、英 国 の電 算機 メ ー カーの統 合 に より、そ の規 模 も徐 々 に拡 大 し、

1968年9月 の民 族 資本 系電 算機 メー カー の大 合同 に よ り、1,000名

のス タ ッフを もつ 大 会 社 とな り、ICSLの 会 社 名で 営 業 を 行 な ってい る。

同 社 は現 在 、12種 に 及 ぶ20数 台 の コ ン ピュー タを持 ち 、親 会 社で あ

るICL社 の ほ か 、主 と して 英国 政 府 の各省 、 中 小 の 商業 、技 術関 係会 社

約2,000社 を対 象 に営 業 を行 な い、 英 国 にお るサ ー ビス ビュー ・k・

び ソ フ トウェ ア部 門 で はIBMと な らんで 最大 の シ ェ アを 占 め て い る。

業 務 内容 は 、サ ー ビス ビュ ー ロ、 ソ フ トウ ェア開 発 の両部 門 にわ た り、

主 と して給 与 計 算 、 コス ト計算 、在 庫 管 理 な どの通 常 計 算 業務 の ほ か、P

ERT、 予 測 計 算 、資 源 配 分 な どの経 営計 算 、 構造 設 計 計 算 、 交通 分析 、

バ イ ブ力学 計 算 、配 電 シス テ ム計 算 、 液体 輸 送 計算 、工 作 機 械 数 値 制御計

算 な ど非 常 に多岐 に わ た っ て い る・

ま た 、 現 在 マンチェスター の セ ンタ ーで は テ レタ イ プを端 末 と したオ ン ラ

イ ンサ ー ビス の拡 充強 化 に最 も力 を入 れ てお り、1970年 夏 には 、大 型



一232一

機2台 を設 置 し、 ロン ドン、 マ ンチ ェス タ ー、 バ ー ミンガ ムにそ れ ぞれ サ

テ ラ イ トコン ピュ ー タを置 き、 リモ ー トバ ッチ処 理 が可 能 な 大型 のオ ンラ

イ ン シス テ ム の導 入 を計画 して い る。 また 、 パ ッ ケー ジ開発 に も重点 をお

き・ 政府 関係 業 務 の拡 大 を 図 る一 方 、 未 だICSL社 の得 意 先 と して低 い

シェ ア しか しめ て い な い製 造業 へ の ア プ ロー チ を拡 大 して ゆ く方 針 であ る。

一 方 、情 報 提 供 サ ー ビス につ い て は、 コス トの面 か らこ の分 野へ の積 極

的 進 出は 考 慮 して い な い よ うに考 え られ る。

上 記 の とお り、 広範 囲 な業 務 を行 な っ て い るが、 大 半 が通 常 の 業務で 、

と くに特長 の あ る ものは な いが 、 自国 の電 算 機 メ ー カ ー育成 策 を推 進 して

い る英 国政 府 の 業 務 が比 較的 高 い比 率 を 占 め て い るこ とが 、 こ の会社 の特

長 で ある。 ま た 、討 論 の間 で も、IBMを 意 識 してい る面 が しば しば あっ

て 、当 面 の 目標 はIBMと の 競合 を如何 に勝 ち抜 くか と い う感 じが した。

ま た 、英 国以 外 の ヨ ー ロ ッパ市 場 へ の 進 出 も鋭意研 究 中 で 、 英 国市 場で の

経 験 を如 何 に ヨー ロ ッパ 各 国 で生 かす か とい うこ とも、 同 社 に とっては 、

今後 の発 展 に大 き な影 響 を.与え る も の と思 われ るo

ICSL社 がICLの 子 会 社 で あ る関 係 か ら、ICL本 社 か らコ ン ト・

一 ラーで 日本 関 係 の責 任者 で あ るホ ワ イ ト氏 が 同席 した こ とは
、 両社 の関

係 を知 る上 に も参 考 とな ろ う。

◆

2詳 論

2.t営 業 状 況

営 業 内容 を大 別 す る と、時 間 貸 し30%、 パ ッケー ジ35%、 受託処

理(テ イ ラー メ イ ドま た は カス トマ ビル ドとい う)35%で あ るが、4

～5年 後 に は 、 英 国 の情 報 産 業 の 年平 均 上 昇率(予 想)35%を 見越 し

て そ れ ぞれ20%、45%、35%の 比 率 にな る も の とみ て い る。す な

わ ち・ 同社 で は、 自社 開 発 の パ ッケー ジの 占め る シエ ア ー が高 ま り、時

間 貸 し計 算 は量 的 には 拡 大 す る もの の シエ ア ーは減 少 す る もの とみ てい

●

「
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時 間 貸 しは 、 ユ ー ザ ーが 自社 の プ ・グ ラ ムを もっ て きて コ ン ピュー タ

を時 間 借 りす る も ので あ るが、 同 社 と しては この場 合 サ ブル ー チ ン的 な

プ ロ グ ラムは無 償 で使用 させ るが 、 ブ ・ グ ラ ムが 大 きな ときは 当然 の こ

とな が らパ ッケ ー ジの使 用 料 として 別 途 請求 す る こ と と して い る。'

プ ロ グ ラ ム ・パ ッケー ジにっ い て は 、 コン ピュー タを既 に所 有 す る企

業 よ り も、ICSLの コ ン ピュー タを オ ー プンで使 用 す る顧 客 を対象 に

販 売す る方 針 で あ る。そ の理 由 と して は 、 ソフ トウェ ア の コ ピーの問題

が未 解 決 で あ るこ と と、 パ ッケー ジの販 売 と抱合 せ でオ ー ブン使 用者 を

獲 得 す る こ とに あ る。 しか も、 プ ロ グ ラム の内容 に よっ て異 な るが、2

年 程 度 の レ ンタル方 式 を採用 して い る・

ま た、 受 託 処 理 の場 合 、 同社 との取 引 関係 を長期 間維 持 す るた めに 、

プ ログ ラムは 同 社 で キ ー プす る方 針 で あ る。 た だ し、 ユ ー ザが それ を要

求 した場 合 は 、手 離 す こと と して い る。 受 託処 理 の場合 、 中途 に おい て

プ ・グ ラム の変 更 問題 が お こった ときは 、顧 客 に よっ て若 干 の 相違 は あ

るが 、①ICSL側 の間 違 い の場 合 は 当 然 の こ とな が ら全 責任 を もっ て

修 正す る。②新 技 術 の開 発 、 仕様 の変 更等 に よっ て シス テ ムお よび プ ロ

グ ラ ムを訂 正す る場 合 は追 加 料 金 を徴 収 す る方 針 で あ る。 しか し、③ マ

イナ ー チ ェン ジの と きは ケ ース ・バ イ ・ケー スで 検討 す る。

何 れ に して も しっ か り した 入 タ ンダ ー ドマニュァルを作 る こ とが重要 で 、

環 境 の変 化(合 併 、税 制 の改 正 な ど)の 場 合 は このマニュアルを基 に双方

で 協 議解 決 す る こ と と してい る。

2.2得 意 先 関 係

2,000社 の得 意 先 の う ちか ら500人 ～1.000人 の従 業 員 を もつ

大 口 の顧 客 は20%で これ だけ で 全 売 上 高 の80%を 占め てk・ り、 の こ

りは小 口 の得 意 先 で あ る といえ よ う。最 大 の得 意 先 は 英 国政府 の商務 省 、
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農 林 省 な どのほ か 、 小規 模 の コマ ー シャル 、技 術関 係 会社 な どで 、今 の

と こ ろ製 造 業 の得 意先 は非 常 に す くな い 。

同 社 のパ ッケ ー ジに関 す るPRk・ よび調 査 は 、専 門 職 員 が ア イデ アを

出 し、 そ の 簡単 なス ペ ッ クを 書 い て 関係 者 の間 で 討論 し、 採 択 された の

ちそ れ を開発 し、技 術雑 誌 に 広告 す る方 法 と直接 得 意 先 に ダイ レク トメ

ー ル で送 付 す る方 法 を と って い る。

得 意 先 か らも ちこ まれ る プ ロ ジェ ク トの 大 き さは さ ま ざま で、 比較 的

小 さ な ものは3人 ・月 、15人 ・年 程 度 の もの もあ る。 プ ロ ジェ ク トグ

ル ー プ内 で 中途 欠員 な どが生 じた 場 合 、 業務 進捗 に支 障 を きた さな い よ

うに 、 マ ネ ー ジ メ ン ト面 で 細 心 の注 意 を払 っ て い る。

,

`

2.5料 金

ソ フ トウ ェア の価 格 の たて方 は 、 マ ンパ ワー 、 プ ログ ラム の内容 の難

易 度 に よっ て きめ てお り、一 概 に は い え な い。 ま た 、 全ICL政 策 と し

て 、 期 待 市場 ライ フを経 過 した と き に ソ フ トウェ アの料 金 を下 げ るこ と

に してい る。期 待市場 ラ イ フ の設定 の要 件 は 、

① 競 争者 の動 向.

② 寿 命 の低 落

③ ユ ーザ ー の要 求

の3つ を基 準 に して き め てい る。.

■

、

2.4契 約

ケ ース ・バ イ ・ケー ス に ょっ て 契 約 内容 は 異 な るが、 英 国 で は コス バ

とい う組 合 が手 引 書 を 出 して お り、 多 か れ少 なか れ 、 これ に準 拠 して契

約書 が作 成 され て い る。 そ の内 容 は 、 契約 の長 さ、 承認 す べ きポ イン ト、

ア グ リー ス ペ ック な どで 、 契 約 の当 事者 が検 討 す る・

ソフ トウェ アの パ テ ン ト、著 作 権 問題 につ い て は、 世 界共 通 の難 問 で



一235－

e

あ り、 目下英 国 では 政 府 が これ につ い て研 究 中 で あ る。 同 社 で は 、現 状

にお い ては 、第3者 に転 売 しな い とい うク ・一ズを入 れ 、 これ に違 反 し

た とい うこ とで問題 にす る よ り方 法 が ない と考え てい る。 しか し、 これ

で も、 パ テ ン ト、著 作 権 の規 定 が な い現 在 、勝 訴 す る とは い い きれない 。

■

2.5オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

ICSL社 の オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム はlnteractと い う呼 び 名 で呼 ば

れ て お り、 使 用 機 種 は1905Fで 、 磁 気 コ ア ー64K、 取 換 可 能 な2

台 の デ ィ ス ク と4つ の 磁 気 テ ー プ ユ ニ ッ トか らな っ て い る 。 コ ン ピュ ー

タ の 設 置 場 所 は マ ン チ ェ ス タ ー で 、32の タ ー ミ ナ ル に はGPOの 公 衆

電 話 回 線 で つ な が っ て い る 。 現 在 の使 用 時 間 は1日10時 間 、1週5日

間 と な っ て い る0

1969年11月 に は 、 現 在 の ター ミ ナ ル32を60に 約 倍 増(但 し

ラ イ ン は20)す る こ と と し 、 ま た70年 夏 に は 、 大 型 の オ ン ラ イ ン ・

シ ス テ ム を計 画 中 で あ る 。 す な わ ち、 セ ン ト ラル ・コ ン ピ ュ ー タ と して

S4752台(マ ル チ ・シ ス テ ム)を 設 置 し 、 ロ ン ドン ・マ ン チ ェ ス

タ ー ・バ ー ミ ン ガ ム に サ テ ラ イ ト ・コ ン ピュ ー タ を 置 い て 、 タ ー ミナ ル

に は ラ イ ン プ リ ン タ 、 カ ー ド リー ダ を 使 用 して リモ ー トバ ッ チ が 可 能 な

シス テ ム を 計 画 し て い る 。

Interactの 特 長 に つ い て み る と、 ま ず 計 算 用 の 会 話 形 言 語 と して 、

JEAN(JOSSに 似 て お り、FORTRANベ ー ス の 会 話 形 言 語)

を 使 用 して い る こ とで あ る ・JEANは1905F用 の 計 算 用 語 で 、1

'～2時 間 で 修 得 で き る ほ ど 簡 単 で 、 思 い 通 り に パ ラ メ ー タ ー を変 え て ル

ー チ ン ワ ー ク に 使 用 で き る
。 こ れ ら の プ ロ グ ラ ム は 、 ユ ー ザ ー の フ ァ イ

ル か 、 パ ン チ さ れ た テ ー プ で 自 分 が キ ー プす る こ と も 可 能 で あ る。

つ ぎに 、FORTRAN、ALGOL(こ れ らは 会 話 形 言 語 で は な い)

に よ る プ ロ グ ラ ム も使 用 可 能 で 、・タ ー ミナ ル か ら の 指 示 に よ り 、 す で に
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編 集 さ れ 、 ま た 編 集 ミス も タ ー ミ ナ ル で プ リ ン トア ウ トさ れ る よ うに な

っ て い る 。 こ の 結 果 、 プ ロ グ ラ ム の 開 発 が 従 来 の 日数 単 位 か ら、 時 間 単

位 に 大 巾 に 短 縮 さ れ る と宣 伝 し て い る 。 プ ロ グ ラ ム は 、 ソ ー ス ラ ン ゲ ー

ジ か ま た は コ ン パ イ ル フ ォ ー ム で ス トア ー さ れ る こ と に な っ て い る。

第3に 、 フ ァ イ ル ス トレ ー ジが 可 能 で あ る。 こ の フ ァ イ ル は 、 自由 に

調 整 、 編 集 さ れ 、 必 要 な と き に 、 す ば や く使 用 で き る よ うに な っ て い る。

カ ス トマ ー は 、 最 初6万 ワ ー ドの ス トレ ー ジが 使 用 で き る よ うに な っ て

い るo

Interactの 使 用 方 法 は 、 前 述 の とお り 、GPOの ダ イ ヤ ル 式 公衆 電

話 回 線 で 使 用 さ れ る 。 こ の た め 、 ユ ー ザ ー は 自 分 の 記 号 を 決 め 、 そ れ を

記 録 す る こ と が で き る 。 コ ン ピュ ー タ と の 通 信 は 、 コ ン ソ ー ル ・タ イ プ

ラ イ タ で 指 示 す る が 、 デ ー タ フ ォ ー ム で 多 くの 情 報 を イ ン プ ッ トす る と

き は 、 タ ー ミ ナ ル で な く、 テ ー プ に 打 っ て 、 タ ー ミナ ル に 設 置 さ れ て い

るペ ーパ 『 テ ー プ リー ダ を 使 用 し て イ ン プ ッ トす る 方 法 を とっ て い る。

な お 、ス テ ッ プ ・バ イ ・ステ ップ ・シ ス テ ム を と っ て い る た め 、 一 時 に一 『

つ の メ ッ セ ー ジが 出 る だ け で 、 そ れ に つ づ く も の は 、 若 干 ま た な け れ ば

な らな い シ ス テ ム に な っ て い るo

な お 、1905Fに よ る オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の 料 金 は 表1の とtab

で あ る 。

表11nteractオ ン ラ イ ン レ ー ト

料 金 単 位

50ポ ン ド 毎 月
1タ ー ミ ナ ル

(43,200円) (基 本料金)

コ ネ ク ト タ イ ム
4ポ ン ド10シ ル

(3,888円)
毎 時 間

CPUレ ー ト
1ポ ン ド

(864円)
毎 分

デ ィス ク ス トレ ー ジ
5シ リン グ

(216円)
1万 語/日

.」
「

■

『
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2・6保 有 コ ン ピ ュ ー タ 名

KDF8

KDFg

IＬEO3

1301

1500

4-50

SERIUS

1900シ リー ズ

4100

803

5'参 考 事 項

ろ.1情 報 提 供 サ ー ビス

1台

2〃

1〃

1〃

1〃

1〃

1〃

9〃(う ち1905F/3台)

2〃

1〃
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情 報 提 供 サ ー ビス につ い てICSL社 の意 向 を ただ した と ころ 、今 の

と こ ろ、 採 算性 の点 で この 分 野へ の積 極 的進 出 の計 画 は持 ち合 せ てい な

い よ うで あ る。

しか し将来 需 要 が あ る と考 え られ る もの に は株 式情 報 の提 供 、地 方 公

共 団体 へ の情 報 提 供 、 製 造業 者 に対 す る各種 情報 の提 供 、座 席 予 約 、 ホ

テ ル の予 約 な どの提 供 サー ビス な どが あ るo

ICSLと して も株 式 情 報 の提 供 には 興 味 を もっ てお り、関係 の深 い

証 券 会 社 と協 力 して研 究 を開 始 して い る。 す で に 述べ た如 く来 年 度か ら

大 型 の オ ン ライ ン ・シス テ ムが 稼 働 す る計 画で あ るか ら、 この シス テ ム

を使 用 して提 供 サ ー ビス を行 な う可 能性 は あ る。

5.21CL社 との 関係

親 会 社ICLは コ ン ピュー タの生 産販 売 が主 業 務 で あ るか ら、 ソフ ト
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ウ エ ア 部 門(2,500人)は コ ン ピ ュ ー タ を 販 売 す る た め の 基 本 的 な ソ

フ ト ウ エ ア 、 す な わ ち、 言 語 処 理 用 プ ロ グ ラ ム、 各 種 ユ ー テ ィ リテ ィ ・

プ ロ グ ラ ム 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム 、 特 定 の ア プ リケ ー シ ョン ・

プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ な ど の 開 発 に 従 事 して い る。

ICSLは 自 主 的 に 事 業 活 動 を 展 開 し て い る が 、 主 た る 業 務 の 内 容 は 、

ICL製 コ ン ピ ュ ー タ に よ る ア プ リ ケ ー シ ョン ・シ ス テ ム 、 ユ ー ザ ー ズ

.ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム、ICLよ り の 受 託 を 含 む ア プ リケ ー

シ ョ ン.プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ の 開 発 お よ び 処 理 サ ー ビス で あ る か ら 、

こ れ ら の 活 動 を通 じ てICLコ ン ピ ュ ー タ の 利 用 者 の 層 を 拡 げ 、 市場 拡

大 の 一 翼 を 担 っ て い る とい え る 。

■

逃

■

匂
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英国の情報処理総合サービス企業

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

SclentificControlSystemsLtd・(SCICON)

SandersonHouse49～57BernersStreet,1、ondon

W.1,England.

1969年10月7日

Mr.W.A・Freyenfeld,ChiefClientsExecutive

Mr・T.Chenevix-Trench,MarketingManager

吉 田 、 石 本 、 上 田 、 臼 井 、 岡 凪 平 原 、

山 本 幸 助 氏(ジ ェ ト ロ ロ ン ド ン セ ン タ ー)

1概 要 および所感

ScientificControlSystemsLtd.は 米 国C.E.1.R.社 の 英 国

に お け る 子 会 社C・E.1.R・ と し て 、1960年 に 創 業 し 主 と し て コ ン ピ ユ一
一 タ ・ベ ー ス の コ ン サ ル テ ィ ン グ業 務 を行 な っ て 来 た が 、1964年 か ら

BritishPetroleum(B.P.)の 資 本 が 入 り、1966年 に は 、B.P.

が100%株 式 を 持 つ こ と と な っ た の で 、 経 理 面 で は 完 全 にB.P.の コ ン

ト ・一 ル の 下 に 置 か れ る よ う に な っ た 。 しか し、 業 務 面 で は 従 来 よ り続 け

て 来 た。

○ 官 民 全 般 企 業 に対 す る コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス の コ ンサ ル テ ィ ン グ サ ー

ビス

○ 経 営 科 学 に重 点 を置 い た シス テ ムサー ビス をそ の まX続 行 しつX社 名

を現 在名 に変 更 した。

社名 変 更前 の1967年 当 時 で 、政 府 公共 機 関 各産 業 の トッ プ50会

社 を含 む2,000以 上 の 得 意先 を 持 ち、 注文 の規 模 で も1件25万 ポ ン

ド(約2億 円)に 達 す る よ うな もの もあ った。
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そ の 後 今 日に至 る まで 、順 調 に発 展 して お り、 現在 人 員は420名

(内 技 術者250名)、 年 間売 上 げ150万 ポ ン ド(約13億 円)を あ

げ てい る。 得 意 先 は英 国 、欧 州各 国 、 近東 、 南米 、 豪 州 にお よび、 ま た

SCSInternationa1と 称 す る持 株 会 社 を設 立 し、 ハ ン ブル グ、 テヘ

ラ ン、 リビヤお よび カラチ(パ キス タンのEWP社 との 合 弁)等 に出先

会 社 を作 っ て コ ンサ ル テ ィン グサー ビス を行 な って い る。

現 在 の 受注 状 況 は、 政府公 共 関 係 が45%、 民 間 関係55%で 、 政府

か らの受注 も可 成 り多 い。 収 入 は1967年100万 ポ ン ド(約8.6億

円)、'68年150万 ポ ン ド(約13億 円)、'69年 は200万 ポ ン ド

(約17億 円)を 目指 して お り、 大 き な伸 び を示 して い る。

今後 の営 業 方 針 と して コンサ ル テ ィング 、 シス テ ム設 計 、 ソフ トウエ

ア作 成 、オ ペ レー シ ・ ンを一 貫 したturnkeyjob(包 括 受注形 式)

を 目指 して お り、 き わ めて 積極 的 に商 売 を 展 開 して い る感 じが 強 か った。

一 方 、親 会 社 で あ るB.P.の 株式 を英 国 政 府 が48%も 所 有 してい る関係

か ら、民 間会 社 で は あ るが 、 政 府 との 関連 も薄 くな い模 様 で、 政 府 機 関

か ら も可 成 りの 受 注 が あ るこ と も、経 営 状 況 を 強 固 な ものに してい る も

の と想 像 さ れ る。

オ ン ライ ンサ ー ビス につい て もす で に一 応 の 態勢 を備 え て お り、 今後

これ を大 々 的 に拡 充 す る計 画 を も って い る。 こ の会 社 は 、 コンサ ル テ ィ

ング活 動 を基 盤 としてい る会 社 で あるが、 同 時 に ソフ トウエア 会 社 お よ

びTSSサ ー ビス を も含 め た デ ー タ ブ ・セ シ ン グサー ビス会 社 とし'て大

き く伸 び る可能 性 を含ん で い る よ うに 思 わ れ る。

書

σ

`

2詳 論

Mr.Eeyenfeldの 言 葉 に よれ ば 、 「この 会 社 の 基 本 方 針 は コ ン ピ ュ

ー タベ ー ス の コ ン サ ル テ ィ ン グ サ ー ビス に重 点 を 置 き、 ① コ ン ピ ュ ー タ知

識 の 普 及 、 ② 新 技 術 の 開 発 、 ③ コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の マ ネ ー ジ メ ン トへ



●

、
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の 活 用 で あ る とい う ご と く、 そ の 主 た る業 務 は コ ンサ ル テ ィ ン グ活 動 を軸

と し た 、 つ ぎの 四 つ に 分 け る こ とが で き る。

① コ ン ピュ ー タ導 入 お よび 業 務 拡 大 に 関 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ

② シ ス テ ム設 計 と ソ フ トウ エ ア開 発

③ 要 員 教 育

④ サ ー ビス ・ ビ ュー ロー

●

●

2.1コ ン サ ル タ ン ト業 務

主 た る業 務 内 容 は 、 次 の5項 目で あ る。

(1)シ ス テ ム ・オ ー デ ィ ッ ト

コ ン ピュ ー タ ・ シス テ ムの 利 用 、 運 用 管 理 に関 す る 監 査(評 価)業

務 で 、 す で に コ ン ピ ュ ー タ を使 用 して い る会 社 の 使 用 状 況 を 調 査 、 評

価 し 、 つ ぎの ス テ ッ プ に対 す る ガ イ ドラ イ ン を提 供 す る。

(7日500ギ ニ ー 、 約4.5万 円)

(2)ア ウ ト ラ イ ン ・ シ ス テ ム ・サ ー ベ イ

初 導 入 の 会 社 、 ま た は 適 用 業 務 の 拡 張 を 行 な う会 社 に 対 して 、 概 括

的 な 調 査 を 行 な い 、 現 状 、 ニ ー ズ 等 を 把 握 し 、 コ ン ピ ュ ー タの 適 用 に

つ い て研 究 す る。(10日 間 で700ギ ニ ー 約6.3万 円)

(3)詳 細 な シ ス テ ム研 究

① 必 要 性 とア ウ トプ 。 卜

② デ ー タ ・ ソ ー ス

③ プ ロ シ ー ジ ャ(処 理 手 順)の 設 計

④ フ ァ イ ル の 設 計

⑤ デ ー タ の コー デ ィ ン グ

⑥ フ ・ 一 チ ャ ー トの 作 成

⑦ プ ・ グ ラ ミ ン グ

⑧ 機 器 、 要 員 等 処 理 手 段 の計 画
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⑨ 必 要経 費 と節 減効 果

等 を含 ん だ詳 細 なサ ー ベ イを行 な う。

(4)機 種 選定

導 入 に際 して の機 種 選 定 、 プ ロ ポー ザ ル の評 価 、 コ ン ピュー タメ ー カ

ー との契約 につ い て の種 々 の 助言 を行 な う。

(5)Implementation

導 入 時に お け る要 員選 定 、要 員 教育 お よび プ ・グ ラ ミ ングサ ポー トを

行 な う。

●

2.2シ ステ ム設計 とソ フ トウエ ア開 発

SCICONが コ ンサ ル テ ィン グ活 動 を軸 と して今 日ま で 最 も力 を入 れ

て来 た業務 で あ り、 ま たそ の評価 も高 く、 社業 発展 の 最 大 の要 素 と な っ

て い る と思 わ れ る。 そ の 主 た る業 績に っい て、 下 述 の ご と く数多 く例示

され た ので 紹介 して 置 く。

(1)シ ス テ ム設 計

経 営 の た めの情 報 お よび デー タ処 理 シス テ ムにつ い て の設計 例 は 多 い

が、代 表 的 な もの と して

① 運転 者 管理 シス テ ム

運輸 省 の依 託 で フ ァ イル容量200億 語 に もの ぼ る免許 証 登録 を初

め とす る運 転 管 理 シス テ ム(オ ン ライ ン シス テ ムで は ない)を 設 計 し

た が 、そ の 際 コ ン ピュ ー タの 規 模 を決 め るの に マ セ マ テ ィカル モ デル

を使 用 した との こ とで、 これ は 世 界で 最 初 の こ とで あ る と自慢 して い

た。

② 手 工 業 要 員 の 試 験 成 績 、経 歴 管理 シス テ ム

将 来 手 工 業 要 員 と な る学 生 の 各学 校 に おけ る試 験 成 績お よび経歴 を

個 人 別 に フ ァ イル し、 企 業 か らの問 合 せ等 に対 し デー タを供 給 す るシ

ス テ ムを設 計 した。

ひ

も
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(2)OR分 野

① 港 湾 管 理 シ ス テ ム

政 府 依 託 に よ り行 な った もの で コ ン テ ナ ー 貨 物 ハ ン ド リン グ の改 善

を は か っ た。

② 経 済 市 況 予 測

商 業銀 行 よ りの 依 託 に よ り行 な っ た 。

(3)エ ン ジ ニ ア リ ング ・サ ー ビス

① コ ン ピュ ー タ に よ る 設 計(ComputerAidedDisign)

デ ィ ジ タ ル プ ロ ッタ 、 ア ナ ロ グ プ ロ ッ タ、 グ ラ フ ィ ック デ ィス プ レ

イ 等 を 用 い て 各 種 のCADシ ス テ ム の 指 導 と開 発 を 行 な って い る。

② 数 値 制 御 シス テ ム

1961年 か らNCプ ・ グ ラ ム の 開 発 を行 な っ て 来 た 。

③ 構 造 工 学

各 種 の モ ジ ュー ル化 さ れ た パ ッケ ー ジ(設 計 、 構 造 分 析 、 価 格 見 積 、

組 立 等)の 開 発 を 行 な っ て 来 た 。

④ 産 業 心 理 へ の 応 用

⑤ 環 境 シ ス テ ム'

環 境 調 節 シス テ ム等 の コ ン ト ロー ル シス テ ム の 開発

(4)統 計 処 理 サ ー ビス

SCICONは 優 秀 な統 計 サ ー ビ ス グ ル ー プ を 持 ってk・ り、 数 多 く の 仕

●

事 を行 な って い る。代 表 的 な もの と しては 、

① 自動 車販 売 統 計 と販売 予測

② 映 画観 客 予測

③ 自動 車 損害 保 険 の リス ク の評 価

④ 児 童 食 と妊 産 婦 食 の分 析

⑤ 教 師 、 父 兄、 児 童 の学 校 に対 す る 態度 のア ナ リシス

⑥ 地 質化 学 関係 の サ ンプル デー タの 分析
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等 が あ り、 ま た こ れ ら各 種 サ ー ビス を 行 な う た め の ソ フ ト ウ エ ア と し

て 、 豊 富 な統 計 プ ロ グ ラ ムの ラ イ ブ ラ リー を 開 発 保 有 し て い る。

因 子 分 析

集 落 分 析(ク ラス タ、 ア ナ リシ ス)

回 帰 分 析

時 系 列 分 析 等

(5)マ セ マ テ ィ カル ・プ ロ グ ラ ミ ン グ

SCICONは ・ リ ニ ア ・ プ ログ ラ ミ ン グ に お い て 大 き な業 績 を あげ て

k'り ・UMPIRE(UniversalMathematicalProgrammingsys-

temIncorporatingRefinementsandExtention)と い うパ ッ

ケ ー ジ を 使 用 し て い る 。 主 た る 例 示 と して は

① 石 油 タ ン カ ー の 運 航 計 画

② 製 造 機 械 の 最 適 負 荷

③ 航 空 機 搭 乗 員 の 勤 務 予 定 表 等

(6)そ の 他

年 間 約300件 の 各 種 業務 を こ な してtoり 、 ルー チ ン化 して い る もの

も 多 い 。

(7)ソ フ トウ エ ア 開発 とオ ン ラ イ ン シ ス テ ム設 計

①FORTRANコ ン パ イ ラ(OnePassCompiler)Comp'uter

Technologyか らの 依 頼 で 開発

②PSL-CDC-3200(Progra㎜ingSystemsLanguage)

JointMinistryofTechnologyよ りの 依 頼 で 開 発

③MobileAirDefenseSystem

政 府 依 託 に よ リ レ ー ダ ー 、 グ ラ フ ィ ッ ク デ ィス プ レ イ を使 用 し た リ

ァ ノレタ イ ム シ ス テ ム の 設 計 と ソ フ ト ウエ ア の 作 成 を 行 な った 。

④ カー ゴ ・ハ ン ド リン グ ・ シ ス テ ム

ロ ン ドン空 港 の シ ス テ ム で リ ア ル タ イ ム ソ フ ト ウ エ ア をN .D.P.S.

よ り 依 頼 さ れ て 作 成 し た もの と 思 わ れ る 。

■

φ

、
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⑤ 特 殊 目的用 周辺 機 器 の 接続 に関 す るソ フ トウエ ア の開 発

オ ンラ イ ン用特 殊 端 末 をIBM360に 接続 す るた め の オ ペ レ_シ.

ン シス テ ムの改 造

⑥ 情 報 検 索

政府 機 関 の た め の特 殊IRLanguageの 設 計 と実 施 を行 な った。

⑦ 航空 機の 座 席 予 約 システ ム

某航 空 会社 の 座 席予 約 シス テ ム の設 計 を 行 な ったそ うだが 、 詳 細は

不 明で ・未 だ実 行 さ れてい ない様 子で あ る。

⑧ ア プ リ ク ー シ 。 ン.パ 。 ケ_ジ

コ ン ピ ュ一 夕製 造 会 社 よ りの 依 託 で 各 種 の パ
ッ ケ ー ジの 作 成 を 行 な

ってい る。

2.5要 員教育'

大 き な教 育部 門 を 持 って お り、 各地 で下 記 の よ うな各種 の コー ス を用
o

い て い る 。

Productionplanningandstockcontro1

.Operationalresearch

Modglbuilding

Mathematicalprogra㎜ing

NetWorktechniques

StatisticalTechniques

Forcasting

Managementintroductiontocomputer

ManagementapPreciationofprogramming

Managementinacomputerdepartment

SystemsAnalysis
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2.4コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー

(1)使 用 機 器

①UNIVAC-1108シ ス テ ム(B・P・ と共 用)

中 央 処 理 装 置(196K語)

磁 気 ド ラ ムFH-432(262K語)

磁 気 ド ラ ムFH-1782(2,250K語)

磁 気 ドラ ムFASTRANDfi(22M語)

磁 気 テ ー プUNISERVO-8C(96KC)

磁 気 テ ー プUNISERVO-6C(34KC)

カー ド リー ダ(600cpm)

ペ ー パ ー テ ー プ リー ダ(400eps)

カ ー ドパ ン チ(200cpm)

ラ ・イ ン プ リ ン タ(6001pm)

通 信 制 御 装 置

現 在 端 末 と し て テ レ タ イ プ5台

デ ィス プ レ ー2台

い ず れ も 社 内 用 と して 設 置 して い る。

②UNIVAC-9300セ 。

主 と して 入 出 力 業 務 用 と して 使 用

(2)ソ フ トウ エ ア

Exec-8(管 理 用 シス テ ム プ ロ グ ラ ム)

ソ フ ト ウ エ ア ・ ラ イ ブ ラ リー

Assembler

COBOL

ALGOL

Sort/Merge

GPSS(シ ミ ュ レー シ ・ ン 言 語)

トツセー

台1

台4

台2

台1

台8

台4

■

'

e
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Simula(シ ミ ュ レー シ ョ ン 言 語)

Pert/Cost

LP

数 値 計 算 お よ び統 計 計 算 用 ル ー チ ン

(3)オ ン ラ イ ン サ ー ビス

顧 客 は 、 下 記 の 端 末 と 回 線 を持 つ こ とに よ っ て 、 コ ン ピ ュー タ ・セ ン

タ ー のU-1108を オ ン ラ イ ン で 使 用 す る 亡 とが で き る。

① 大 型 端 末 機 器

カ ー ド リー ドパ ン チ、 ラ イ ン プ リ ン ター を 持 っ た りモ ー トバ ッチ 型

の 端 末 機 器 で2400-4800ボ ー 回 線 で セ ン ター に 接 続 す る。 こ

れ に よ り

大 規 模FORTRANジ ョ ブ

COBOLFORTRAN事 務 処 理 ジ ョ ブ

等 を 行 な う こ と が で き る。

② 小 型 端 末 機 器

テ レ タ イプ ラ イ ター 、 デ ィス プ レー 、 キ ー ボー ド端 末 機 等 を 使 って

各 種 の 小 規 模 業 務 を行 な,う こ と が で き る。

③SCICONと し て は 、 ス タ ン ダー ドター ミナ ル と して はDCT-

2000を す す め てい る。

(4)契 約 に つ い て

ビ ュ ー ロ ー 使 用 者 との 契 約 は 、 標 準 と して つ ぎの3種 が あ る 。 ・

① コ ン ピ ュー タ 使 用 に 関 す る契 約(MachiheUsageAgreement)

本 契 約 は 得 意 先 独 自 の プ ロ グ ラ ムま た はSCICONが 開発 し た標 準

パ ッケ ー ジに よ っ て 、 ユ ー ザ ー 自身 で コ ン ピ ュー タ を 使 用 す る 場 合 の

もの で あ る。

② シ ス テ ム分 析k・ よ び プ ・ グ ラ ミ ン グに 関 す る契 約(SystemAna-

lysisandProgrmmingAgreement)



一248一

本 契 約 はU-1108を 使用 す る シス テ ムお よび プ ・グ ラムの 開発

に 関す る もの で あ る。

③ デ ー タ 処 理 の 実 行 に 関 す る契 約(ProductionRupningAgree-

ment)

本 契 約 はU-1108に よ っ て プ ロダ ク シ ・ン ・ ラ ンを 行 な う際 の

も の で あ る。

(注)各 契 約 フ ォー ム の 詳 細 に つ い て は 、 資 料 の 項(上 記 同 名 の 英 文 資 料)

参 照 。

2.5業 務 状 況

現 在 の 作 業 状 況 は 下 記 の ご と く で あ る。

・∵二工 ∴:::

RawTime10%

※S
tandardPackage30%

SpecialJob60%

※
rPackage10～15%

。SCICON

Others

(注)上 の 表 の※ 印部 分 が下 の表 の ※印 部 分 に相 当 す る。

Statistic:多 種 類 大 部 分 マ シ ン タ イ ム

Mathematicall多 種 類 、 マ シ ン タ イ ム と

コ ン サ ル テ ィ ン グ が

50:50

Payroll:殆 ん ど マ シ ン タ イ ム

CPM:1種 、 大 規 模 な プ ロ ジ ェ ク ト

Structura1:1種

Analysis

85～90%

■

♪

▼
、
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前 図 に 見 られ る ご と く、Staffworktimeが70%を 占 め て お り、

こ の 会 社 の 重 点 が コ ン サ ル タ ン ト業 務 に あ る こ とが 判 然 と して い る。

4

↓

2.6組 織

組 織 に つい ては 正 式 に説 明は なか っ たが 、 ご く最 近 改 編 を行 な った と

の こ とで 、 各作 業 員 は 組織 上 はス キル ・マ ネー ジャ の下 に所属 し、実 際

の業務 遂行 は プ ・ ジ エク ト・マ ネー ジャの統 率 下 で、 作 業 を 行 な う よ う

に して い る との こ とで あ る。

SkillMgr.

worker

－ … ・[　 　 {

●

■

2.7将 来 の 構 想

将 来 構 想 につ い て は 、 時 間 も不 足 で 殆 ん ど 説 明 さ れ な か っ た が 、 現 在

のU-11081台 を2台 に し、 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の サ ー ビス を

本 格 化 す る 模 様 で あ り、Mr.Trenchは 私 見 と し て 、15年 後 に は 英

国 内 の オ ン ラ イ ン端 末 機 は50・ 万 に達 す る で あ ろ う とい っ て い た 。

ま た情 報 検 索 に つ い て は 、 現 在 自社 内 の シス テ ム は 持 っ て い る が 、 商

業 ベ ー ス の 事 業 と し て利 益 を あげ るの は 仲 々困 難 と見 て い る よ うで 、 こ

の 点ICSLと 同 意 見 で あ っ た 。 ま た イ ン フ ォ ー メ「一 シ.ン ・サ ー ビス

を 行 な う際 の デ ー タ ・パ ン ク の 作 成 に つい て も、 大 変 む ず か しい 問 題 で

あ る と 強 調 し た 。
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5 資 料

5.1 価 格 表

UNIVAC1108PRICELIST
6

冶.

1. lNTRODUCTIeN

Theprlcesshownbelowfortheuseofthe11080ndltso～soc|aredperipheral

equipmentopplyto↑ho5econtractsbetweenScientificControlSystemsLtdond

it`sclientswherethebasisofchorg|ngforcomρuterfoc引 田es;5mocトinet;me

u～oge.Section2belowshowsthemoin{romecomput;ngchorge～inuni卜progrommlng

modeondSection3showsthema;nfronyecompuflngchorgesinmu旧_progromm;ng

mode.Therema;ningsedlonsopp|γequa"ytoe;thermodeopero↑ion.

.

2. MAINFRAMECOMPUT;NGCHARGES-EXEC2(UNIT-PROGRAMMING)

Thefoliowingchorgecoverstheuseo臼hel1080ndrun-timestorageontape,

drumorFdstrandforworksubm;ttedl◎cally.ltalsoappllestoworkentered

remotelソv;aDCT20000rotherterininalsinbatchmode・

MainframChorge£400perhourlpro-rated)

φ

●

■

3. MAINFRAMECOMPUTINGCHARGES-EXEC8(MULTI-PROGRAMMING)

Thefollow;ngchorgescovertheuse◎fthe11080ndrun-timestorageontape,

drumorFastrandforworksubmittediocallyorremotely∨;aterm;nalsforbatch

processing.Theyd6notoPPlγtotheuseofthemachineindemandmodeorreal-・

timemode'which;sonlyava;1ablebyspecialarrangementunt;lfurthernotice.

.
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3.| Def|nitionsforomulti－ ρrogrammingsystemsoperation

▲

}

i) PROCESSINGTIME ;sdeflnedosCPUtimeloggedtoo

giveni。b・Thi・i・th・ 庁lmrd・ ・1・g

whichtheCPUisactuallyoperating

onthatiob;itexcludesidietime

ondexecufiveoperationsondalso

excludesolll/Coperations(except

f。 ・thel/Oc。ll。ndtheex;tfr。m

interruptr。ut;nes).

)●`●`
」 CHANNELTI～SE isdefinedosthenotionaltimefor

internall/OChannelUSelOgged↑OO

9;veniob.ltlscomputedbyoPPIylng

ofactorof10m;11;secondstoeoch

chqnnelpoint;whereeqchFastrand

occessexecufedcountsos15points,

eoch'drumoccessos2po;nfs,ond

eochtapeoccessos3po言n↑5.Any

o↑heroccessmoγbechorged耐20

コ

points.

)■6■`・1 ACTIVETI∧ ∧E is↑hesumofProcess;ngTlmeond

ChonnelTimeond;sthusotneasureof

the↑imeduringwhich↑hemochlne

(oronγpor↑thereof)isengogedono

giveni◎b.

●

●

iv)

`

CORESIZE"Mlt lsthecoreu曲s。t;。n。ss。cl耐edwl↑h

eitherprocessingorin↑ernolchannel

use.～1iSOuni↑of20000wordsof

c。res↑ 。・e。r。nypartthe・e。f,excep†

thatwhereover100000wordsof

s↑oreisusedMlsse↑ ↑05max;mum.

)V TAPEUNITS"N`' i・th・ ・umb・ ・ 。ft。peunit・ 。tl。 ・。t。d

too9;∨eniob.

v;) DRUMTRACK ;saunitof|792words(Th;sisthe
standardFastrandTrack;FH4320nd
FH1782drumsoperateinsimulated
Fastrandformat)
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3.2 Computing(こhorges

)■`

ii)

)■`■`■`

ProcessingTime

ChannelT|me

DrumUsage

(|+妾 ～～)shillingspersecond

き ～1shlll;ngspersecond

0.25pencepertrackpermlnute

　 び
actlvetime

▲

ぜ

iv) FastrondScratchUsoge 0.05pencepertrackperm|nute
ロ コ

activetime

)∨ Magnet|cTap③UsoO6 5Nsh;llingsperminuteactivetimo

4. MAGNETICTAPESETUPCHARGES

Thefollowingflat-ratechargecoversthecostofsettingupmognetictopesforony
userprogrom.Usersw;llnormallybelimitedtooMAXIMUMofFOURtapeson-line
atonyonetlmeexcludingtopesrequ;redforl/Osymbiontoperdtionandsystems

use.

;) ～SagneticTapeSe† ●up £3per↑ope

6

5. PERIPHERALEQUIP～SENTUSAGECHARGES

■

Thefollowingchargescovertheuseofcordreodersondline、printersfor;nput_output

。P・rati。 ・und・rthec。nt・ 。|。f。nl/O・ymb|。nt・Th・ ・。m・ ・c。1・ 。f・h。 ・g・・ 。ls・

appl;gstol/Oopero.tlonsv|aaDCT20000rotherterm;nalondislnlieuofony

connectionchorge.

i) CardReading 1/6dper100cords

)●`●1 L|nePr{nt;h9 15/-per10001|nespr|ntedorsk;p
instructionsexecuted(includesplain

1-partpoper)

,
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6. SＴORAGECHARGES

4 Thefollowingchorgescovers↑orogeof;nformotionforfutureuseonthemachine

eitheronFastrandorontope.

、

1) Fastrandcotaloguedstorage 4dperTrackperdoy

)●`●1 ToperentalondStorage £2pert。peperm。nth

7. TERMINALRENTAL

ThefollowingstandingchargecoverstherentalofoDCT2000termlnal.lt

;ndudestheterminalitselfandmodems,onesh;ftmaintenanceand512Tracks

ofFastrand.Anadd;tionalchorgewillbemodeforpri∨ateIinecost,which

w川ofcoursevorγineoch|ndlv;dualcose・

)■` DCT2000TerminalRenta1 £500permonth

ExceptbyspeCialarrangementDCT2000Terminalswlllnotbelinked
tothe11080utsidePrimeShift(5eeSect;on9).

●

8. PROGRAMPREMIA
＼
＼
、

`

■

Alls拍ndordUNI∨ACsoftwareincludedintheprogroml;braryheldondrumwill

beava;|abletotheuserfreeofchorge.Sc;en↑ificControlSystemsLtdw「ill

howeverchqrgefor出euseofcertainof;tsownprOprle』ryprogroms,ondthis

chqrgewilltaketheformofopercentagesurchorgeon出emoinfromecomputing

chorges(seeSections20nd3)incurredwhiiesuchprograinisrun.Detailsof

propr;etaryprogroms'ondtトeircostw|llbeissuedseparately.
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9. PRIORITYSURCHARGEANDOFF-PRI∧ ∧EDISCOUNT.-EXEC80PERATION

PrimeSh;ftisdef;nedas10.00hoursto19.00hoursonMondaγsto.Fridays

(excludingBonkHolidays).TheMa;nframeComput;ngChorgesshownatSect;ons

20nd30retheSTANDARDPRI～ ～ESHIFTrates.

▲

1

UsersrequlringorQpidturn-oroundwi出lnprimesh治moyrequestoPRIORITY

cl。ss;f;c。t;・nf・ けheirw。rk.Such・w。rkwMbepurint。 。sep。 ・加eiOb-queue

ondwilいokeoutomaticprecedenceoverollworkinthes悟ndqrdqueue.Pr;ority

・1。ssifi・ 耐1。 ・・will・ 。↑ 』・9;・en↑ 。 。・yw。 ・k・ubmi"・d。ft・ ・17.00h。 ・・s.

Areduction■illbemodeforworkrunoutsideprimeshifttimes,ondusersmoy

specificallyrequestoff・ ・pr・lmerunn|ngwhereropldfum-oroundlsnotrequ|red.

Thefoilowingscoleofsurchorge/dlscountoPP|;estothemo|nframecomputing
chorgeonly

PRIORITYSURCHARGE

STANDARDPRIMESHIFT

OFF-PRIMEDISCOUNT

10.DISCOUNTS

30%+

15%－

Spec|aldiscountsforlargescoleguaranteedusogeconbeorrongedbynegotiation.

OPERATIONAしRESTRICTIONS-EXEC2PRiMESHIFT

Thefollowingodd;tionalrestr;ct;onsw川beapρliedtooperationunderEXEC2

duringPrimeShift

～～oximumma;nframecomputertimeforonγoneprogrom...10minutes

Maximumon・-i|neprintingtimeforonyoneprogrom.......20minutes

◆

●
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i

、

)
・
-
●
`
●
`

i∨)

On_1;neprin↑|ngw川beonstandards;ngle-partpoperonly

(Note:Off-lineprin↑lngfacilitiesbymeonsoftheUNIVAC93000re

pro∨idedforbulkpr;川|ngrequiremen↑$ondwherespecialstat;onerγor

muit|-partsetsoreco日edfor).

Program-generatedconsolemessogesareproh|bited

ProgramsWrittenlnAssemblylonguageorMachinel前guogewillnot

beocceρted.

12.OPERAT10NALDESTRICTIONS-EXEC8PRIMESHIFTS

ＴhefollowingadditiohalrestrictionwiUbeappliedtospecificmodesEXEC8

duringPrimeShift.

)●`

;1)

Maximumcoresizeforonyoneprogrom.........65Kwords

Maximumon-|;neprint;ngforanyoneprogrom...200pages

On・ ・tlneprintingwillbeons佃ndordsingie-partpoperonly

(No↑e:Off-Iinepr;nt;ngfacil;tiesbymeons◎ 臼heUNI>AC93000re

providedforbulkprintingrequ|rementsondwhereSpecialstationeryor

multi-partsetsorecolledfCr)..

)
■
1
●
1
■
1 Pr◎gram・ ・generatedconsolemessagesoreprohibited

ひ

iv) Directassignmentofperipheralsisprohlbited.

P
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1.

2.

3.

ANCILLARYSER∨ にESPRICELIST

DATARECORDING

1.1CordPunch;ngS}qndordChorge

CordS↑ock

1.2CordPunchingCPM/RPSM

1.3Dlrec↑en†rγbMagnet;cTope

PAPERANDSTATIONERY

2.1Mu .ltiplePartPrinting

(;ncludeDec。"at;。n)

2.2 Bursting

MAGNETICTAPE

3.1TopePurchase

3.2TopeStorage

3.3TopeRental(includesStorage)

£1・10.Operhour

15.Oper;OOOcords

£20.O.Ope・1000(;ncl・desst。 ・k)

£2.5.Operhour(includestape)

2PART£1.0.0.P・ ・100'・h・et・

3PART£2●0.Oli

4PART£3.0.OI`

£2.0.Operh。ur

1`ll

`1"

£15.0.OperTape

10.Op・ ・T。P・p・ ・M・nth

£2.0.OperTopeper∧Aon†h

▲

令
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▲

3.4 TopeCertif|cotion

)

)

■
1

●
1

●
`

(
(

ErrorCount
ErrorRemoval

(includesCovat)

1-20

21-50

0ver50

£1.10.0

£3.0.0

£4.0.0

£5.O.0

⑱

4. OTHERELECTRONICMACHINES

(Subiecttoavailabil|ty)

077

083

510

557

COLしATOR

SORTER

REPRODUCER

(includesCardStock)

INTERPRETER

£2◆10.Operhour

£2.0.Olllt

£5.0.0"

£2.IO.Ol`

"

"

●

β
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5.2 契 約 垂
目

ScientificControl
SLtd

ProductionRunningAgreernent
AGREEMENTNo. {

ScientificControlSystemsLtdofSandersonHouse

〔hereinafter``theSupPIier")offerstoprovide

BernersStreetLondonW1

P・ 層 ・.............・......…...・.・.…...・ ㊨ ㊨.....….・..・...・...・....・...・ ■.・.・ ㊨ ・ ■.㊨.・...,

of.,._............_.._.........._...、..___......._......_.....__..._........

(hereinafter`伐heClient,,)withproductionrunningservicesofsuchcomputer

program(orprograms)ashas(have)beendesignedanalysedandprogrammed

underthetermsofapreceedingAgreement.

No......, Dated㊨...㊨......㊨........㊨..

onthebasisofthecharges

attachedheretoandsubject

ScheduleBhereto.

andparticularconditionsstatedinScheduleA

tothegeneraltermsandconditionssetoutin

●

Date Signed......................㊨.....㊨...

forScientificContro1.SystemsLtd

WeherebyacceptScientificControl

conditionsreferredtoabove.

SystemsLtdofferonthetermsand

Date.. Signed,.,.,

for,
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∈≡…}{=診ielrl1ヒi1Fic((=膓〔》■[ltl[ol

SystemsLtd

P「OductionRunr加gA9「eement
AGREEMENTNb.

㊨

ScheduleA=SpecificationandPriCe
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1問L
●

nti■ －

SystemsLtd

n .RunningAgr ・●

ScheduleB=GeneralTermsandConditiOns

SECURITY

1.TheSupPlierundertakestoprovidecommerclalsecuritystandardssufficiently

stringenttosatisfythereasonableneedsoftheClient.

●

STAFF

2.TheSupplierwillprovidethenecessaryoperatingstaffforthecomputerandother

equipmentrequiredシtocarryoutitsobligationsunderthisAgreement,

EQUIPMENT

3.TheSupPliershallhavetherighttousewhateverequipmentitdeemsnecessaryor

expedienttocarryoutitsobligationsunderthisAgreement.Wherethechargesstated

inSch'eduleAheretorefertospecificpiecesofequipmenttheSupplier囮ayatits

absolutediscretionuseotherequipmentforthesamepurposeprovidedthisinvolves

noincreasedcosttotheCIient.

TIMEREQUIREMENT.

4.WhereoutputisrequiredbytheClientatspecifiedtimesaproductiontimetable

shallbesetoutinScheduleAheretoandshallbebindingonbothparties。This

timetablewillalsodetailthelatesttimesbywhichthenecessarydataintheagreed

formwillbesuppliedbytheCIienttotheSupplier.FailurebytheClientto

provideallnecessarydatabysuchstatedtimewillrelievetheSupplierfromthe

responsibilityofmeetingthespecifiedtimetable.InsucheventtheSupplier

undertakestoprovidetheoutputattheearliestpossibletimefollowingthereceipt

ofdatabutwillchargetheClientforanyincreasedcostsincurredbyreasonofthis

non-scheduledwork.TheSuppliermayalsochargetheClientupto70%oftherate

(orrates)specifiedinScheduleAheretoinrespectofidlecomputertimearising

fromtheinabilitytoruntheworkatthescheduledtime.

●

点

CLIENTDATA

5.TheClientundertakestomaintainadequatesupPortinginformationanddatatoenable

theSuppliertoregeneratedatafurnishedbytheClient.Unlessotherwiseagreedthe

SuPplierwillalsoholdtheClientscurrentandpenultimatedataincomputeraccept-

ableformduringthelifeofthisAgreement.

6. IntheeventoflossofdatacausedbythefailureoftheSupPliersleasedorowned

machinestheSupplierwillatitsownexpenseregeneratethedatafromthesupporting

materialsmaintalnedbytheClientandonsuchequipmentandinsuchamannerasthe

SupPIiermayatitssolediscretiondecide.
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7.CardstapesandotherdatamediasuppliedbytheClientmustbeapprovedbythe

Supplierandmustbeinreadilyusableform.TheClientwillberesponsiblefor

anyabortivetimeduetoerrorsorinaccuraciesinhisdataorresultingfrommachine

fai1・resduet・theClientsubmittinguncertitiedmagnetict'・p・f・rpr。cessi。g.

8.UnlessotherwiseagreedinwritingtheSupPliermaydisposeofanycardstapesor

othermaterialbelongingtotheClientandleftontheSupPlierspremisesmorethan

thirtydaysfolloWingthe .lastuseofsaidmaterialexceptwheresuchmaterialis

subjecttotheprovisionsofClause5above.TheSupPliermaydisposeofallsuch

materialstillinitspossessionafterthirtydaysfollowingthefinaltermination

ofthisAgreement.

PRICEANDPAYMENTや
9,WherethecontracttermsstatedinScheduleAheretoareonatimeandmaterials

basistheSuppliershalllhavetherighttovarythestafffeesandequipmentprices

specifiedintheaforesaidSchedulebygivingtheClientonemonthsnoticeofsuch

variation,

10.WherethecontractPricestatedinScheduleAisfixedorrelatedtothevolumeof

workdonethatpriceshallbefirmforoneyearfromthedateofthisAgreement .

ThereaftertheSupPIiermayvarysuchpricebygivingtheClientthreemonthsnotice

ofsuchvariation,

'

11.Abortivestaffandmachineti皿easspecifiedinClauses4・and7above

chargedforattheSuppliersstandardratesandshallbeinexcessofany

volumerelatedpricealwaysprovidedthattheCIientshallnotbecharged

lostduetooperatorerrorormachinemalfunction.

12.Unlessotherwisestated

SupPliermonthly.Terms

lnvOlce.

shallbe

fixedor

fortime

inScheduleAheretoinvoicesshallberenderedbythe

ofpaymentarenettwithinfourteendaysof'thedateof

■

■

13.

14.

DURATION

ThisAgreementshallcontinueinforceforoneyearfromthedatehereofandshall

thereafterbeautomaticallyextendedunlessanduntilterminatedbyeitherparty

givingthreemonthswrittennoticetotheother.

NotwithstandingtheprovisionsofClause13abovetheClientmayduringthecon-

tinuanceofthisAgreementterminateitinthefollowingcircumstancesandthe

followingmanner:
.

14.11ftheSuppliernotifiestheClientofanincreaseinpriceunderthetermsof

Clause9・r1
.0・b・veth・ ・th・Cli・nt・ay・ithi・thi・tyd・y・ ・f・uch・ ・t.tficati・n

givetheSupplierthreemonthswrittennoticeofitsintentiontoterminate

thlsAgreementandmayrequiretheSuppliertocontinuetoprovideitsservices

atthethenexistingPricesuntiltheexpiryofthesaidperiodofnotice .

・

.
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14.21ftheSupplierfailstocarryouttheworkspecifiedinthisAgreementin

circumstancesotherthanthosesetoutinClause16hereoftheClientshall

informtheSupPlierinwritingofsuchnon-performanceanditsintentionto

terminatethisAgreement.ProvidedtheSupPlierisunabletorectifysaid

non-performancewithinthirtydaysofreceiptofsuchnoticetheClientmay

thenterminatethisAgreementforthwith.

φ

●

15.IftheClientfailstomakeanypaymentasprovidedforinClause12abovethe

SuppliermayterminatethisAgreementbygivingsevendaysnoticeinwriting.Due

paymentbytheClientwithinthesaidsevendaysshallautomaticallyresindsuch

notice.

16.

UNAVOIOABLEBREACHLIMITATIONOFLIAB】 【LITYANDARBITRATION
■

Nofai]ureoromissiontocarryoutorobserveanyofthestipulationsorconditions

ofthisAgreementarisingfromanycausereasonably'beyondthecontrolofeither

partyshallgiverisetoanyclaimbytheotherpartyorbedeemedtobeabreachof

thisAgreementgivingrisetoanactionfordamagesorotherwise.

17.ItisafundamentalconditionofthisAgreementthattheSupPliershallbeunderno

liabilitywhatsoevertotheClientortoanyotherpersonorbodyofpersonsor

corporationforanylossordamageresultingorallegedtoresultfromtheuseof

dataandreportssupPlied.Itisafurtherfundamentalconditionthatunderno

circumstanceswhatsoeverwilltheSupPlierbeliableforanyindlrectorconsequen-

tialdamagessufferedorallegedtohavebeensufferedbytheClientoranyother

personorbodyofpersonsorcorporationasaresultofthefailureoftheSupPlier

tocarryoutanyofthestipulationsorconditionsofthisAgreementnomatterwhat ・
thecauseofsuchfailureoromission,

18.IntheeventofanydisputeordisagreementarisingunderthisAgreementthesaid

disputeordisagreementshallbesubmittedtoanArbitratorappointedbytheSupplier

andtheCIientjointlyorinthecaseoftheirfailuretoagreeonsuchapPointment

thentoanArbitratorapPointedbythePresidentforthetimebeingoftheLaw

Society.TheArbitratorshalldecidethedisputeinAccordancewiththeArbitration

Actof1950andshallhaveallthepowersconferredonanArbitratorbythesaidAct

andhisdecisionshallbefinalandbindingonbothparties.

旬

㊨
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■

`

Scientif'
S

■cControl

Ltd

SystemsAnalys治

&Programming「Agreement

AGREEMENTNo.

o

ScientificControlSystemsLtdofSandersonHouseBernersStreetLondonW1

(hereinafter"theSupPlier")offerstoprovide

..● ■ ■ ■ 層,■ 層P■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■,■ ■ 層 ■ ■ ● ■,■ ● ■ ■,,■,■ ■ ■ ■ 層 ■ ■ ■ ■ ■ ■7■ ■ ■,■ 白,■,● 層 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■.,,■ ■,,,.層.層.....,..,

of......,...._._.,.._...._.__.___._........,..__......_....._._...._._.

(hereinafter"theClient")withtheservicesofitsprofessionalstaffand

anynecessarymachinefacilitiesforthepurposeofspecificationdesign

analysisandprogrammingofsuchcomputerprogram(orprograms)asis

(are)describedinScheduleAattachedheretoandonthebasisofcharges

statedintheaforesaidSchedulesubjecttothegeneraltermsandcondi-

tiollssetoutinScheduleBhereto.

●

Date,.,...,........,.層.........,,, Signed.......,,,、.................,.,.,...,...

forScientificCbntrolSystemsLtd

,

●

WeherebyacceptScientificControlSystemsLtdofferonthetermsand

conditionsreferredtoabove.

〉

Date.,,.....,..,........... ....... Signedt-...,.,,,....................,.......,.

for..,,.,...,.,...,........................
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SystemsAnalysis
&ProgrammingAgreement
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●

IC

ScheduleB:General「rermsandConditions

SECURITY

1.TheSupplierundertakestoprovidecommercialsecuritystandardssufficiently

stringenttosatisfythereasonableneedsoftheClient.TheSupplierfurther

undertakestotreatconfidentiallyanyinformationitmayobtainbyvirtueofthis

AgreementregardingthepresentorfuturebusinessactivitiesoftheClient.This

obligationalsodevolvesuponallmembersoftheSupPliersstaffindividuallyandis

aconditionoftheircontractofservicewiththeSupPlier.

STAFF

2,TheSuppliershallsupplytheservicesofsuchprofessionalstaffas'shallinits

opinionberequiredtocarryoutitsobligationsundertheter[nsofthisAgreement.

TheSuppliershallalsoprovidethenecessaryoperatingstaffforthecomputerand

otherequipmentrequiredtotesttheseprogramsoranypartthereof.

●

INFORMATIONANDDATA

3.TheCIientundertakestoprovidetheSupplierpromptlywithallinformationconcern-

ingitsoperationandactivitieswhichmayberequiredbytheSupplierforthe

successfulcompletionoftheworkspecifiedinthisAgreementandtheSuppliersstaff

engagedonsuchworkshallhavetherightofaccesstotheClientsstaffandpremises

atallreasonabletimesonpriornoticebeinggiven.

4.TheClientundertakestomaintainadequatesupPortinginformationanddatatoenable

theSuppliertoregeneratedatafurnishedbytheClientfortestingpurposes.
'

σ.

5.Intheeventofloss∩ftestdatacausedbythefailureoftheSuppliersleasedor

ownedmachinestheSupplierwillatitsownexpenseregeneratethelostdatafromthe

supportingmaterialsmaintainedbytheCIientandonsuchequipmentandinsucha

mannerastheSupPliermayatitssolediscretiondecide.

6.Cardstapesandothe士datamediasupPliedbytheClientfortestpurposesmustbe

approvedbytheSupplierandmustbeinreadilyusableform.TheClientwillbe

responsibleforanyabortivetimeduetoerrorsorinaccuraciesinhistestdataor

resultingfrommachinefailuresduetotheClientsubmittinguncertifiedmagnetic

tapeforprocessin9・

7.UnlessotherwiseagreedinwritingtheSupPliermaydisposeofanycardstaPesor

othermaterialbelongingtotheClientandleftontheSupPlierspremisesafter

thirtydaJrsfollowingthecompletionofthisAgreement.
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8.

PRICEANDPAYMENT

WherethecontracttermsstatedlnScheduleAheretoareonatime・andmaterials

basistheSuppliershallhavetherighttovarythestafffeesandequipmentPrices

speclfiedintheaforesaidSchedulebygivingtheClientonemonthsno七iceofsuch

variations,

■

■

9.WherethecontractpricestatedinScheduleAheretoisfixedorthereisalimitor

targettheSuppliershallhavetherighttomakefurtherchargesatitsstandard

ratesandinexcessofsuchfixedpriceorlimitortargettocoveranycostarising

fromanyalterationintheClientsrequire田entssubsequenttothesignatureofthis

Agreement.

10.AbortivestaffandmachinetimeasspecifiedinClause6aboveshallbechargedfor

attheSuppliersstandardratesandshallalsobeinexcessofanyfixedpriceor

limitortargetalwaysprovidedthattheClientshallnotbechargedfortimelost

duetooperatorerrorormachinemalfunction.

11.ShouldtheSupPlierincurincreasedcostsbyreasonoftheClientsfailuretoprovide

informationordataatthepreviouslyagreedtimeortomakeorkeepapPointmentsas

providedinClause3abovethentheSupPliershallbeentitledtorecoversuch

increasedcostlsfromtheClientandanychargesmadeundertheprovisionsofthis

Clauseshallbeadditionaltotheagreedprice.

12.Unlessotherwise

SUPPIiermonthly.

mvolce,

statedinScheduleAheretoinvoicesshallberenderedbythe

Termsofpaymentarenettwithinfourteendaysofthedateof

13、

DURATION

ThisAgreement.shallautomaticallyterminatewhenreplaeedbyanewAgreementforthe

productionrunningoftheprogramswrittenunderthetermshereof.Failingsuchnew

AgreementthisAgreementshallterminatethirtydaJrsaftertheSuppliershallhave

notifiedtheClientinwritingthattheworkspecifiedhasbeencompleted.

14.TheClientshallhavetherighttoterminatethisAgreementpriortothecompletion

oftheworkspecifiedhereinonlyinthefollowingcircu皿stancesandinthefollowing

manner:

14.11ftheSuppliernotifiestheClientofanincreaseinstafffeesormachine

pricesunderthetprmsofClause8abovetheClientmayterminatethisAgree-

mentfromthedateonwhichsuchincreasetakeseffectbygivingtheSupPlier

'
writtennoticeofitsintentionso七 〇terminatetheAgree団entwithinfourteen

daysoftheno七ificationoftheincrease.

`

φ

14、21ftheSubplierfailstocar厚outtheworkspecifiedinScheduleAincircum-

stancesotherthanthosesetoutlnClause23hereoftheClientshallinform

theSuPPlier工nwritingofsuchnon-performanceanditsintentiontoterminate

thisAgreement.ProvidedtheSupPlierisunabletorectifythesaidnon-

performancewithinthirtydaysofreceiptofsuchnoticetheCIient皿aythen

terminatethisAgreementforthwith.
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15.TheSuppliershallhavetherightto

oftheworkspecifiedhereinonlyin

manner:

'15
.1

15.2

terminatethlsAgreementpriortothecompletion

thefollowingcircumstancesandinthefellowing

IftheClientfallstomakeanypaymentasprovidedforinClause12abovethe

SuppliermayterminatethisAgreementbygivingsevendaJrsnoticeinwriting。

If七heClientfailstoprovidetheSupplieronrequestwithsuchinformationor

dataasmayberequiredbytheSupplierforthesuccessfulcompletionofthe

workspecifiedhereinincontraventionofClause3abovetheSuppltershall

informtheClientinwritingofsuchnon-performanceanditsintentionto

terminatethisAgreement.ProvidedtheCIientisunabletorectifythesaid

non-performancewithinthirtydaJrsofreceiptofsuchnoticetheSupPliermaJr

七henterminatethisAgreementforthwith,

16.TheterminationofthisAgreementfrom

SupPliersrighttorecoverpaymentin

tennination.

anycausewhatsoevershallnotprejudicethe

respectofservicesrenderedpriortosuch

■

ρ

COPYRIGHTANDLICENSE

17.Thecopyrightandallotherproprietaryrightsofallreportsprogra皿 一11stingsand

otherdocumentsprqducedbytheSupPlierunderthetermsofthisAgreementshall

remainvestedintheSupplier,TheClientshallnotreproduceanysuchreport

program-1istingorotherdocumentnordivulgethecontentsoftechnicalexpertise

evidentthereintoanyotherpersonororganisationwithouttheSupPliersprior

apProva1.TheSupPliersnamemaynotbeusedintheendorse皿entofanypr'ojectby

theClientwithouttheSupplierspriorwrittenapprova1.TheSuppliershallbe

entitledtorefuseapProvalforeitherpublicattonorendorsementatitsabsolute

discretionandwithoutassigninganyreasonforsuchrefusa1,

18.ShouldtheClientwishtousetheprogramsproducedunderthetermsofthisAgreement

foritsownpurposesandonitsowncomputerafterthisAgreementandasubsequent

ProductionRunningAgreementhaveexpiredtheSupplierlmdertakestogranttheClient

alicensefreeofchargeforthispurpose.Itshallhoweverbeaninitialand

continuingconditionofsuchlicensethattheCIientshallnot皿aketheprograms

generallyavailableincompetitionwiththeSupPIierorotherwisebutonlyusethem

insuchamannerandforsuchpurposesasshallbespecifiedlnthelicense.For

thispurposetheSupPlierwilltransfertotheClientfreeofchargeallprogra皿s

supPortingdocumentsanddatausedbytheSupPliertooperate ,saidprogra凪sbutmay

chargeatitsstandardratesforany皿aterialsinvolvedandforanyadditionalwork

incurredinprovidingthedatainthemediumrequired.

19.

ACCEPTANCEANDMAINTENANCE.

TheconclusionofaProductionRunningAgreeロentbetweentheSupPlierandtheClient

inrespectoftheprogramswrittenunderthetermsofthisAgreementshallbedeemed

toconstituteformalacceptanceoftheseprogramsbytheClient,Priortothecon-

clusionofsuchAgree田enttheClientmaycallupontheSupPiiertoprovldesample

outputfro姐atestrunortosubmittheprogra皿stosuchotherformofacceptance

testingprocedureasshallhavepreviouslybeenagreed.
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20.TheSupplierundertakestomaintainallprogramswrittenunderthetermsofthis

Agreementforaperiodofnotlessthanfouryearsfollowingacceptancealways

providedthatacurrentProductionRunningAgreementisinforceattheti【 ロesuch

malntenanceisrequired.E】 【ceptasprovidedinClause21belowthecostofsuch

maintenanceshallbebomebytheCIient.-

21.Shouldprogram皿aintenancemodificationorrewritingbecomenecessarybecauseofa

changeofequipmentusedbytheSupplleroranysimilarcausewhollywithinthe

Suppllerscontrolthenthecostofanysuchworkdonewithinthefirsteエghteen

monthsfollowingacceptanceshallbebomebytheSupPlier.Thecostofsuchwork

doneinthenextsubsequentthirtymonthsshallbedividedbetweentheSupplierand

theClientintheproportionofthe㎜expiredtotheelapsedtimeofthesaidperiod

oftbirtymonthsatthemid-pointbetweenthecommencementandcompletionofsuch

work.

d

22.TheSuppliershallretainprogram-listingsandothernecessarysupportingdocumenta-

tionfortheprogramswrittenunderthetermsofthisAgreementforaperiodof

thirtydaysfollowingtheterminationofthisdrthelastsucceedingProductfon

RunningAgrqementunlessallsuchmaterialhasbeenhandedovertotheClientas

providedinClause18above.ThereaftertheSuppliermaJrdisposeofallsuchrecords

asitseesfit.

23,

24.

UNAVOIDABLEBREACHANDARBITRATION

Nofailureoro血issiontocarryoutorobserveanyofthestipulationsorconditions

ofthisAgreementarisingfromanycausereasonablybeyondthecontrolofeither

partyshallgiverisetoanyclaimbytheotherpartyorbedeemedtobeabreachof

thisAgreementgivingrisetoanactionforda皿agesorotherwise.

Intheeventofanydisputeordisagree皿entarisingunderthisAgreementthesaid.

disputeordisagreementshallbesubmittedtoanArb工tratorappointedbytheSupplier

andtheClienejointlyorinthecaseoftheirfailuretoagreeonsuchapPointment

thentoanArbitratorapPointedbythePresidentforthetimebeingoftheLaw

Society,TheArbitratofshalldecidethedisputeinaccordancewiththeArbitration

Actof1950andshallhaveallthepowersconferredonanArbitratorbythesaidAct

andhisdecisionshallbefinalandbindingonbothparties.

、

■

q

.
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t

ScientificControl
SystemsLtd
MachilrleUsageFacilities

Agreement、 ・

AGREEMENTNo.

ScientificControlSystemsLtdofSandersonHouseBernersStreetLondonW1

(hereinafter"theSupPlier,')offerstoprovide

...・....,...㊨.・......,.....・..令 ■ ■ ■ ■ ■ ■.,..,■,,.■,,..........,..・..,.■ ・'ふ ■...、..,..・ 層 令....'

of_.__....._....._......_..._.__._.._..............._..__._...,.、._.....

(hereinafter"theClient',)withtheuseofsuchcomputerandancilliary

facilitiesasareshowninSchedule.Aattachedheretoandsubjecttothe

generaltermsaJldconditionssetoutinScheduleBhereto.

Date.........,.,,,..,,....,...... Signed.....,.......,,.......................'.

forScientificControlSystemsLtd

■

' Weherebyagreetousetheequipmentonthesaidtermsandconditions.

Date._㊨..,.._、..........㊨......

ウ

Signed.....,.,.,',...,.,.......、 、,..,.........

for....,.".....,......,,...,,.,,......,,.
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AGREEMENTNo.

●

ダ

ScheduteA:FacilitiesandPrices

TheSupplierreservestherighttochargeitscurrentstandardpricesforanyother

facilitiesnotlistedbelowwhichmaybeaffordedtotheClientathisrequestfromtime

totime.

■

●



一271－

Scien晰ic oi

SystemsLtd
MachineUsageFacilities
Agreement

ScheduleB=GeneralTermsandConditions

SECURITY・

1.TheSupplierundertakestoprovidecommercial・,securitystandardssufficiently

stringenttosatisfythereasonableneedsoftheClient.

STAFF

2.TheSupPlierwillprovidethenecessaryoperatingstaffforthecomputerandother

machinefacilitiesrequiredbytheClient.

3.ShouldtheClientreqUirelimitedassistancefromtheSuppliersprofessionalstaff

inconnectionwithworkperformedontheSuppliersmachinestheSupplierwillendea-

vourto..providesuchassistancesubjecttotheavailabilityofsuitablestaffatthe

timeandwillchargeforsuchassistanceatitsstandardratesthencurrent.

EQUIPMENT

4.Intheeventofnon-availabilityofanyparticularitemofequipmentforanyreason

whatsoevertheSupPIiermayuseanyotherequipmentforthesamepurposeinitssole

discretionandatnoincreasedcosttotheClient.

■

'

CLIENTPROGRA[ISANDDATA

5.ItisencumbentontheClienttoensurethathisprogramscontaineveryreasonable

precautionagainstmachineorsoftwarefailureandprovideadequatere-startpro-

ceduresintheeventofsuchfailure.FailUreonthepartoftheClienttocomply

withthisprovisionshallrelievetheSupPlierofallobligationsunderthetermsof

Clauses7andllherein.

6,TheClientundertakestomaintainadequatesupPortinginformationanddatatoenable

theSupPliertoregenerateprogramtapesandallotherdatafurnishedbytheClient.

UnlessotherwiseagreedtheSupPlierwillalsoholdtheCIientscurrentandpenulti-

matedataincomputeracceptableformduringthelifeofthisAgreement.

7. IntheeventoflossofdatacausedbythefailureoftheSupPIiersleasedorown

machinestheSupplierwillregeneratethedatafromthesupportingmaterialsmain-

tainedbytheClientandonsuchequipmentandinsuchamannerastheSupplier皿aJr

atitssolediscretiondecide.ProvidedtheClienthascompliedwiththeprovisions

ofClause5abovetheSupPlierwillbearthefirst£500fthecostofsuchworksuch

costbeingdeterminedbytheSuppliersnormalrates.
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8.CardstapesandotherdatamediasuppliedbytheClientmustbeapprovedbythe

Supplierandmustbeinreadilyusableform,TheClientwillberesponsibleforany

abortivetimeduetoerrorsorinaccuraciesinhisdataorresultingfrommachine

failuresduetotheClientsubmittinguncertifiedmaghetictapeforprocessing.

9.UnlessotherwiseagreedinwritingtheSupPliermaydisposeofanycardstapesand

othermaterialbelongingtotheClientandleftontheSupplierspremisesmorethall

thirtydaysfollowingthelastuseofsaidmaterialexceptwheresuchmaterialis

subjecttotheprovisionsofClause6above.TheSuppliermaydisposeofallsuch

materialstillinitspossessionafterthirtydaysfollowingtheterminationofthis

Agreement.

`

10.

OPERATORERRORANDMACHINEFAILURE

TheClientshallnotbechargedforabortivecomputertimeresultingfromoperator

errorprovidedalwaysthatwhereoperatoractionisrequiredduringtheprocessingof

aClientsprogratnextratothatdocumentedontheSuppliersformalrun-sheetthe

ClienthasprovidedtheSupplierwithfullandcomprehensivewrittenoperatlng

instructionsrelatingtosuchprograms.

11.ProvidedtheClienthascompliedwiththeprovisionsofClause5aboveitwillnotbe

chargedthefirst£1000fthecostofabortivecomputertimeinanyonerunresulting

fromthefailureormalfunctionofanypartoftheSupPIiersequiprnent.

12.

PRICEANDPAYMENT

TheSuppliershallhavetherighttochangeequipmentpricesandotherconditions

specifiedinScheduleAheretobygivingtheClientonemonthswrittennoticeofsuch

change.'

13.InvoicesshallberenderedbytheSuppliermonthly.

fourteendaysofthe`dateofinvoice.

Termsofpaymentarenettwithin

■

14.

DURATION

ThisAgreementshallcontinueinforceunlessterminatedbyeitherpartygivingone

monthswrittennoticetotheotheroruntilsuchtimeastheClientshallnothave

madeuseoftheSupPliersservicesunderthetermsofthisAgreementforanunbroken

peri。d。f・ixm・nths・t・hichtimeth・Agreement・hallaut・matiballylapse・

り

ざ

15.

LIMITATIONOFLIABILITY

Exceptasexpresslyprovidedhereintothecontrarynofailureoromisslontocarry

outorobserveanyofthestipulationsorconditionsofthisAgreementshallgive

risetoanyclaimagainsteitherpartyorbedeemedtobeabreachofthisAgreement

givingrisetoanactionfordamages・ItisafundamentalconditionofthisAg「ee-

mentthattheSuppliershallundernocircumstanceswhatsoeverbeunderanylaibility
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totheClientortoanyotherpersonorbodyofpersonsorcorporationforanyloss

ordamageresultingorallegedtoresultfromfailuretoprovidefacilitiesat

stipulatedtimesorequipmentmalfunctionoranysimilarcause.

爲

16,

TIMEREQUIREMENTS

WheretheClienthasspecifictimerequirementsforanyofthefacilitieslistedin

ScheduleAheretotheSupPliersComputerCentreManagermustbeno七ifiedinadvance

inaccordancewiththespecificprovisionsofthesaidSchedule.TheSupPlierunder-

takestomakeeveryendeavourtomeetsuchtimerequirementsbutcannotglvea㎡y

absoluteguarantee声odoso.

17.TH工SCLAUSEDOESNOTAPPLYTOMULTIPROGRAMMINGCOMPUTEROPERATIONS.工ntheevent
.

oftheClientnotrequiringtimepreviouslybookedtheSupPlierwillaccepta

cancellationofsuchbookingupto12hourspriortothe・bookedtime.Thereafter

theSuppliershallhavetherighttochargetheCIientforupto70%ofthebooked

time.・ ・

18.THISCLAUSEDOESNOTAPPLYTOMULTIPROGRAMMINGCOMPUTEROPERATIONS.Intheevent

thatthemachinetimeactuallyusedislessthan70%ofthetimebookedtheSupplier

shallhavetherighVtochargetheClientforupto70%ofthebookedtime.'

.

■ ■

.●



/

一274－

FORMERLYC-E-|-RLIMITED

ScientificControl
SystemsLtd

ExternalMachineSystemsAnalysis

&ProgrammingAgreement

AGREEMENTNo

㊨
■

書

・

、

●

ScientificControlSystemsLtdofSandersonHouseBernersStreetIＬondonW1

(hereinafter"theSupPlier")offerstoprovide

of..、.-,...,.層.層.....層,層.『,.畠,P層 層.P7,.層.P.層..7F,.7..,.層.7....,.,....,,,,…

(hereinafter・ ・th,Clie。t・)・iththeservices・f'itsp・ ・fessi・nal・t・ffand

suchmachinefacilitiesasmaybeagreedhereinforthepurposeofspecifica-

tiondesignanalysisandprogra㎜ingofsuchcomputerprogram(orprograms)

asis(are)describedinScheduleAattachedheretoandonthebasisof

chargesstatedintheaforesaidSchedulesubjecttothegeneraltermsand

conditionssetoutinScheduleBhereto.

Date..層P7..,7...層.層,P,.層..,『 層

●

signed..........,.,...,.,........_....

forScientificControlSystemsLtd

WeherebyacceptScientificControlSystemsLtdofferontheterrnsand

conditionsreferredtoabove.

Date』 『.,.,..7..P. ...層,F....,,『.
Signed...,...........,.,....、 ・....,.....

for.『7.,,7.7..『,層.層7...9.P層.層,,,.7

弓

■
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SystemsLtd

ExternalMachineSystemsAr旧lysis

&ProgrammingAgreement

AGREEMENTNo

⑩
せ

●

ScheduleB=GeneralTermsandConditions

SECVRITY

1.Th,S。pPlierundertakest・P・ ・videc・mmerci・1security・tandardss・ffi・ie・tlyst「ingent

t.。.。。tisfythereas・nableneed・ ・ftheClient.TheS・pPlie・further・ndertakesto

し.e。t。 。nfidenti。11yanyi・f・rmati・nitmay・bt・i・by・i・tue・fthi・Agreeme・trega「d-

i。gth。present・rf・tureb・ ・加essacti・ities・fth・Client・Thi・ ・bligationalso

d,vclves、p。nallmethbers・fth・S・pPliersst・ffi・di・iduallyandi・ac・nditi・nof

theircontractofservicewiththeSupPlier,

STAFFANDEQUIPMENT

2.Th。S。pPliersh・ll・upPlytheser・ices・fsuchp・ ・fessi・nal・t・ffassh・11inits

。pi。i。 。bereq・iredt・c・rry・utit・ 。blig・ti。nsundertheterms・fthi・Ag「eement

andtheindividualassignmentsofsuchstaffandchangesinsuchassignmentsorof

suchstaffshallbeentirelyattheSuppliersdiscretion.

3.Computerfacilitiesandotherancillaryservicesrequiredforthepurposesofp「og「am

developmentandtestingshallbesuppliedeitherbytheSupplierorbytheClientas

shallhavebeenpreviouslyagreed.

3.1

3.2

InsofarastheSupplierisresponsiblefortheprovisionofsuchfacilities

andservicesitshallalsosupplythenecessaryoperatingstafforalternatively

P。。videf・rtheavai1・bility・f・uit・blyqualifi・d・perati・gst・ff・ ・pPliedby

。thi。dpartyunderc・ntractt・th・S・pPlier・Ineitherc・seth・S・pPlie「shall

assumeres'P.。n・ibilityf・req・ipmentand・perat・rperf・ ・皿ance・ndth・Client

shallnotberenderedanychargesarisingfrommachineorsoftwarefailureor

OperatOrerrOr. ノ
InsofarastheClientlsresponsiblefortheprovisionofsuchfacilitiesand

servicesitshallalsosupplythenecessaryoperatingstaffeitherdirectlyor

bymeansofanindependentcontractwithathirdparty・Ineithercasethe

ClientshallassumeresPonsibilityforequipmentandoperatorperformanceand

shallbechargedbytheSupplierforanyabortivestafftimeandothercosts

attributabletomachineorsoftwarefailure(includingnon-availabilityof

machinesorsoftwareatpreviouslyagreedtimes)oroPeratore「 「o「 ・

専

v
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INFORMATIONANDDATA

－2一

4,TheClientundertakestoprovidetheSupPlierpromptlywithallinformationconcerning

itsoperationandactivitieswhichmayberequiredbytheSupPlierforthesuccessful

completionoftheworkspecifiedinthisAgreementandtheSuppliersstaffengaged

onsuchworkshallhavetherightofaccesstotheClientsstaffandpremisesatall

reasonabletimesonpriornoticebeinggiven.

5.TheClientundertakestomaintainadequatesupportinginformationanddatatoensure

thatdatafurnishedfortestingpurposescanberegeneratedintheeventofloss.

5.1

5.2

Intheeventthatsuchlossshallhavebeenduetomachinemalfunctionor

oPeratorerrorofequipmentoroperatorssuppliedbytheSupplierunderthe

termsofClause3,1abovetheSuppliershallatitsownexpenseregeneratethe コ
10stdatafromthesuppoftingmaterialsmaintainedbytheClientandonsuch

equipmentandinsuchamannerastheSuppliermayatitssolediscretion

decide.

Intheeventthatsuchlossshallhavebeenduetomachinemalfunctionor

oPeratorerrorofequipmentoroperatorssuppliedbytheClientundertheterms

ofClause3.2aboveortoanyothercausewhatsoever(includinglossintransit)

theClientshallatitsownexpenseregeneratethelostdataandtheSupplier

shallchargetheClientforanyabortivestafftimeandothercostsattributable

tothelossornon-availabilityofsuchdata.

6.CardstapesandotherdatamediasuppliedbytheClientfortestpurposesmustbe

approvedbytheSupplierandmustbeinreadilyusableform.TheClientwillbe

responsibleforanyabortivetimeduetoerrorsorinaccuraciesinhistestdataor

resultingfrommachinefailuresduetotheClientsubmittinguncertifiedmagnetic

tapeforprocesslng.

7.UnlessotherwiseagreedinwritingtheSupPliermaydisposeofanycardstapesor

othermaterialbelongingtotheClientandleftontheSupPlierspremisesafterthirty

daysfollowingthecompletionofthisAgreement.

●

PRICEANOPAYMENT

8.WherethecontracttermsstatedinScheduleAheretoareonatimeandmaterialsbasis

theSuppliershallhavetherighttovarythestafffeesandequipmentpricesspecified

intheaforesaidSchedulebygivingtheClientonemonthslnoticeofsuchvariations.

9.WherethecontractpricestatedinScheduleAheretolsfixedorthereisalimit

ortargetthesuppliershallhavetherighttomakefurtherchargesatitsstandard

ratesandinexcessofsuchfixedpriceorlimitortargettocoveranycostarising

fromanyalterationintheClientsrequirementssubsequenttothesignatureofthis

Agreement.

10.AbortivestaffandmachinetimeasspecifiedinClauses3,25,2

chargedattheSuppliersstandardratesandshallalsobein

priceorユimitortarget.

and6aboveshallbe

excessofanyfixed
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11.

12.

lll.

14,

15.

,-3-

ShouldtheSupplierincurincreasedcostsbyreasonoftheClientsfailuretoprovide

informationordataatthepreviouslyagreedtimeortomakeorkeepapPointments

asprovidedinClause4abovethen七heSupPliershallbeentitledtorecoversuch

increasedcostsfromtheClientandanychargesmadeundertheprovisionsofthis

Clauseshallbeadditionaltotheagreedprice,

UnlessotherwisestatedinScheduleAheretoinvoicesshallberenderedbythe

SupPliermonthly.Termsofpaymentarenettwithinfourteendaysofthedateof

lnVOIce.

1)URATIONANDACCEPTANCE
.

ThisAgreementshallautomaticallyterminateuponacceptanceoftheprogramsbythe

CI.iellt.Acceptanceshallnormallybesubjecttosuchformofacceptancetesting

procedureasshallhavebeenpreviouslyagreed.Failinganagreedacceptancetesting

procedurehowevertheprogramsshallbedeemedtobeaccepteduponhandoverorthirty

daysaftertheSupplier ,shallhavenotifiedtheClientin.writingthatthework

specifiedhasbeencompletedandisavailableforhandoverwhicheveristhesooner・

FollowingacceptancetheSupPliershallhavenofurtherresponsibilitiesorobligas

tionsunderthetermsofthisAgreementsaveforprogrammaintenanceassetoutin

Clause18hereof.'

TheClientshallhavetherighttoterminatethisAgreementpriortothecomPletion

of七heworkspecifiedhereinorPlyinthefollowingc]rcumstancesandinthefollowing

manner:

14.11ftheSuppliernotifiedtheClientofanincreaseinstafffeesormachirle

pricesunderthetermsofClause8abovetheClientmayterminatethisAgree-

mentfromthedateonwhichsuchincreasetakeseffectbygivingtheSupplier

writtennoticeofitsintentionsototerminatetheAgreementwithinfourteen

daysofthe・notificationoftheincrease・ ◆

14.21ftheSupplierfailstocarryouttheworkspeclfiedinScheduleAincircum-

stancesotherthanthosesetoutinClause20hereoftheClientshallinform

theSupPlierinwritingofsuchnon-performanceanditsintentiontoterminate

thisAgreement.ProvidedtheSupplierisunabletorectifythesaidnon-

performancewithinthirtydaysofreceiptofsuchnoticetheClientmaythen

terminatethisAgreementforthwith,

TheSupPliershallhavetherighttoterminatethisAgreementpriortothecomple-

tionoftheworkspecifiedhereinonlyinthefollowingcircumstancesandinthe

followingmanner:

15,lIftheClientfailstomakeanypaymentasprovidedforinClause12above

theSuppliermayterminatethisAgreementbygivingsevendaysnoticein

writing.

弍

口
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15,21ftheClientfailstoprovidetheSupplieronrequestwithsuchinformationor

dataasmayberequiredbytheSupplierforthesuccessfulcompletionofthe

workspecifiedhereinincontraventionofClause4abovetheSupPliershall

informtheClientinwritingofsuchnon-performanceanditsintentionto

terminatethisAgreement.ProvidedtheClientisunabletorectifythesaid

non-performancewithinthirtydaysofreceipVofsuchnoticetheSuppliermay

thenterminatethisAgreementforthwith,

TheterminationofthisAgreementfromanycausewhatsoevershallnotprejudicethe

S。pPliersrightt。rec・verp・ymentinrespect・fservicesrenderedp・i・ ・t・such

termination.

COPYRIGHT!LNDLICENSE

Thecopyrightandallotherproprietaryrightsofallreports.program-1istingsand

otherdocumentsproducedbytheSupplierunderthetermsofthisAgreementshall

remainvestedintheSuppliersavethattheClientisherebylibensedtoreproduce

anysuchdocumentsanduseallsuchprogramsforitsowninternalpurposesonly

withoutfurtherreferencetotheSupPlier.TheClienthoweverexpresslywarrants

thatitwillnotusesuchProgramsinanymannercompetitivewithordetrimentalto

thecommercialinterestsoftheSuppliereitherbytheiruseinconjunctionwithany

servicebureautypefacilityitmayatanytimeprovideforthirdpartiesorby

theresaleoftheseprogramstothirdparties,NorshalltheClientpublishsuch

reportsorprogram-1istingsormakethemavailabletoanycomputermanufacturerso「 ・

tradeassociationsprogramlibraryorinanyotherwaydivulgethecontentsofthe

technicalexpertiseevidentthereinwithouttheSupPliersPriorwrittenapProva1・

TheS。pPliersnam。may・ ・tbeusedinthee・d・r・em・nt・f・ ・yp・ ・jectbythe「Client

withouttheSupPlierspriorwrittenapProval.TheSupPliershallbeentitledto

refuseapprovalforeitherpublicationorendorsementatitsabsolutediscretion

andwlthoutassigninganyreasonforsuchrefusal,

llAINTENANCE

TheSupplierundertakestomaintainallprogramswrittenunderthetermsofthis

Agreementforaperiodofnotlessthanoneyearfollowingacceptance・Exceptas

expresslyprovidedtothecontraryinScheduleAheretothecostofsuchmaintenance

shallbebornebytheClient.

TheSupPliershallretainprogramlistlngsandothernecessarysupPortingdocumenta-

tionfortheprogramswrittenunderthetermsofthisAgreementforaperiodofone

yearfollowingacceptanceunlessallsuchmaterialshallhavebeenhandedoverto

theClient.ThereaftertheSuppliermaydisposeofallsuchrecordsasitseesfit、

UNAVOIDABLEBREACHLIMITATIONOFLIABILITYANDARBITRATION

Nofailureoromissiontocarryoutorobserveanyofthestipulationsorconditions

ofthisAgreementarisingfromanycausereasonablybeyondthecontrolofeither

partyshallgiverisetoanyclaimbytheotherpartyorbedeemedtobeabreachof

thisAgreementgivingrisetoanactionfordamagesorotherwise・

●

、
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21.ItisafundamentalconditionofthlsAgreementthattheSuppliershallbeunderno

liabilitywhatsoevertotheClientortoanyotherpersonorbodyofpersonsor

corporationforanyadditionalcostsorlossordamageofanykindwhatsoeverresult-

ingorallegedtoresultfromtheuseorthefailureoftheprogramsfollowing

acceptance・NorshalltheSupPlierunderanycircumstanceswhatsoeverbeliablefor

anyindirectorconsequentialdamagessufferedorallegedtohavebeensufferedby

theClientoranyotherpersonorbodyofpersonsorcorporationasaresultofthe

failureoftheSupPliertocarryoutanyofthestlpulationsorconditionsofthis

Agreementnomatterwhatthecauseofsuchfailureoromission.

D

22.工ntheeventdfanydisputeordisagreementarisingunderthisAgreementthesaid

disputeordisagreementshallbesubmittedtoanArbitratorapPointedbytheSupPIier

andtheClientjointlyorinthecaseoftheirfailuretoagreeonsuchapPointment

thentoanArbitratorapPointedbythePresidentforthetimebeingoftheLaw

Society,TheArbitratorshalldecidethedisputeinaccordancewiththeArbitration

Actof1950andshallhaveallthepowersconferredonanArbitratorbythesaid

Actandhisdecisionshallbefinalandbindingonbothparties,

23.ThisAgreementshallbesubjecttoEngliShlaw,

4

■
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調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

英国郵政公社のデータ処理部門

GPO-NationalDataProcessingService(NDPS)

DocusHouse,6282Co㎜ercialRoad,LondonE.1,

England

1969年10月7日

Mr.F.J.M.Laver,B.Sc.,0.Eng.,F.1.E.F.,F.B.C.S.

Mr.N.0.Johnson,ManagerProjectDevelopment

Mr.J.J.Smith,MarketManager

吉 田 、 石 本 、 平 原 、 臼 井 、 岡 田 、 上 田 、 佐 藤 真 住 氏(ジ ェ ト ロ ロ ン ド ン

セ ン タ ー)

q

1概 要 お よ び 所 感

NDPSは 、 英国 郵 政 公社(GPO:GeneralPost'Office)の デ

ー タ処 理 部 門 で、従 来 は殆 ん ど 内部業 務(た とえば、 電話 料 金請 求 書 の作

成 、 通 信 機 材 の在 庫 管 理 な ど)を 対 象 と して い た が、 最 近 は 外 部業 務 の受

注 に も力 を入 れ始 め て い る。GPOは 、 英 国 の 「郵 便 ・貯 金 ・電 気 通 信 」
つ

の業 務 を行 な う機 関 で、 元 は 政 府 機 構 の 一 つ(郵 政 省)で あ っ た が 、 企 業

性 を持 た せ る た め、 わ れ わ れ の 訪 れ る 直 前 の1969年10月1日 か ら公

社 組 織 に 改 め られ た。 、

GPOの デ ー タ処 理 部 門 は 、20年 の 歴 史 を 持 っ て い る が 、 そ れ が

NationalDataProcessingService(NDPS)と い う組 織 に な

っ た の は2年 ほ ど前 で あ る。1964年 頃 か ら、 コ ン ピ ュ ー タ に 空 き 時 間

が あ り、 そ れ を外 部 へ 提 供 す る と い う考 え 方 は あ っ た が 、 そ の た め の ソ フ

ト ウ ェ ア や オ ペ レー テ ィ ン グ に 余 裕 が な か っ た の で、 実 際 に は 行 な わ れ な

か っ た 。・しか し、 そ の後1967年 に 新 しい 郵 便 法(PostOfficeAct)

ψ
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が成 立 し、 政府 機 関 と して も商業 的 な外 部 サ ー ビス が で き る よ うに な っ た。

た だ し、 そ の た め の条 件 と して、 同 法 の下 院 にお け る審議 過程 に おい て・

①情 報 処 理 部 門 は郵 便 ・電話 等 の他 の部 門 と経 理 を 別 に し、 ② サ ー ビス 料

金 は 民間 の競 合 企業 と同等 の もの に す る とい う了 解 が なさ れ て い る。

この よ うに、 政府 関係機 関 、 しか も電 話 ・電 信 業 務 を行 な って い る機 関

た るGPOの デ ー タ処 理 部 門 が 民間 企業 と競 合 して 情報 処理 産 業 に進 出 し

よう とす る考 え 方は 、先 方 の文書 に よれば 、"各 種 産業 にお け る コン ピュ

ータ 利 用 の推 進"お よび"コ ン ピ ュー タ を持 て ない 小規 模 ユ ー ザー に も大

規 模 の コ ン ピュー タ の効果 に浴 せ しめ る"と い う政 府 の方針 に よ る もの で

ある と して い る。 ま たさ らに、 「NDPSの 民 間 分野 へ の進 出は、 事 務 処

理 方 法 の合理 化 に役 立つ も の と期待 され て いる」 とも 自負 してい る よ うで

あ る。

現 在 、外部 か ら受 託 してい る業 務は 、 「包括 受 注(wholerange

service)」 と呼 ば れ る、 オ ペ レー テ ィング ま で含 めて 引受 け る こ とを

前提 とす る 「シ ス テ ムの開発 ・施 工 ・運 行 」 の一 括 受 託 で あ る。 す で に・

「・ン ドン空港 の 航空 荷物 取 扱 い に 関す るオ ン ライ ン シス テ ム」 を始 め と

して 、10～20の プ ロジ ェ ク トを引 受 け て い るよ うで あ る。

な お 、 現在 のNDPSに お け る 外部 か らの受 託業 務 の比 率 は業 務 全 体 の

lo%程 度 で あ り、 英国 にお け る市場 シェ ァー も僅 か で ある と見 られ るが 、

5～10年 後 には 内 ・外業 務比 を50:50と し、 市場 シ ェアー を1/4

にす る ことを 目指 して い る と意気 込 み は 大 きい。

また、 外部 業務 の 拡 大 を図 る際 に 問題 とな る資 金 繰 りにつ い ては ・ 財 政

資金 に よる融 資が 比較 的 容易 に 受 け られ る(GPO全 体の枠 が大 き い の で・

NDPSか らの要求 額 は微 々た る もの であ るか ら)の で ・ この面 か らの 制

約 は な い と言 っ てい た。 しか し、TSSサ ービス に は・ 開発 に 要す る投 資 額

が 大 きい か らと慎 重 な構 えを見 せ て い る し、 デ ー タバ ンクに つい て も、 投

資額 の 大 きさ と当初 の 収益 の 小 さ さ を 挙 げ て 目下 は進 出す る意 思 の ない こ

◎

び
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とを示 して いた こと な ど を考 え合 わせ る と、資金 調達 に余 裕(可 能 性?)

が あ る とは い え、公 社 と して の採 算 性 に も十 分 留意 して企 画 して い る よ う

に うかが えた 。

したが つて、 当 面 の外 部 業 務 拡 大 の方 向 は、 前述 の 「包括 受注 」 しか も

「オ ン ライン方式 の シス テ ム」 の 受 注 に重 点 を置 い てい る もの と見 られ る。

新 郵便 法 の成 立、 そ して公 社 化 と、外 部業 務へ の進 出 のお膳 立 て が揃 った

とい う開放 感 か らの 拡大 意欲 は 強 い もの の 、民間 情 報 産 業 へ の圧 迫 とい う

反対意 見 に 対す る遠 慮 が ある た め か、 わ れ われ の面 接 したLaver氏 の発 言

は 非 常 に慎 重 で あ った。 と くに、通 信 業務 を行 な ってい るGPOが 情 報処

理 サ ー ビス に も進 出 す る こ と に よ って"民 間 企業 を圧迫 す る こ とは な いか"

とい う問 い に対 して は 、"イ ギ リス では通 信 回線 利 用 はす でに 全 く自由に

な っ てい る し、NDPSは 同 じGPOの 中 とは い え通 信 業 務 部 門 とは 全 く

別 の部 門 に な って お り、 民間 の通 信 回 線 ユーザ ー と全 く同 じ条 件(つ ま り、

料金 も同 じ よ うに 払 う し、 申込 み か ら設 置 ま での待 ち時 間 も同 じ)で 通 信

回線 を使 うこ とに な っ てい る"と 予 期 した以上 に懇 切 な回 答 が 返 っ て きた。

ま た 、 政府 関係 機 関 が この分 野 に進 出 した理 由 と して は、 「コ ン ピ ュー タ

利 用 の振 興 」 と の説 明 は あ った が 、 前 記文 書 に あ った"小 規 模 ユ ーザ ーに

も大 型コ ン ピュ ー タ の恩 恵 を"と い う説 明 は な く、上 述 の 業 務 拡 大 方針 か

ら見 て 、後 者 の理 由 は今 は生 か され てい ない と見 られ た。 な お、 国 産 コ ン

ピュー タの育成 の た め とい う理 由 は と くに挙 げ てお らず、"た ま た ま現在

は 全て 国 産 機 を使 っ てい るが 、 将 来 は ど う なるか わ か ら ない"、"IBM

社 は イギ リス国 内で も コン ピュ ータ を作 っ て い るが、 そ の製 品 を買 うか も

知 れ な い"と もい っ て い た。

以上 の よ うに 、 非常 に慎 重 な 回答 が多 か っ たが、 やは り自 由な 立場 に な

った こ とに よ る積 極的 な 拡張 へ の意 欲 は隠 し切 れ ず、 前 述 の シ ェア ー1/4

を 目指 す とい うの も控 え目 な数 字 で あ る と い う気 も した。 しか し、 追加 コ

ン ピュー タの 内容 や追 加 時 期等 の 具 体的 な デ ー タ を明 らか に して い な い こ
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とや、 す で に内 外 の情 報産 業 が ある程 度 根 を下 ろ してい る英 国 に おい ては ・

そ れ も大 きす ぎる数 字 とも思 える。 いずれ に して も、"追 加 予定 の9台 の

コ ン ピュLタ の うち半数 は 大 型機 だ。 これがNDPSの 将 来 を ある程度 示

唆 して い るだ ろ う"と い うLaver氏 の 言葉 に若 干 の無気 味 さ は ある。

同氏 の い うご と く、NDPSは 民間 情 報 産業 と同 等 の条 件 で 通信 回線 を利

用 す る とい う こ とで は、 ど こま.で情 報 産 業 と して 伸 び るか 目下 の ところ全

く未 知 数 で あ る とい え よ う。

但

●

2詳

現

人

総

-

D(

2

論

員

内訳

兄

員

管 理 者

システ ムエンジニア

プ ロ グ ラマ

オ ペ レー タ

1,700人

200

200

200

1,100

(2)処 理 セ ン タ ー お よ び 保 有 コ ン ピュ ー タ

現 在 、 英 国 内5地 区(ロ ン ドン、 ポー ソマス、 エ ジンバ ラ、 リーズ、 デュー ビィ)

に8ヵ 所 の セ ン タ ー を 持 っ てk・ り、11台 の コ ン ピ ュー タ が あ る。 コ ン

ピュータは 近 く9台 追 加 され る が、 そ の うち半 数 は大 型 の もので あ る。

(3)業 務

もと もとGPOの 業 務処理 の ため に作 られ た もの で あ るだ け に、業 務

のgo%はGPO内 部 の郵 便 ・電 話 等 の業 務 で あ り・ 残 余 の10%が 新

業 務(GPO以 外 の 外部 か ら受 託 した業 務)で あ る。 以 下、 内部業 務 、

外 部業 務 の順 で述 べ る。

a内 部 業 務

30～40種 にお よぶGPO内 部 の業 務 を行 な って い る。 そ の主 な

命
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る もの はつ ぎの とお・りで あ る。

イ)電 話 関係

○ 電言舌料金 言十算

年 間1,600万 件 に 齢 よぶ電 話料 金 の請 求 書 を作 成 して い る。

これ は 、金 額 に して2,20'0万 ポ ン ド(約190億 円)に 達 す る大

きな業 務 で、NDPSの 最 も大 きい仕 事 で ある。

○ 通信 機器 部 品 ・材料 の倉庫 管理

4万 種 類 、9、000万 ポ ン ド(約800億 円)に のぼ る、 通信機

器 部 品 ・材 料 等 の在庫 品 につ いて の管理 を行 なっ て い る。

○ 技 術 情 報 の提 供

GPO内 部 の技 術 グ ルー プ2、o.ooを 対 象 に、技 術 情 報 の提 供 サ

ー ビス を行 なっ て い る。

・)郵 便 関係

○ 郵便 為 替 のオ ン ライ ン処 理

処理 量 の大 きさ は400万 ドキ ュ メン トで・1507イ ル の距 離

を オ ン ラ イン で電 送 して い る。

○ 郵 便 自動車 の運 行 ス ケ ジ ュール計算

ロ ン ドン 市 内 で運 行 され てい る600台 の郵 便 自 動車 お よび そ の

運 転 手1,200人 の運行 ス ケ ジュー ル、 勤 務 ス ケジ ュー ル の 設定 業

務 を行 なっ てい る。

○ 放 送受 信 契 約 者 リス トの管理

受 信者 リス トの 管理 、 つま り放 送料 収 入 に して650万 ポ ン ド

(約56億 円)に 達 す る放 送 受信 者 につ い ての フ ァイ ル管理 を行k

って い る。

OGIROシ ス テ ムの た め の シス テ ム開発

GPOの 郵 便 局間 送金 シス テ ムで ある。GIROシ ス テ ムのだ め

の大 き なデ ザ イ ン計 画 を進 め てい る。
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ハ)本 庁 関係

○ 財 務管理 言十算

450万 件 にお よぶ 中央 庁 の財 務 管理 に伴 う計算 を行 な って い

る。

○ 職 員 の給 与 計算

GPO8,000人 の職 員 の給 与 計算 を行 な っ てい る。

二)そ の 他

統 計 分析 、CPM、PERTな ど。

b外 部 業 務

NDPSの 行 な う外部 業 務 の受 託 は、 す べ て シ ステ ム設計 ・設備 ・

運営 の 「包 括 契 約 」 で あ る。 つ ま り、 単 に ソフ ト ウエ ア開 発 だ け、 シ

ス テ ム開発 だ け では 受 託 は し ない で、 常 にオペ レー シ ョン ま で含 め て

頼 ん で くる場合 だけ 引 受 け る とい うこ とで あ る。 なお 、 これ は 確認 し

なか った が、 通信 回線 利用業 務(オ ン ラ イン業 務)を そ の対象 業 務 の

原 則 として い るも の と見 られ る。

そ のほ か 、"外 部 の顧 客 を対象 とす る特定 の料 金 計算 等 の オ ン ライ

ン ・ サ ー ビ ス(TSSサ ービス な どを指 す もの とみ られ る)を 行 な う

こ とも考 えて い ない わ け では ない が、 多 額 の投 資 を必 要 とす る よ うな

ので 、行 な うことに な るか ど うか疑 問 で ある。 この よ うな シス テ ムに

つ いて は、米 国 では す で に か な りよ い もの(ソ フ トウ エ ア?)が ある

よ うなの で、NDPSと して もそれ を利 用 す る こ と(ソ フ トウエ ア を

買 う ことを指 す のか)も 考 え られ る"、 と もいっ ていた。

包括 契約 の受 託 の主 だ った もの につ ぎの よ うな も のが あ る。

○ ロ ン ドン空 港 の 荷物 取 扱 いに 関 す るオ ン ライ ン シス テ ム

・ン ドン空 港 で発 着 す る全航 空会 社 の荷物 に つ いて の 取扱 い シス

テ ム(AirCargoHandlingSystem)の 開発k・ よび運 営 を受

託 してい る。 これ は 、 航 空荷 物 の運賃 計算 そ の 他 事 務 を リアル タ イ
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ムで行 な う シス テ ムで、 当初 は2台 の コ ン ピュー タ(将 来 は3台)、

200の 端 末(将 来 は700端 末)で 、代 理店 、航 空会 社 の営業 窓

口 と空港 とを結 ぶ こ とに な る。

なお、 この シス テ ムは1971年 か ら稼 動 の 予定 で あ るが 、 コ ン

ピ ュー タの予 想 寿 命(陳 腐 化 寿 命?)の 長 さ に合 わ せ て、9年 間 の

契 約 とな って い る。

O銀 行 のオ ン ライン シス テ ム

北 西 イン グ ラン ドの9つ の銀行 か ら受 託 した 「銀 行 業 務 の オン ラ

イ ン方 式 の コ ン ピュ ー タ化 シス テ ム」 で、330の 端 末 機 を用 いて、

延172の 支 店 を対 象 とす る、取 引 業 務 に 関す る情 報処 理業 務 で あ

る。

そ の業 務規 模 は 、 口座 数 に して200万 、取 引件 数 に して年 間

1,700万 件 で あ る。

○ 貯 蓄 推 進 に 関連 す る シス テ ムの 開発

そ の ほか、GIROと オ ン ライン ・バ ン キ ン グ ・シス テ ムとを綜

合 して、貯 蓄 推 進 のた め の新 しい シス テ ムの 開発 を進 め てい る。

○ 建 築業 にお け る料 金 請 求 システ ム ●

建 築業 者 の た め の 請求 書 作成 シス テ ム を開 発 してい る。

(4)外 部 業 務 へ の進 出 に至 る まで の経 緯

①GPOの デ ー タ 処理 部 門 は 過 去20年 間 に わ た り、GPO内 部 のデ

ー タ処 理(コ ン ピュ ー タ を用 い る ものに限 ら ない)を 行 な って きた。

② コ ン ピ ュー タ余 剰 時 間 の外部 顧 客 へ の提 供が 問 題 に な っ て きた

.(1964年 ごろ)。 しか し、 コン ピ ュー タ に余 力は あ っ て も、外 部

ユ ーザ ーに対 す る シス テ ム や プ ログ ラムにつ いて の援 助 や、 コ ン ピ ュ

ー タ セ ン ター の設備 や 運営 を す る余 裕 は なか っ た。

③ 郵便 法 の成 立 で 、GPOが 顧 客 の機 密 を第3者 に漏 洩 しな い こ と ど
、

い う保証 の下 で、 外 部 の情 報 処理 を商 業 的 に行 な うこ とが 認 め られ る
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こ とに な っ た(1967年)。ltk・ 、 下 院に お け る法 案 審議 過 程 にお

い て、GPOの 情 報処 理 部 門は郵 便 ・電 話 等 の 他 の部 門 とは経理 を別

建 て に す る こ と、 ま た そ の サ ー ビス 料金 は 民間 の競 合企 業 と同等 の も

の で あ る こ と、 との了解 が さ れ てい る。

④GPOは 政 府 省 庁 か ら公 社 組 織に改 め られ た(1969年lo.月1

日)。

なお、 郵 便法 で政 府 機 関 た るGPOが 民間 情 報産 業 と競合 して情 報

処 理 サ ー ビス を始 め る こ とを認 め た趣 旨は 、 コ ン ピュー タ利 用 の普 及

推 進 の た め で あ り、 また 、 小規 模 ユー ザー に大 型機 の規 模 メ リッ トを

与 え る ため で あ る とさ れて い る。

(5)料 金 の きめ か た

サー ビス 料 金 の き めか た は、一 定 では な く シス テ ム ご とに異 なっ てい

る。 入、 時 間 な どの 積上 げ に よつ て算 出 し顧 客 に提 示 す る方 法 と・ 競争

入 札 に よ る方法 の2種 が あ る。

ソ フ トウエ アの 開 発 につ い ては 、 顧客 の数 が 多 くなれば そ れ に従 っ て

値段 も安 くな って くる。 上 述 の銀行 オ ン ライ ン シス テ ム も9つ の銀 行 が

会 加 した の で 、 開 発 費用 は1/9に な るわ け で ある。

(6)端 末 機 の 開 発 助 成

NDPSは 、 機 器 の製 作 は や つ て い な い が 、 研 究 を行 な っ て お り、 メ

ー カー に 助言 して作 らせ て い る。GIROシ ス テ ムで用 い てい るデー タ 収 集 会 計

装 置(DataCaptureandAccountingMachine)は 、 そ の一 例で ある。

亀
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2.2将 来計 画

現 在5地 区 、8ヵ 所 に セ ン タ ー,が あ り、11台 の コ ン ビ=・ 一 夕 を 持 っ

て い る が 、 近 く9台 の コ ン ピュ ー タ を 追 加 す る 予 定 で あ る。 セ ン タ ー も

4ヵ 所 増 え る 予 定 で 、 サ ー ビ ス 地 区 も3地 区 増 え る。 なお 、 追 加 さ れ る

9台 の コ ン ビ ュ ー一夕 の うち 、 半 数 は 大 型 の も の で あ る と し、 こ の こ とが
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NDPSの 将 来 進 む 方向 を示 唆 して い る とい え る と述 べ て い る。

外 部市 場 獲得 の 目標 と しては 、 英 国 市場 の25%確 保 を 目指 して い る

とい っ てtob、 そ れ に は 、 外部業 務 の(GPO内 部業 務 との)比 率 を50

%に しな ければ な らない と して い る。

ま た 、TSSサ ー ビスへ の進 出の 可能 性 に つい て は、 前 述 の よ うに、 は

っ きり した 態度 を示 さ なか った が 、情 報 提供 サ ー ビス につ い て は、GPO

と して は 時 刻、 天候 な どに つい ての 電話 サ ー ビス は行 な って い るが、 と

い い な が ら、採 算 性 か ら見 て(投 資 額 が大 きい割 りに収益 が 期待 で きな

い)当 分 手 をつ け る気 持が ない こ とを明 らか に した。

なお、 デ ー タバ ン ク 関係 のシス テ ム開発 につ い て は、 開発 依 頼 の 引合

いが な い では ない、 とい って い た。

ろ 参考事項

(1)NDPS保 有 コ ン ピ ュ ー タ(旧 資 料 に よ る)

EnglishElectricLEO3266台

Elliot405'2台

ICL4-701台

(2)通 信 回 線 利 用 の 現 状(JETRO佐 藤 氏 の 資 料 に よ る)。

英 国 の 通 信 事 業 は 、GPOに よ つ て 独 占 的 に 行 な わ れ て い る。 た だ し、

コ ン ピ ュー タ と の 結 合 に よ る 通 信 回 線 の利 用 は 自 由 で あ る。

通 信 回 線 は 、 リ モ ー ト ・バ ッ チ 、 タ イ ム ・シ ェ ア リン グの 両 方 式 に 利

用 さ れ て お り、 現 在 約6,000の 端 末 が あ る と推 定 さ れ る。1967年

の 秋 に は 約2,400で あ っ た か ら、2年 間 の 伸 び は2倍 以 上 で あ る。 あ

る 予 測 に よ る と、1973年 に は5万 、1978年 に は25万 、1983

年 に は40万 に 達 す る と見 込 ま れ て い る。

コ ン ピ ュ ー タ と結 合 で き る 通 信 回 線 は 、 電 話 線 、 通 信 線 の2種 あ っ て 、

い ず れ の 場 合 もGPOが レ ン タル を行 な っ て い るM)dulator,Demodu一
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1atorを 使 用 し な け れ ば な ら な い。 も ち ろ ん 、 両 者 と もGPO仕 様 に

よ りGPOが メ ー カー に 作 らせ た も の で あ る。 レ ン タ ル 料 金 は 通 常

Modulatorが ユ ー ザ ー,Demodulatorは 情 報 処 理 サ ー ビス 会 社 が 支

払 うが 、 情 報 サ ー ビス 会 社 が 支 払 い 、 ユ ー ザ ー が ま た 貸 しす る こ とは 可

能 で あ る。 回 線 の 利 用 は 全 く 自 由 で あ り、 申 請 に 応 じてGPOが 設 置 を

す るが 、 現 在 設 置 ま で の 待 ち 時 間 は 数 ヵ月 で あ る。GPOが サ ー ビ ス し

て い る 各 種 通 信 回 線 の 概 要 は つ ぎ の とお り で あ る。

ODatellooサ ー ビス

電 報 線 タ ィ ブ

テ レ ックス タ イ プ

ODatel200サ ー ビス

公 衆電 話 方式

専用 方式

ODatel600サ ー ビ ス

Datel

Datel2,000、2,4

速 度 は2,000ボ ー 、

50ボ ー お よ び100ボ ー

50ボ ー

200ボ ー 電 話 料 金 と 同 じ

200ボ ー

MODEM使 用 料

年 間105ポ ン ド

回 線 使 用 料

168～2,200ポ ン ド

200と 同 じ シ ス テ ム で 速 度 は600ボ ー で あ る。

000サ ー ビス

2,400ボ ー で あ り、 前 者 は 試験 的 に運 営

を開始 、 後者 も近 く運営 に 入 る体制 にあ る。

GPOの デ ータ伝 送 事業 の 独 占 を規 定 し"(い るの は、TelegaphAct,

DataProcessingActの 両 者 を綜合 して、最 近 制定 さ れ たPost

OfficeActで あ る。 こ の法 律 に よ る と、 同一 企業 の中 、 も し くは

本 支店 間 に 専 用 の 回線 を設定 す る こ とは 民 間 企業 に対 して も許 さ れ て

い る。 しか し、 専 用 回線 を 民間 企業 が 建 設す るこ とは技 術 的 にみ て 非

●
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常 に難 か し く 、 自 社 で 建 設 し た 例 は ほ と ん ど な い。 ま た 、 異 種 回 線 の

連 結 利 用 にっ い ては、 た と え ば 、A-B、B-Cの 回 線 が あ っ た と き に

A-B-Cと い う リン クは 可 能 で あ る。 し か し許 可 が 必 要 で 、 利 益 が

生 ず る場 合 は 権 利 金 を支 払 う。 回線 のMODEMに 接 続 す る 機 器 は す

べ てGPOの 承 認 と検 査 が 必 要 で あ る。

デ ー タ伝 送 線 の扱 い に つ い て は 、 通 常 の 電 話 線 と全 く同 様 で なん の

条 件 も な い。 ま た 、GPOが 資 金 的 な理 由 そ の 他 に ょ っ て 建 設 で き な

い 場 合 は 民 間 企 業 に ラ イ セ ンス を与 え、 専 用 線 を 作 る よ う に 措 置 しな

け れ ば な らな い こ と に な っ て い る。

現 在 、 デ ー タ 伝 送 線 の 需 要 の 急 増 に 対 して 、 デ ー タ 通 信 のNational

Gridを 作 る こ と に つ い て 関 係 者 で研 究 中 で あ る。 と くに 、 高 速 回 線

の 技 術 開 発 が 注 目 さ れ てk・ り、 これ に つ い て は2つ の 方 向 で研 究 が 進

め ら れ て い る。

(1)STC社 のStandardTeleco㎜unicationLaboratories

中 継 地 の 小 型高 速 コ ン ピ ュー タ を 利 用 し てス ペ ー ス が 空 く ま で の

間 、 メ ッ セ ー ジ をス トア す る 方 法 で あ る。 政 府 は これ に 約8万 ポ ン

ド(約6,900万 円)の 契 約 を行 な っ て い る。

(2)PlesseyGroupのBritishTelecommunicationRese-

arch

微 小 回 路 とPCMを ベ ー ス と す る 高 速 ス イ ッ チ ン グ ・ シ ス テ ム の

開 発 で あ り、 約7万 ポ ン ド(約6.000万 円)の 契 約 が な さ れ て い

る。 これ は 国 際 的 に もみ と め られ た48Kボ ー が 目 標 とな っ て い る。

こ の ほ か 、 政 府 のNationalPhysicalLaboratory(NPL)

　

もNationalGridの ネ ッ ト ワー ク の 設 計 研 究 を行 な っ て い る。

◆
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喰

スウェーデ ンの貯蓄銀行デー タ処理会社

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

SavingsBanksDataCentersCo.

Spadab,Sturegatan1,StockholmO・Sweden

1969年10月9日

Mr.AxelRannemo,Director

Mr.B.Nyberg,MarketingManeger

吉 田 、 上 田 、 平 原 、 臼 井 、 岡 田 、 石 本

●

`

1概 要 お よ び 所 感

当社 は 、 主 と して貯 蓄 銀行 各 行 か ら委 託 を 受 け て・銀 行 業務 の処 理 をバ

ッチ で行 な っ て い る。 契 約 してい る貯 蓄 銀 行 の数 は、全 貯 蓄 銀行 の約 半 数

で あ るが 、 大 き な銀 行 は 殆 ん ど契 約 して い るの で、 業務 量 の シ ェア ーで 見

れ ば80%に 達 して い る。1963年 の設 立 当初 には20の 契 約銀 行 が あ

っ ただ け で あ る か ら、そ の間相 当 な急成 長 を遂 げ た こ とに な る。 今 後 も 、

75年 ま で に預 金 業務 の 売上 だ け に つい て も2.600万 ク ・ 一ネ(約18

億 円)か ら7,100万 ク ロ ーネ(約50億 円)と3倍 近 い 売上増 を 見込 む

な ど、 今 後 と も成 長 を紡 げ て ゆ くもの と見 られ る。

ま た 、現 在 、 オ ン ライ ン化 の準 備を 進 め てk・ り、70年 か ら始 め る予定

で あ る。

なk、 銀 行 業 務 以 外 の仕事 も引 受 け て お り、 現 在 で も仕事 量 の1/3は

貯 蓄 銀 行以 外 の 一 般企 業 で あ るが 、 将来 は50:50ま で一 般 企業 を 増 や

した い と考 え てい る。

銀 行 業務 の コ ン ピュ ータ化 につ い て、 ス ウ ェ ーデ ン国 内 にお ける優 位 性

に は 自信 を 持 っ てお り、 未加盟 の貯 蓄 銀行 もつ ぎつ ぎ と加 盟 してい る こ と

か ら、 と くに残 余の 貯蓄 銀行 に 対す る マ ーケ ッテ ィン グ もや う てい な い よ
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うな 状況 で、 今後 の成 長 に対 す る 自信 は大 きい ようで あ る。 オ ン ライ ン化

に関 して は、 デ ン マ ーク、 ノ ル ウ ェ ーの協 会 とも共 同で 端 末機 の開 発 の話

合 い を進 め、 ま た 独 自で 回線 利 用 方 法 の検 討 を 行 な う等 、 積 極 的 に取 り く

ん でい る よ うに見 受 け られ た が 、一 般 企業 の計 算 サ ー ビス に 関 して は、 積

極 的 に ソ フ トウエ ア を 開発 して行 こ う とい う意 欲 は余 り感 じ られ なか っ た。

しか し、 銀行 とい う特 定 業 種 の顧 客 を 対 象 とす る サ ー ビス が 、そ れ ら銀 行

の共 同設 立 とい う形 で な く、 民間 サ ービス 業者 の手 で 行 なわ れ 、 どん どん

そ の シ ェア ーお よび 業 務 内容 を拡 大 してい る点 は大 い に注 目さ れ る。

2詳 論

2.1沿 革

1962年 会 社 設 立

1963EE20の 貯 蓄 銀 行 が 加 盟

1968年3月ABBYGGADBを 吸 収 合 併

ACAutomationCenterを 吸 収 合 併

2.2現 況

処 理 セ ン タ ー数 … … …4

従 業 員 数 … … …300人(68年 に は214人 で あ っ た)

売 上 … … …1969年 に は6千 万 ク ロ ー ネ(約42億 円)を 見

込 む

契 約 銀 行 数 … … … 約160行(ス ウ ェ ーデ ン の 金 貯 蓄 銀 行 数315)

(1)業 務 の 種 類

銀 行 業 務(Spadab部 門)… … …2/3量 ・ 年 間 売 上520万 ド ル

(約19億 円)

一 般 顧 客 業 務(Samdata部 門)… … …1/3量 、 年 間 売 上400

万 ドル(約15億 円)

命

●

'
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(2)銀 行 業 務 処理 の 内容

C)対 象業務

貸 付 、信 託 、 インボ イス 作 成 、利息 計 算 、小 切 手 処 理 、 コ ス ト計

算 お よび そ れ らに関 す る諸 統 計 等 を ル ーチ ン業 務 と して行 なって い

る。

○ 処 理 方法

バ ッチ処 理 、 デ ータは郵 送(原 デ ー タ または 紙 テ ー プ)
、所 要 日

数 一3日(初 日パ ンチ、2日 目計 算 、3日 目返 送)

(3)一 般顧 客業 務 の内容

給 与計 算 、 会 計 計 算 、 建 築 計 画 、追 跡計 画 、地 方 自治体 の 水 道料 等

の計 算 サ ー ビス

(4)銀 行業 務 と一 般 業務 を兼 営 す る考 え方

当初 は、 銀行 が銀 行 間 の競 争 の 中で 、顧 客 との関 連 を 強 め る ため に

行 な う必要 が あっ て 始 め た が 、現 在 では 、 当社 と してそ れ は 、① サ ー

ビス の 向上 、② コス トの 低 減 のた め に必 要 な こと と考 え てい る。

(5)所 有 コ ン ピュ ー タ

IBM

IBM

Bullγ8

360/50

360/40

台1

台2

台1

(6)ソ フ ト ウエ ア 開 発

一 般 顧 客 に 対 す る処 理 サ ー ビス の 際 の ソ フ ト ウ エ アは
、 当 社 で 開 発

した もの も一 部 あ る が ・ 殆 ん ど の 場 合 は 、 先 方 か ら持 込 ん で くる。

な お 、 ス ウ ェ ー デ ン に は ソ フ トウ エ ア会 社 は 、 小 さい も の(せ い ぜ

い6～7人 の も の)も 含 め て6社 位 あ る
。40～50人 の と こ ろ が 一

番 大 きい 。

(7)組 織

プ ロ ジ ェ ク ト グ ル ー プ は7つ あ り、 そ れ ぞ れ グ ル ー プ ご と に マ ネ ー
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ジ ャ ー が い る。

プ ロ ジ ェ ク ト グ ル ー プ の7つ は 、 フ.ラ ン ニ ン グ ・サ ー ビス 、cpu、

タ ー ミナ ル 、 コ ン トロ ー ル ズ ル ーチ ン 、 ア プ リケ ー シ ョ ン(2)で あ る。

プ ロ ジ ェ ク ト リ ーダ ー の 下 に は 、 若 干 の シ ス テ ム ア ナ リス トと プ ロ

グ ラ マ ー が 属 して い る が 顧 客 との 間 の 注 文 、 問 題 提 起 に っ い て は 、 マ

ー ケ ッテ ィ ン グ ・プ ロ ジ ェ ク ト ・ リ ーダ ー を 擁iし た プ ロ ダ ク シ ョ ン マ

ネ ー ジ ャ ーが 当 た り、 顧 客 の ア ドバ イ ザ ー グ ル ー プ で あ る 「リ フ ァ レ

ン ス ・グ ル ー プ」 か らの 意 見 に よ っ て 「チ ェ ン ジ ・コ ミテ ィ」 を 開 き ・

プ ロ ジ ェ ク ト グ ル ー プ の 改 変 を 行 な う こ と も あ る。

Projectleader

Systemanalyst

Programmer

Productionmanager

MarketingProject

leader

Problem ‖

■

Referencegroup

図1プ ロ ジ ェ ク ト推 進 の た め の 組 織

2・5将 来 計 画

(1)貯 蓄 銀 行 業 務

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム と し て は 、Spadab(銀 行 業 務 用 シ ス テ ム)

とSamdata(一 般 業 務 用 シス テ ム)と の一 体 の コ ン ピ ュ ー タ'シ ス

テ ム を 作 り 、 両 者 の 合 理 的 ・効 率 的 な運 用 を 図 る つ も りで ・IBM

360/65の デ ュ ア ル ・シ ス テ ムを 予 定 して い る。

そ れ に 対 す る73年 に お け る ピ ー ク 仕 事 量 は45T./sec(秒 当 た り

取 扱 う 「取 引 」 の 件 数)に 達 す る も の と見 込 ん で い るが ・ 夜 勤 を し て

フ ル に 稼 動 さ せ ・る つ も り で あ る。(現 在 ・ 残 業 賃 金 は30%増 し で あ

る。)

θ
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つ

ま た、1970年 に は オン ライ ン処 理 を 始 め るが、75年 に は預 金

業 務 に つ い ては オ ン ラ インに よ る処 理 が約 半 数 を 占め る よ うに なる と

見込 ん でい る。

そ れ と と もに、 オ ン ラ イン に よる顧 客 フ ァイル の充 実 を 進 め る。 顧

客 ファ イル の内容 は 、顧 客 との間 の取 引状 況(預 金 、 貸 付 、信 託等)

につ い て の1固人毎 の 記 録 で あ る。 フ ァ イル件 数 は70年 には30万 件

ぐ

で あ る が 、75年 に は700万 件 に 達 す る 計 画 で あ る。 な お 、 そ の 内

訳 は 顧 客 フ ァ イ ル200万 件 、 会 計 フ ァ イ ル500万 件 で あ り、 ス ウ

ェ ー デ ン の 人 口 が800万 人 で あ る こ とを 考 え れ ば 、 相 当 の フ ァ イル

化 が 進 む こ と に な る。

(2)一 般 業 務

銀 行 業 務 の オ ン ラ イ ン 化 の 推 進 と と も に 、 一 般 顧 客 と の 間 に も オ ン

ラ イ ン で の サ ー ビス を 行 な う 予 定 で あ る。 これ は 、 銀 行 業 務 の 空 き時

間 を 利 用 し て 、 オ ン ラ イ ン に よ っ て デ ー タ の 伝 送 を 行 な い バ ッチ で 処

理 す る 、 い わ ゆ る リモ ー トバ ッ チ を 行 な お う と す る も の で 、 製 造 業 な

ど の 一 般 顧 客 と 当 セ ン タ ー とが 、 直 接(銀 行 と は無 関 係 に)契 約 す る

サ ー ビス で あ る。 こ れ は 、1972～3年 か ら始 め る 予 定 で あ る 。

オ ン ラ イ ン の ラ ン ゲ ー ジ と し て は 、 現 在 のPL-1は 遅 く て 問 題 が

あ る が 、 将 来 はPL-1を 用 い る 予 定 で あ る。

⑨

2.4オ ン ラ イ ン化 の 問題 点 とそ の 対策

前述 の よ うに、 オ ン ライン化 を 来年 に は実 施 す る予定 で あ るが 、そ の

準 備 と して現 在 、① 安 い端 末 機 器 の開発 、②経 済 的 な通 信 回線 の 利用 、

等 の 検 討 を 進 め てい る。

貯 蓄 銀 行 に 拾け る情 報 処理 に 関 してデ ン マ ー ク・ ノ ール ウ ェ ーの貯蓄

銀 行 協 会 との間 に提 携 の話 が ま と まっ てお り、 安 い端 末機 の 開発 につ い

て具 体 的 に 助 力 の話 合 い が始 ま っ てい る。 なお ・端 末 機 の数 は・1973
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年 に は 、 ス ウ ェ ーデ ン だ け で 、2.000台 に 達 す る 見 込 で あ る。

ま た 、 通 信 回 線 は 現 在200、600お よ び1,200ボ ー の も の が 使

え る が 、 さ らに 現 在2,400ボ ー を 試 験 中 で あ り、4,800ボ ー も 間 も

な く実 施 が 検 討 さ れ る 見 込 で あ る。 当 社 と して は200、600、

1,200の い ず れ を 使 う か 、 目下 検 討 中 で あ る。 なお 、 回 線 料 金 は 、1

年 間1㎞ 当 た り25ド ル で あ る。 北 部 地 方 は 電 話 ラ イ ン が な い の で 、2

じ

ラ イ ン 必 要 と な り、25×2=50ド ル と な る 。

●

∋

5参 考事項

3.1ス ウ ェー デ ンの銀 行 業 界 の す う勢

商業 銀 行 の うち5大 銀 行 は 、 す で にそ れぞ れ 自行 で セ ン タ ーを 持 っ て

い る。 しか し、 そ れ らはい ず れ も急 に コ ン ピュ ー タ利 用 の 必 要 性 が 高 ま

っ た ので 、 既存 の セン タ ーを買 収 した もの で あ る。 オ ン ラ イン化 につ い

て は 、そ れ らの うち2行 は1972年 か ら実 施 を予 定 してお り、 他 の2

行 は 目下 検 討 中 で ある。

新 しい 銀 行 法 で は 、貯 蓄 銀 行 も商 業 銀 行 と同 じよ うな立 場 に 置 かれ る

の で 、貯 蓄 銀 行 は 商業 銀 行 に負 け ない よ うに考 え てゆか な け れば な らな

い。 おそ ら く1980年 頃 には 、 現 在 の300行 余 りの貯 蓄 銀 行 は25

行 位 に整 理 さ れ る こ とに な る だ ろ う。
書

ろ.2個 人 フ ァ イ ル

個 人 フ ァ イ ル は 、 誕 生 日 に よ っ て 番 号 が 付 け られ てお り 、 す べ て の 人

にっ い て の フ ァ イ ル が で き る 。 コ ー ド番 号 は つ ぎ の よ う に 付 け られ る 。

■
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■

'

ヨ　

⇒1]

07187513

地 方

地 域

性 別

検査数字

こ の よ うに して、 子 供 が 生 ま れ る と番 号 が付 きフ ァ イル が 作 られ る こ

とに なるが 、現 在 も貯 蓄 銀 行 では 子供 が生 ま れ る と貯金 通 帳 を 子供 に 贈

る こ とに してい る。

5.5当 社 の預 金 業 務 の 業 績 見通 し(1969ん75年)

●

1969年 70年 71年 72年 73年 74年 75年

一

全取引件数 60000,000 70.000ρ00 80.000000 89,000,000 95,000,000 102,000,000 110,000,000

オ ン ライ ン

取 引 件 数
一 100,000 300,000 8,000,000 27,000,000 44,000,000 57,000,000

オ ン ラ イ ン

フ ァ イ ル 数
一 300,000 1,000,000 2.000ρ00 4.500DOO 6,000,000 7,000,000

会 計 件 数 6,900,000 7,200,000 7,500,000 7,800,000 8,000,0DO 8,200,000 8,300,000

⑨
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●

国立研究機関のス トックホルム共同セン

タ ー

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

StockhotmsDatamaskincentrai

(StockholmDatacenter)

Stockholm80,Sweden

1969年10月10El

Mr.BjornKleist,Director

吉 田 、 石 本 、 上 田 、 平 原 、 臼 井 、 岡 田

,

●

1概 要および所感

StockholmDatacenterは1965年 にTheUniversityof

Stokholm,TheRoyalInstituteofTechnologyk・ よ びRese-

archInstituteofNationalDefenseの 共 同 デ ー タ セ ン タ ー と し

て 、 ス ウェーデ ン 政 府 に よ っ て 設 立 さ れ 、 教 育 省 に 属 す る 機 関 で あ る。

コ ン ピ ュ ー タ はIBM360
・/75で 、 政 府 の 融 資 に よ っ て1968年 に 購

入 さ れ 、ResearchInstituteofNationalDefense内 に 設 置 さ

れ て い る。

他 の2つ の 大 学 に はIBM36q/20が そ れ ぞ れ1台 リモ ー ト ・ タ ー ミナ

ル と して 設 置 さ れ、 中 央 の コ ン ピ ュ ー タ と オ ン ラ イ ン で 結 ば れ て い る。

ま た 、 ロ ー ス ビ ー ドの 端 末 と して はIBM1050が17台 接 続 さ れ、 大

学 の 各 所 に お か れ て い る。,

当 セ ン タ ー の 業 務 内 容 は デ ー タ 処 理 サ ー ビス 専 門 でプ ロ グ ラ ム は そ れ ぞ

れ の 利 用 者 が 作 成 す る 仕 組 み に な って い る。

今 年 度('69年7月1日 ～' .70年6月30日)の 予 算 は800万Skr

(ス ウ ェーデンク ローネ、 約5.6億 円)で 、 人 件 費 に 支 出 さ れ る 額 が 最 も大

き く、 つ ぎ に コ ン ピ ュ ー タ.買 取 資 金 の 国 庫 へ の 返 済(6年 間)で あ る。
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当 セ ン タ ーは 国立 機 関 で あ るが、 前 期 の ユ ーザ ーか らコ ン ピ ュー タ使用

料 を徴 収 し独立 採 算 で運 営 さ れ て い る。

StockholmDatacenterを 訪 問 して感 じた こ とは、 想 像 以 上 に優 秀

な コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ム と関連 設 備 を もち、 大 学 お よび研 究 機 関 に対す

る コン ピュ ータ教 育 とデ ータ処 理 サ ー ビス が行 な われ て い る こ とで、 国が

相 当力 を 入れ てい る こ とを 物 語 って い る。

2詳 論

2.1コ ン ピ ュ ー タ 設 備

(1)全 体 構 成

oコ ン ピ ュ ー タ お よび タ ー ミナ ル

IBM360/751台

360/202台(ハ イ ス ピ ー ドタ ー ミ ナ ル)

105017台(ロ ー ス ビ ー ドタ ー ミナ ル)

●

●
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'

IBM360/20

ROYALINSTITUTE
OFTECHNOLOGY

TELPACA

LINES

4Q8Kbaud

360/75

R正】SEARCHINSTITUTE

NATIONALDEFENSE

IBM360/20

UNIVERSITYOF

STOCKHOLM

17LOWSPEEDTERMINALS

図1コ ン ピ ュ ー タ'シ ス テ ム 全 体 構 成

●

新 し い設 備 へ の レベ ル ア ッ プ は6年 を 周 期 と考 え て い る 。

こ の理 由 は 財 政 上 か ら き た も の で あ る。 つ ま り、 す で に述 べ た ご と く、

こ の セ ン タ ー の コ ン ピ ュ ー タ は 政 府 の 融 資 で 購 入 し た も の で、 借 入 れ

金 は6年 間 で 返 済 す る こ と に な つ て い る。

(2)セ ン トラル ・コ ン ピ ュ ー タIBM360/75の 構 成
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(3)ハ イ ス ピ ー ド ・ タ ー ミ ナ ル の 構 成

●

■

IBM

D2

2501-A2

CARDREADER

FACIT1000

PAPERTAPE

READER

1403-Nl

PRINTER

FACIT1501

PAPERTAPE

PUNCH

4Q8Kbaud

図3ハ イ ス ピ ー ド ・タ ー ミナ ル(IBM360/20)

㎏

●

2.2'セ ン ター の運 営

(1)運 営 費

セ ンタ ーは 国立 機 関 で、 コン ピュ ータの購 入お よび 附帯 設 備 は 国 の 融

資 に よっ て な され た が、 運 営 費 は 直接 国家 予 算 に計 上 さ れず 、 ユ ーザ ー

で あ る3機 関 の予 算 にセ ンタ ーを利 用 す る費用 が 組み 込 まれ る こ とに な

つ てい る。 セ ン タ ーは これ らのユ ーザ ー よリコ ン ピュ 一夕 の使 用 時 間 に

応 じてサ ー ビス料を 徴 収 し、 独立 採 算 で運 営 して い る。 しか し、 ノ ン プ

ロ フ ィ ッ トの機 関 で あるか ら、 も し利益 が 出れ ば 国庫 に戻 入、 不足 を来

た した場 合 は 次 年度 の予 算 で補 う。ltk・ 国庫 か らの融 資 は6年 間 で 分割

返 済 す る こ とに な っ て い る。

1969年 度 の予 算 は800万 ス エ ーデ ンク ロー ネ(約5.6億 円)で 、

この うち 最 も大 きな ものは 人件 費、 つ ぎが返 済 金 とな って い る。
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算

政府
不灘

繋 惰
使用料

図3運 営 費 の 流 れ

(2)人 員

セ ン タ ーの 人 員 は64名 で あ る。 す で に 述 べ た ご と く、 プ ロ グ ラ ミ

ン グ は 各 ユ 　 ザ ー が 行 な い、 こ の セ ン タ ーは オ ペ レ ー シ ョ ン が 中 心 で あ

る か ら半 数 以 上 が オ ペ レ ー シ ョ ン を 担 当 す る 要 員 で2シ フ ト制 で あ る。

シ ス テ ム 関 係 者13名'

(内8名 は オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム の開 発 、 、5名 は ユ ーザ ーの

プ ロ グ ラ ミ ン グ相 談)

オ ペ レ ー タ20名

ア シス タ ン ト ・オ ペ レ ー タ15名

キ ーパ ン チ ャ5名

そ の 他 管 理 部 門13名

(3)コ ン ピ ュ ー タ の 使 用 時 間 帯

コ ン ピ ュ ー タ の 使 用 は つ ぎ の よ う な3つ の 時 間 帯 に 分 け られ て い る。

①00～19:00

②1900～2400

◆

●

,

,
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●

③0:00～04:00

① は タ ー ミナ ル か ら使 用 と計 算 時 間 の短 か い 業 務(Shorttime

job)に 当 て られ、 ② は シス テ ム'プ ・グ ラ ム の テ ス ト(デ パ ツ グ)、

③ は プ ロダ ク シ ・ン の シ フ ト と な って い る。

1日 約1,000の 異 な っ た プ ロ グ ラ ム を 流 す が、 コ ン ピ ュ ー タ の 使 用

時 間 で 最 も 多 い の は プ ロ グ ラ ム の デ バ ッ グ時 間 で あ る。 学 生 の プ ロ グ ラ

ム は 数 の 上 で は 比 較 的 多 い(1日100～200)が 、 時 間'料 金 の 面 で は

あ ま り大 き な割 合 で は な い。

(4)使 用 言 語

大 学 で の コ ン ピ ュ ー タ 教 育 で 使 用 す る プ ロ グ ラ ミン グ言 語 は 全 てAL

GOLで あ る が 、 実 際 に コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る場 合 の プ ロ グ ラ ム は、

FORTRANが 圧 倒 的 に 多 い。 なk-、PL/1は 現 在 の と こ ろ 使 う意 思 が

な い と い う こ と で あ る。

FORTRAN60%

ALGOL20%

COBOLlo%

Otherslo%

喝

▼

2.5

(1)

料 金 体 系

中 央 処 理 装 置

料 金=単 価 ×as(tCpu+a25・a・tm)

tcpu… … …CPUtime

a25

a

FastCore

SlOwCore

LOfor100kBytes

20for200kBytes
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tmMemorytime

単 価4000Skr/Hr/CPU

(2)フ ァ イ ル

DiskStorageQISkr/track/day

TapeStorageα5Skr/tape/day

(3)入 出 力

QOISkr/11ine/'1、inePrinter

、QOISkr/1Card/CardReader

1

2.4StockholmDataCenterの ユ ー ザ ー

こ の セ ン タ ー の 主 な る ユ ーザ ーはTheUniversityofStockholm,

TheRoyalInstituteofTechnologyお よ びResearchInsti-

tuteofNationalDefenseで あ る が 、 現 在 は こ れ らの3ユ ーザ ー以

外 に も サ ー ビ ス を 行 な っ て い る。 他 の ユ ーザ ーに 対 す る サ ー ビス は 予 算 面

で 全 体 の 約20%を 占 め て い る。 しか し、 主 目 的 は あ くま で も 前 記3ユ ー

ザ ー の共 同 セ ン タ ーで あ る か ら、 他 の 一 般 ユ ーザ ー に 対 す る サ ー ビス は 余

力 を 以 て 行 な う方 針 で 、 この 収 入 は 国 庫 に 属 す る。

5参 考 事 項

5.1大 学 ・政 府 機 関 に お け る コ ン ピ ュ ー タの 利 用

ス ウェーデン は 人 口 に 比 して コ ン ピ ュ ー タ の利 用 が 進 ん で お り、 と くに 大

学、 政 府 関 係 で は 大 型 、 中 型 が 相 当 数 導 入 さ れ て い る。 た とえ ば 政 府 機 関

で は 統 計 局 のIBM360/50×2台 を は じ め 約100台 位 が 使 用 さ れ てte

b、 う ち40台 位 がIBM360,/30～40で あ る。 大 学 で もStockholm

IBM360/75,UPSALACDC3600,UMEACDC3200・LUND

ullo8(来 年 春)、GOTEBORGIBM360/65等 で あ る。

〉

,
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●

5.2ス ウ ェーデン の 国 産 コ ン ピ ュ ー タ

ス ウ ェー デ ン に は コ ン ピ ュ ータ ・メ ー カ ー と して 自動 車 、 航 空 機 等 の 製 造

で 知 ら れ て い るSAABが あ る。 こ の 会 社 で 生 産 して い る コ ン ピ ュ ー タ は 、

IBM360/40位 の 規 模 で、 マ ー ケ ッ トシ ェ ア は5～10%、 政 府 関 係 機

関 に は す で に40シ ス テ ム が 導 入 さ れ て い る とい う こ とで あ る。

●

¶

¶



一310一

」

4 資 料一
旦≡ とgr鯉 旦(L

●

Duetothelimitationsofthecorestorageofthe360/75atSD.512K,ithas

notbeenpossibletoimplementtheoperatingsystemMVTWithRemoteJob

Entry.Thestoragerequirementforthatsystemhasbeenestimatedto350K

forthemachineconfigurationatSDandthisleavestoolittlespaceforthe

use「sp「09「ams・

AsanalternativetoMVTIBMWesternRegioninLosAngeleshasdeveloped

aninterimsystemnamedEMFT(ExtendedMultiprogrammingwithaFixed

numberofTasks).AshortdescriptionofthemainfeaturesofEMFTisgiven

inappendixA.ThecorerequirementsofEMFTisapproximately200K.

In1967SDhadtochoosewhichoperatingsystemtobeusedatthetimeof

installation.Bythattimetherewerenoa1ternativesbutEMFT.NowEMFT

hasbe6ninuseat・SDsincetheinstallationinMarch1968.'

LaterthisyearMFTIIwillbeavailablewithRJE.MFTIIisverysimilarto

EMFTwiththemaindifferencethatitusesReaderInterprete.rsinsteadof

SYSINspoolprograms.Duetothisdifferencethecorerequirementislarger

inMFTIIandthereforeitisdoubtfulifSDwillconverttothissystem.

TherearecertainplanstoexpandthecorecapacitybyattachingaLargeCore

Storagetothesysteminthemiddleofnextyear.Thiswillmakeitpossiblefor

SDtoconverttoMVT.

レ

三1巫]E]二 ⊆豆旦f巴 旦r三}tt(～P

■

ThenormalEMFTconfigurationatSDisshowninfigure2。

AtIPLtimetheoperatordecidesthenumberofpartitionsandtheirsizes

whichcannotbechangeduntilanewwarmorcold$tart(i.e.IPL)iSdone.

Normally,whenRJEiSinworkSDuses5partitions.Thefirst40fthese

(0-3)whichhavethehighestpriority,areusedforOperationSupervisionand

RJE.Partitions4and5arebatchpartitions.Thesizeofpartition4isfixedto

100K.



,
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■

Thespoolprograms,SYSINReadersandSYSOUTWr紘erS,stealcoreflOM

partition5whenstartedwhichmeansthatthesizeofpartition5canrange

from200Kto242KdependingonthenumberofReadersandWritersthat

arestarted.

●

AnurnberofmodificationsandadditionshavebeenmadeinEMFTtobetter

suittheestablishedtypeofoperationatSD.
、

q

∀
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Jobadministration

⊆旦S旦・≡皇・_≡讐已上・旦}竺塑}2竪]_C互e≡ 垣㎎

●の
Inordertocreateacustomernumber,whichiseasytoconceiveandmemorlse

butstillgivesanassuranceagainstintentionalorunintentionalmisspe111ngs,

SDusesanumberofthetypeAAANNN.AstandsforcharacterandNfordigit.

'

Whenacustomerisassignedacustomernumber,thisisrandomlychoosenby

thecomputerandallinformationconcerningthecustomerisstoredonadisk.

Afileofactivecustomernumbersisalso.updatedonthedrum.

Whenacustomerappliesforacustomernumberhehastostateamaxlmum

sumofmoneyheintendstospendoncomputerrunsandduringwhichperiod

thismoneyisvalid.Thecomputerkeepstrackofthesefigures.Thecustomer

hastheoptionofrequiringtobekickedoutofthesystemwheneitherthe

maximumsumhasbeenreachedorthetimeperiodhasexpired.

TheSYSINReadershavebeenmodifiedtocheckifthecustomernumberon

thejobcardisvalidandincaseitisnottoflushthejob.

ExternalJobFlow

Alljobsthataretobeprocessedbythe360/75havetobeidentifiedbya

JobCardthatbesidesthestandardinformationrequiredbyOSalsocontains

certainadditionalinforrnation(seedescriptioninAppendixB).Asall

informationnece.ssaryforthejobiscontainedinthiscardnosubmittalorder

isneededtorunthej()b. ,

CustomersatSDcanchooseoneofthefollowingalternativestosubmit

theirjob.

A.

B.

C.

By・n・ ・fth・th・eerecepti・n・(・n・atthecent・a1・it・and・n・at・a・h

ofthetwohighspeedremoteterminals).

Byuseofthecardreaderinthequstomerareaatthecentralsite,

Byuseofoneofthe1050terminals.

レ
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.

,

Inthenormaljobflow,theresultsfromtheprocessingarereturnedtothe

Place(terminal)fromwherethejobwassubmitted・Howeve「1nce「talncases
'acustomerwantstoorhastoseparatehisoutputanddirectittoanotherplace

thantheorigin.Anexampleofthisisplottedoutputwhichalwaysmustbe

directedtothecentralsite(seedescriptionofoutputclasses).

●

All・utputfr・mth・ ・y・t・mi・id・ntifi・dbyth・j・bn・m・whi・hi・anid・ntifie「

u・edt・g・th・ ・a11。utp・tth・tb・1。 ・g・t。acert・i・ 」・b・Wh・na11。utp・tf・ ・mthat

jobhasbeenwrittenoutaseparateaccountingpageisprinted

attheplaceorplacestowhichtheoutputwasdirected.Thisaccountlngpage

giv・ ・inf・ ・m・ti・n・fth・kind・nd・m・unt・finputand・utputandisalso

anindicqtionthatthejobisfinished.

Thejobflowisillustratedbythefollowingfigure

∪
Punched

cards

Identification: customer

numbers

q

Papertape

CPUPROCESSING

－一 ー ー ー ー一 寸

obsaresortedonl

ustomernumbersl

L___」

Identificatio .

・ Jobna

Printed

output

Accountlng・

page

Papertape

Punched

cards

Plotted

output

「 一 一 一 一〇
utputsortedonl

jobnamesl

L____

「

-

1
」
一

一

・

o

、
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InternalJobFlow

工gL塾 主憩皇三iこぶ9亜}皇 ≡

●

AtSDEMFTismodifiedsothateachjobthatisreadintothesyst6mis

assignedauniquejobllamewhichreplacesthejobname,ifany,thatis

punchedinthejobcard.Theuniquejobnamehasthefollowingform

AXDDNNN[N

WhereAidentifiestheclassoftheinputterminalorinputdevice,and

standsforoneofthefollowingletters:

Ccardreadersatthecentralsite

H

E-U

highspeedterminals

.10wspeedterminals.・

Xidentifiesthedevicewithinaninputclass(1-9)

DDisthetwolastdigitsofthedaynumberoftheyear

NNNNisthearrivalnumberofthejobduringtheday

Thisjobname,inmacrotext,isprintedonthefirstpageofoutput,andthe

followingPagesofthejobareidentifiedbythesamejobnameintheupPer

nightcomer.Incasetheprogrammerspecifiedpunchedoutputhewillfind

thisnumberon七hefirstcardorasanidentifieronhispapertape.

互重史r竺L≡ 互e…連連已9.

StandardEMFTworkswithindependentpartition苓riority,schedulingwith

15prioritylevels.AtSDEMFThasbeenmodifiedtoallowjustoneexternal

prioritylevelcomparedtonormalruns.Aninternalpriorityofthejobis

calculatedbytheSYSINReaderasafunctionoftheexternalpriority,themax

netCPU-timeandthemaxlinesoutputforthejob.Theseparametersare

specifiedinthejobcard..(seedescriptionofthejobcardinappendixB).

The・jobsarescheduledinpriorityorderintherespectivepartitionqueues

accordingtothecorerequirement・Innormaloperationtwopartitionsare

usedforcustomerjobs(100Kand200K)Ifajobrequires100K
.orless

andthelOOKpartitionisbusybutthe200Kpartitionisnot"thejobwillbe

scheduledinthelaterpartition.Whenajobrequiresmorecorethanis

,

o

'
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availableinanypartitionthejobwillbeplacedintheholdqueueand

willstaythereuntiltheoperatorreleasesitafteranIPLwherethe

partitionsizeshavebeenaccomodatedtothejob.
,

●

AlljobswhichaccordingtotheTYPRUN・ ・parameterinthejobcardrequire

disks,notpermanentlymountedortapes,areautomaticallyplacedinthe

・holdqueue・Soarealljobs『thatrequiremorethan5minutesofCPU.time ,

Thejobsintheholdqueuearereleasedbytheoperatorwhenthedisksand

tapesrequiredaremounted.

工qbエ 竺些 旦9

Jobroutingisanessentiahprobleminasystemwithrem。tejobentry .In

ordertohavesfnoothoperationitshouldbepossiblefortheprogrammer

tosubmithisjobatanyterminalandhavehisresultsroUtedtothesame

terminalwithoutchanginghisJCしcards.

.

AtSDEMFThasbeenmodifiedtoaccomplishthisfunction .Eachterminal

isassignedoneormoreuniqueoutputClasses(seeappendixC) .Ifthe
SYSOUTparameterinajobisgiventhevalueA ,B,CorDitis.changedby
thesystemtothevalueoftheterminalwherethejobwasreadin .Ifajob
withtheparameterSYSOUT=Aisreadinfromthecardreaderinthe

customerareaatthecentralsiteitwillbechangedtoSYSOUT=3 .
OnlythevaluesA,B,CandDwillbechangedbythesystemwhichmeans

thatth・p・ ・g・amm・ ・him・elfh・ ・th・p・ssibilityt。 ・・ut・all・ ・part・ 。fhi・

q

outputtooneormorespecifictermina]sbywritingtheoutputclassforthat

ortheseterminalsintheJCLcards .

▼

1
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Datahandling

Fourvolumes,socalledactivevolumes,arenormallypermanentlymounted

duringtheprimeshift.Thesevolumesareinte㎡edtobeusedbycustomers

forstoringofprogramsanddataonly.

thespaceutilized.

Theuserischargedaccordingto

層

●

Asanalternativethecustomersmaystoretheirprogramsanddatatoa

lowerpriceoninactivevolumes.Aninactivevblumeisadiskortape

thathastobemounted.

Wehavegottokeeptrackofhowmuchspaceisutilizedoneachdiskandby

whom.Thisinformati6nisforexamplenecessarywhenchargingthe

customers.Alldatasetsthataremeanttobekepthavetobecatalogedby

adatasetnameofthefollowingform

・・NAM・ ・1
FOA

KTH

SU

SD
{;1燃闇

.name

.index.name

.indexl.index2.nam

:

:

Everydayaspecialaccountingroutineisrun,whichbesidestheaccounting

functioneliminatesalldatasetswhicharenotcatalogedordonotconform

toSDstandard.

β

ワ

、
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Accountinsstem

●

Aj・bth・ti・run。nth・360/75willbecharg・df・ ・th・CPU・ ・ti・ityacc・ ・di・g

tothefollowingalgorithm:

K・0・81・(t。+0・25t毘)'P・ ≦2

K・0・5:1・t
m(1+0・25・)・P・>2

whereK=Runcosts

In=Normalizedhourlyrate

t=NetCPUtime
n

t
m=M・m・rytim・ ・T・t・1tim・minu・tim・ ・t・1・nbyp・ ・titi・n・withhi

gherpriority

a=numberofmemoryblocksof100Kinthecorestorage

(1<a<4)

P=priorityfactor
=1-normalruns

=2.runswithexternalpriority

Jobsarealsochargedforthenumberofblocks(800r133byted)thatare

read,punchedandprinted.

Customersarechargedforthespacetheyuseondifferentvolumes .The

chargeforspaceonactivevolumesisconsiderablyhigherthanoninactive

volumes.・

頃

∀

.



一318一
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、'「

OperationSupervision

1

ThestandardlO53consoleofthe360/75atSDistooslowtogiveall

necessaryinformationconcerningthejobsthatareprocessedbythe

system.ForthatreasonSDhasdevelopedaprogram,calledOperation

Supervision,whichrunsina10Kpartitionandmakesthe2260display

anauxiliaryconsole.

■

OperationSupervisionnormallydisplaysthefollowinginformation:

Jobnamesofalljobsthatareprocessedinthedifferentpartitions.

Numberofjobsintheholdqueueandinthequeuesforthedifferent
partltions.

ActiveReadersandWriters.

Mo皿tedvolumesonthe2314andthepercentageofemptyspaceon

thesediskdrives.

TheTYPRUN-informationofalljobsintheinputqueuesaswellas

thosejobswhicharebeeingprocessed.Thisinformationservesas

pe「mountln『t「uctlons・

Jobnamesofjobsthathavebeeninwaitstateformorethan30seconds。

The2260canbeusedtoentera111ega1。peratorcommandsinwhichcase

informationandanswerswillbedirectedtothedisplay.Furthermorethese

aresomeextracommandsthatmakesitpossibletoaskwhereaprogrammer's

jobisplacedinthesystemandalsotodisplayallinformationinthejobcard

foranyjob.

Another2260displaycontrolledbyoperationSupervisionisplacedinthe

customerareaatthecentralsite,butthiscanonlybeusedtodisplay

informationnottogiveinstructions.

D
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ExeriencewithuseofEMFT

AtpresenttheIBM360/75atSDisrunonlyone8hourshiftaday.

Theoperationwillbeextendedtotwoshiftsduringtheautumn.

Theworkloadvariesbetween500and600jobsaday.Themainpartof

alljobsarecompiledinFORTRANG,FORTRANHandALGOL.The

WATFORcompilerisinuseatSDbutitisusedonlybyarelativelysinall

numberofcustomers.Themainreasonforthisisthatthemainlanguage

ineducationisALGOL.

Theturnaroundtimes(thetimefromfirstcardintothelastblockout)

duringAugustwas:

Centralsite

Terminalinthecustomerarea

Highspeedterminals

powspeedterminals

Turnaroundtimes

12min

6min

15min

10-28nユin

Atpresentthereareonanaverage3unplannedIPL:sadaydueto

abnormalterminations(systemABENDs).AsystemABENDcausesthe

jobsthatarebeeingProcessedin・.partitions4and5tobelost.Also,jobs

thatarebeingenteredintothesystema'relost.Howeverthewarmstart

procedureinEMFTmakesitpossibletorestarttheoperationinlessthan

5minutes.Onlythejobslostasmentionedabovehavetoberesubmitted.

OnlyasmallnumberofthesystemABENDsarecausedbyerrorsinEMFT .

MostoftheABENDsarecausedbyerrorsinthestandardOSmodules,as

theschedulerandthecompilers.
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APPENDIXA

EMFT

TheJobSchedulerinthissystem(Figurel)issimilartothosein

systemswiththeprimarycontrolprogram(orwithOption2)plus

MultijobbingManager(MJM).

TheMJMcontrolstheinputandoutputwork.queues-1istsofjobsinthe

ordertheyaretobeprocessed,internallyandasoutput.Insteadofsimply

running。neaftertheother,jobsinthissystemarerearrangedandst。red

ininputqueuetorunaccordingtotheirpriorities・

Later,aninitiatortakeseachjobfromtheinputqueueonaprioritybasis

andstartsit.UnlikeOption2(SPS),eachpartitioncanbeindependently

scheduledandthereisnoshiftingofthescheduler・Whenthejobfinishes・

theinitiatorputsrequestsforsystemoutputinanoutputqueueforlater

handlingbyanoutputwriter.

TheEMFTallowsseveralreaderstoplacejobcontrolrecordsanddata

ininputqu・u・ ・whi1・,atth・ ・am・tim・,th・initiat・ ・may・ta・taj。b・t・p

andoutputwritersmayprocesssystemoutput・

Thenumberofinputstream .sinoperationatonetimedependsonthenumber

ofSTARTRDRcommandsissued-onecommandstartsonereaderandone

input白t・eam,tw・c。mmandsst・ ・ttw。 ・eadersandtw。input・tream・ ・and・ ・

on.Eachreaderreadsdataandcontrolstatements,andplacestheinformation

fromtheminproperformatforlaterusebytheinitiator.

口

MJMtakesajobfromaninputqueueandpassesittotheinitiatorwhich

assignsinput/outputdevicesforeachdataset,providesmountingmessages,

andintroduceseachjobsteptothesupervisorasaseparate!ttaskt'-aunitof

worktobed。neatthesametimeasotherunitsofworkbelongingtootherjobs・

Whenthejobsteporjobends,theinitiatorremovesitfromthesystemand

reassignstheno-longer-needed-input/output・Attheendofthejob・the

initiatorcompletesinformationintheoutputqueuefortheoutputwriterto

handle.
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●

Anoutputwriter,activatedbythecommandSTARTWTR,takes

systemoutputdatasetsaccordingtothejobpriorityandwritesthe

outputonexternaldevices,printers,punchesandtape,dependingon

specificationsgivenincommands.Thenumberofoutputstreamsdepends

onthenumberofoutputwritersyoustart.

●

w

Tape

Tape

JCL

and

Data

and/・ ・

SYSIN

Spoo1

cards

Parllon

工ob>queue

Multijobbmg
Manager

Reader

Interpreter

工nitiator

Terminator

Program

Remote

JobEntry

SYSOUT

Spoo1

DATA

PRINTER

PUNCH

TAPE

'

し
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APPENDIXB

JobcardusedatSD

peratlo

JOB

TYPRUN

Operand

(・・…mern・pspec・acc・un…][・m・x…tt・m・ 兀max・ …p・ ・]

r…1・ph… 司[・ ・….・ddress])

・P「og「amme「sname

[R・G・ ・N・ 。xx司

伝TY十9b}]

ぱ鵬 翼鷲 鷺禦1巳『ヨ[輔
tM・G・EVEL・{♀}]

[M品CLASS勧

[H・LD司

Theparametershavethefollowingmeaning

GA2260displaywillbeused.

GGZ250displaywillbeused.

DKnnindicatesthenumberofprivateinactivediskpackstobemounted .

NTnnindicatesthenumberofninetracktapeunitstobeused .

STnnindicatesthenumberofseventracktapeunitstobeused。

TNindicates,thattheTN-chainwillbeusedforprinting.

CSindicatesacheckpointjobwhichcanberestartedfromthelastcheckpoint.

CMindicatesacheckpointjobwhichcanberestartedfromanyprevious

checkpoint.

nrisavolurne6erialnumberoramessagetotheoperator.

、

■

D
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APPENDIXC

・

9連 理 主⊆!≡s三●
■

OutputOutputdirectedto

device Input Centra1 Customer HSRT HSRT 1050

termina1 site area 1 2

Printer A 0 3 4 5 E_U

Cardpunch B 1 一 一 ● －

Papertapepunch C 2 一 一 一 一

.

Plotter D D 一 一 一 一

ノ

Todirectoutputtothecardorpapertapepunchesattheterminalsthe

SYSOUTparameteriswritteninthefollowingform

.

// DD SYSOUT=(

噂

5

E

・
↓
:

・
:

U

[閨コ)

吟
wherePRmeansprinter

CPmeanscardpunch

PTmeanspapertapepunch

●

「 ・
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調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

デ ンマ ー クの 行政 綜 合 デー タセ ン ター

1/SDatacentralenaf1959

VedStadsgraven15KobenhavnS,Denmark

1969年10月13日

Mr.W.01sonfGeneralManager

Mr.M.Arentzen,EducationManager,planning

Department

吉 田 、 石 本 、 平 原 、 臼 井 、 岡 田 、 上 田

1概 要 お よ び 所 感

1/SDatacentralenaf1959(DC)は 政府 お よび 地方 公共 団体 に お

け るデ ー タ処 理 の た め に設 立 され た 公 共 の計算 セ ンターで あ る。 政 府 関 係

の業務 が 大 部 分 で あ るが 、 民間 の仕 事 も20%程 度 や っ て い る。

この セ ンタ ーは、 関 係 官 庁 の合 意 に よって 設 立 され た もので、 運 営 は 独

立 採 算 で あ るが 、 設 立 資金 と して1,500万 ク ロー ネ(約7.5億 円)が 国

か ら融 資 され て い る。

な お、 借 入 金 は 実 際 の作 業 が 開始 され た1964年 か ら10年 賦 で返 済

す るこ と にな つ て い る。

セ ンタ ーの 中心 的 な 業務 は 、 ① 個人 コー ドと個人 デ ー タの 集 中登 録管 理

② 自動 車 の集 中登 録 管 理 お よび そ の他 の 「各 省 庁 で共 通 的 に 使 わ れ る基 礎

的 な デ ー タ」 の 収録 お よび そ の 提供 で あ る。

この2大 業務 を 含 め てつ ぎ の よ うな 各 種 フ ァイルが 整備 され て い る。

(フ ァイル)(フ ァイル完 成 年度)

個 人1968年

自 動 車1967年



一326一

不 動 産1965年

企 業1967年

納 税 者'1969年

当 セ ン タ ーは 上記 の基 礎 デ ー タの提 供 以 外 に、 政府 機 関 、 地 方公共 団体

の情 報 処 理 を(そ のす べ て では な い に して も)行 な う使命 を担 っ て お り業

務 の性 格が 異 な る複 数 のシ ス テ ムを ま とめ、 綜 合 して シ ス テ ムの無 駄 を な

くし、 経 済 的 かつ 効 率 的 に情 報 処 理 の業 務 を運 営 す る こ とを 目的 と して い

る。

この よ うな 方 式 の セ ンター の 設立 お よび 行 政 に関 す る基礎 的 な フ ァイル

のaン ピュ 一 夕化 完 成は 、 同国 が 比 較的 小 国 で あ る(人 口約500万)か

ら可能 で あ る とい う見方 もあ るが 、 そ れ に して も人 、 車 、 土 地、 会 社等 の

フ ァイル をす で に完成 して い る とい うこ とは 大 い に敬 服 す る に値す る こ と

で あ る。

●

2詳 論

2、1セ ン タ ー の 運 営

当 セ ン タ ー に 関 係 す る 政 府 お よ び 地 方 公 共 団 体 は

TheDanishStatethroughtheMinistryofFinance(大

蔵 省)

TheMunicipalityofCopenhagen(コ ペ ン ハ ー ゲ ン 市 庁)

TheMunicipalityofFrederiksberg(フ レ デ リ ッ ク ス ベ ル グ

市 庁)

TheAssociationofDanishBoroughs(銀 行 協 会)

TheAssociationofUrbanMunicipalities(市 庁 協 会)

TheFederationofParishAssociationinDenmark(教

区 組 合 連 合)

TheAssociationofCountyCouncils(地 方 議 会 協 会)

■
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であ る。

こ この運 営 は これ らの 団 体か ら選 出 され た10人 の役 員 会 に よ つて 行

な わ れ る。 また 、 各 団体(ユ ーザ ー)の 便 宜 のた め に、 役 員会 の指 名す

る23人 の委 員 会 も設 け られ て い る。 役 員会 の長 は 大 蔵省 の人 が な つて

お り、 セ ンター の 長は 役 員会 の指 名 に よる もの で あ る。

職 員は設 立 当 時 の10人 か ら現 在525人(今 年10月236人 増 員

された)に お よん で い る。

DCの 収支 予 算は 、 年 間約5000万 デ ンマ ー ク ・ク ローネ(約25

億 円)で 昨年 度 の63%増 で あ り、 支 出 の うち最 も大 きな 費 目は 職員 の

給 料 と コン ビュ ー4の 賃 借料 で、 そ れぞ れ 全予 算 の40%を 占め て い る。

な お、 業 務 対 象は 、 政 府 中心 で あ り、 と くに セ ール ス の 必要 は な い。

(1974年 には 借 入 金 の返 済 が 完 了 す るが そ れ以後 も当 セ ンタ ーの性格

が変 る こ とは あ り得 な い)。

ユ ーザ ーは 、 コ ンサ ル タ ン ト費 、 プ ログ ラム費、 パ ンチ 費、 コ ンピュ

ー タ使用 料 な ど一切 の 費 用 を役 員会 で きめた 時間 単位 の 料金 で セ ンタ ー

に支 払 って い る。

参加 団 体 は本 セ ンタ ーを 使用 しな くて もよいが 、 勝 手 に コ ン ピュ ータ

を導 入 して は な らな い規 約 にな って い る。

2,2組 織

現 在 、 つ ぎ の 五 つ の 部 門 か ら な り 立 っ て い る 。

計 画 部 門(PlanningDepartment)

プ ロ グ ラ ミ ン グ 部 門(ProgrammingDepartment)

機 械 部 門(MachineDepartment)

研 究 開 発 部 門(Resea・chD,p。,、me
n、)

管 理 部 門(AdministrationDepartment)

各 部 門 の 役 割 り は つ ぎ の と お り で あ る 。
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(1)計 画 部 門

ユ ー ザ ー の 要 求 に した が っ て シ ス テ ム の 分 析 と そ の 計 画 を 責 任 を 持 っ

て 行 な う部 門 で あ り、 約100名 の シ ス テ ム ・'==一ン ジ ニ ア が い る。 ま た

目 的 刑 に サ プ デ パ ー トメ ン トを 置 い て い る。

(2)プ ロ グ ラ ミ ン グ 部 門

詳 細 の計 画 す な わ ち プ ロ グ ラ ム ・ベ ー ス の 資 料 に も とつ い て プ ロ グ ラ

ム を行 な う部 門 で あ る。 現 在 は12グ ル ー プ に 分 か れ 、110～120

人 の プ ロ グ ラ マが い る。 使 用 言 語 はCOBOL,FORTRANを 用 い て い る。

(3)機 械 部 門

人 員 は200人 で 、 コ ン ピ ュ ー タはIBM360/65… … …1台 、

50…4台 、25…2台 、20…2台 が 設 置 さ れ て い る。

360/50の う ち2台 は オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム で 、 後 述 す る 自動 車 の

デ ー タ 管 理 に 使 用 し て い る。

遠

表1設 置 コ ン ピ ュ ー タ

コ ン ピ ュ ー タ 設 置 時 期

IBM360/65 1969年9月

360/65 1970年 半 ば 予 定

360/50 1967年1月

〃 1967年10月

〃 1968年5月

〃 1969年4月

360/25 1968年9月

〃 1969年7月

360/20 1968年9月

〃 1969年7月

号

こ の 部 門 は シ フ ト7日 制 を と っ て い る。
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さ ら に つ ぎ の セ ク シ ョ ン に 分 か れ て い る。

計 画(Planning)

品 質 管 理(QualityControl)

機 械(Machine)

テー プライブラ リー

穿 孔 お よ び 検 孔(PunchingとVerifying)

イ ン プ ッ ト作 成 に つ い て は 非 集 中 化 の 考 え を 進 あ て い る。 す な わ ち 、

カ ー ド ・パ ン チ を な く しOGRに よ る入 力 方 式 を 採 用 し て い る。

(4)研 究 開 発 部 門

20人 でIBMと 共 同 して 新 し い ソ フ トウエ ア 技 術 の 開 発 を 行 な っ て

お り、 またDC独 自 で 開 発 す る も の も含 まれ る。OSの テ レ コ ミ ュ ニ ケ

ー シ
ョ ン と ・し てQTAMを 研 究 し、 マ ル チ プ ロ グ ラ ム の 研 究 開 発 を 進 め

て い る。 そ の 他 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン ・シス テ ムの基 本 に っ い て研 究 を

して い る。

(5)管 理 部 門

管 理 的 な こ と、 た と え ば 予 算 、 会 計 、 各 部 門 の 連 絡 、 調 整 な ど を 行 な

うが 、 こ の ほ か コ ン ピ ュ ー タ に 関 係 し な い 業 務 も扱 っ て い る。 人 員 は

75人 で あ る。

●

`

2.3業 務 内容 .

当 セ ンタ ーの業務 は、 売 上 比 率 で政 府 関係75%、 地方 公 共 団 体10

%、 民間 企 業 の委 託15%と な って い る。 プ ログ ラムの 数 で み る と2L

3,000プ ・グ ラム もあ り、 一 回 限 りの仕事 もあれ ば、 毎年 ごと、 毎 月

ご と、 毎 日ご との業 務 とあ ら ゆ る種 類 が あ るが、DCの 本 来 の 目的 に沿

っ た大 きな業 務 が 二 つ あ る。 この二 つ の業務 は、 全国 ベ ース の もの で総

人 口 の少 な い国 とは い い なが ら特 異 な シス テ ム といえ よ う。

以 下 この2大 業務 を 中心 に セ ンター の業務 内容 につ い て述 べ る。
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(1)個 人 デ ー タ の集 中登 録管 理(TheCentralRegisterofPersons

andtheComingPersonNumber-CPR)

近 代 社 会 で は 各 官 庁 ごと に各 管理 資 料が 増 え て きて い る。'こ の うち で

個 人 記 録 の配 列 、処 理 な どは そ れぞ れ 異 な って い るが 、 重 要 な 内容 で お ・

互 い の官 庁 で共 通 な部 分が あ る。 そ れ は

名 前

住 所

職 業

生 年 月 日

生 まれ た場 所

な どで あ る。 また、 こ のほ か に

個人 の番 号 と種 類'

を そ れ ぞれ の用 途 に よっ て 使い わ け て い る。 相 当量 の個 人 デ ー タを処 理

す る業 務 、 た とえ ば徴 兵、 税金、 労働 市 場 な どで は、 同一人 を 重 複 して

記 録 す るの はや む を 得 な いか も知れ な い。 しか し、保 険、 銀行 な ど の部

分 的 に個人 デ ー タを取 扱 うと ころ では 共 通 コー ドで行 な うべ きで あ る。

た しか に、 個 々 に コー ドを 定 め 個 々 に フ ァイ ルを 作 るこ とは デ ー タ の

変 動 に対 して 処 置 し易 い こと明 らか で あ るが 、 お互 い に別 々に 計 画 した

の では 、相 互 の間 にデ ー タ の互換 性 が な い。 以 前 か ら中型 の規 模 と して

地 方 公 共 団 体 で個人 デ ー タを扱 って きたが 、 共 通 の配 列は で きな くな っ

て きた。 これ は デ ンマ ー ク全国 民 に対 して共 通 に 使用 で き る識 別能 力 に

欠 け て いた か らで あ る。

こ こでDCは コ ンピ ュ ータに よっ て 全国 的 な 個 人 デ ータ の中 央 管理 を

可 能 に し、 さ らに個人 の各 用 途 に共 通 な個 人 番 号 を 設 定 した の で あ る。

DCは1968年 に この システ ム を 発 足 さ せ 各 地方 公 共 団 体 の デ ー

タに よっ てア ップ ・、ツ ー ・デ ー トし、 個 人 番 号 は σPRが 管理 す る。

データの内容 は 名 前 、 住 所 、 職 業 、 生 年 月 日 生 まれ た場 所 の ほか

頓

,
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に、 結婚 状 態、 結 婚 の 日 と場 所 で あ る。 デ ータ の 内容 は 個人 番 号 順 に保

存 され る ので、 個 人 番号 に よって 個人 のデ 三 夕が 引 き 出せ る し、 逆 にデ

ータ の 内容 か ら個 人 番 号 を知 る こ とが で き る。 そ のた め に は 、CPRの

デ ータ の ア ッ プ ・ツ ー ・デ ー トが な け れ ば個 人 番号 を 完 全 に して お くこ

とは で きな い。

個 人 デ ー タ と個 人 番 号 はDCに 参 画 す る各 官 庁が 利 用 す る こ とが で き

る。

CPRの 重 要 な 仕事 は 、 こ の個 人 番号 を よ く管理 す る こ とで あ る。 そ

れ には 各 用 途 に 使用 された 固有 の番 号 や、 新 生 児、入 国 に よ る新 番 号 な

どの ア ップ ・ツ ー ・デ ー トを行 なわ な け れ ばな らな い。

い くつ か の 管 理事 務 、 た とえ ば労 働 市場 、 徴 兵 関係 な どで は早 くか ら

個 人 番 号 が 必 要 で あ った し、 さ らにP.A.Y.E.の 管 理業 務 で は 個 人 番号 の

拡大 利 用 な しで は と うて い考 え られな い こと で あ る。

個 人 番 号 の シス テ ムを よ りよ く利 用 す るた め には、CPRと 個人 番 号

の ユーザ ー との協 力が 必 要で あ る。 こ の協 力が あれ ば個 人 番 号 を有 効 に

活 用 で き る し、将 来 の適 用範 囲 も拡 が るといえ よ う。 た とえ ば、 自動 車

の管 理 、 職 業 管 理 、 あ るいは 統 計 に も利 用 で き る。

(2)自 動 車 の集 中登 録 管理(TheCentralRegisterforMotor

Vehicles)

1965年 に 中央 管理方 式 の決 定 をす るま で は、 自動車 の管 理 は 個 々

の警 察 署 で行 な っ て きた。 い まで は それ の集 中化 が 完 成 し、 全 国 で150

万 台 の自動 車 の 登録 管理 を行 な って い る。

EDPの 作 業 と しては

o自 動 車 の在 庫 に関 す るデ ー タを イ ンプ ッ トす る。 へ

oト ラ ンザ ク シ ョ ンの適 正 か ど うか のチ ェ ッ ク

o必 要 な 報 告 書 ま たは 情報 の印 刷

oナ ンバ ー プ レー トの在庫 勘定 、 これ に よ り物 量 の在 庫 管理 もで き る。
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0

0

0

0

0

0

0

0

重量に よって異な る自動車税 の計算と徴収

従業員の給料計算

自動 車の定期検査

統計資料

関係官庁への 自動車 の在庫報告

記録 の リトリーバル

保険関係

通信線 による個 々の 自動車担当事務室 からセンターのEDP室 への

自動 車デ ー タの 照会 な どを行 な って い る。

(3}デ ー タ ・バ ン クに つ い て

個 人 番 号 を含 む 個人 デ ー タをDCで 持 ち、 各 省庁 が 必要 に応 じて これ

を 利 用 し、 必要 のつ ど この 個人 番号 に必要 な コー ドを付 加 す る方 法 は デ

ー タ ・パ ン ク作 成 が 論議 され る今 日では貴 重 な事 例 とい え る。

この よ うにす れ ば個 人 番 号 お よび個人 デ ー タの無 駄 な 重 複、 コー ド作

業が な くな'り しか も確実 な個 人 デ ー タを作 成 す る こ とが で き る。

自動 車登 録 の集 中管 理 のシ ス テ ムは 個人 デ ータ 管理 の シス テ ムに つ い

て 開 発 された もので あ るが 、 このDCの 性 格 か らす る と、 参 加 諸 官 庁 の

な か で新 し く中 央 管 理 シ ス テ ムの必要 が お きれ ば、DCが 新 し くそ

の システ ムを 開 発 しDCの 規模 は さら に増 大 す るで あ ろ う。DCは ます

ます デ ータ ・バ ンク また は 情報 セ ンタ ーの様 相が 強 くな る と思わ れ る。

5参 考事項

3.1プ ラ ンニ ン グ の方 法

プ ラン ニ ングは 準 備 計 画 と詳 細 計 画 とが あ り、 準備 検討 に よって シ ス

テ ム の提示 を行 な うこ とに して い る。 これ の 目的 は、 シ ス テ ムの 内容 を

簡 潔 にユ ー ザ ー に知 らせ 、 か つ最 終 需 要 の チ ェ ッ ク に用 い る こ と。 シ ス

テム の価格 を も とに、 経 済 性 につ い ての資 料 とす る こ と。DCと ユ ー ザ

q

◆
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一 との仕 事 の分 担 を 定 め る こ とな どで あ る。
コ

シ ス テ ム の 提 示 の 内 容 は つ ぎ の よ う な も の で あ る ポ

oTitlePage

oIＬistofContents

oBriefing

oDefinitionofProblem

oRequirementsSpecification

oSystemSolution

oSystemRou!ines

oOrganization

oPossibilitiesofIntegrationandExtension

oTimeTable

oEconomicEstimates

oAlternativeSolutions

これ らの内容 を持 つた 準備 検 討 の プ ラ ン ニ ングが で きあが る と、 つ ぎ

の 詳細 の プ ラ ンニ ング にな るが プ ログ ラ ムベ ース の段 階 と して つ ぎ の よ

うな 内容 を もった ものが 必 要 にな る 0
,

oTitlepage

oCorrectionstotheprogrammingbasis

oTableofcontents

oSpecialagreementsandstipulations

oProblembrief .ing.

oProcedureDescriptions

oDataDescrjptions

oFileDescriptions.

'
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3.2個 人 番号 の構 成

個 人 番号 の 構成 は つ ぎの とお りで あ る。

一 連 番号

生年月日二三 ー
030636117

日

月

年

世 紀

チ ェ ック数字

1

デ ンマ ー クの1日 の 出生 数は200～300程 度 な ので 、一 連 番 号は

3桁 あ れ ば十 分 であ る。 個 人 番号 の下1桁 目は 前 の9桁 の誤 りを な くす

た め の チ ェ ック数 字 でModulus11の 方 法 を とってい る。 すな わ ち

117

X× ×

432

0十9十 〇 一{-42十18十30十4一 ト3十14-120

120'1110… ……余 り10

11101

た だ し、 男 は 奇 数 、 女 は 偶 数 に な る よ う に 一 連 番 号 を と る。 ま た 、 一

連 番 号 の 最 上 位 は0～4ま で を19世 紀 生 ま れ 、5～9を18世 紀 生 ま

れ と す る。 こ の 個 人 番 号 に 純 粋 な 一 連 番 号 を 採 用 す れ ば 、 生 年 月 日 の 桁

は 少 な く て よ く、 生 年 月 日 の 不 詳 の 者 に も番 号 を つ け る こ とが で き る。

し か し、 そ れ で も こ の方 式 を 採 用 し た の は 主 に つ ぎ の三 つ の 理 由 に よ る。

ど の デ ー タ 処 理 に も生 年 月 日 は 必 要 で あ る し、 あ と4桁 で 一 般 の 個 人

番 号 は 間 に合 うか ら で あ る。 第2の 理 由 は 、 全 国 民 に 個 人 番 号 を 適 用 す

■

◎
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る場 合 に、 生 年 月 日を 含 む方 が よ り個 人 の識 別 が 容 易 にな るか らで あ る。

第3の 理 由は 、 生 年 月 日を 含 む個 人 番号 フ ァイ ル を生 年 月 日順 に分 類 し

て お け ば、 た とえ 個 人 番 号 を 分類 項 目に 使用 しな い場 合 で も、 個 人 の識

別 に便 利 な こ とが 多 い か らで あ る。

3,3北 欧3国 の個 人番 号

この国 の例 に な ら っ て、 ノル ウェ ー とスウェーーデン で も個人 番 号 を設 定

した よ うで あ るが 、 国 際 標 準 化 の点 か ら疑 問 の点 が あ る。 た とえ ば、D

Cの 資料 に よる と

デ ンマー ク 日月年 一 連 番号3桁1桁 のチ ェ ック 数字

ノル ウェー 日月年 一 連番 号3桁2桁 の チ ェ ッ ク数 字

スウェーデン 年 月 日 一 連 番号3桁1桁 の チ ェ ッ ク数字

一 連 番号 とチ ェ ック 数 字 は 別 と して、 年 月 日の表 示 方 法 には す で にI

SOの 標 準推 薦 案(日 本 のJIS案 と同 じ)な る ものが あ るが、スウェー

デ ンはISOと 一致 してい る のに対 し、 デ ンマ ー とノ ル ェ ーは 逆 で

あ る。

これ は この表 示方 法が 一 般 で あ る こ とに起 因 す る よ うだが 、 シ ス テ ム

の標 準 化 とは い さ さか 矛 盾 した とこ ろが あ るが 将 来 ど 弔す るの で あ ろ う

か。

3.4デ ン マ ー ク の 主 な セ ン タ ー

政 府 関 係 の 計 算 セ ン タ ー はDCの み で あ るが 、 鉄 道 関 係 に 同 じ方 式 の

セ ン タ ーが あ る。 参 考 ま で に デ ンマ ー ク の 主 な デ ー タ ・セ ン タ ー を 列 記

して お く。

① メ ー カ ー 関 係

Siemens

IBM

Bull-GE
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ICL

CDC

② 一 般 の セ ン タ ー

RDB

MultiData

MasterData

EastAsiaSteamshipCo・

szfKData

●

●
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オランダの情報処理 コンサルティング会社

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

RaadgevendBureauBerenschot-DieboldN.V・

C・ ・t・alSt・ti・n,Office-F
.1…R・49,Am・t・ ・d・m

1969年10月15日

Mr.PeterL.M.VanBerkel,ManagingDirector

吉 田 、 石 本 、 上 田 、 臼 井 、 岡 田 、 平 原

1概 要 お よ び 所 感

こ の 会 社 は 、 オ ラ ン ダ 、 ベ ル ギ ー両 国 を 市 場 と す る コ ン サ ル タ ン ト会 社

で あ るBerenschot社 が 所 有 して い る コ ン ピ ュ ー タ ・ベ ー ス の コ ン サ ル テ

ー シ ョ ン会 社 で
、 デ ィ ー ボ ル ト ・グ ル ー プ のDieboldEuropeと の 間 に

licensingcontractを 結 び 、 デ ィーボ ル ト ・グル ー プ の 一 員 と し て ベ

ネル ックス3国 を 担 当 し てL・ .る 純 然 た る 民 間 コ ンサ ル タ ン ト会 社 で あ る。

した が つ て 、 コ ン ピ ュ ー タ は 持 た ず 、 サ ー ビ ス'・ ビ ュ ー ロ ー と して の デ.

一 夕 処 理 サ ー ビ ス 等 は 行 な っ て い な い
。

コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 専 門 家 も20名 で 、 主 と して コ ン ピ ュ ー タ 使 用 会

社 、 も し くは こ れ か ら導 入 し よ う層とす る 会 社 に対 す る指 導 の み を 行 な っ て

お り、 そ の 対 象 も主 と し て 民間 会 社 で 、 政 府 機 関 と の取 引 は 全 体 の30%

程 度 で あ る。

デ ィ ー ボ ル ト ・グ ル ー プ は 、 欧 州 各 国 に は そ れ ぞ れ 担 当 会 社 が あ り、 こ

の 会 社 は ベ ネ ル ッ クス3国 だ け を 担 当 し て い る の で 、 将 来 大 き く発 展 す る

可 能 性 は 少 な い と 思 わ れ るが 、 そ れ で も コ ンサ ル テ ィ ン グ 業 務 だ け で 毎 年

30%の 伸 張 を 予 想 して い る。 コ ン サ ル テ ィ ン グ に伴 っ て 生 ず る プ ロ グ ラ

ム 作 成 の 援 助 等 は 行 な っ て い る が 、 独 自 の ソ フ トウ ェ ア 開 発 販 売 は 行 な っ

て お ら ず 、 将 来 も この 面 へ の 進 出 は 余 り 考 え て い な い よ うで あ り、 少 な く

～
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と も現 状 は 純 然 た る コ ンサ ル テ ー シ ョ ン会 社 で あ る。

2詳 論

デ ィーボル ト ・グ ル ー プ と 当 社 の 関 連 な ら び にDieboldEuropeの 組 織

は 、 図1を 参 照 さ れ た い 。

2.1主 た る 業 務 内 容

山 コ ン サ ル タ ン ト業 務

Berenschot全 体 で は210名 の コンサ ル タ ン トを よ う し て 、 各 種 の

コ ンサ ル テ ィ ン グ業 務 を 行 な っ て お り、 そ の 中BerenschotDiebold

に 属 す る コ ン ピ ュ ー タ 専 門 の コ ンサ ル タ ン トは20名 で 、 コ ン ピ ュ ー タ

所 有 会 社 お よび こ れ か ら 導 入 し よ う と す る 会 社 に 対 す る指 導 を 行 な っ て

い る。

(2)教 育

③ マ ネ ー ジ メ ン トの 認 識 を 高 め る た め の コ ー ス

② 情 報 処 理 の影 響 を 受 け る 職 場 の 従 業 員 に 対 す る 教 育

(3}要 員XII練

① シ ス テ ム ・ア ナ リシ ス ・コ ース(3レ ベ ル)

ハ ー ドウ ェ ア の 大 型 、 中型 、 小 型 の3コ ー ス を 設 け て お り、 受 講 者

の 教 育 程 度 で も区 分 し て い る。

② 管 理 者 訓 練 コ ー ス

(4)コ ン ピ ュ ー タ市 場 調 査

コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー、 通 信 機 会 社 の 依 頼 に よ り、 主 と して 全 欧 の

デ ィ ー ボ ・レ ト ・グ ル ー プ と の 共 同 作 業 で 行 な っ て お り、 現 状 調 査 、 需 要

'予 測 等 各 種 の リサ ー チ を 行 な っ て い る
。

(5)CollectiveStudyPrograms

個 々 の 問 題 を 解 決 す る た め の コ ンサ ル テ ィ ン グ 活 動

,

■

■
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⑥ コ ン ピ ュ ー タ要 員 の 斡 旋

オ ラ ン ダ で もEDP要 員 は 不 足 し て い る た め 、

つ と し て い る。

要員の斡旋を業務 の一

●

`

●

「

Urwick-Orr

&Dartness

50%

50%

BureauBerenschot-Diebold

設 立:1958

DieboldGroup

DieboldEurope

業務活動

Licensing

Contract

ownership

Berenschot

Diebold

D・Esp・

*Cbnsultancy

*E・・ca…n〈欝 欝:lll::
affectedpersonnel

*T・a・…g<:鷹 ぽ
t

*ComputerMarketResearch

*CollectiveStudyPrograms

*personnelSearchandSelection

図1 デ ィ ー ボ ル ト ・グ ル ー プ と の 関 係



一340-

22主 た る 得 意 先

(1)コ ン ピ ュ ー タ 使 用 会 社 お よ び 導 入 計 画 会社

① オ ラ ン ダ国 内 の 大 会 社

② ベ ル ギ ー国 内 のFlemish語 系(北 ベ ル ギ ーの フラ ンダ ー ス 人 の用 語)

の 会 社 と外 国 系 会 社

③ ベ ル ギ ー 国 内 のWallonian語 系(南 ベ ル ギ ー の ワル ー ソ人 種 の 用

語)の 会 社

④Benelux,CommonMarket,Euratρm,CoolandStealCo.,

Eurocontrol,Nato,Estecetc・

(2)コ ンピ ュー タ製 造 会 社 お よび 周辺 機 器 製 造会 社

(3}コ ン ピ ュ ー タ ・ サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー

●

θ

2.3価 格 お よ び マ ー ケ ッテ ィ ン グ

(1)コ ン サ ル テ ー シ ョ ン お よ び 諸 調 査 の 契 約 価 格 は 下 記 の 通 りで あ る。

① コ ンサ ル テ ィ ン グ業 務 は 内 容 に よ り、1日160～280ド ル

②Collebtivestudyは1年 間8,000ド ル

③ 市 場 調 査 に つ い て は 、1国 当 り4,000～8,000ド ル

④ 教 育 コ ー ス 費 用 は1人1日40ド ル

以 上 が 基 本 価 格 で あ っ て 、 後 は 交 渉 に よ っ て決 め て い る。

(2)利 益 配 分

ハ ー ド ウ ェ ア を 持 っ て い な い の で 、 費 用 の 大 部 分 は 人 件 費 で 、 利 益 も

主 と し て 従 業 員 に 配 分 さ れ て い る。

① 年 金 積 立 金

② 事 業 拡 張 積 立 金

③ 年 度 末 ボ ー ナ ス 、 ・

(3}マ ー ケ ッ テ ィ ン グ

コ ンサ ル テ ィ ン グ 業 務 が 主 体 で あ る の で 、 厳 正 中 立 の 立 場 を 守 り、 っ

ぎ の よ うな 方 針 で 営 業 を 行 な っ て い る。

●

¶
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① コ ンサ ル テ ィ ング 業務 につ い ては 宣伝 を行 なわな い。

② したが って 、信 用評 価 を高 め る よ うに質 の 良い コ ンサ ル テ ィ ング を

実 施 す るよ うにつ とめ、 顧 客 よ りの依頼 を待 つ。

③ 各 種 調 査等 につ い て も注文 取 りは 行 なわ な い。

④ 教 育 コース につ い ては 、 宣伝 、 広 告 を行 な って募 集 す る。

⑤EDP要 員斡 旋 業 務 につ い て も宣 伝 広告 を 行 な う。

(4)プ ロジ ェ ク トの進 め 方'

コ ンサ ル テ ィ ング業務 は主 と して下記 の手順 で行 な っ て い る。

①Preliminarysurvey;方 向 づ け

②Asignment;作 業 内容 、 日程 等 の決 定

③Coaching;依 頼 に基 づ く巡 回 指導

④Hot-spot-survey;問 題 が 起 った際、 サーベ イを 行 な い、そ の

解決 方 法 につ い て の 指導 を行 な う。

⑥Audits;2年 毎 の監 査 を 行 な って い る。

⑤ 契約 方 法

一 定 額 で の契 約 、 日単位 で の契 約 の二 方 法 が あ り、主 と して後 者 の方

法 に よ り問題 毎 に 交 渉 して締 結 してい る。

また、 支払 い の 請 求 は3ヵ 月毎 に行 な って い る。

◆ 2.4ソ フ トウェア 開 発 と今 後 の 方 向

ω この 会社 は 自前 の ソ フ トウ ェア開 発は 行 な ってお らず、 プ ロ グラ ム作

成 の 必要 が あ る場合 は 得 意先 の人 間 と一 緒 に行 ない、 で き あが っ た プ ロ

グ ラ ムは得意 先 の所 有 とな る。 将来 、 自前 の ソ フ トウ ェ ア開 発 お よび 販

売 を行 な うか ど うかは 、 今 の と ころ わか らな い との こ とで あ つ た。

(2)将 来 の 方 向 として 、v・ 一 ドウ ェア会 社 と、 ソフ トウ ェア会 社 の 関係 に

つ い て は、 「恐 ら く、IBMの ソフ トウェ ア の価 格分 離 政策 の方 向 にそ

って 進 ん で行 くで あ ろ う。 したが って ユ ーザ ーは 、 ハ ー ドお よび ソフ ト

が 最 適 と思 わ れ る会 社 を 自 由 に選 ん で 使 うこ とにな ろ う。 しか し一方 に
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お い て 、 今 後 の シ ス テ ム の 方 向 は ハ ー ドウ ェ ア、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ ン、

ソ フ ト ウ ェ ア、 オ ペ レ ー シ ョ ン ま で 含 め たturnkeyjobに 進 む の で

ユ ー ザ ーは
、 そ の す べ て に つ い て責 任 を 持 ち うる 相 手 一 そ れ が ハ ー ド

ウ ェ ア メ ー カ ー で あ ろ う と、 ソ フ ト ウ ェ ア 会 社 、 サ ー ビス ビ ュ ー ロー で

あ ろ う と 一 と 契 約 す る こ と を 希 望 す る で あ ろ う。 」 と の 意 見 で あ つ た。

(3)ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ の 価 格 と版 権 に つ い て

① ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ の 価 格 は 、 他 の あ ら ゆ る 製 品 と 同 様 に市 場

に お け る 種 々 の 決 定 要 素 に よ っ て 支 え ら れ て い る。

多 くの 場 合 、 そ の パ ッ ケ ー ジ の 使 用 に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ 使 用 時 間 ・

が ど の 位 節 約 で き る か 、 ま た は マ ンパ ワ ー の節 約 度 に よ っ て 決 め ら れ

る で あ ろ う。

② ソ フ ト ウ ェ ア パ ッ ケ ー ジ の 版 権 に つ い て

Mr.Berke1の 意 見 では、 著 作 権 に よ っ て も、 ま た 特 許 権 に よ つ て

もそ れ を 守 る こ とは で きな い だ ろ う。 マ ニ ュ ア ル の 配 布 や コ ー ス で の

パ ッ ケ ー ジ の 説 明 の 限 界 も同 様 で 、 実 際 に ユ ー ザ ー の 手 に 渡 っ た 後 は

半 年 もす れ ば ユ ー ザ ー の シ ニ ア ・シ ス テ ム ア ナ リス トは 、 パ ッ ケ ー ジ

の 内 容 を 理 解 し て し ま うの で 、 防 止 は 不 可 能 で あ る。 し た が っ て ソ フ

ト ウ ェ ア企 業 に と っ て は 、 ソ フ トウ ェ ア と コ ン サ ル テ ィ ン グを 包 含 し

た 姿 で 得 意 先 と永 続 的 な 関 係 を 持 つ こ とが 望 ま しい こ とで あ る と の意

見 で あ っ た 。

5参 考 事 項

(1)TSSサ ー ス の 状 況 に つ い て

こ の 会 社 は 前 述 の よ う に、 ハ ー ド ェ ア を も つ て い な い の で 、 もち ろ

ん 自分 で は や っ て い な い が 、 ・・一 グ に あ るGEのTSS(GE265×

2台)に つ な が る テ レタ イ プ ラ イ タ端 末 を 持 っ て い る。TSSに 対 す る

需 要 は 年 々30%宛 増 加 して い る と の ご とで 、1970年1月 か ら バ ー

●

●
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グ にCDCのTSSセ ン タ ーが で き る。 また 、UNIVACは マ ン チ ェ

ス タ ー、 チ ュ ー リ ッ ヒ、 オ ス ロ 一等 欧 州 各 地 にTSSサ ー ビ ス の セ ン タ

ー を 持 っ て い る と の 話 で あ っ た 。

Mr.Berkelの 話 に よ る と、 ユ ー ザ ー に お い て 教 育 コ ー ス を 行 な う

際 、 短 期 リー ス の オ ン ラ イ ン端 末 を ユ ー ザ ーが 借 りて 、 実 習 用 と して 使

用 して い る と の こ とで あ っ た。

(2)ソ フ トウ ェ ア企 業 に つ い て

現 在 オ ラ ン ダ 国 内 に は3ty4社 の ソ フ トウ ェ ア会 社 が あ り、 そ れ ぞ れ

20～30人 程 度 の プ ロ グ ラ マ ー を 持 っ て い るが 、 い ず れ も 自分 で ソ フ

ト ウ ェ ア を 開 発 す る 力 は な く、 保 有 す る プ ロ グ ラ マ ー を ユ ー ザ ーや コ ン

サ ル テ ィ ン グ会 社 の 要 望 に よ り派 遣 す る こ と だ け を や っ て い る状 況 で あ

る。 現 況 で は 、 ソ フ ト ウ エ ア会 社 が 育 つ た め の 下 地 に な る 市 場 が 未 だ な

い と い え る 状 況 で あ る。

(3)オ ラ ン ダ の コ ン ピ ュ ー タ市 場 に つ い て

フ ィ リ ッ プ ス 社 が 、 全 面 的 に コ ン ピ ュ ー タ市 場 に 乗 り出 して 来 る気 配

を み せ て い る。 つ ま り、1973年 に は 新 機 種 を 出 し、 コ ン ピ ュ ー タ 関

係 で 、 フ ィ リ ッ プ ス 社 総 売 上 げ の30%を 占 め る よ うに す る と言 明 し て

い る の で 、 オ ラ ン ダ 国 内 に 関 す る限 り、 将 来 フ ィ リ ッ プス が 市 場 を 大 き

く支 配 す る こ と に な ろ う と のMr・Berke1の 意 見 で あ っ た 。
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4 調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

オランダ鉄道の情報処理センター

CentrumVoorInformaticverwerklngN.V.

Moreelsepark'1Utrecht,Netherland

●
1969年10月16日

Mr .Hummeling,Sales&PublicManager

Mr..Gersteling,ScientificCooperator

Mr.VanDeun,Sales&PublicGooperator

吉 田 、 上 田 、 平 原 、 臼 井 、 岡 田 、 石 本

■

1概 要 お よ び 所 感

当セ ンタ ーは 、 主 と して オ ラ ンダ鉄 道 の情報 処 理 を 引 受 け て行 な っ てい

る情 報 処 理 セ ンタ ーで、 元 は オ ラ ンダ鉄 道 の一 部 門 だ ったが 、 鉄 道以 外 の

仕事 も引受 け るた め5年 前 に別 会 社 にな った。

給 与 計 算 、運 賃 収入 、 そ の他 の 会計事 務 、 工場 、 病 院 の管理 等 の管 理事

務は もち ろん、 列 車 の 構成 や 積 荷 の計算 か ら貨車 列車 の運 行 のた め の貨 車

登録、 空車 回送 等 まで、 鉄道 の運 行 に関 す る業 務 を 広 く行 な って い る。 現

在は 貨 物が 主 体 で あ るが 、1971年 には 欧 州 各国 共 同 の座 席予約 ジ ステ

ムを持 つ 予 定 で あ る し、 さ らには 旅 客 につ いて も貨 物 と同様 に輸送 管 理 シ

ス テムを 持 ち た い と思 っ て い る。

鉄 道 以外 の 仕事 は 金 額 で10%程 度 に相 当す る ものを 行 な って い る。 中

身は 、 病 院、 地 方 公 共 団 体、 事 業組 合(た とえ ば赤 十 字)、 工 学関 係 等 の

仕 事 で あ る。 鉄 道 以外 の 仕事 は 、 今後 相 当 伸 び る と予想 され るが 、 鉄 道 の

仕 事 の 伸び も大 き い の で、 比 率 で見 れ ば少 し増 え る位 だ ろ う。

OSお よび ベ ー シ ッ クな ア プ リケー シ 。ン ・ソフ トウ ェア の開 発 は、 主

と して コ ンピュ ー タ メ ー カ ー に依存 して い るが、 病 院 の シ ス テ ム等 若 干 の
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ア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ムは 自己 で開 発 して い る。

業 務 の概 略 は以 上 の よ うな 状 況 で あ るが 、 ①現 在 ユ トレ ヒ ト駅 を 挟 んで

二 つ の 建 物 に コン ピ ュ ー タ部 門 と スタ ッフ部 門 とが 分 れ て入 って い るが、

2年 半 後 には、 自 ら新 ピル を建 て る予 定 で あ る こ と、 ま た ② コ ンピ ュー タ

は現 在3交 替 制週7日 連 続 運 転 を 行 な って い るが 、1970年 には シー メ
　

'
ンス の よ り大 きな コ ン ピ ュ ータ とIBMの 小 型機 を入 れ、 さ ら に1975

年 にはIBMの 大 型機 を 入 れ る予 定 で あ る こ と、 ③人 員 も現 在200名 で

あ るが 、5年 後 に は450～500名 にす る予 定 で あ る な どと、 具 体 的 な

今後 の拡 張計 画 を 持 って い る。

この よ うに、 当 セ ン ターは 鉄 道 の仕 事 を 中心 に着 実 に 実績 を あげ、 さら

に前進 を続 け て い る よ うに見 られ る。

鉄 道 以 外 の(系 列 バス会 社 の)資 本が40%入 っ て い るが 、 や は り鉄道

の仕 事 を 中 心 に し、 余 力が で きた ら一般 の仕事 もとい っ た 感 じが 強 い。 座

席予 約 の コ ンピ ュ ー タ化 は これ か らだが 、 貨車 登録 お よびそ の運 行 管理 の

よ うな 大 規模 な シ ス テ ムに も取 組 む な ど意 欲 的 で あ る と言 え よ う。 しか し

あ くまで 公共 企 業体 の仕 事 を 主 と して 行な って い る と ころ だ け に、 ソ フ ト

の技術 を コ ンピ ュ ー タ メ ーカ ー に期待 した り、 また一 般 の仕事 も依頼 が あ

れ ば、 それ に応 じて シ ス テム開 発 を や って み る とい っ た受 動 的 な 面が 見 ら

れ 各 種 の分 野 にお い て シス テ ム開 発を 狙 って触 手 を 拡 げ て い る 民間企 業

直 系 の セ ンタ ーに くらべ て若 干異 な つてい る よ うに感 じられ る。

詳

2.1会 社 の概 要

川 概 要

当 セ ンタ ーは オ ラ ンダ鉄道 会社 とは 別 会社 にな つて い るが 、 そ れ の系

列 に属 して い る。 出資 は オ ラ ン ダ鉄 道60%、 同 系列 バ ス会 社40%で

あ る。 こ こに 据 付 け て い る コ ンピュ ータ は、 オ ラ ン ダ鉄 道 会 社 や そ の他

亀

「
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の多 くの顧 客 、 た とえ ば病 院、組 合(赤 十 字 そ の他)、 地 方 自治 体、 工

業 会社 のた め の各 種 の 目 的 に使わ れ て い る。

コン ピ ュ ータ利 用 の 適 用 範 囲は ほ 父つ ぎ の よ うに分 類 され る。

① 管 理 問 題

② 列車 運 行 分 野 に お け る応 用

③OR分 野 にお け る応 用

④ 科 学 技術 計 算

な お、 ソ フ トウェ ア ・パ ッケ'一ジは 作 って いな い。

従 業 員数 は200名 を 超 え てお り、 そ の うち、SE20名 、 プ ・グ ラ

マ ー40名 、 オペ レー ター20～25名 であ る。

な お、 当 セ ンタ ーは5年 前 に鉄 道 会社 の コ ンピュ ー タ部 門が 分 離 独 立

してで きたが 、 そ のほ か 鉄 道 会 社 に もSEだ けは30名 程 お り、 そ れ ら

と協力 して シス テ ムを 開 発 作成 して い る。

(2)使 用 コ ン ピュ ータ

コ ン ピュ ー タは す べ て 買取 りであ り、7年 間 で償 却 す る こ とに して い

る。

シ ー メ ンス

(コ ア容 量

シ ー メ ンス

IBM1401

な お 、

IBM360/25

1BM1130

4004/45

各131KB)

4004/15

2台

台4計ー台
台

1

1

1970年 には 、 つ ぎの ものを 追加 す る予 定

(24KB)

(16KB)

台1

台1

シーメンス4004/S(65KB)(デ ータ伝 送 用)・ ・……・2台

タ ー ミナ ル 台 数50台

(3)適 用 業 務

① 管 理 事 務 処 理
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a

b

C

d

e

f

g

h

倉庫 におけ る出入庫 の会計

賃金、恩給 の会計

貨物運賃 の会計

乗客運 賃の会計

一般税務 管理

工場 におけ る工程管理

統 計

総合的病院管理

寄附金管理

② 列車運行 に関する情報処理

a列 車構成 の計算お よび列車積載 量の計算(積 載超過 の指示 を含む)

b標 準 の手筈以外 の輸送 の決定 ・指示 に対す る処理

c列 車編成作業 のタイム リーな計画を確保す るための、待避線や タ

ー ミナル駅へ の貨車列車の予告

d積 載 量の荷受人へ の予告

e各 貨車 の位置お よびその状態、国内か、国外か、空か、積かにつ

いての常時把握(登 録)

f最 小 の回送時間で、貨車を次の積荷地へ送 ること

③OR技 術 お よび科 学技術計算

a

b

C

d

e

f

(4)顧

作業標準 の開発

オ ラ ング鉄 道 会 社 のた め のOR技 術 、 シ ミュ レー シ ・ンモデ ル

基準 プログラ ミング

統 計手法

科学的在庫 管理'

生産 管理 お よび生産予 測

客

顧 客 は 次 の よ うな もので あ り、 そ の処 理 時 間 数 か ら見た 受 託 業務 量 は

■

●

、
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つ ぎの と お りで あ る。

a牙 ラ ソ ダ 鉄 道 会 社

シ ー メ ン ス4004/45-11,000時 間/年

シ ー メ ン ス4004/15,IBM1401-5,000時 間/年

bオ ラ ン ダ 鉄 道 関 連 の バ ス 会 社 各 社

シ ー メ ンス4004/45-1,400時 間/年

シ ー メ ンス4004/15,IBM1401-600時 間/年

cそ の 他 の 会 社

シ ー メ ンス4004/45-2,000.時 間/年

シ ー メ ン ス4004/15-1,000時 間/年

㈲ 会 社 経 営 の 業 績

oコ ン ピ ュ ー タ の運 転 効 率80%

o'売 上 高 年 間1,200万 ギ ル ダ ー(約12億 円)

な お 、 オ ラ ン ダ 鉄 道 関 係 の 仕 事 は 無 利 益 で 行 な っ て い る。

(6)マ ー ケ ッ テ ィ ン グ 方 法

広 告 、 ダ イ レク トメ ー ル 、 特 別 な 場 合 に は 、 訪 問 に よ る マ ー ケ ッテ ィ

ン グ

(7)業 務 達 成 方 法

業 務 は 、 大 要 つ ぎ の よ う に し て な さ れ て い る。

① 必 要 な デ ー タ の 取 りそ ろ え

入 力 デ ー タ は 、 よ く整 理 さ れ 、 誤 りの な い も の で あ る こ と。 コ ー ド

も、 顧 客 の 利 便 の た め には で き る だ け 簡 単 で あ る こ と。

② フ ロ ー チ ャ ー トの 作 成

③ プ ロ グ ラ ム の 作 成

標 準 プ ロ グ ラ ム が 使 わ れ る か 、 新 た に 書 か れ る。

④ プ ロ グ ラ ム の テ ス ト

あ ら ゆ る 場 合 に つ い て 、 シ ス テ ム ・デ ザ イ ナ ー の 指 導 の 下 に 、 プ ロ

9
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グ ラマ ーが テ ス トを 行 な.う。

顧 客 か ら供給 され る テ ス トケ ース に よって この テス トは意 義 を持 っ

て くる。

⑥ 実 施後 の,監視

2、3ヵ 月 の間、 コン ピ ュ ータ利 用 に よる結果 を今 まで の状 況 と比

較 しな が ら様 子 を 見 る とと もに必 要 に応 じて顧 客 に ア ドバ イ スす る。

な お、 当社 では 、 デ シ ジ ・ン ・テ ー ブル は 使 って い な い。

(8)顧 客 との間 の 契約 条 項

a当 方 の活 動分 野 と顧 客 の活 動 分 野 お よび イ ン プ ッ トの供 給 方 法 につ

い て の正 確 な 文 書 へ の記 載

b契 約 期限

c価 格 の取 決 め

d顧 客 と計 算 セ ンタ ー との間 の連 絡 につ いて の取 決 め

e特 別 な 開 発 費 用 が可 能 な らば、標 準的 でな い(変 っ た)プ ロジ ェ ク

トは長 期 の契 約 とな ろ う。

(9)技 術 的 な 問題 点

物 的 な計 画 の立案 が問 題 で あ る。 われ われ は、 これ を コン ピュ ータ メ

ーカ ー の指導 を 得 な が ら、 自分 達 で行 な っ て い る。 また 、機 器 の 選定 、

マル チ プ ログ ラ ミング の効 率 、 コ ン ピュー タの最適 活 用 も問題 で あ る。

側 保 守

aハ ー ドウェ ア の保 守は メ ー カー の み に よって行 なわ れ てい る。

bメ ー カーか ら提 供 され た ソフ ト ウェア の保 守は メ ー カ ー に よっ ての

み行 なわ れ て い る。 しか し、 自分 達 で作 った ソフ トウ ェアは 自分 達 で

保 守 して い る。

ソフ トウ ェア の 日 々更 新 は メ ーカ ーに よ って行 な われ て い る。 も し

今 の シス テ ムが われ わ れ に とつて適 当 で あ るな ら、 それ と比 べて 余 程

有 利 な もので もな い 限 り、 新 しい シ ス テ ムを 採用 す る こ とは な い。

金

、
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オ ン ライ ン サー ビス

使用 通信 回 線

オ ラン ダ郵 政省 の電信 電 話 サ ービス を利 用

鉄 道 業務 につい て は鉄 道 専 用 回 線 を 使用

プPグ ラム言 語

事 務 計 算 にはCOBOL、 特 殊 な ア プ リケ ーシ ョンに は 、 ア セ ン ブ ラ

、 科 学計 算 にはFORTRANとALGOL

オ ンラ イ ン使用比

鉄 道 輸 送管 理 の た め の ア プ リケ ー シ ョンに お け るオ ン ラ イ ン使 用比 は

20～80%の 間 を 変 動 して い る。

(4)将 来 計 画

1971年 には オ ンラ イ ン に よる座 席予 約 シ ス テ ムの 稼 動 を予 定 して

い る。 将 来 の方 向 と しては オ ン ライ ンに よ る鉄道 輸 送 管 理 を貨 物 同 様 に

旅 客 に まで及 ぼ す こ とを 考え て い る。

●

2.3デ ー タバ ン クに つ いて

目下 、 デ ー タ収 集 お よびIRに つ い て アプ リケー シ ・ンの 開発 を 研究

して い る段 階 であ る。'対 象業 務 と しては、 自社 内の文 書 管 理 お よび 長 期

・短 期 の計 画 のた め の情 報 提 供 を 考 え てい るが
、 デ ー タ の範 囲 を ど うす

るか が問 題 であ る。

(1)

(2)

(3)

ア プ リケ ー シ ョ ン の 拡 張(年 率20%ず っ の 拡 張)

オ ン ラ イ ン ア プ リケ ー シ ョ ン

情 報 処 理1970年 約2,500時 間

1971年 以 後 年 率20%の 伸 び

MIS(経 営 情 報 シ ス テ ム)

シ ス テ ム 分 析 、 シ ス テ ム 設 計1969～70年

デ ー タ ・ベ ー ス の 形 成1971年
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デ ータ生 成

MIS設 計 の 第1フ ェ ー ズ

第1フ ェ ー ズ の ア プ リケ ー シ ョ ン

完 全 な ア プ リケ ー シ ョ ン

1971～72年

1973～74年

1975年

1980年

じ

●
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イタ リア原子核研究所の計算センター̀

調 査 先

所 在 地

調査年 月日

面 接 者

調 査 者

ComitatoNazionaleperVenergiaNucleare(CNEN)

CentroCasacciaStrandaAngullarese,Roma,Ita1輌a

1969年10月24日

DiBartolomeoMemmo,ChiefEngineer

吉 田 、 宮 野 、 石 本 、 上 田 、 平 原 、 岡 田 、 臼 井 、

茜 ケ 久 保 徹 郎 氏(ジ ェ ト ロ ロ ー マ セ ン タ ー)

1.概 要 およ び 所 感

CNENは 、3つ の 計 算 セ ン タ ー を所 有 し 、 う ち2つ は 本 部 内 に 、 他 の

1つ は イ タ リア 中 部 の ボ ロ ー ニ ア 市 に 設 置 さ れ て い る。 調 査 団 が 見 学 し た

99-一 セ ン タ ー は ア ナ ロ グ 計 算 機4台 と 、 デ ジ タ ル 計 算 機EAI6401台

を 持 っ て 主 と し て原 子 力 関 係 の シ ミュ レ ー シ ・ン を 行 な っ て い る。 こ の セ

ン タ ー の ア ナ ロ グ 計 算 機 の1つ は10年 前 に 導 入 さ れ た もの で あ る が 、 目

的 を 達 成 で き れ ば 十 分 で 、 コ ン ピ ュ ー タ は あ く ま で も一 つ の 道 具 で あ る と

い う観 念 に 徹 し て い る。

第 二 セ ン タ ー はIBM360/301台 を 所 有 し て 原 子 科 学 の 研 究 を 、

そ し て第 三 セ ン タ ーは 、IBM70941台 で 、 比 較 的 大 き な プ ロ グ ラ

ム の 開 発 を 行 な い 、 第 二 セ ン タ ー と オ ン ラ イ ン で 接 続 し てhる 。

この ほ か 、1969年11月 よ り ロ ー マ 大 学 に 設 置 さ れ て い るUNIVAC

1108を オ ン ラ イ ン で 使 用 す る こ とに な っ て い る。

ま た 、 将 来 は ミ ラ ノ のGEISIの タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス の 利

用 も考 え る予 定 で あ る。

同 研 究 所 が 自 己 の 研 究 、 開 発 し た ソ フ トウ エ ア お よびEDPシ ス テ ム の

民 間 企 業 へ の 販 売 、 サ ー ビス は 、将 来 に お い て も実 施 す る計 画 は な く 、 民
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間 企 業 との ア プ ロ ーチは 、現 在 で もす で に行 なっ て い る計 算 機 の時間 貸 し

を行 な うにす ぎ な い。

同研 究所 訪 問 に つ い て は 、調査 団の 日本 出発 以 前 に受入OKの 返 事 が あ

り、か つ 訪問 日の前 々 日に ジェ トロ ロ ーマ セ ンタ ー所 長 の 確認 連 絡 に もOK

の返 事 を受 け てい たが 、 調 査 団 に対す る質 疑 応 答 に 当 った 計 算 セ ンタ ーの

責 任 者 は 、調査 団 の来 訪 を うけ ては じめ て 、本計 画 を 知 る と い うケ ースが

あ った。 このた め事前 に調 査 団 の質 問 事項 を検 討す る時 間 が な く、24日

朝の バ ス ・ス トラ イキ に よ る交通 機 関 の混 乱 に よる到着 時 間 の遅 延 と も併

せ て 、十 分 な時 間 と、意 見 の 交換 が で き なか った ことは 、極 め て残 念 で あ

った。

2詳 論

2.1計 算 セ ン タ ー

調 査 団 が 訪 問 し た 第 一 計 算 セ ン タ ーは 、CNENの 原 子 炉 の コ ン ト ・ 一

ル 、反 応 に 関 す る 計 算 お よび シ ミ ュ レ ー シ ・ ンそ の 他 の 科 学 技 術 計 算 を 行

な っ て い る。SEが15名 、 計 算 機 の 保 守 、 オ ペ レ ー シ ・ ン5名 、 計20

名 が 配 属 さ れ て い る。 現 在 ま で に 開 発 した ソ フ トウ エ ア はDirectDigi-

talControl(DDC)、Optimization、StandardDat2Analysis・

SpectraAnalysisな ど が あ る。 第 一 セ ン タ ー内 に 設 置 さ れ て い る コ ン

ピ ュ ー タ は 、

EAI,

EAI

EAI

EAI

8896

PACE

8800

'640

(ア ナ コ ン 、 真 空 管 利 用 、10年 前 に 導 入)

2台(ア ナ コ ン 、 ト ラ ン ジ ス タ 、7年 前 に 導 入)

(ア ナ コ ン 、 トラ ン ジス タ 、2年 前 に 導 入)

(小 型 デ ジ タル 計 算 機 、16KW、16d/w、

MT装 置 は1台)

注 、EAI=ElectronicAssociationIncorporation

(N.」.・U・S・A)

■
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計算 セ ン タ ーの研究 所 内 で の利 用 は 、年 予 算 の枠 が あっ て、使 用 した部

局 が そ の予 算 枠 か らセ ン タ ーに支 払 う とい う形 式 を と って い る。 た 忘し 現

在 計算 機 の時 間貸 しを お こな って い る航 空機 各 社 か らは、 部 内利 用 と同 じ

位 の安 い率 で使 用料 を 徴収 して い るが 、年 間の 予 算額 か らみ た場 合 この 分

野 は5～6%に す ぎな い。

2.2オ ン ラ イ ン計 画

1969年11月 か らは ロ ー マ大 学 の 計 算 セ ン タ ー に 設 置 さ れ て い る

UNIVAC1108の オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス を 受 け る 計 画 で あ る との こ と で あ'

っ た 。 端 末 機 に は テ レ タ イ プ を 使 用 し、 専 用200ボ ー 回 線 で 接 続 す る 。

使 用 言 語 はFORTRAN(会 話 形),ALGOL,Assemblerで あ る。CN-

ENの 場 合 はUNIVACl108の オ ン ラ イ ン使 用 料 金 が 、1時 間20万 リ

ラ(約12万 円)程 度 に な る予 定 で 民 間 企 業 の そ れ よ り も割 安 と な っ て い

る。

な お 、 将 来 は 、 現 在 既 に 大 規 模 にTSSサ ー ビス を 行 な っ て い るGE

InformationSystemItalia(ミ ラ ノ)と オ ン ラ イ ン で 結 ぶ 希 望 を も

って い る。 こ の 場 合 の 使 用 語 はBasicで 、 電 話 線 を利 用 す る 予 定 で あ るo

■

∀

5参 考 事 項

ろ.1ロ ー マ 大 学 の オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス の 現 状

ロ ー マ 大 学 で は 、 上 述 の と お りUNIVACllo8を 設 置 し て 、 大 学 以 外

に 対 し て も ビ ジ ネ ス ベ ー スで オ ン ライ ン ・サ ービス を 行 な っ て い る。 現 在 の

タ ー ミナ ル 数 は未 だ20ヵ 所 に す ぎ な い が 、 拡 大 の 方 針 で あ る。
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ターミナル(20ヵ 所)

ロ ー マ 大 学

UNIVAC『1108

電 話線

(専 用
)

Techica

cassacla

■

5.2そ の 他 の 大 学

イ タ リア に は 大 学 が21あ っ て 、 全 部 が コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー を も っ て

い る。

代 表 的 な もの は 、 下 記 の 大 学 で 、 何 れ も大 型 機 を 設 置 し 、 ロ ー マ 大 学 と

同 じ く、 ビ ジ ネ ス ペ ー ス に よ る オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス を 計 画 し て い る 。 こ う

し た 大 学 に よる 商 業 ペ ー ス の オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス は イ タ リ ア に み られ る 特

長 で あ る。

ボ ロ ー ニ ア 大 学 －CDC6600、 ミラノ大学 －UNIVACl1082台 、

ピサ大 学 －IB]M7090(IBM360/85に 置 き替 え る予 定)

己

■
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調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

イ タ リア にお け るGEの 活 動

GeneralElectricInformationSystemItalia

(GEISI)

ViaPirelli32,Mi1.ano,Italia

1969年10月27日

Mr.R.Rietti,ManagerA&S.P.Marketing

Mr.R.Caro,ManagerA&S.P.

Dr.L.Marradi,DirectorofTimeSharing

Mr.Pizzarello,ManagerApplicationSoftware&

SystemSupPort

Mr.G.Moscato,Eng.PlanningAPL.Development

吉 田 、 石 本 、 上 田 、 平 原 、 臼 井 、 岡 田

Dr.AntonioLicastro(ジ ェ ト ロ ミ ラ ノ セ ン タ ー)

1概 要 お よ び 所 感

GeneralElectricInformationSystemltaliaは1968年

4月 に発 足 し た が 、1949年 ミラ ノ に 設 立 さ れ たOlivetti-Bull

MilanoCenterに 端 を 発 し て い る。 こ の 間 、 数 度 の変 遷 を 経 て 、1964

年 に はOlivettiGEEIectricと な っ た が 、 現在 は 社 名 の 示 す ご と

く イ タ リア に お け るGEの 会 社 で 、01ivettiと の 関 係 はな くな っ て い る。

GEISIは 、GEグ ル ー プ の 中 に あ っ てGElOOシ リー ズ の 生 産 と

イ タ リア 国 内 に お け るGEコ ン ピ ュ ー タ の 販 売 を 担 当 し、 プ レ ミ ヤ ー ナ に

研 究 所 、 カ ル ー ゾ に 工 場 を 、 ま た17の 地 域 オ フ ィ ス と そ の 下 に45の セ

ー ル ス ・オ フ ィ ス を も っ て い る
。

現 在 の 従 業 員 は3,133人 で 、 イ タ リア の あ る 経 済 新 聞 が10月16日
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発表 した と ころ に よる と、1968年 度 の業 績 は イ タ リア の企 業 中84番

目で、 製造 業 の 中 にお い て は第24位 に位 置す る との こ とで あ る。

表1GEISIの 規 模
`

年 度 収 入 人 数 順 位
製造業で
の 順 位 備 考

1968年 4gM$ 2,948 84 24
輸 出20.2M$

国 内28.4M$

(注)M$は 百万 ドル の意

イ タ リア の コ ン ピ ュ ー タ市 場 は 、 現 在IBM61% 、GEISI27%

そ の 他12%と な って い る。GEISIは 今 ま で に国 内 に1,100台 の コ

ン ピ ュ ー タ を 出 荷 し て い る が 、1968年1年 間 だ け で1967年 ま で の

累 計 の30数%の 増 加 を 示 し て い る。GE100とIBM360/20の 設

置台 数 の 比(イ タ リア 国 内)は1:1.3と な っ て い る。

コ ン ピ ュ ー タ の 生 産 販 売 の 外 に イ ン フ ォ ー メ ー シ ョ ン ・プ ロ セ ッ シ ン グ

サ ー ビス を 実 施 し て い る が 、 と く に タ イ ム シ ェ ア リン グ に 力 を 入 れ て い る。

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス は1年 半 ま え に ス タ ー ト し、 現 在 ミラ ノ に

セ ン トラル ・ コ ン ピ ュ ー タ(GE235+DATANET30)を 設 置 し、 ト

リ ノ と ・ 一 マ 地 区 が 回 線 で 接 続 され て い る。 今 後 段 階 的 に 規 模 を 拡 大 し、

将 来 は イ タ リア に お け るTSS市 場 の70%を 確 保 す べ く意 欲 を 燃 や し て

い る が 、 こ れ は 、TSSに よ り新 し い 需 要 者 層 を 開 拓 し、 将 来 のGEコ

ン ピ ュ ー タ の 販 路 拡 張 に 結 び つ け よ うと す る意 図 と うか が え る。 ま た 、 ア

プ リケ ー シ ョ ン の 面 で も リモ ー ト ・プ ロ セ ッ シ ン グ に力 を 入 れ る よ うに 見

受 け られ た 。

ぺ
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2詳 論

2ユ 沿 革

1949年

1955年

1957年

1959年

1962年

1964年7月

19681114月

OlivettiBull(Mila .no)

OいvettiElectResearchIＬAB・(Pisa)

'最 初 の コ ン ピ
ュ ー タ をPisaに 設 置

本 社 を ミ ラ ノ に 移 す

OlivettiElectronicsDiv・(Milano)(1962年

～1963年 に か け て 半 導 体 使 用 のELIA6001 、4001

を 開 発)

Olivetti　 GEEIectric

GEInformationSystemItalia

(こ こ でOlivettiと の 関 係 は な く な っ た)

σ

2.2タ イ ム シ ェ ア リン グ サ ー ビ ス

現 在 実 施 中 の タ イ ム シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ム をMARKIと よ ん で い る。

と く に利 用 頻 度 の 高 い ア プ リ ケ ー シ ・ ン には ○ 印 を 付 した が 、 今 後 は こ

れ 以 外 に 数 値 制 御 、 教 育 な ど の 面 に も相 当 利 用 さ れ る よ う に な る だ ろ う

と の こ と で あ る。

こ のMARKIシ ス テ ム は1年 半 ま え に ス タ ー ト し、 ユ ー ザ ー(端 末)

は150～180で あ る。 来 年 当 初 中 継 点 を2ヵ 所 増 設 し、1～1.5年

に はli自内11ヵ 所 、 国 外2ヵ 所 ま で 規 模 を 拡 大 す る計 画 で あ る。 こ の場

合 の シ ス テ ム はMARKIか 、 ま た は 大 型 のMARK皿(GE635+

DATANET30)の い ず れ か に な る 予 定 で あ る。

2年 後 に は ユ ーザ ー 数 を 現 在 の3～4倍 、 つ ま り500～700に す

る こ とを 目標 に し て お り、 イ タ リ ア 国 内 の タ イ ム シェ ア リ ン グ ・サ ー ビ

ス 市 場 の70%確 保 を 目 指 し て い る。
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表2 MARKIシ ス テ ム

Computer

Datanet

DiskStorage

Telephoneline

GE235

DATANET30

OBusi.ness&Finance

ManagementDecision

Mathematics

OEngineering

Statistics

LP

OCPM

NC

R&D

Education

Geometrical&plot

program

350のprogramお よ びsub

programを ユ ー ザ ー は 直 接 ア ク

セ ス で き る 。

■

ミ ラ ノ

ラ イ ン ・ コ ン セ

ン ト レ 一 夕

ユ ーザ 端 末

コ ン ピ ュ ー タ

(GE235)

ラ イ ン コ ン セ

ン ト レ 一 夕

○ ○
ユ ーザ 端 末

4

●

図1MARKIシ ス テ ム

＼



白

鳥

■

ロ ー マ

コ ン ピ ュ ー タ

(ロ ーーマ)

ト リノ ボ ロ ー シ ャ シ ェノ ハ 8ヵ 所
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醗 蹴

膠 ・9・ ・年≡ 定

[]、 年 一 、.、年後 まで 畷 置予定(ベ ル ージ 。、 マ,、 パ レル モ、

バ ト ノミ、 ト リ エ テ 、 フ ロ ー レ ン ス 、 国 外 に は チ 孔 一 リ ッ ヒ ま た は ジ

ュ ネー ブ と他1ヵ 所)

図21年 半後 のTSS計 画

タ イ イム シ ェア リング ・サ ー ビス の需 要 が何 故 こ の よ うに伸 び るの か と

の 問 い に対 して、 各 中継 点 に ラ イ ン コ ンセ ソ トレ一 夕(米 国 リク ソ ン社

製)を 設 置 す る こと に よ り、 各 ユ ーザ の回 線 使 用料 の負担 が 軽 くな る か

らで あ る とい う答 が あ った。

2・5GE100を 中 心 と した イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン プ ロ セ ッ シ ン グ

(1)リ モ ー トタ ー ミナ ル の マ ス タ ー(セ ン トラ ル コ ン ピ ュ ー タ)と し て 利
、

用

Master LineContro1
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こ の シス テ ム は 銀 行 等 に お け る リモ ー ト ・イ ン ク ァ イ ア リ ・シ ス テ ム

製 造 業 の プ ロ ダ ク シ ョ ン ・コ ン ト ロ ール な ど に 適 用 で き 、BasicData

TransmissionLanguage(BDTL)が 使 用 で き る。

(2)マ ス タ ー お よび ス レイ ブ(セ ン ト ラル お よび サ テ ラ イ ト)

匝 ⇒ 一[亟]一 ・一 丁一1…4

master

GE100

slave

GE100を2台 オ ン ラ イ ン で 接 続 す る 方 式(pointtopoint

COnnection)で 、 そ れ ぞ れ 独 自 の 処 理 を 行 な う と と も に 、 マ ス タ ー と

な る コ ン ピ ュ ー タ の コ ン トロ ー ル で 他 の コ ン ピ ュ ー タ(slave)と の ト

ラ ンス ミ ッシ ョ ンが で き る。

使 用 で き る 伝 送 回 線

4,800BPS

Privateradioline(400miles)

50,000BPS

(3)他 の 機 種 の サ テ ラ イ ト コ ン ピ ュ ー タ

GE600に は6台 、400に は4台 ま で 接 続 で き、2,400BPS

ま で の ス ピ ー ドで 伝 送 で き る。 ま た 他 社 の コ ン ピ ュ ー タ(IBM360

UNIVAC1109、1108)に も 連 結 し て4,800BPSの ス ピ ー ドで

オ ン ラ イ ン ・プ ロ セ ス が で き る。

参考事項

3.1イ タ リア に お け る タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビ ス

イ タ リア で タ イ ム シ ェ ア リ ン グ ・サ ー ビス を 実 施 して い る 機 関 と し て

は 、GEISIの 他 にIBM、UNIVAC、 ロ ー マ 大 学 お よび ミ ラ ノ

大 学 が あ り、 大 学 も学 内 の み で な く コ マ ー シ ャ ル ・ベ ー ス で 一 般 に対 す

●

め
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る サ ー ビス を 行 な っ て い る。

」

IBM

UNIVAC

ロ ー マ 大 学

IBM360/40

U1108

U1 .108

3.2イ タ リア の 通 信 回 線

現 在 、 低 速 と 中 速 が 実 用 に 供 さ れ 、 高 速 は テ ス ト中 で あ る。

LowSpeed(電 信 、 電 話 線)300BPS

MediumSpeed(電 話 線)～10,000BPS

H[ighSpeed(〃)～50,000BPS*

*HighSpeedは テ ス ト期 間 中 で あ る が 、7miles以 内 のLocal

Cableで は 使 用 可 能 で あ る。

A

●
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調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

西 ドイ ツの 数 理 ・デー タ研 究所

Gese川schaftFtfrMathematikund

DatanverarbeitungmbH,Bonn

5201Birlinghoven,WestGermany

1969年10月29日

Prof.H.Unger

prof.ErnstPeschl

Mr.ChristophRudolph

Mr.PeterHeyderhoff

吉 田 、 上 田 、 平 原 、 臼 井 、 岡 田 、 石 本

1概 要および所感

当研 究 所 は、1968年 に政 府 に よ って設 立 され た新 しい研 究所 で、① 研

究開発,② 政府 機関 に お け る管 理的 業 務 のた めの特 殊 な ア プ リケー シ ョンの

開発,③ 専 門技 術者 の養 成 をそ の役 割 りと してい る。

なお 、西 独 に は、 大 学 ・高 校 の情 報 処 理 の ため に地域 ご とに計 算 セン ター

が設 け られ てお り、 現在 ボ ンを始 め6つ の州 に おい て開設 され て い るが、 当

研究 所 は、 そ の うち の ボ ン地 域 の計 算 セ ン ターの運 営 も合 わ せ て行 な って い

るo

また、 当研 究所 は 、 研究 開発 の ため に数学 研究 室等5つ の研究 室 を持 って

お り、 人 員 は全 体 で現 在150人 、1969年 の年 間 経 費 は 、5,400万 マ

ル ク(約50億 円)で あ る。

業務 の内容 は、科 学 技 術 分 野 と事務 分 野 で約 半 分 ず つ で あ る。 ここ の コ ン

ピュ ー タ利 用技 術 の研 究 開 発 面 で注 目され る ことは 、IBM360/50と

い う比 較 的 大型 の コン ピュ ー タを タイ ム ・シェア リングの プ ログ ラ ム開発 に
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専用 させ て い る こ とで、 相 当高 度 の研究 を行 なっ て い る と見 られ る。

西 独 にお け る唯 一 の調 査 先 で ある だけ に、情 報 処 理 に関 す る国 全体 の現

況 、 今後 の方 向等 に つ い て種 々質 問 してみ た が 、 明確 な回 答 は必 ず しも引

出 し得 な か っ た。 話 の 状況 か ら推 論 す る な らば、MIS,情 報 産 業 、情報

提供 サ ー ビス(デ ー タ ・バ ンク)等 、情 報 化 社 会 を 目ざ して現 在 、 日本 に

お い て しき りに論 議 され てい る問題 に つ いて 、関 心 は持 っ てい る よ うで あ

るが、 そ れ は 必 ず しも高 い もの とは 見受 け られ なか っ た。 「そ ん な話 もあ

る よ うだ が、 そ ん な こ とは未 だ現 実 的 な こと では ない」 と言 っ た と ころ の

よ うで あった 。 そ してそ ん な若 干 ま だ眉 つ ば な こ と より も、 む しろ現在 、

具 体 的 な もの とな っ てい る タ イ ム シェ ア リン グ ・サ ー ビスには 、 さ らに積

極 的 に技 術 的 な蓄 積 を作 って お こ うと考 えて い る よ うに思 われ た。 西独 は

コン ピュ ー タ台 数 で は、 米国 に次 ぎ日本 より も若 干 多 いの で あるが、 そ の

利 用水 準 が と くに 高 い とは思 わ れ なか った。 しか し、 も とも と底 力の あ る

国 の こ とで あ り、 そ の ような結 果 は未 だ信 じ難 い感 は強 い。言 うなれ ば、

眠 れ る獅 子 と見 られ 、近 い将来 、 われ われ を驚 か せ る よ うな飛 躍 を遂 げ る

か も知 れ ない 。 しか し、残 念 なが ら、 今 回 の調 査 では 、 それ は うか がい得

なか った。

た だ、TSプ ロ グ ラムの開 発 の ため に、大 型機 を贅 沢 に使 っ て研 究 を進

めて い ると ころに 、 そ の可 能 性 を見 出 す こ とは で きた。

■

2詳 論

2.1沿 革

1967年12月

シ ェ ル 石 油 会 社 の 化 学 研 究 所(ChemistryofInstitute)で

あ っ た も の を 政 府 が 買 収

1968年

'新 会 社 設 立(GesellshaftFtirInstrumentalmathematik

`
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Gm.GH)

(注:GmGHは 有 限 会社 であ るが、 この場 合 、政 府 出資 の

研究 所 と して 日本 の特 殊法 人 の如 き もの と考 え て よい。)

政 府 お よび北 部 ライ ン州 、西 部 フ ェ リァー州か ら出資

▲

■

2.2現 況

22.1職 員 数150名(旧 研 究所 当時 は100名)

半数 は 、科 学 関係

半 数 は 、管 理 関係

2.2.2業 務

(1)研 究 開発

(2)政 府 のた め の特 殊 な ア プ リケ ー シ ョン開発(連 邦政 府科 学 研 究

者 か らの要 請 に基 づ き研 究 開発 す る)

(3)大 学 にお け る研 究 の た め の デ ー タ処理

(4)情 報 処理 専 門家 の養 成 「学 位取 得 者 に 対す る半 年 間60名 の研

修 業 務)

な お、民 間 か らの委 託 は受 け て い な い。

2.2.3組 織

5つ の研究 室 と3つ の現業 部 門 を持 って い る。

(1)研 究 室

① 数 学 研 究 室

② 応 用数 学 研究 室

③ 数値 デ ー タ処理 研 究 室

④ 自動 論理 回路 理論 研 究 室

⑤ シス テ ム分析 研 究室

(2)現 業 部 門

① 行 政 事 務機 械 化 支 援部 門(10～14名)
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政府 に おけ る管 理 的 業 務 の チ ー タ'処理 のた め の研究 開 発 お

よび シス テ ム分析

② 技 術 部 門

コ ン ピュ ー タ とそ の 周辺 機 器 に 関 す る開 発 お よび管 理 を行

な う部 門。 主 と して ハ ー ドの保 守 、安 全確 保 のた め の サ ー ビ

ス を行 な う。

③ デ ータ処理 部 門

大学 お よび 高校 の た め の デ ータ処理 セ ン ターの運 営

④ 要 員養 成教 育部 門

2.2.4予 算

当 研究 所 の予算 は 、 主 と して連 邦政 府科 学 研究 者 か ら出て お り、

連 邦 政府 の 資金 は10～15%に 過 ぎない。

「公務 に つい て デ ー タ処理 の研 究開 発5カ 年(67～71 .年)計

画 」 の連 邦 資金 負担3億 マル ク(約300億 円)の うち、 当研 究所

の 関係 分 は極 く僅 か で あ る。(運 転 資金 は500万 マル ク(約5億

円)、 投 資 資金 に500万 マル ク)

なte、 同 計画 の予 算配 分 につ い て は 、DFG(Deusche

ForschungGemeinschaft)に 聞 いて もらい たレ・。

2.2.5地 区別 デ ー タ処理 セ ン ター

各 州 ご とに(西 独 には 全 部 で12の 州 が ある)大 学 お よび高 校 の

た め の地区 デ ー タ セ ン タ ーを設 け る こ とに して お り、そ れ に 要す る

費 用は 、設 備 費 は 連邦 政 府 が 、運営 費(ほ とん どは 、職 員給 与)は

州 政府 で 出す こ とに なっ てい る。

現 在 、6つ の地 区 に で きてい る。(シ ュ ツッ トガル ト、 ミュ ンヘ

ン、 ベ ル リン、 ボ ン、 ハ ン ブル グ、 ハ ノ ー バー)

`

■
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2.5ボ ン デ ー タ処 理 セ ン タ ー の 状 況

231保 有 コ ン ビ ュ ー タ

イ

M

M

M

レブ

B

B

B

スイ

ー

I

ー

デ

〃

7090

1410

360/50

2060

2,3年 前 に入れ た)

8台

2250(グ ラ フ ィ ッ ク)

1台

シ ー メ ン ス4004/45(今 年12月 に 入 る予 定)

テ レ フ ン ケ ン440(RCA45に 近 い も の)

2.32業 務

(1)デ ー タ処 理

(近 く入 る予定)

一369－

IBM7090に よっ て、毎 月300～400件 の仕 事 をパ ッ

チ処理 で行 な っ て い る。

仕 事 の 内容 は、40の 大学 研究 室(ボ ン大学 に は、物 理 、化 学 、

数 学 、経 済 、 医学 等 の7つ の学 部 が あ る)の 研 究 の た めの デ ー タ

処 理 で あ る。

(2)タ イ ム ・シェ ア リング技 術 の開 発

将 来 、 数理 デ ー タ研 究所 の5研 究 室 にお い て活 用 で きる よ う、・

現 在 、TS用 の プ ログ ラム開 発 を進 めて い る。

現 在 は 、8つ の デ ィス プ レ イ端 末機 を セ ンター の一 室 に置 いて 、

プロ グ ラ ム開 発 に使 っ てい る。 な お、 今年11月 には端 末機 の数

は16台 に な る予定 で あ る。

2.4西 独 に お け る情 報 処理 の 実状 と将 来 見通 し

(1)コ ン ピュ ー タ利 用
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西独 に おけ る コ ン ピュ ー タ利 用 は 大部 分 が民 間 で コマ ー シャ ルに使

われ てお り、 適用 業務 は書 記 的 業 務 で ある。生 産会 社 に おい て は 、 プ

・セス コン ト・一ル用 に も相 当 使 わ れて い る。 しか し、経 営 情報 等 の

高 度 な活 用 に対 しては 、関 心 が 全 く無 い訳 では ない が 、 ま だ まだ具 体

的 な検 討 の対 象 とな っ てい な い。

(2)ソ フ トウエア開発 サ ー ビス

サ ー ビス 企業 の数 は 、ま だそ れ 程 多 くな い 。

しか し米 国 のCSC社 もす で に ドイツに進 出 して きて お り これ か ら

増 え る と考 え られ るが 、 企業 採算 的 には、 ま だ まだ大 変 で あ る。

(3)情 報 提 供 サ 』 ビス

西独 では 、未 だ情 報 提供 サ ー ビス を行 な っ て い る ところは ない し、

そ の準備 を進 め てい る とこ ろ もない と思 う。

・ 科 学技 術 情報 の提供 に つ い て検 討 した ことは あ るが 、未 だ需要 も少

な く、 ア メ リカで も うま く行 っ てい ない よ うだ し、 当 分 は 成立 た ない

と思 う。

なお、 デ 丁 タフ ァ ィル(登 録)と して は、 社会 保 障 に関 す る もの

(年 令 そ の他)に つ い て計 画 中 で ある。

3参 考 事 項

ハ イ デ ル ベ ル ク の シ ス テ ム 開 発 会 社 の概 況

今 回 の 調 査 対 象 と し て 訪 問 す る予 定 で あ っ た が 先 方 の 都 合 で 取 り止 め た

「StudiengruppeFifrSystemforschungdergesellschaft

FUrKruforschung'M・B・H」 に つ い て も若 干 聞 く こ とが で き た 。

そ れ に よれ ば 、 同 社 は 、 昨 年 ま で 連 邦 政 府 関 係 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン開 発

を引 受 け て い た が 、 そ れ らの 仕 事 は 、 今 年 か ら当 研 究 所 で 全 面 的 に 行 な う

こ と に な っ た の で 、 今 は 恐 ら く特 許 の 情 報 検 索 の シ ス テ ムの 開 発 、 そ の 他

の仕 事 を や っ て い る の で は な い か 、 と い う こ とで あ っ た 。

い

`

▲
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情報処理産業1

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

ご進出す るフランスの化学会社
、r

InstitutInternationalD!lnforma
-U.que(3i)

//＼

・・-86,AvenueL6・nB1叩 ご ・・ance

l969年10月30日

M・.F,anci・Biesel,P,6、ident
,Ge。6,a1Di,e,ieur

Mr・Bouchi川oux(SOGREAH)

Mr・Gohin・TechniquesGraphiquesDepartmenゼs

▲

調 査 者 吉田、宮野、石本 、平原、臼井 、岡田、上田、

霜 弘 太 郎 ジ ェ トロ パ リ セ ン タ ー)

1概 要および所感

InstitutInternationalD'lnformatique(略 称3i)は 、 フ

ラ ン ス の 世 界 的 化 学 会 社(帝 国 酸 素 の 親 会 社)SocieteGenobloise

D'etud6setD'aplicationsHydrauliques(略 称SOGREAH)

が そ の情 報 処 理 部 門 を 独 立 さ せ 全 額 出資 で 設 立 した情 報 処 理 セ ン タ ー で あ

るo

SOGREAH社 は 、1953年 に 始 め て コ ン ピュ ー タ を導 入 し、 そ の

本 業 た る 流 体 応 用 の 研 究 開 発 の .た め 、 流 体 力 学 、 科 学 計 算 に利 用 し始 め た

の が き っ か け で 、 そ の 後 、1961年 に 大 型 コ ン ピュ ー タ を導 入 し
、 科 学

計 算 の ほ か に 、 会 計 お よび 事 務 計 算 、統 計 等 ビ ジ ネ ス 面 へ の 適 用 を 開 始 し

た 。 ビ ジ ネ ス ・ コ ース は そ の 後 、 年 々30%の 処 理 量 の 増 加 を み て き た。

(最 近 で は 、10%程 度 の 伸 び に 落 ちて い る。)そ こ で 、1969年1月

SOGREAHの コ ン ビチ ータ 部 門 を 分 離 独 立 さ せ 、 外 部 の 業 務 を受 託 す る よ

う に な っ た 。 と くに 経 営 事 務 に コ ン ピュ ー タ を 利 用 す る気 運 が 高 ま っ て い
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るの で 、そ の需 要 に対 処 す べ く努 力 して い る。

3iはSOGREAHの 全額 出資 で 資本 金 は465万 フラ ン(約3億 円)

で あるが 、 ソ フ トウエアは 広範 囲 の活 動 が重 要 で あ り、将 来 の こ とを考 え

て、広 く他 の会社 との提 携 資本 参 加 を希 望 して い る。 そ れは 、仏 国の 企業

の み な らず 、長 期 的 に は欧 州 の各 国 、 米 国 の 企 業 と も、 同様 に提携 、 資本

参加 を求 め る こ とを考 え て い る模 様 で あ る。 な お、現 在 一部具 体的 な話 を

進 め てい る もの もあ る との ことで あ る。

この よ うに、 資 本参 加 を求 め、提 携 した い と考 え て い るのは 、 ソ フ トウ

ェア産 業 と して 市場拡 充 と技術 力 の増 強 をね ら うもの で あろ う。 その ほ か 、

要 員 の確保 、 国際 的 な デ ー タの入手 な どの理 由 もあ るか と思 われ る。

ヨー ロ ッパに お い ては 、 ア メ リカとの お・くれ を と りも どす ため に、 ま た

ア メ リカ企業 の 進 出 に対 す る防戦 に苦労 して い る ら し く、 そ のた めに ヨー

ロ ッパ連合 を さか ん に強 調 してい る。 な お、 日本 の ソ フ トウエ ア会社 と も

提 携 した い意 向 を も ら して い た。

3iの 現 在 の業 務 は 、35%を コン ピュ ー タの時間 貸 しで 占め、 デ ー タ

処理 サ ー ビス と ソフ トウ エア ・パ ッケ ー ジの開 発 が それぞ れ25%で あ る

が 将 来 は デ ー タ処理 に続 いて ソフ トウエ ア ・パ ッケー ジの開発 販 売 が 大 き

な業 務 に な る とみ てい る。

オ ン ラ イ ンの情 報 処 理 サー ビス も実 施 して い る。 これ は 、 一二 の特 定 顧

客 に行 な っ てい る サ ー ビスで、 リア ル タイ ム処 理 で あ るが タ イム シェ ア リ

ン グ方 式 では ない 。 なお、 そ れ ら シス テ ムは顧 客 と共 同 で開 発 した もの で

ある。 このオ ン ラ イン処 理 サ ー ビス の競 争 者 に はIBM社 「TSSサ ービス)

CEMA(リ モ ー トバ ッチサ ー ビス)な どが あるが 、需 要 も多 いの で激 し

く競 合 す る こ とは な い で あ ろ うとい う こ とで あ る。

現 在手 持 ちの ソ フ トウ エア ・パ ッケ ー ジは 、 殆ん どが 技術 計算 で 、 プ ロ

グ ラ ム言語 もす べ てFORTANで あ る。 この状態・か ら判断 す る と、3i

の言 明 どお り技 術 計 算 は い まま で のSOGREAH時 代 か らの蓄 積 もあ り、

■
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▲

♂

パ ッケ ー ジ販 売 の実 績 は あ るが 、事務 計 算 の分 野 は まだ ま だ の感 じで ある。

デ ー タ ・バ ン ク、情 報 サ ー ビス に つい て も考 え てお り、法 律 条項 のIR、

都市 計画 に関 す る技 術 デ ー タ ・バ ンク等 の独 自な情 報 提 供 システ ムを開 発

す る計 画 を持 っ て い る。 と くに後 者 は 、地 方庁 を対 象 に行 な っ てい る土 木

計 算、 自動 図面 化 の処 理 サ ー ビス に関 して蓄積 した技 術 お よび デ ー タの提

供 と して注 目され る。

2詳 論

2.1運 営 状 況

(1)経 営 と組 織

3iの 前 身 はSOGREAHの コ ン ピュ ー タ部門 で、 社 内 の デ ー タ

処 理 、・科 学 計 算 を行 なっ て きたが 、1969年1月 に 分離 独 立 し、情

報 処 理会 社 と して発 足 した。 資本 金 は全額SOGREAH出 資

(465万 フ ラン、 約3億 円)で 、年 間収 入 は250万 ドル(9億 円)

で急上 昇 して い る。人 員 は170名 で あ る。

▲
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Consei1

ConseilC㎜ercia1

ConseilScientifique

ConseildesMoyens

Administratifet

Financier

Co㎜ercia1

Rechercheet
D6velopPement

Moyens

Techniquesdegestion

Marketinget

EtUdessoc .▲ologiques

Gestiondela

Productlon

Techniques

Graphiques

D6par・tementParisien

dExploitation

SOGREAHの 組織

.

＼＼

■

.亀.

ふ



◆

一375一

要 員 の確 保 に つ い ては、 当初未 経 験 者 を採 用 し社 内教 育 を してい た

が、 時 間 が かか る こ と と、1人 前 に な る と引 き抜か れ るな どの問題 が

あっ たが 、最 近 は大 学 、 専 門学 校 で コ ン ピュー タの教 育 の課 程 を設 け

て い るので 、そ の卒 業 生 を採 用 し、 応 用 につ いて は実地 教 育 で育 成 す

'る よ うに してい る
。

(2)コ ン ピュー タ ・シス テ ム

3iの コ ン ピュー タ ・シス テ ムは つ ぎの とお りで ある。

グ ル ノ ー ブ ル

パ リ

IBM360/65,

IBM360/20,

セ ン ト ・ジ ー ンIBM1050

360/40

COPE45の 端 末 を

ロ ン ドン のUNIVAC

1108と 連 結

(な お 、 各 コ ン ピ ュ ー タの 詳 細 な構 成 は 参 考 事 項 、 図3「 コ ン ピ ュ ー

タ ・シス テ ム構 成 図 」 参 照)

な お 、 こ れ らの コ ン ピ ュ ー タは つ ぎの よ うに 通 信 回線 で 接 続 さ れ て

い る(図1参 照)。

○ パ リー(IBM360/20)と グ ル ノ ー ブ ル(IBM360//40)

600Km4,800ボ ー

○ パ リー(Cope45)と ロ ン ド ン(UNIVAC1108)

260Km4,800ボ ー ×2(全 二 重)

○ サ ン ・ ジ ャ ン ・ ド ・モ リエ ン ヌ(IBM1050,ペ シ ニ ー社)

と グ ル ノ ー ブ ル(IBM360/40)100Km,300ボ ー

○ ク レ ル マ ン(MDS、 フ ェ ラ ン ・ ミシ エ ラ ン社)と グ ル ノ ー ブ ル

(MDS)、 たN'し コ ン ピ ュ ー タ とは 接 続 せ ず 、100Km、

300ボ ー
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ロン ドン,UCC

パ リ,31

グルノ ーブル3ル

1

-

1

`

l

l

≡

UNIVAC

l108

260Km

4800B×2

IBM

360/20

600Kπ

4βooB

_一 ー ー ー 一 一'一 一

IBM

360/40
:

IBM

360/65

100Km

:

300B1

、＼
、

1＼4βooB

>
＼

＼
＼
＼

＼
＼

IBM36(レ/20

フ ェ ラ ン ・ ミ シ ェ ラ ン 社(ク レ ル マ ン)

◆

図13ル の 回 線 網

ペ ネ シ ー社

(サ ン ・ジャ ン ・ ド ・モ リエ ンヌ)

IBM

360/20

計 画 中

■
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2.2業 務 内 容

(1)業 務 の概 況

○ コ ン ピュ ー タの 時間 貸

ユ ーザ ー と共 同 で プ ロ グラ ム開発 を した ものが 多 い。

○ システ ム分析 、 プ ロ グ ラム、 オ ペ レー ショ ン

○ 特 殊 な ソ フ トウエ アの開発

経 営 予測 、給 与 計 算

生産 管 理(計 画 、 ス ケ ジュ ール、OR)

市場 お よび与 論 調 査(製 表 、 ヌデ ィァの評 価 、 最適 化)

デ ィ ジタル ・プ ロ ッ ト

○ シス テ ム ・デザ イ ン

○ デ ー タ ・プ ロセスの 相談

○ 教 育

教 育は 大 別 して つ ぎの3つ に分 かれ る。

一般 対 象 の セ ミナ ー(有 料)

自社 内 の要 員養 成

顧 客 を対 象 と した セ ミナ ー

以 上 の各項 目の うち現 在 の3ivak・ け る比率 と将 来 の伸 び をみ る と

表1の とお りで あ る。

表1 業 務 比 率

業 務 現 在% 将来 の予想順位

コ ン ピ ュ ー タ の 時 間 貸 25 少 な い

シス テ ム分 析 、 プ ロ グ ラ ム 、
30～35 1

オ ペ レ ー シ ョ ン

特 殊 な ソフ トウエ アの 開発 25 2

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン

デ ー タ ・ プ ロ セ ス の 相 談 15 }・
教 育 3
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コン ピュ ー タの時 間貸 の25%の うち、10%は 親 会社 の

SOGREAHに 対 す る もので あ る。

3iは 約200の 民 間 企業 、 公 共 団 体 の 顧 客 を も ち 、 フ ラ ン

ス のみ で な く、 ヨー ロッパの他 の国 、 ベ ル ギ ー、 ドィ ッ、 ス ペ イ ン、

イ タ リーに も顧 客 が ある。 国際的 な傾 向は 今後 ま す ます強 くな るで あ

ろ う。

顧 客 と して契 約 した会 社 、 団体 は 原 則 と して15ヵ 月 の予 約 を行 な

い、 そ の 間 の経 費 を支払 う。

(2)ソ フ トウエ アの 開発

3iは 現 在 の ところ顧 客 か ら委 託 され た業 務 の シス テ ム設 計 、 プ ・

グ ラ ミン グお よび オ ペ レ ー シ ョンまで を含 む情報 処 理 サ ー ビスが全 体

業 務量 の1/3を 占 めて い るが 、 ソ フ トウエ アの開 発 と販 売 も3iに

とっ ては基 本 的 な業 務 で あ り、他 の会 社 との提携 、SOGREAH社

以 外 の資 本 参 加等 に よ リ ソ フ トウ エ ァの市 場拡 張 と技 術 力 の増強 をは

か り、 そ の開 発 に努 力 して い る。

ソ フ トウエ アの開発 の形 態 はつ ぎの とお りで あ る。

OS'OGREAHま た は他 の顧 客 の要求 に よって 開発 す る もの。

○ 顧 客 の 要 求 は な くと も、将 来 の需 要 に備 え て開 発 す る もの。

○ 前 二者 の中 間 に位 す る もの、 す なわ ち、顧 客 は シス テ ム開発 費 の

全 額 は 支 払 わ ない か わ りに、3iは 他 の顧 客へ そ れ を販 売 す る こと

が で きる。

3iの パ ッケ ー ジの一例 と して給 与 計 算 プ ログ ラ ムゼ ネ レ一 夕 ・パ

ッケ ー ジ ・ERIcnの 効 用 を説 明 す る と、 一般 に ブ ・グ ラム作 成

に は シス テ ム分析 、 プ・ グ ラム作 成 の過 程 が あ るが 、ERIcHを

使 用 す る と しな い とでは 、図2の よ うな差 が でて くる。

4
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パ ッケ ー ジ と して

販 売

図2給 与 計 算 プ ロ グ ラ ム の作 成 フ ロ ー

す な わ ち 、 一 般 の給 与 計 算 の95%は パ ッ ケー ジERIC皿 を 利

用 す る こ と が で き 、 こ の場 合 は プ ロ グ ラム の 作 成 が わ ず か15日 で 済

む と い う。.

ERIC皿 は 非 常 に 融 通 性 に 富 む プ ロ グ ラ ム な の で 、 こ れ を 利 用

で き な い特 殊 な給 与 計 算 は5%程 度 で あ ろ う と推 測 し て い る。 当 初 か

ら プ ・ グ ラ ム作 成 を 必 要 とす る場 合 、 一 般 に は 、3ヵ 月 を 要 す る で あ

ろ う。 この ほ か3iが 開 発 した プ ロ グ ラム ・パ ッ ケ ー ジ と して は つ ぎ

の よ う な もの が あ る が 、 比 較 的 プ ロ ッ タ ー を 使 用 した デ ザ イ ン関 係 の

ア プ リケ ー シ ョ ンが 多 い 。

OTrafficImputation

ODesignwithIsometricPerspective
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ODesignwithPerspective'

OPossibleCyclesforTrafficLights

OStudyofUrbainTraffic

ODesignofContourLines

OAutomaticalGradationofPatterns

OReproductionofAerialPhotographics

3iで 開 発 した ソ フ ト ウ エ ア ・パ ッケ ー ジは 、 顧 客 が 自身 の コ ン ピ

ュ ー タ で使 用 す る こ と も あ る が 、 大 部 分 は3iの コ ン ピ ュ ー タで 処 理

す る の で 、 プ ロ グ ラ ム の 使 用 料 と、 コ ン ピュ ー タの 使 用 料(時 間 貸 し)

と が 支 払 わ れ る。

な お 、 プ ロ グ ラ ム を 購 入 した 顧 客 は 自 身 の 目的 だ け に 用 い 、 第 三 者

に ま た貸 しを す る こ とは で き な い 。 これ は ソ フ ト ウ エ ア の 保 護 の 問 題

で も あ るが 契 約 書 に 記 入 さ れ て い る だ け で 、 保 護 に 対 す る 手 段 は と く

に な く、 顧 客 と の 信 用 に 依 存 す る だ け で あ る。

ソ フ ト ウ エ ア産 業 と して 、 ア メ リ カの 資 本 進 出 が い ち じる し く、 ヨ

ー ・ ッ パ連 合 を 早 急 に や ら な け れ ば
、 ま す ます ア メ リ カに 拾 くれ を と

る こ とは 明 らか で3iと し て も ヨ ー ・ ッ パ全 体 の 結 束 が 必 要 と思 うの

で 政 府 に も働 き か け て い る 。

IBMが 、 ハ ー ド ウ エ ア と ソ フ トウ エ ア の 価 格 を 分 離 した 新 政 策 は

3iに と っ て は 有 利 に な る で あ ろ う。

現 在 は 、 ハ ー ドウ エ ア ・ メ ー カ ーが 提 供 す る ソ フ ト ウエ ア は 不 十 分

で 役 に 立 た ず 、IBMの シ ス テ ム で さ え も手 を 加 え て 使 用 して い る状

況 で あ る。

3iは 一 級 の サ ー ビス を 心 が け て お り、 単 に 固 苦 しい パ ッ ケ ー ジだ

け で は な く、 顧 客 の 要 求 に 対 応 す る シ ス テ ム の サ ー ビス も行 な っ て い

る。

且
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(3)情 報 サ ー ビスに つ い て

データ ・バ ンクは 非 常 に難か しい問題 を含 ん で いるが 、3iと しては

法 律 に 関す る(条 文 を主 体 に一部 判例 を含 む)デ ー タ ・バ ンクに つ い

て近 い将来 自己開 発 を考 え て い る。 また、地 方公 共 団体 の た めに 、都

市 計画(と くに土木 工 事 関 係)に 必 要 なデ ータ ・バ ンク をつ くる構 想

を持 ってお り、 目下 それ に対 す る需要 につ い て パ リ市 こ マ ル セ イユ市

な どに打 診 して い る。

SOGREAH自 身 の デ ー タ ・バ ンク と して は、 最 も必 要 な科学 技

術 情報 の検 索 シス テ ムは、 マ ニュアル(手 作 業)の ものが1928年 に

は で き上 っ てお り、 以来 ず っ と活 用 さ れて きて い る。 それ は、現 在 に

おい て も何 ら不 便 を感 じな い し、 コン ピュ ー タに切換 え るに は多額 の

費 用 を要 す るの で、 今 の ところ コン ピュー タ化 は考 え て い ない。 とは

言 って も、10年 も先 に は、 デ ー タ ・ファ イルの需 要 も多 くな って く

る と思 われ るの で 、 コ ン ピュ ー タ化 を考 え るか も知 れ な い。

5参 考事項

(1)コ ン ビ ュ ー ・タ 構 成 図
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② フ ラ ンス に お け る オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス の 現 状

オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス に つ い て は、 リモ ー トバ ッ チ も含 め る と3i以

外 に 大 手 と して はIBM、CEMA、GE、STADが あ る が 、TSS

と し て はIBM、GE、STADな ど が サ ー ビス を し て い る 。 しか し、

オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス は ま だ フ ラ ンス では 始 ま っ た ば か り で あ り 、 需 要

も多 い の で過 当 競 争 して ユ ー ザ ー を取 ろ う とす る必 要 は な い と の こ とで

あ る。

TSSの サ ー ビス は 、 電 話 線 を 利 用 して 行 な わ れ る が 、 フ ラ ンス で は

MODEMさ え あれ ば 、 ど こ で も、 誰 で も使 用 す る こ とが 可 能 で あ る 。

しか し、 回 線 は 国 鉄 、 エ ー ル フ ラ ン ス な どの 大 企 業 は 専 用 回 線 を利 用 し

て お り 、 一 般 は 電 話 回 線 を 使 用 して い る 。

たY、 フ ラ ン ス の 電 話 事 情 は お くれ て お り、 電 話 な ど も設 置 に2ヵ 年

ほ ど か か る状 態 で あ る 。 ま た 、 法 律 上 の規 制 が あっ て 、 た とえ ば グル ノ

ー ブ ル と リー ル(ベ ル ゴ ー 国 境 の 町)と の間 は 回 線 を 直 結 で きず
、 パ リ

ー経 由 で な い と許 可 に な らな い
。 しか し、 情 報 化 時 代 に こ の よ う な状 態

で は 困 る の で、 い く らか は 融 通 性 を 認 め られ る よ う に な っ て い る 。

↑
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調 査 先

所 在 地

調査年月 日

面 接 者

調 査 者

情報産業の国際市場に進出する
コンサルタント会社

SEMA(METRAInternational)

35,BoulevardBruneparis14e・France

l969年10月31日

Mr.JacquesWeber,Directeur,Chefdu

DepartementServiceBureau

Mrs.MinePoyen

吉 田 、 石 本 、 上 田 、 平 原 、 臼 井 、 岡 田 、 宮 野

1概 要および所感

ヨ ー ロ ッ パ の情 報 産 業 の 雄 と して の 自負 心 と ま た 将 来 の 発 展 へ の 強 い 自

信 に 満 ち て い る。 業 務 の 範 囲 は 手 広 く、 総 体 と して この 会 社 の 事 業 を

"
managementconsultingandresearch"と 称 して い る。

METRAInternationalは 持 株 会 社 で 、 欧 州 各 地 に9つ の 子 会 社 を

持 っ て い る。SEMA(Societ・ed'EconomicetdeMathematiques

APPliq・6・ ・)は 、METRAI・t・ ・nati・n・1の 本 拠 地 フ ラ ンス の

子 会 社 で 、 実 際 に はSEMA-METRAInternationa1と い う 実

態 に あ る よ うに 見 受 け られ る 。

SEMAは コ ン サ ル テ ィ ング 会 社 と して 出発 し、 そ の後 情 報 産 業 へ進 出
ノ

した会社 で、現 在 そ の業務 は、 この両 分 野 にわ た って い る。現 在 の情 報 産

業 分 野 の業 務 の ウエ イ トをみ る と、 全 従 業 員1,800人 の うち情 報 産 業 分

野 の専 属 従事 者 は3割 弱 で あ るが 、 売上 げ で は、情報 産業 分 野 の売 上 げ が

6～7割 を 占め てい る。

情 報 産 業 分 野 の 中心 は 、 ソフ トウエ アの開 発販 売 と情報 処理 サ ー ビス で
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ある。

これ らの業 務 は 情報 事 業 部(Informatiqueappliq㎡ee)で 行 なわ

れ て お り、 ソ フ トウエ ア業 務 では 、 ソ フ トウエ アの受託 開 発 と ア プ リケー

シ ョ ンパ ッケ ー ジの開発 を、情 報 処理 サ ー ビス業 務 では、 ・ 一カル パ ッチ

・ と リモ ー トバ ッチに よる受託 処 理 サ ー ビス を行 な っ て お り、 ま た本 年 か ら

はTSSサ ー ビス を開 始 す る こ とに な って い る。情 報 事 業部 では 、 このほ

か"BodyShop"と 称 す る要 員派 遣 サ ー ビス も行 な ってい る。 なお 、

情報 事 業 部 の 全事 業 の うち情報 処理 サ ー ビス業 務 が 売 上高 で50%を 占め

て い るo

米国 企業 の ヨー ロッパ進 出 と これ との競 争 につ い て は、表 面 的 には極 め

て強 い 自信 を示 して い る。 「米 国 を含 む全 世 界がMETRAの 市場 で あ る」

と称 してお り、 自 らが す で に ワー ル ドエ ン ター プ ライ ズで あ る との 自信 を

持 って い る よ うに 見受 け られ る。 た だ し、TSSサ ー ビス につ い ては、 当

面 の 問題 と して は 、米 国 系 企業 との苦 しい競 争 を覚悟 してい る よ うに見受

け られ た。

日本 に対 しては 、過 去 に ソ フ トウ エア販 売 の実 績 が ある こ ともあっ て極

め て強 い 関心 を示 してい る。 訪 問 の相 手 方 の 一 人 で あ るMrs.M.Poyen

は、 昨 年来 日 して お り、 明年 には 再度 来 日の予定 との こ とで あ った。

2詳 論

2.1SEMAの 歴 史 と現 在 のMETRAグ ル ー プ

SEMAは 、 概 要 で触 れ た よ うに、 当 初 は コ ンサ ル テ ィ ン グ会 社 と し

て 、1957年 に設 立 され た。 そ の後 情 報産 業 分野 を含 め急 速 に業 務 『)

拡 大 を遂 げ て きたが、 フ ラ ンス の税 制 が小 規 模 企 業 に と くに有 利 な形 を

とっ てい た た め、 売上 け が 一 定規 模 以 上 に達 す る と企業 を分割 して 別会

社 を設 立 す る方式 を と り、68年 に は、 グル ープ企業 がSEMA,SIA

(Societed'lnformationApPhqu6e)な ど5社 に及 ん だ。 と こ
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う が 、68年 に 税 制 改 正 が 発 表 さ れ(69年 初 よ り適 用)、 大 企 業 と小

企 業 との 税 制 上 の扱 い の 格 差 が 廃 止 さ れ る こ と と な つ た た め 、68年9

月 に こ れ らの5社 が 合 併 し、 新 た にSEMAと い う一 会 社 と な っ た 。

METRAInternationa1は 、 これ もす で に述 べ た よ うに 、

SEMAグ ル ー プ の 国 際 的 な 持 株 会 社 で あ るが 、 同 社 の 子 会 社 は 、 現 在

フ ラ ンス1、 ベ ネ ル ック ス1、 西 ド イ ツ1、 イ タ リ ー2、 ス ペ イ ン2、

英 国2と ヨ ー ロ ッパ各 国 で9社 に お よん で い る 。

これ らの 子 会 社 に つ い て は 、 い ず れ もMETRAInternationa1

が 過 半 数 の 株 式 を保 有 し、 中 に は100%の 株 式 を保 有 して い る もの も

あ る。

子 会 社 の 一 覧 は つ ぎ の とお りで あ る。

フ フ ン ス

ベ ネ ル ッ ク ス

西 ド イ ツ

イ タ リ ー

ス ペ イ ン

英 国

2.2SEMAの 事 業

'SEMA

SOBEMAP(SociピtぜBelged/Economie

etdeMathematiquesApPliquざes)

DivoInstitut

METRAIndustria

SOMEA(Societe'perlaMathematiea

eI'EconomiaApPlicate)

METRASeis

SOFEMASA(Sociedadde

OrganijacionFormacionyMetodos

Aplicados,S.A)'

METRAConsultingGroupLimited

ServiceinInformatics&Analysis

Limited

SEMAは 、 現 在 の 同社 の活 動 分 野 をつ ぎの4部 門に大 別 して い る。
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す なわ ち、第1に は経 営 組 織 と経 営 管 理 の分 野 で あ り、第?に は 国土 計

画 、地 域 計 画 ま たは 都 市計 画 の分 野 で あ り、 第3に は コン ピュ ー タに よ

る情 報 処 理 の分 野 で あ り、第4に は マーケッティン グの分 野 で あ る。 そ し

てSEMAは 、 これ らの広 範 な分 野 の事 業 を遂 行 す るた め に、 つ ぎの5

つ の事 業 部(division)を 設 け て い る。

組 織 、管 理 事 業 部

工 業開 発 事 業 部

国 民経 済 、地域 経 済 事 業 部

情 報事 業 部

マ ーケ ッテ ィ ン グ事 業 部

SEMA(METRAInternational)の 顧 客 には 、単 に私 企業

や 民 間 の団 体 に と どま らず 、 多数 の政 府機 関 が 含 まれ てい る。

政府 機 関 と しては 、 フ ランス 、英 国 、 カ ナダ、西 ドイ ツ、 ス ペ イ ン等

の 中央 また は地 方 政 府 の機 関 が、 国 際 機 関 と しては 、世銀 、FAO、

WHO、OECD、EEC、 等 が顧 客 となっ てい る。 また私 企業 の うち

の主 要 な顧 客 と しては 、 まず米 国 以 外 の上位200巨 大 企業 の うちの

50社 が顧 客 に挙 げ られ(ル ノ ー、 フ ィ リップス、 シェル、 ネ ッス ル、

ICI、BP等)、 デ ュ ポ ン、GE、 シ ンガ ー、 ウェkチ ング ハ ウス等

の 米 国 の巨 大 企業 も顧 客 の 中 に挙 げ られ てい る。

と ころでSEMAの 事業 の うち、 今回 の調 査 の対 象 とな った情 報 産 業

関 係 の業 務 は 、情 報 事 業 部(InformatiqueApPliqu6e)で 行 なわ

れ てい る。

情報 事業 部 の 現在 の規 模 は 、 おお む ねつ ぎの とお りで ある。

職 員 数420人(う ち300人 は大学 以 上 の卒 業者)

売 上 高900万 米 ドル(約32億 円)(1969年)

設 置 コンCDC6600(2台)1963年 設 置
ヒ ュ 一 夕

CDC36001966年 設 置
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SEMENS4004/45(RCAのSPECTRA

70/45と 同型機)

なお、SEMA全 体 の 中に おけ る情 報 事業 部 の 位置 づけ をみ る と、職

員数 で は、 全職 員1,800入 の3割 弱 となっ て い るが、 売 上 げ高 では 全

売 上げ の6～7割 を 占 め る と説 明 され て い る。

つ ぎに情報 事 業 部 の業 務 の 内容 と、69年 にお け るそ れ ぞ れ の業 務 ご

との売 上 け 高 をみ る と、 つ ぎの とお りで あ る。

情報 処 理 サ 』 ビス1450万 ドル

[ソ フ トウ エ ア の 開 発 提 供350〃
そ の 他(DodyShop等)100〃

(注)bodyshopに つ い て は 「例 え ば 、 情 報 処 理 の た め の

bodyshOPに つhて い え ば 、"情 報 処 理 サ ー ビス"で は

情 報 処 理 全 体 にSEMAが 責 任 を持 つ の に 対 し、"body

shOPサ ー ビス"で は 一 定 の 能 力 を 持 つ 人 間 の 提 供 に の み

責 任 を持 つ 」 と説 明 して い る。 わ が 国 で 言 わ れ る要 員 派 遣

と考 え て 良 い だ ろ う。

つ ぎ に 、 これ らの 業 務 の う ち 「情 報 処 理 サ ー ビス 」 と

「ソ フ ト ウ エ ア の 開 発 提 供 」 に つ い て そ の 概 要 を み て み よ

う。

(1)情 報 処 理 サ ー ビス

情 報 事 業 部 に コ ン ピ ュ ー タ ・ ビュ ー ・ 一 が 設 け られ こ このCDC

6600、CDC3600、SEMENS4004/45を 開 い て ロ

ー カ ノじバ ッチ 方 式 お よび リモ ー トバ ッチ 方 式 に よ る情 報 処 理 サ ー ビス

を行 な っ て い る。

情 報 処 理 の 内 容 は 科 学 計 算 的 な もの が 多 く、 ま た 現 在 は ロ ー カル パ

ッチ 方 式 の 処 理 が 主 体 と な っ て い る。

リモ ー トバ ッ チ は 、 現 在 顧 客 に 設 置 さ れ た タ ー ミ ナ ル は7端 末 で あ
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る が 、 来 年 中 に は20端 末 に 増 加 す る 予 定 と の こ と で あ っ た 。 タ ー ミ

ナ ル は 、 「CRTデ ィ ス プ レ ー、 カ ー ド リー ダ、 ラ イ ン プ リン タ」 の

セ ッ トを原 則 と して い る との こ と で あ っ た 。

通 信 回 線 は 、4,800ボ ー の 専 用 回 線 を用 い 、 サ ー ビス エ リア と し

て は 、 お お む ね500㎞ 以 内 を予 定 して い る。 なte、 通 信 回 線 の利 用

に関 して は 、 「す べ て 良好 」 と の 回 答 で あ っ た 。

(2)ソ フ トウ エ ア の 開 発 提 供

極 め て広 範 囲 の ソ フ ト ウ エ ア 開 発 を 行 な い、 ま た 、 受 託 開 発 、 ア プ

リケ ー シ ョ ン パ ッ ケ ー ジ開 発 の 両 者 を 行 な っ て い る が 、 と くに 得 意 と

す る 分 野 は 、 統 計 解 析 、 公 共 事 業 分 野 の ソ フ トウ エ ア で あ る との こ と

で あっ た 。

これ ま で にSEMAが 開 発 し た ソ フ トウ エ ア の う ち い くつ か の もの、

例 え ば 、OPHELIE皿(リ ニ ア ・ プ ロ グ ラ ミ ン グの ソ フ トウエ

ア で、 投 資 計 画 等 の た め に 利 用 し うる現 在 世 界 最 大 の プ ロ グ ラ ム)な

どは 世 界 中 に 売 れ て い る との こ と で あ っ た 。

ま た 、 これ ま で に 日本 に 対 して も、OPHELIEI(LPプ ロ

グ ラ ム)を 某 総 合 商 社 に 、CONCORD(PERTに 類 似 した ス ケ

ジ ュ ー リ ン グ の プ ロ グ ラ ム)を 某 ソ フ トウ エ ア 会 社 に 売 っ て い る との

こ と で あ っ た 。

ぺ

2.ろ 将来 の 展 望

現 在SEMAが 行 なっ て い る事 業 の うち将 来 最 も伸長 が著 しいのは ソ

フ トウエアの 開発 提供 の事 業 で あろ うとの こ とで あった。 ま た、 これ と

同 時 に 、SEMAは 来 年 か ら本 格 的kTSSサ ー ビス の開始 を予定 して

お り、TSS部 門 の急速 な 伸長 に太 きk期 待 を か け てい る。 なお、

TSSサ ー ビスは 電 話 回 線 を用 い て行 な う予定 で 、電 話 回線 の使 用 には

特 別 の障害 は な い との こ とで あっ た。 なお、情 報 処理 サ ー ビス の将来 に

`



一391 一

つ い て、SEMAは 、 ロー カル バ ッチ、 リモ ー トバ ッチ、TSSな どが

総合 化 され た、 い わ ば百 貨店 的 な サ ー ビス提 供 が将 来 の姿 に な る と考 え

てい る模様 であ った 。

TSSの 将 来 、 と くに米 国 系 企 業 との競争 の見通 しに つ いて は、 か な

り突込 ん だ質問 を試 み た が、 この論 議 の過 程 で得 られ たSEMAの 考 え

方 の要 点 は つ ぎの ごと き もの で あ った。

①TSSの 将 来 需 要 は極 め て大 きい。(当 初 、electriccleaner

の ご と く広 く普 及 す る で あろ うと表 現 した が 、論 議 の過程 で これ を訂

正 し、 フ ランス に お い て も遠 くな い将 来 数 千 の ユ ー ザ ーを確 保 す る こ

とは 容易 と表 現 して い る。)

② 通 信 回線 コス トが将 来TSS普 及 の障 害 に な る と考 え るの は適 当 で

ない。(距 離 の問題 に つ い て も、lo年 の レ イ ン ジで将来 を考 え れば 、

サ テ ライ ト通 信 に よ り、 安 価 な デ ー タ伝送 が 可能 に な る。)

③ 米国 系 企業 との 競争 に つ いて は 、SEMAは これ に十 分対 抗 し うる

と考 え て い る。(当 初 は、 そ れ ぞ れ サ ー ビス には特 性 が あ り、 特 別 に

問題 とす る ことは な い、 との表 現 で あった が 、論議 の過程 でや や ニュ

ア ンス をか え、例 えば 、5,000のTSSユ ーザ ーが あれ ば10社 の

企 業 が 十 分 成 立 し う るの で、 わ れわ れは心 配 して い な い との表 現 を

行 なって い た。)

]
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ろ.資 料

SEMAが 売出し中の主要ソフ トウエアー覧

OPHELIE Il

06finition

OPHELIEIIestlecodcdeprogrammation

lin6・i・el・plu・ ÷van・6・t1・plu・puissant

actuellementd1§ponible.D6velopp6parlaSIAa

partird'皿epremiさreversion-OPHELIEI-ilest

largementutilis6sur1'ordinateurCDC6600dela

SIA.

OPHELIEIItraiteetr6soudrapidcmentde

trさsgrandsmodさles.Unlangagedecommandes

permetら1'utilisateurdeconstruiresonpropre

systemedefagonmodulaire.Dessous-programmes

enFORTRANpeuventetreincorpor6s.Des

possibilit6sdedialoguecntreOPHELIEIIet

l'utilisateursontincorpor6es.

D'autrespossibilit6stellesqueleg6n6rateurde

matricesetleg6n6rateurderapPortssimplifientle

travaildepr{≦parationdcsdonn(…esetd'interpr(…tation

desr6sultats,etr6duisentIetempsquis'6coule

entrelad6丘nitionduproblさmeetladisponibilit6

desr6sultats.

輪

t
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Domaines

d'applications

Gestionoptimaled'unit6sdeproduction.

Distributionettransport.

Choixdesinvestissementslesplusint6ressants.

D6terminationdelacompositionoptimalede

m61anges.

LOcalisationd'usinesetded6pδts.

Minimisationdespertes(papiers,aciers).
Gestiondesportefeuilles,s61ectiondesprets.

ChoixdesupPortspublicitaircs.

Optimisationdesstructuresdeg6niecivil

(calculdelarupturedesf`)ndationssurpieux_)・

Etc.

●
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CONCORD
4

CONCORD-conceptionetcoordinationde1'ordonnancement

D6finition

CONCORDcstun'cnscmbledeprogrammes

ayantpourobjetdcfaciliterlaplani丘cationct

l'ordonnancemcntd'cnscmblcscomplexes.

CONCORD6tablitlecalendrierdesdiff6rentes

tachcs(lcd6butauplustδt,1afinauplustard,1a

margelibre,lamargetotale),et6quilibre1'cmploi

desmoyenspendant1'ex6cution(moycnscnhommes,

Cnmat6riClOuCntr6SOrCrie.)

CONCORDtientcomptedetoμtesIes

modificationsquipeuventsurvcnirpendant

1'ex6cutionduprojctetticntajourleplanningd'une
fagonsimplectrapide.

Ainsi,ilestposgibledesupprimercertaines

taches,dercculerladatcded6partd'unplanning,

dechangerdcscontraintcs,d'cnajoutcroud'en
supprimcrd'autrcsalasuitedcspremicrsr6sultats

obtenusoud'uneinfbrmationcomp16mentaire

intervenueentretemps,etplusg6n6ralementen

coursd'(…volutiondupr()jet・

A
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AppeEcatiens

CONCORDestutilis6notammentpour:

laconstructiondevastescnsembles,b合timents,

autoroutes,a6roports,usines,rafEneries,avions・

batcaux...・

1espr()jetsderecherchespatiale,.tt

lestravauxd'entretien,"t・

lesop6rationsadministratives・

♪

,肯
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MILORD
4

MILORD-programmed'ordonnancementavec'limitation

des「eSSOU「ces

D6finition

MILORDoptimisel'cmploidesrcssources

n6ccssairesらlar《5alisationd'unprojetdontles

tachessontsoumises,parailleurs,らdcscontraintcs

temporelles・

Domaines

d'applications

Constructiond'unbarrageaufildel'eau

61aborationd'unplanningtenantcomptcdela

capacit6deproductionmaximaledelacentraleら

b6tontoutenassurantunecourbedechargeaussi

r6guliさrequepossiblcdel'atclicrdcco冊agectdes

6quipesdeferraillageetdeb《 …tonnage・

Travauxd'entretien=

dansunespacer6duit,commentfairesesucc6der

lessp6cialistesdediversescorl)orationspourr6aliser

uneop6rationd'entretiendanslesmeilleursd61ais.

Bureauxd'6tudes=

61aborationduplanningd'unensembled'6tudcs

portantsurdiff6rcntspr()jets,plusoumoinsurgents・

quiticnnecomptedunombrelimit6d'ing6nieurs,

deprcjeteurs_disponibles・

},
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MIMMIC
●

061Finition●
MIMICcstunlangagedeslmulationdcs

・systさmescontinus .Detelssystemessontd6crits

pardes6quationsdiff6rentiellesdanslesquelles,le

tempsestg6n6ralemeritlavariableind6pendante.

EnparticulierIessystemes6tudi6ssontd6crits,

enlangageMIMIC,parunensemblederelations

alg6briques;MIMICpermet6galementd'exprimer

dcsrelationslogiquespours61ectionnerlaoules

relationsalg《 …briquesaprendrelen・consid6rat五 〇n. 亀

Applioations

'

MIMICestutilis6dans1'Engiheering,la

Physiquc,
,laChimie,laBiologie,.1'Economieetla

rechercheop6rationnelle,chaquefbisquelessystさmes

physiquesλconsid6rercomportcntdes6quations

diff6rentiellesouint6grales.

Detelssystemesserencontrentparexemple,

lorsqu'on6tudielecomportement:

・d'unsystemcd'arretdesaviOnsatterrissantsur

unportc-avlons,

・d'unr6acteurnuc16aireenr6gimetransitoire,

●decircuits61ectroniques,

●dumouvementdessoupapesdanslesmoteurs.

MIMICtrouvcaussidenombreusesapplications

dans:

lar《 ≦solutiondcs《5quationsdiff6rentiellesnon

lin《≦aircs,

1ar6solutiondcs6quationsint6gralesetint《 ≦gro-

diff6rentielles.
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BUDG.ET
4

06fini1Lion
BUDGETestunlangagesp6cialis6pourla

pr6visionetlecontrδlebudg(…tairequipermetaux

responsablesfinancicrsdes'affranchir・descalculsct

de・lapr《 …sentationdcsr(5sultats・ ・ ∴

APplications
φ CalculdeBudget;ユeBudget6tantd6fini

d'unefaContres96n6rale・commcunepr()jection

dansl'averiirdesactivitesdeJ'entrepriscexprim6e

enfrancspouruneP6riode-』dorin(…e・-』 ・"・.

Ainsi .BUDGETperm嘩t ,dccalculerngtamrnent:

-LeBudgct
.anhUel,',

-Les'sous-chscmbles'qUile(iOhstitUent'(Ex-

ploitation,Hors-Exploitation,InvcstisseMents,'Plan

dcTr6sorerie,ctc_)

-LesPlans
.h.moyelltermectc…

CestravauxpCuventconcerncrPeIltrcprise(…tu-

di6cdanssoncnse"mblc,oubicncommePdεmcntd'un

groupe(Budgctsconsolid6s),oubicncommela
sommcdeccntresdcresponsabilit6(Budgcts
analytiqUeS).
BUDGETestaussiunoutilparticulierement

bicnadapt6pourcontr△lercncoursd'exercicelcs

r6alisatiohs,dEgagcrlesecarts,recalerles

pr6visionssurlesdernicrschiffresreelscolll!us・

{
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[
3D

D6finit【ion

3Destunprogrammedecalculdcsossaturcs

r6ticul6esplanesouspatiales・

3Drechcrchepar,14m6thodedesd6f()rmations

lesd6placementsdesn(£uds,leseffortsdansles

barresetlesr6actionsd'apPuisdansuncstructure・

Domaines

口 叩lioations

■

Ossaturesr6ticu16esplanesouspatiales:

lstructureplanccharg6edanssonplan,

.structureplane・chargeeperpendiculairementa

sonplan,

structuretridimensionnellecharg6edans

l'espace.

・4

A

Plusg6n6ralement3Ds'apPliqueaux

structurescontinuesd6compos6esenr6seauxde
ロノ

poutrescrolsees・
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ECA・P
亀

Oefini1二ion

ECAPpermetder6soudrclaplupartdes

problさmcsd'analysedecircuits61ectroniquesetaide

えlaconccptiondctelscircuits・

Avantages

1.ECAPnen6ccssiteaucune60nnaissance

pr6alableenprogrammation・'

2.ECAPpermetd'6tudieraussibiendes

circuitsactifsquepassifs,dcscircuitslin6airesque

nOnlin6aireS.

3.ECAPestexploit6surCDC6600delaSIA,

ordinateurtrさspuissant,quiassurea1'utilisateur

cfHcacit6etrentabilite.

1

4
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DAPHNE

Definition
DAPHNEestunlangagesp6cialis6pourle

d6pouillementd'enquetesctl'analysedefichicrs;

ilpermetlamisecn㏄uvredesop6rations

eSSentiCllCSSUiVanteS:

prisecncharged'unouplusieursfichicrscontenant

lesdonn6es,

transformation6ventuelledel'information

contenuedanslefichier,graceらdcsop6rations

arithm6tiquesetlogiques,dcss61cctions,des

groupcments-decode,desconditions,etc_

Stockage,enm6moireducalculateur,destablcaux

obtenusparcroisemcntd'informations,et6dition

agr6ableetvari6e(valeursbrutesetpourcentages)de
cestableaux.

惰

・
へ

Domaines

d'applioallions
DAPHNEestutilis6dansdenombreuxdomainesde

l'aCtiVit66COnOmiqUeCtnOtammenti

1

2

3

4
▲
民
」
6

吟
1

8

Etudesdemarch6etd'opinion.

Urbanisme.

Etudesdutraficurbain.

Analysedesventes・

Statistiquessurpanclsdeconsommation・ ,

Statistiquesm6dicales(parcxemplcanalysedu

coiltd'unejourn6ed'hδpital)・

Statistiquesagricoles・

Statistiqucssurfichiersderecensement.
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コンサルティング業 務 をバ ックとした

情報処理会社

⑨

調 査 先

所 在 地

調査年月日

面 接 者

調 査 者

CEGOSInformatique(CEGOS)

91RulJean-Jaures,92-Puteaux,Paris,

France

1969年10月31日

Mr・RobertPaya,Dire'ctor

Mr.DavidRocheman

吉 田 、 宮 野 、 石 本 、 上 田 、 平 原 、 岡 田 、 臼 井

1概 要および所感

CEGOS-Informatique(CI)は 、 す で に コ ン サ ル テ ィ ン グ分

野 で 、50年 の 歴 史 と経 験 を も つCEGOSManagementConsulting

グ ル ー プ の 一 部 門 で 、 フ ラ ンス 市 場 に お い て は 、 情 報 産 業 分 野 で最 大 の 力

を もつSEMAの 有 力 な競 争 相 手 で あ り、 か つ 、 ヨ ー ロ ッ パ各 国 に 支 店 を

設 置 して 、 そ の 活 動 範 囲 を拡 大 して い る。

今 やCEGOSコ ン ツ ェ ル ン の な か で も、 最 も成 長 株 で 、CEGOS全

体 の 年 間 伸 び 率25%に 対 し、CIは40%の 高 水 準 に あb、 雇 庸 人 員 も

7年 前 の45～50名 か ら、 現 在400名 に 急 増 し、CEGOS全 体

1,100名 の う ち36%を 占 め る に 至 っ た。

ま た 、 年 間 売b上 げ に つ い て み て も 、CEGOS全 体 の 年 間 売b上 げ

1,800万 ドル(64億8,000万 円)に 対 し、CIの そ れ は 約400

万 ドル(14億4,000万 円)と 高 い シ ェ ァ ー を 占 め て い る 。

CIの 現 在 の業 務 は 、 ソ フ トウ エ ア の 開 発 、 シス テ ムデ ザ イ ンの 開 発 、

サ ー ビス ビ ュ ー ロ と多 岐 に わ た り、CEGOSの 長 年 の コ ン サ ル テ ィ ン

●
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グ会 社 と して の 巾広 い コン タ ク トを利 用 して 、取 引会 社 は非 常 に多 い。 また、

お 客 の 中か ら米 国 そ の 他 へ の 研 究 視 察 団 の 編 成 、 派遣 や、 プ ・グ ラム研

修 な ど も行 な っ て い る。

将 来 の計 画 と して70年 に は パ リ地 区 を対 象 と したTSSサ ー ビス を考 え

てい る。発 足 当 初 は32の タ ー ミナ ル(コ ン セ ン トレ 一 夕は1つ)'を 予定 し、

将 来 ター ミナ ルの 数 は256(コ ンセ ン トレー タは8つ)に 拡 大 も可 能 とい

って い る。 また 将 来 の業務 拡 大 につ い ては 、 シス テ ムデ ザ イ ンの設計 、 計算

セ ン ターの業 務 量 が 拡 大 す る もの と予想 して い る。CIは 、 前述 の とお り、

CEGOSの コ ンサ ル テ ィ ング業 務 の経 験 を土 台 と して発 展 して きた ことか

ら経 営 コ ンサ ル タ ン ト業務 の 一環 と して、顧 客 との コ ネをつ くり、 この中 で、

情 報 の処理 業 務 を行 な うよ うに なった。 この た め 、CIの 歴 史 は 比較 的 浅 く、

7年 を経過 した にす ぎない。

しか し、 この分 野 へ の力 の 入 れ よ うは大変 な もの でSEMAを 追 い こせ と

の 目標 で非常 に活 発 な動 きを示 してい る。 と くに 、 客 に対 す るサ ー ビス部 門

に特 長 が あっ て、2ヵ 月 ご とに"BulletinCEGOSInformatique"

を発 刊 して、 情 報 産 業 分 野 の世界 の動 きを発表 した り、米 国 へ の研 究視 察 団

を組 織 して、実 際 の コン ピュ ー タ利 用 を 見学 す る な どの活 動 は 、他 の この種

業者 で はみ られ な い動 きで あ る。本 件 に つ い ては 、会 議 の後半 に明年 日本 視

察 に つ い ての参 考 意 見 と、JIPDECへ の協 力方 に つ い て話 が 出た こ とは 、

如何 に も、CIの 面 目躍 如 た る もの で あ った。
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2詳 論

2.1組 織 と活 動 状 況

▲

」

DCF

(経 営 指導研究部)

(55名)

DEP

(プ ロ グ ラ ミン グ

研 究 部)

(165名)

(400名)

DAE

(コ ン ピ ュ ー タ

研 究 部)

(180名)

図1 CEGOS-Informatiqus組 織 図

ハ
、

2.L1経 営 指 導 研 究 部 の 業 務

CIは3つ の 部 を も っ て い る 。

DCFはDivisionConseilsetFormationの 略 で あ る 。

主 な 業 務 は 、 リア ル タ イ ム、 タ イ ム シ ェ ア リン グな ど のEDPを 利

用 して 経 営 コ ン サ ル テ ィ ン グ業 務 を 行 な う部 で 、 現 在 大 学 卒55名

の 技 術 者 が 所 属 して い る 。

この ほ か の 業 務 と して 、 ト ッ プ セ ミナ ー、 企 業 内 ま た は 企 業 間 で

の 各 種 実 習(6ヵ 月 研 修)、 シ ス テ ム ア ナ リ シス 方 法 の 習 得 な どに

関 す る特 別 コ ー ス の 開 催 に よ り、 企 業 管 理 の 改 善 、 向 上 を は か っ て

お り、 年 間1,500名 を 養 成 し、 こ の ほ か1,000名 の も の が 、 す

で に 自 分 の 企 業 に も どっ てEDP分 野 で働 い て い る。



一406一

ま た 、1963年 以 来 ヨ ー ロ ッパ 内 の100企 業 を対 象 に 、 調 査

団 を組 織 して米 国 情 報 産 業 の 実 態 研 究 を行kっ て き た 。 ま た 、2カ

月 に1回 ブ レ テ ィ ン を発 行 してPR活 動 を行 な っ て い る 。

も う一 つ の 業 務 は 、 企 業 内 に お け る情 報 化 を導 入 、 ま た は 拡 大 す

るた め に 、 よ り よ い シ ス テ ムの 導 入 、 企 業 の直 面 した 問 題 へ の 適 当

な解 決 策 の 研 究 、 シ ス テ ム的 考 察 と シ ス テ ム化 へ の 達 成 へ の 援 助 を

行 な う こ と で あ る 。

こ う して 設 計 さ れ た シ ス テ ム は 、DEPに ま わ さ れ て 、 ア プ リ ケ

ー シ ョ ン 、 ソ フ トウ エ ア の 開 発 を 行 な っ た り 、 ま た は 、DAEに 移

管 され て 計 算 され る 場 合 も あ る。

2.1.2プ ロ グ ラ ミン グ研 究 部 の 業 務

DEPは 、 プ ロ グ ラ ム の 研 究 開 発 部 門 で、DivisionEtudes

etProgra㎜ationの 略 で あ る。 現 在 、 約165名 のIE、 ア ナ

リス ト、 プ ロ グ ラ マ ー が 所 属 し、 ア プ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ ト ウ エ ア

の 開 発 を 行 な っ て き た が 、 近 く、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム、 コ

ン パ イ ラ な ど の ソ フ ト ウ エ ア の 開 発 に つ い て も着 手 す る予 定 で あ

る 。

軍 事 、 気 象 、 海 上 お よ び プ ・ セ ス コ ン トロ ー ル の ソ フ ト ウ エ ア の

開 発 は 、 現 在 行 な っ て い な い が 、 こ れ は 、 これ ら の 分 野 の 専 門 家 が

い な い た め で 、 専 門 家 が 育 ち 次 第 ス タ ー トす る 方 針 の よ うで あ る。

ソ フ トウ エ ア の 開 発 を 依 頼 さ れ た 企 業 に 対 して は 、 そ の 企 業 内 に

お け るEDP研 究 の た め に エ ン ジ ニ ア を 派 遣 した り、 継 続 的 に 各 種

プ ・ グ ラ ム言 語 の 教 授 、 オ ペ レ ー タの 教 育 な ど各 種 の サ ー ビス を 行

な い 、 完 全 な サ ー ビス 体 制 を とっ て い る。

2.1.3コ ン ピ ュ ー タ研 究 部 の 業 務

DAEは 、CIの コ ン ピ ュ ー タ部 門 で 、Division

AppいcationsExploitationの 略 で あ る。



b

匂

メ

、

一407一

現 在 約180名 が 所 属 し、.CIの コ ン ピ ュ ー タの 管 理 、 計 算 お よび

ソ フ ト ウ ェ ア ・ パ ッ ケ ー ジを 作 成 して お り、 ま た 外 部 に対 す る サ ー

ビス ビ ュ ー ・的 業 務 も行 な っ て い る。 配 属 さ れ て い る も の はIE、 ア

ナ ラ イ ザ ー 、 プ ロ グ ラ マ ー、 オ ペ レ ー タな ど で あ る 。 こ の 部 門 は 、 各

種 計 算 機 、 周 辺 機 器 を も っ て 、 計 算 セ ン タ ー と して機 能 で き る 体 制 に

あ り、 ま た 各 種 の パ ッ ケ ー ジ プ ロ グ ラ ム、 世 論 調 査 、POGOSと い

う会 計 処 理 プ ロ グ ラ ム な ど の 開 発 を行 な い、 サ ー ビス の 体 制 を と と の

え て い る。

す な わ ち、 コ ン ピ ュ ー タ を 持 た な い 客 か ら依 頼 さ れ た 業 務 の な か に

は 、 ま ずDCFで シ ス テ ム を 設 計 し、 そ れ を うけ てDAE部 門 が プ ロ

グ ラ ム を組 み 、 手 持 ち の コ ン ピ ュ ー タを 使 用 し て処 理 サ ー ビス を 行 な

っ て い る。 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ を持 っ て い る 企 業 に対 して も、 情 報 の

複 雑 性 、 量 、 時 間 の 関 係 で 、 企 業 内 の コ ン ピ ュ ー タ で処 理 で き な い 受

託 業 務 も引 受 け て 行 な っ て い る 。kk-、DAEが 所 有 す る コ ン ピュ ー

タ は つ ぎ の3種 で あ る。

IBM360/65

1BM360/30

UNIVACl108

21.43部 門 の 業 務 の 流 れ

な お 、 前 記3部 門 の 業 務 上 の 関 係 を 図解 す る と、 つ ぎ の とお り で あ

る。

z、

1シ ス テ 鍔

,ン)(プ ・ グ … グ)

図2仕 事 の流 れ (プ ロ グ ラ ミ ン グお よび 計 算)
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.(1)得 意 先 が シ ス テ ム ・デ ザ イ ンを 依 頼DCFに コ ン タ ク

ト

こ の ほ か

○ プ ロ グ ラ ミ ン グを 依 頼 す る場 合 －DEPへ 移 牒(得 意 先 は 自

分 の コ ン ピ ュ ー タを 持 っ て い る。)

○ プ ロ グ ラ ミ ン グ と コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ を依 頼 す る場 合 －

DAPへ 移 牒 。

(2)得 意 先 が プ ロ グ ラ ミン グ の み を依 頼 す る場 合 －DEPに コ ン タ

ク トo

(3)得 意 先 が ア ナ リス トの 派 遣 を 依 頼 す る場 合 －DEPに コ ン タ ク

ト0

2.2営 業 状 況

上 記 部 門 の営 業 状 況 は 、 つ ぎ の とお りで あ る 。

68年9月1日 ～69年9月 ～

69年7月1日70年7月 の 見 通 し

(1000N.F.)(1000N.F.)

DCF6,000

(3億8,900万 円)

DEP7,300

(4億6,800万 円)

DAE7,250

(4億6,600万 円)

パ ッ ケ ー ジ400

(2,600万 円)

計 約21,000

(13億6,100万 円)

7,500

(4億8,200万 円)

9,500

(6億1,600万 円)

28,000

(18億1,500万 円)

φ

1
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同 社 では 、 毎年40%の 伸 び を想 定 してお り、上 記 の3部 門の うち、

DEP、DAEの 伸 びがDCFを 上 回 り伸 長 す る もの とみ て い る。 しか

し、現 在 まだ 行 なっ てい な い プ ロセス コン トロールや軍 事 関 係 へ の業 務

拡 充が 実 施 され る場 合 に は、DCFの 伸 び も現 在以 上 に 期待 で きる と し

てい る。

また 同社 の コ ン ピュ ー タ ・サ ー ビス の分野 は 、事 務計 算 が主 体 で、科

学 計 算 の割 合 は可 成 り少 な い。 この理 由 と して は、CEGOSの コン サ

ル テ ィ ン グ業 務 を通 じて 、 マネ ー ジ メ ン ト分 野 に深 い経 験 を もち、 事務

計算 部 門か らス ター トした ため で ある。

喝

》

2、5TSSの 実 施

1970年 に同社 は米 国 のTYMSHREInc,と 共 同 で 合弁 会 社

を設 立 し、SDS940に よってTSSサ ー ビス を開始 す る予定 で あ る。

この合弁 会 社 はCIが 株 の大半 を しめ、 ま たス タ ッフはCIか ら若 干 名

を派 遣 す るほ か 、 大半 は 米 国 で教 育 を うけ た フ ラ ンス人 を 中心 に活 動 を

行 な う予定 で あ る。

ス ター ト当初 の ター ミナ ルは32で 、す で に パ リ地 区 で40社 の 申 し

こみ が ある。 将 来 は需 要 に応 じて規 模 を拡張 す る方針 で ある。 当初 は コ

ン セ ン トレ ー タ1台(端 末機32台 ま で)で あ るが 、8台 まで増設 可能

で、 タ ー ミナル も最 大256に 拡 大 す る こ とが で きる。 会話 形 言語 は

FORTRANとBasicで あ る。 使用 回 線 は リース トライ ンで、 ス ピ

ー ドは2400ボ ーを予 定 してい る。 また、 サ ンフ ラ ン シス コを中継 地

と して、 テ レス タに よる通 信 も計 画 の中 に入 っ てい る。

2.4オ ン ラ イ ン ・サ ー ビ ス

DAEに 所 属 す る コ ン ピ ュ ー タに よ り70年 か ら リモ ー トバ ッ チ シ ス

テ ム に よ る オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス を開 始 す る計 画 で あ る 。
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2.5プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジ

同 社 の リス ク で 各 種 の プ ・ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ を作 り・ 主 と して 大 会

社 に 対 して 信 用 ベ ー ス で 販 売 して い る。 パ ッ ケ ー ジの 転 売 防 止 に つ い て

は 、 パ ッケ ー ジ の 販 売 先 を信 頼 し て と くに 対 策 は 講 じて い な い。

な お 、 同社 の 開 発 し た パ ッ ケ ー ジ ・ ソ フ トウ エ ア に は つ ぎ の も の が あ

る。

(1)CORUA

(2)GAEL

(3)PORTOS

(4)PROMPT

5参 考 事 項

PERTの 手 法 を利 用 して一 つ の プ ・ ジェク トに

か か る費 用 を計 算 し、手 形 の支 払 期 日、 そ の損 得

な どを計 算 、監視 す る。

中規模 企業 の簿 記計 算 プ ログ ラ ム

カ ー ド整理 、 フ ァ イル操 作 の た め の プ ・グ ラ ム

研 究 ・開 発 の計画 、 日程 、 進捗 状 況 の監 視、 指 示

の プ ログ ラム。

(米 国ARIESCo・ か ら導 入)

5.1CEGOSManagementConsultingに つ い て

1926年 に マ ネ ー ジ メ ン トコ ンサ ル タ ン ト会 社 と して 設 立 さ れ 、 現

在1,100名 の 常 傭 の 従 業 員 を か か え 、 う ち約.400名 が コ ン サ ル タ ン

ト ・マ ネ ー ジャ ーで あ る。1969年 の 総 売 上 高 は1,800万 ドル に 上

り、 過 去5カ 年 間 の平 均 伸 び 率 は25%と 高 水 準 に あっ た 。

(1)各 局 の 下 に は 、 サ ー ベ イ グ ル ー プが あ っ て ・ 問 題 ご とに こ の サ ー ベ

イ グ ル ー プに 業 務 の 実 施 方 を依 頼 す る 。 た とえ ば ア ン ケ ー ト、 通 信 業

務 な ど あ る業 務 を 推 進 して ゆ くに 必 要 欠 くべ か ら ざ る もの を 依 頼 す る 。

但 し、 この サ ー ベ イ グ ル ー ブ は 独 立 採 算 制 で 、GEGOSの 業 務 以 外

に も他 の 会 社 の こ の 種 業 務 を ひ き うけ て い る。 ま た、CEGOS側 も

必 ず し も こ の サ ー ベ イ グ ル ー プ に この 種 業 務 を依 頼 す る とは 限 ら な い 。

●

♪̂

£
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しか し、 両 社 の 関 係 は 密 で あ る の で 、 全 く他 の グル ー プ と同 列 関 係 に

は な い よ うで あ る 。 な お 、 この 種 サ ー ベ イ グ ル ー プ に 業 務 を依 頼 して

プ ロ ジ エ ク'ト チ ー ム を編 成 し た と き の 長 は 、 局 の 中 の 担 当 者 が あた る

こ と に な っ て い る 。

.(2)局 に 属 す る もの が 合 計1,100入 で 、 この う ち、 コ ン サ ル タ ン トお

よび マ ネ ー ジ ャー が400人 、 そ の他 が700名 で あ る 。

(3)合 併 問 題 の コ ン サ ル タ ン トは 重 役 会 直 属 の4名 の 者 が あ た る こ と に

な っ て い る 。

な お 、CEGOSの 得 意 先 は 、 産 業 界 の 全 般 に わ た り、 ま た 、 保 険 、

銀 行 な ど の 金 融 部 門 、 小 売 流 通 部 門 、 航 空 運 輸 部 門 、 公 共 事 業 部 門 、

サ ー ビス 部 門 、 そ れ に 官 公 庁 、 国 際機 関 な ど非 常 に 多 くの 分 野 に わ た

っ て い る0

5.2CEGOSの 海 外 支 店

CEGOSは 現 在 フ ラ ンス以 外 に 、 ベ ル ギ ー(ブ ラ ッ セ ル 、 ベ ネ ル ッ

ク ス3カ 国 を カバ ー)、 イ タ リア(ミ ラ ノ)、'ポ ル トガ ル(リ ス ボ ン)、

ス ペ イ ン(マ ド リ ッ ド)に 支 店 を もっ て い る。・ま た、 米 国 ニ ュ ー ヨ ー ク

に は 、 米 国 のCaseCo.と の 合 併 会 社CEGOS-CASECo。 を 設

立 し、 マ ー ケ ッ テ ィ ング と コ ン サ ル タ ン トを 中 心 に業 務 を行 な っ て い る 。

ま た 、 最 近 西 独 にCEGOS-Informatiqueに 直 属 し、 情 報 処 理

産 業 を行 な う部 門 を 設 立 した 。

な お 、 以 上 の ほ か 、 マ ー ケ ッ ト リサ ー チ ・の協 力 会 社 と して 、 ベ ル ギ ー 、

フ ィ ン ラ ン ド、 西 ドイ ツ、 イ タ リア 、 オ ラ ン ダ、 ス ウ ェ ー デ ン、 英 国 の

7カ 国 に あ るMakrotest社 と ネ ッ ト ワ ー ク を組 ん で い る。

`
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C・mp・g・i・lint・rnati・nalP・u・1'1・f・ ・m・tique

(CII)

68,RoutedeVersailles78
,1、ouveciennes,

France

1969年11月3日

Mr.HenriPeyroles,DirecteurdesAffaires

Internationales

Mr.JeanGaudfernan,DirecteurdesPlanset

desProgra㎜es

Mr.PhilippeGutman,ManagerMarketPlanning

Mr.FrancoisSalle,DirecteurAdjointdes

EtudesetdesRecherches'

吉 田 、 宮 野 、 石 本 、 上 田 、 臼 井 、 岡 田 、 平 原

概 要 お よ び 所 感

CII(CompagnieInternationalpourl'Informatique)は

1966年 フ ラ ンス 政 府 の情 報 産 業 育 成 計 画 に よっ て 従 来 のSEAとCAE

が 合 併 さ れ た 製 造 販 売 会 社 で あ る。 資 本 金 は8,100万 フ ラ ン で 、 従 業 員

約4,50,0人 、1968年 の 総 売 上 高 は 約3億5'千 万 フ ラ ン、1969年

は4～5億 フ ラ ン を 予 定 して い る。

工 場 はLoveciens,LesOays,Toulous'e
.の3工 場 を持 ち 、 科 学 用

3機 種 、汎 用2機 種(開 発 中 を 含 む)を 製 造 し て お り、TOulOuse工 場

は 最 近 完 成 した 近 代 的 設 備 の モ デ ル 工 場 で あ る。

ソ フ トウ エ ア部 門 は 製 造 機 種 用 の ベ ー シ ック ・ソ フ ト ウエ ア の 開 発 に 当
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って お・り、 コ ンパ イ ラベ ース の オ ペ レーテ ィング ・シス テ ム、 ユーティリテ

ィ ・プ ログ ラム類 の 開発 を行 なっ てい る。

ベル サ イ ユの 事 務所 内 に計 算 セ ン ターが あ り、7セ ッ トの コ ン ピュー タ

が 設置 され て い るが、 これ らの マ シ ンは 、 自社 内 の ソフ トウエ ア開発作 業

とユ ーザ ーの サ ポ ー ト用 として使 用 され て お り、 デ ー タプ ロセ シン グ ・サ

ー ビスは 行 なっ て い ない。

以 上 がCIIの 概要 で あ るが 、米国 勢 に対 し巻 返 え しをは か る フランス

政府 の情報 産 業 育 成 の中 心 的存 在 と して、 その シェ ァ ー拡 大 に努 力 してお

り、 売上 にお い て も年 率30%位 の伸 び を 目標 と し、 西欧 各 国 、 東欧 、 ア

フ リカ等 に も市場 を拡 大 しつXあ る よ うで ある。.

今回 の フラ ンス情 報代 表 の訪 日に伴 い、CII自 体 も 日本 の情報 産 業 の

動 向 に注 目 して お り、 日本 の 方が 情報 産業 が 進 ん で いる の で、 自分 の 方が

学 ぶ べ き点 が 多 い の で は ない か とい う発言 もあ った。JIPDECの 性 格 、

仕 事 に 対 して も種 々質 問 が あ り、 そ の ソ フ トワ エ ァ開発 には おSい に興味

を持 っ てい る よ うで、 開 発 され た ソ フ トウエ アの提 供 の可能 性等 につ い て

も質 問が 出 た。

ソ フ トワエァ の 開発 に つ い ては、 今後k・Sい に情報 の 交換 を行 なっ て、

良い ものが あれ ば 、 自社 シス テ ムへ の導 入 も考 え た い意 向 を持 つや に感 じ

られ る点 もあ っ た。
ひ

今 回 の調 査 に 関 す る限 りCIIは コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ー と して の 発 展 に

努 力 を集 中 して お り、 ソ フ トワ エ ァ開 発 な い しは 情 報 処 理 サ ー ビス会 社 へ

の 進 出 は 考 え て お らず 、 八 一 ドワ エ ァ に 密 着 した ベ ー シ ッ ク ・ ソ フ トワ ェ

ァ の 開 発 に 専 念 し、 ま た 、 所 有 して い る コ ン ピュ ー タ ・セ ン タ ー も、 自社

内 用 途 お よび ユ ー ザ ー ・サ ポ ー ト用 と して の み 運 営 さ れ て い る現 状 で あ る。

一
へ
し

'

丸
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2詳 論

2.1製 造 機 種

現 在CIIで 製 造 して い る コ ン ピュ ー タは 表1に 示 す5機 種 で あ る 。

表1 製造機 種一覧表

シ ス テ ム名

最大記憶
用 途 相 当 機 種

容 量

10010 64KB 小型科学用、制御用 PDP-8

メ ッ セ ー ジ 、 ス イ ッ チ 用

10020 1.28KB 科 学 用 、 リア ル タ イ ム .Σ 一2

サ テ ラ イ ト

10070 512KB 大 型 科 学 用 、 リア ル タ イ ム IBM

360/50～60

IRIS50 256KB 汎 用 IBM

360/40～50

IRIS80 4MB 汎 用,. IBM

(開 発 中) 3CO/65～75

、

■

4
,

な お 、 コ ン ピュ ー タ ・セ ン タ ーに は 、 ソ フ ト ウ エ ア 開 発 、 ユ ー ザ ー の

サ ポ ー ト用 と して つ ぎ の コ ン ピ ュ ー タが 設 置 さ れ て い る 。

90-101台

90-401台

100101台

100201台

100701台
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CAE510

SEA4000

1台(IBM-1620相 当 機 種 、 す で に 製 造 は

中 止)

1台(IBM-1410相 当 機 種)

u

2.2ソ フ トウ エ ア 政 策

コ ン ピ ュ ー タ メ ー カ ー と して 、 ハ ー ドウ エ ア、 ソ フ トウ エ ア を 一 体 化

して 販 売 して お り、 した が っ て 、 製 造 機 種 の た め の完 成 さ れ た ベ イ シ ッ

ク ・ソ フ トウ エ ア の 提 供 を 心 掛 け て い る。

ベ ー シ ック ・ソ フ トウ エ ア開 発 を 二 大 別 し て い る。

(1)オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

製 造 中 お よび 開 発 中 の 機 種 に つ い て 、 そ の ハ ー ドウ エ ア の 性 能 、 規

模 に伴 っ た 最 新 の ソ フ トウ エ ア 提 供 を 心 掛 け て お り 、 必 要 と あれ ば 米

国 会 社 の開 発 した ソ フ トウ エ ア を応 用 す る場 合 も あ る 。

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム は 主 と して コ ン パ イ ラ を ベ ー ス と して

開 発 して お り、10070、IRIS-80と し(っ た 大 型 機 種 用 オ ペ

レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ムは マ ル テ ィ プ ロ セ ッ シ ン グ 、通 信 制 御 、

TSSの 機 能 を も含 め て 開 発 して い る。(図1参 照)

'

Monitor Transmission

TSS

/

Ψ

UsersonLine

APPいcation

A Remote
、 〈/

Batch
ConsolR

emoteCR

TerminalRe
moteLP

Card識ader

図1オ ペレーテ ィング ・システム の 構 想

じ
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IRIS-80の 場 合128interactconsol

600te「minalsま で 可 能 性 あb。

(2)言 語 処 理 用 プ ロ グ ラ ム

Assembler

FORTRIAN'

ALGOL

.COBOL.

主 と して コ ン パ イ ラ ・ベ ース で あ り、PL-1は 未 だ 開 発 して い な

いo

ソ フ トウ エ ア部 門 の 総 人 員 は 約400名 で 、 うち250名 が ベ ー シ

ッ ク ・ソ フ トウ エ ア の 開 発 に 当 っ て お り、150名 が ア プ リケ ー シ ョ

ン を担 当 して い る と の こ と で あ っ た 。

●

、⊃、

2.5ソ フ トウエ アの分 離 政 策 に つい て

CIIと しては、 つ ぎの理 由 で ソフ トウエ アの分離 政 策 は将 来 も含 め

て 考 えて いない との説 明 で あった。

(1)メ ー カー と して販 売 して行 く際 、 ベ ー シ ック ・ソ フ トウ エ アを除 い

た ハ ー ドウエ ア を売 る こ とは む つ か しい。IBMが 価格 分離 を行 なっ

て米 国 内 では効 果 が 出 て い るのか も知 れ ない が 、少 くと も欧 州 では未

だ行 なわれ てお らず、 何 も効果 が あ がっ た話 は聞 い てい な い。

今 日まで、 ハ ー ド、 ソフ ト一体 価 格 で行 な っ て来 て も何 も不 便 を感

じてい な い し、 セパ レー トしなけれ ば な らな い必 要 を感 じな い の で、

従 来通 りの政 策 で進 み価 格 分離 は 考 えてい ない。

分 離 した場 合 、 ソフ トウエ アの パ テ ン トが法 的 に確 立 され てい ない

の で、 その権 利 を プ ロテ ク トとす る こ とが で きな い こと も問題 で あ る。

ただ し、 デ ー タ通 信 制 御用 プ ・グ ラムだけは ハ ー ドと切 離 して有償

開発 を行 なっ て い る との こ とで あっ た。
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(2)価 格 の 問題 ・

これ に つい ては 、分 離 しない理 由の 一 つ と して あげ たが 、 ソ フ トウ

エ アの市 場 価 格 を決 め る ことが むつ か しい とい うだけ で 、詳細 につ い

ては、 説 明 を さけ て い た。
十

、

2.4ア プ リケー ショ ン開発

ア プ リケ ー シ ョン開発 に つ い て、 フ ランス は特 長 の あ る背 景 を もって

い る。 そ れは コ ン ピュー タの利 用状 況 が 今 日まで、 きわ め て科学 技 術 面

にか た よっ て い る ことで あ る。

表2CIIコ ン ピュ ー タの 体 系 化

SEA(1952年 設 立)

事 務 デ ー タ処 理 用

小 型 技 術計 算 用

CAE(1960年 設 立)

オ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム用

(プ ロ セ ス 制 御)

中 型 機(プ ロ ダ ク シ ョ ン ・

コ ン ト ロー ル)

CII(1972年 合 併)

科 学 技 術 計 算;大 型(IRIS80,10070)

事 務 デ ー タ処 理 中 一 大 型(IRIS50,10070)

オ ン ラ イ ン ・ リ ア ル タ イ ム;小 一 中 型(1001010020)

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ(IRIS80,10070)

●

～・

rL
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表2に 示 す ご と くCII設 立 以 前 は ビ ジ ネ ス ・ユ ース が 遅 れ 、 サ イ エ

ンテ ィ フ ィ ッ ク ・ユ ース が きわ め て 先 行 して い る。CIIに な っ て か ら、

本 来 大 型 科 学 用 で あ っ た10070に 汎 用 性 を 持 た せ 、IRISシ リー

ズ で 汎 用 性 を 高 め る よ うに 方 向 づ け を して い る 。

一 方 に お い て フ ラ ンス 国 内 にはUNIVAC-1108が12台 、

CDC-6600が 多 数 設 置 さ れ て お り、 これ ら も科 学 技 術 計 算 偏 向 に

拍 車 を か け て い た よ うで あ る。 ・ 、

こ の よ う な 背 景 に か らん で 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ンの 開 発 も科 学 技 術 ア プ

リケ ー シ ョ ン に か た よ り、 事 務 用 ア プ リケ ー シ ョ ンの 開 発 は 遅 れ て い た

よ う"で あ る 。

ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ と して は 、1、P、PERTと い っ た も

の を標 準 パ ッ ケ ー ジ と して 開 発 して い る が、 そ の他 に つ い て は 会 計 事 務

等 を手 は じめ に 開 発 に 着 手 して い る 程 度 で あ る。

事 務 用 ア プ リケ ー シ ョ ン の開 発 に つ い て の 方 針 は 、 何 に で も役 立 つ よ

うな 大 き な も の を 作 る よ り も、 専 門 化 す る こ と で特 色 を 持 た す こ と を心

掛 け て い る と の 説 明 で あ っ た 。

今 ま で の 受 注 に 伴 っ て 開 発 して い る ア プ リケ ー シ ョ ンに つ い て つ ぎの

よ うな例 示 説 明 が あ っ た 。

(1)ア フ リカ の あ る 国(国 名 は い わ な か っ た)にIRIS-50を 売 り、

税 関 計 算 と公 共 団 体 の 支 払 業 務 の ア プ リケ ー シ ョ ン を 作 っ て お り、 こ

れ は 、 あ る ソ フ トウ エ ア会 社(名 前 は 公 表 せ ず 、 緊 密 な 関 係 に あ る と

の こ と)と 共 同 して 行 な っ て い る。

(2)CAI

10010に 教 育 用 端 末 を つ な い で 、 教 育 用 シス テ ム を構 成 し、 そ

の プ ・ グ ラ ム開 発 を 行 な っ て お り、 す で に試 用 を行 な っ て い る と の こ

ど で 、 端 末 数 は16位 ま で と の 説 明 で あ っ た 。

「
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(3)病 院 管 理

病 院 シス テ ムに つ い て は 、 全 欧 か ら可 成 り の話 が あ り、4000床

を もつ 病 院 か ら ベ ッ ト管 理 の ア プ リケ ー シ ョ ン を依 託 さ れ て 開 発 して

い る。

コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの 構 成 は 図2の 通 り で あ る 。

[0010]-7…2・

直接接続

1arge

10070

テ レ プ ロ セ ッ シ ン グ

・●

10010

図2病 院 管理 用 シス テ ム

(4>情 報 検 索

EECが ル ク セ ンブル グにNATOに つ ぐ世 界 二 番 目の規 模 の デ ー

タセ ンターを1年 後 に設置 す る こ とに なっ てお り、10070シ ス テ

ムで契 約 した 。現 在 この ソ フ トウ エ ア開 発 の責任 は 負 っ て い ない が、

これ の推 進 体 と コン タク トし協 力 して い る。 も し開 発 を依 託 され る と

す れば 、CIIは 第 一の 候補 に な る との こ とで あっ た。

1arge

1070

.魯
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(5)イ タ リー の サ ー ビ ス ・ ビ ュ ー ロ ー

IRIS-50を 売b、 経 理 、 在 庫 管 理 の 共 通 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・

プ ロ グ ラ ム を 依 託 さ れ て 開 発 し た。

(6)ソ ビ エ ト輸 出 入 公 社

ソ ビエ トか ら1～2の 注 文 が あb、 フ ラ ンス の ソ フ トウ エ ア会 社 と

共 同 して 輸 出 入 公 社 用 の ソ フ トウ エ ア を開 発 して い る。

4

1

否

、



・、

,

・

・
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禁 無 断 転 載

財団法人 日本 情 報 処 理 開 発 セ ン タ ー

東京都港区芝公園21号 地1番5

機 械 振 興 会 館 内

TEL東 京03-434-8211(代 表)

株 式会社 州 社

東京都港区 芝公園5号 地12番

TEL東 京03-433-1481(代 表)
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